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はじめに 
 
このたびは、CS シリーズ ループコントロールボード（形 CS1W-LCB01/05）、プロセ
ス CPU ユニット（形 CS1D-CPU□□P）、ループ CPU ユニット（形 CJ1G-CPU□□P）
をお買い上げいただきまして、ありがとうございます。 
 
CS シリーズ ループコントロールボード（形 CS1W-LCB01/05）、プロセス CPU ユニ
ット（形 CS1D-CPU□□P）、ループ CPU ユニット（形 CJ1G-CPU□□P）は、多ルー
プの計装システムを構築できるコントローラです。 
 
形 CS1W-LCB01/05 は、CS シリーズ CS1-H CPU ユニットに装着して使用します（形
式末尾に H が付かない CS1 CPU ユニットでは使用できません）。 
プロセス CPU ユニット（形 CS1D-CPU□□P）のループコントローラ部は、装着する
CS1D CPU ユニットとの組み合わせの関係上、単体としては販売していません。 
CS1D プロセス CPU ユニットに内蔵している、ニ重化タイプのループコントローラ
（INNER ボード）部分を、他の CS1D CPU ユニットに装着して使用することはできま
せんので、ご注意ください。 
 
 

「プログラマブルコントローラ」の表記について 
本マニュアルでは、「プログラマブルコントローラ」の略称をパソコンと区別するた
め、「PLC」とします。ただし、従来からの機能名またはソフトのメニュー名として
「PC」を使用している場合は、限定的に「PC」を使用している場合があります。 
なお、パソコンは略称を用いず、「パソコン」と表示します。 
 

対象となる読者の方々 
本マニュアルは、次の方を対象に記述しています。 
電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）および計装の知識（計装士あるいは同
等の知識）を有する方で 
・FA 機器の導入を担当される方 
・FA システムを設計される方 
・FA 現場を管理される方 
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お願い 
・本マニュアルは、ループコントロールボード（形 CS1W-LCB01/05）、プロセス CPU

ユニット（形 CS1D-CPU□□P）、ループ CPU ユニット（形 CJ1G-CPU□□P）を使
用する上で、必要な情報を記載しています。お使いになる前に本マニュアルをよく
読んで、十分に理解してください。また、お読みになった後も本マニュアルは大切
に保管して、いつも手元においてお使いください。 

「ご使用に際してのご承諾事項」について 
1. 保証内容 

①保証期間 
当社商品の保証期間は、ご購入後またはご指定の場所に納入後１年といたします。 

②保証範囲 
上記保証期間中に当社側の責により当社商品に故障を生じた場合は、代替品の提供
または故障品の修理対応を、製品の購入場所において無償で実施いたします。 
ただし、故障の原因が次に該当する場合は、この保証の対象範囲から除外いたしま
す。 
a)カタログまたは取扱説明書などに記載されている以外の条件･環境･取扱いならび

にご使用による場合 
b)当社商品以外の原因の場合 
c)当社以外による改造または修理による場合 
d)当社商品本来の使い方以外の使用による場合 
e)当社出荷当時の科学・技術の水準では予見できなかった場合 
f)その他、天災、災害など当社側の責ではない原因による場合 

 なお、ここでの保証は、当社商品単体の保証を意味するもので、当社商品の故障に
より誘発される損害は保証の対象から除かれるものとします。 

2. 責任の制限 
①当社商品に起因して生じた特別損害、間接損害、または消極損害に関しては、当社

はいかなる場合も責任を負いません。 
②プログラミング可能な当社商品については当社以外の者が行ったプログラム、また

はそれにより生じた結果について当社は責任を負いません。 

3. 適合用途の条件 
①当社商品を他の商品と組み合わせて使用される場合、お客様が適合すべき規格・法

規または規制をご確認ください。また、お客様が使用されるシステム、機械、装置
への当社商品の適合性は、お客様自身でご確認ください。これらを実施されない場
合は、当社は当社商品の適合性について責任を負いません。 

②下記用途に使用される場合、当社営業担当者までご相談のうえ仕様書などによりご
確認いただくとともに、定格・性能に対し余裕を持った使い方や、万一故障があっ
ても危険を最小にする安全回路などの安全対策を講じてください。 
a)屋外の用途、潜在的な化学的汚染あるいは電気的妨害を被る用途またはカタロ

グ・取扱説明書などに記載のない条件や環境での使用 
b)原子力制御設備、焼却設備、鉄道・航空・車両設備、医用機械、娯楽機械、安全

装置、および行政機関や個別業界の規制に従う設備 
c)人命や財産に危険が及びうるシステム・機械・装置 
d)ガス、水道、電気の供給システムや 24 時間連続運転システムなど高い信頼性が

必要な設備 
e)その他、上記ａ）〜ｄ）に準ずる、高度な安全性が必要とされる用途 
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③お客様が当社商品を人命や財産に重大な危険を及ぼすような用途に使用される場合
には、システム全体として危険を知らせたり、冗⻑設計により必要な安全性を確保
できるよう設計されていること、および当社商品が全体の中で意図した用途に対し
て適切に配電・設置されていることを必ず事前に確認してください。 

④カタログなどに記載されているアプリケーション事例は参考用ですので、ご採用に
際しては機器・装置の機能や安全性をご確認のうえ、ご使用ください。 

⑤当社商品が正しく使用されずお客様または第三者に不測の損害が生じることがない
よう使用上の禁止事項および注意事項をすべてご理解のうえ守ってください。 

4. 仕様の変更 
カタログ・取扱説明書などに記載の商品の仕様および付属品は改善またはその他の事
由により、必要に応じて、変更する場合があります。当社営業担当者までご相談のう
え当社商品の実際の仕様をご確認ください。 

5. サービスの範囲 
本製品の価格には、技術者派遣などのサービス費用は含まれておりません。 
お客様のご要望がございましたら、当社営業担当者までご相談ください。 

6. 適用範囲 
以上の内容は、日本国内での取引および使用を前提としております。 
 
 
 

海外でのご使用について 
本製品のうち、外国為替および外国貿易管理法に定める輸出許可、承認対象貨物（ま
たは技術）に該当するものを輸出（または非居住者に提供）する場合は、同法に基づ
く輸出許可、承認（または役務取引許可）が必要です。 
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ループコントローラについて 
ループコントローラのタイプ／機能部／バージョンについて 

● ループコントローラのタイプ 
CS/CJ シリーズの「ループコントローラ」には、以下のように、単体のタイプと、CPU
ユニットに内蔵されたタイプがあります。 

ループコント
ローラタイプ 

タイプ名 商品名 商品形式 PLC シリーズ・ユニット種類 

単体のタイプ 単体ループコ
ントローラ 

ループコントロールユニ
ット 

形 CS1W-LC001 CS シリーズ CPU 高機能ユニットの 
ループコントローラ 

ループコントロールボー
ド 

形 CS1W-LCB01/05 CS シリーズ INNER ボードの 
ループコントローラ 

CPU ユニット
に内蔵された
タイプ 

ループコント
ローラ内蔵
CPU ユニット 

プロセス CPU ユニット 形 CS1D-CPU□□P CS シリーズ CS1D-H CPU ユニット 
＋ 
INNER ボードのループコントロー
ラ一体型 

ループ CPU ユニット 形 CJ1G-CPU□□P CJ シリーズ CJ1-H CPU ユニット 
＋ 
INNER ボードのループコントロー
ラ一体型 

 

● ループコントローラの機能部 
・単体ループコントローラは、ループコントローラとしての機能部（ループコントロ

ーラ部）のみから構成されます。 
・ループコントローラ内蔵 CPU ユニットは、CPU ユニットとしての機能部（CPU 部）

とループコントローラとしての機能部（ループコントローラ部）から構成されます。 
 

● バージョン 
各機能部（CPU 部、ループコントローラ部）に、バージョンがあります。 
 

商品形式と機能部の対応関係一覧 
各ループコントローラの商品形式と、CPU 部／ループコントローラ部の機能部名、機
能部バージョンの対応関係は、以下のとおりです。 

商品名 商品形式 商品形式のユ
ニットバージ
ョン *1 

構成 
CPU 部 ループコントローラ部 

同一機能の 
CPU ユニット形
式 

機能部 
ユニットバ
ージョン 

機能部名 機能部 
バージョン 

ループコントロール 
ユニット 

形 CS1W-LC001 Ver.表記なし − LC001 Ver.2.5 

ループコントロール 
ボード 

形 CS1W-LCB01 Ver.2.0 
〜Ver.3.6 

− LCB01 Ver.2.0 
〜Ver.3.6 形 CS1W-LCB05 LCB05 

プロセス CPU ユニット 形 CS1D-CPU65P − CS1D-CPU65H Ver.1.0〜 LCB05D Ver.1.0 
形 CS1D-CPU67P CS1D-CPU67H Ver.1.0〜 LCB05D 

ループ CPU ユニット 形 CJ1G-CPU42P − CJ1G-CPU42H Ver.3.0〜 LCB01 Ver.2.0 
〜Ver.3.6 形 CJ1G-CPU43P CJ1G-CPU43H Ver.3.0〜 LCB03 

形 CJ1G-CPU44P CJ1G-CPU44H Ver.3.0〜 LCB03 
形 CJ1G-CPU45P CJ1G-CPU45H Ver.3.0〜 LCB03 

*1：商品形式のユニットバージョンは、単体ループコントローラのみにあり、ループコント
ローラ内蔵 CPU ユニットにはありません。 
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本マニュアルでの表記 
本マニュアルでは、以下のように表記しています。 
・ループコントローラ部全体を指す場合、総称として「ループコントローラ」と表記

します。 
・ループコントローラの機能部を指す場合、機能名「LCB□□」で表記します。 

例）ループコントロールボード 形 CS1W-LCB05 のループコントローラ機能を説明
する場合、ループコントローラ部は LCB05 なので、「LCB05 の機能」と表記しま
す。 
ループ CPU ユニット形 CJ1G-CPU44P のループコントローラ部を説明する場合、ル
ープコントローラ部は LCB03 なので、「LCB03 の機能」と表記します。 

・ループコントローラ機種を指す場合、形式で表記します。 
なお、ツールソフト オペレーションマニュアル（SBCC-823）において、Ver.3.2 以前
は、機能部名「LCB□□」を「ループコントロールボード」と表記しておりましたが、 
Ver.4.0 以降では、単に「LCB□□」と表記します。 
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バージョンの表記方法について 
ループコントロールボードの「ユニットバージョン」の表記 

CS/CJ シリーズでは、バージョンアップ等によるユニット（CPU ユニット、高機能ユ
ニット、および INNER ボード）の搭載機能の差異を管理するため、2003 年 10 月 1 日
製造以降の製品より、「ユニットバージョン」という考え方を導入しています。 
本ループコントロールボードにおいても、以下のように、ユニットバージョンによる
管理の対象製品として、製品の銘板上に以下のように「ユニットバージョン」が記載
されています。 
 

ユニットバージョン 
Ver.1.5 を示します。 

CS1W-LCB01 

 

LOOP CONTROL BOARD 
Lot No. 031025 Ver.1.5 

MADE IN JAPAN 

製品の銘板 

ループコントロールボード 

OMRON Corporation 

 
なお、ループコントロールボードの「ユニットバージョン」は、ツールソフトのシス
テム運転確認画面にて確認することも可能です。 
ツールソフトをオンライン接続した上で、[実行]メニューから[運転]｜[運転確認]を選
択し、システム運転確認画面にて、「システム共通ブロック」（形式 000）の以下の
ITEM099（MPU/FROM バージョン表示）で、ループコントロールボードの「ユニット
バージョン」を確認してください。 

ITEM Data　Name Data
099 MPU/FROM バージョン表示 V1.50

ユニットバージョンが Ver.1.50 であることを示します。  
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プロセス CPU ユニット／ループ CPU ユニットの機能部バージョンの表記 
プロセス CPU ユニット／ループ CPU ユニットの機能部バージョンは、銘板上に以下
のように記載されています。 
 

● プロセス CPU ユニットの場合 
注：CPU 部の機能部バージョンに表記がないものは、機能部バージョンを「Ver.表記なし」とし

ます。 
 

CS1D-CPU67P 
PROCESS CPU UNIT 

Lot No. 031001 0000   
OMRON Corporation MADE IN JAPAN 

製品の銘板 
プロセス CPU ユニット 

ループコントローラ部の機能部

バージョンを示します。 

CPU 部の機能部名称を示します。 

左側面に銘板が

あります。 

LOOP CONTROL BOARD 
Lot No. 031025   Ver.1.5 
OMRON Corporation MADE IN JAPAN 

CS1D-LCB05D 

ループコントローラ部の機能部名称を示します。 

  CPU Ver.1.0  LCB Ver.1.0 

ループコントローラ

部の機能部バージョ

ンを示します。 

CPU 部の機能部

バージョンを 
示します。 

 
 

● ループ CPU ユニットの場合 
 

CJ1G-CPU44P 
LOOP CPU UNIT 

Lot No. 040715 0000  CPU Ver.3.0  LCB Ver.2.0 

OMRON Corporation MADE IN JAPAN 

製品の銘板 
ループ CPU ユニット 

Lot No. 

ループコントローラ部の 
機能部バージョンを示します。 

製品形式を示します。 

製品形式、機能部

名称を示します。 
LCB03 

バージョン管理シール

貼り付け推奨位置 

CPU 部の機能部バージョンを 
示します。 

 
 



バージョンの表記方法について 

9 

周辺ツールによる CPU 部の機能部バージョンの確認方法 
CX-Programmer Ver.4.0 以降（※）では、以下のいずれかの方法で、CPU 部の機能部バ
ージョンを確認することができます。 
a）［PLC 情報］で確認する方法 
b）［ユニット生産情報］で確認する方法（高機能 I/O ユニット、CPU 高機能ユニット

も確認可能） 
※ CX-Programmer Ver.3.3 以前では、ユニットバージョンを確認することはできません。 
 

a）［PLC 情報］で確認する方法 
1 ・PLC 機種および CPU 形式がわかっているとき： 

 ［PLC 機種変更］ダイアログボックスで選択し、オンライン接続して、［PLC］
メニューの［PLC 情報］｜［PLC 情報］を選択してください。 

・PLC 機種および CPU 形式が不明のとき 
（ただし、シリアル接続で直接接続のみ可能）： 
［PLC］メニューから［自動オンライン接続］を選択し、オンライン接続して、
［PLC］メニューの［PLC 情報］｜［PLC 情報］を選択してください。 

2 以下の［PLC 情報］ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

 
 

オンライン接続している CPU ユニットのユニットバージョンを確認してください。 
 

b）［ユニット生産情報］で確認する方法 
1 I/O テーブルウィンドウで、CPU ユニットを右クリックして、［ユニット生産情報］

｜［CPU ユニット］を選択します。 

 

CPU 部の機能部名称が表
示されます。 

CPU 部の機能部バージョン
が表示されます。 
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2 以下の［ユニット生産情報］ダイアログボックスが表示されます。 
 

CPU 部の機能部バージョンが表示されます。 

 
オンライン接続している CPU ユニットのユニットバージョンを確認してください。 
 

機能部バージョンと周辺ツールの関係 
各機能部の機能を使用するには、各機能部バージョンに応じた周辺ツールを使用して
ください。機能部バージョンと周辺ツールのバージョンには次の関係があります。 
注：各機能部バージョンのすべての機能を使用する場合です。CPU 部の基本的な機能のみを使

用する場合、バージョンの制限はありません。 
 

■ CPU 部 
 周辺ツール名称  
機能部名称 機能部バージョン CX-Process Tool CX-Programmer（注） 
CS1G/H-CPU□□H Ver.表記なし − − 

Ver.2.0 Ver.4.0 以降 
Ver.3.0 Ver.5.0 以降 
Ver.4.0 Ver.7.0 以降 

CS1D-CPU□□H Ver.1.1 Ver.4.0 以降 
CJ1G-CPU□□H Ver.3.0 Ver.5.0 以降 

Ver.4.0 Ver.7.0 以降 
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■ ループコントローラ部 
 周辺ツール名称  
機能部名称 機能部バージョン CX-Process Tool CX-Programmer（注） 
LCB01 Ver.1.0 特になし − 

Ver.1.5 Ver.3.2 以降 
Ver.2.0 Ver.4.0 以降 
Ver.3.0 Ver.5.0 以降 
Ver.3.5 Ver.5.2 以降 
Ver.3.6 Ver.5.2 以降 ※ 

LCB05 Ver.1.0 特になし 
Ver.1.5 Ver.3.2 以降 
Ver.2.0 Ver.4.0 以降 
Ver.3.0 Ver.5.0 以降 
Ver.3.5 Ver.5.2 以降 
Ver.3.6 Ver.5.2 以降 ※ 

LCB05D Ver.1.0 Ver.3.2 以降 
LCB03 Ver.2.0 Ver.4.0 以降 

Ver.3.0 Ver.5.0 以降 
Ver.3.5 Ver.5.2 以降 
Ver.3.6 Ver.5.2 以降 ※  

※LCB01/05/03 の Ver.3.6 機能を使用する場合は、CX-One のオートアップデート機能を使用して
CX-Process Tool を V5.23 以降にして下さい。 
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関連マニュアル 
 
CS シリーズ ループコントロールボード（形 CS1W-LCB01/05）、プロセス CPU ユニ
ット（形 CS1D-CPU□□P）、ループ CPU ユニット（形 CJ1G-CPU□□P）の関連マニ
ュアルは、下表のように構成されています。併せてご覧ください。 
使用手順との関係は、本ユーザーズマニュアルの 1-5 項「基本的な使用手順」を参照
してください。 
 

Man. No. 形式 マニュアル名称 内容 
SBCC-834 
（本書） 

形 CS1W-LCB01/05 
形 CS1D-CPU□□P 
形 CJ1G-CPU□□P 

ループコントロールボード 
プロセス CPU ユニット 
ループ CPU ユニット 
ユーザーズマニュアル 

ループコントロールボー
ドに関するマニュアルで
す（計器ブロックの詳細
を除く）。 

SBCC-835 形 CS1W-LCB01/05 
形 CS1D-CPU□□P 
形 CJ1G-CPU□□P 

ループコントロールボード 
プロセス CPU ユニット 
ループ CPU ユニット 
計器ブロックリファレンス 

とくに各計器ブロックの
詳細に関するリファレン
ス用マニュアルです。 

SBCA-346 形 CXONE-AL□□C-V4 
形 CXONE-AL□□D-V4 
形 CXONE-LT□□C-V4 

CX-One セットアップマニ
ュアル 

FA 統合ツールパッケージ
CX-One の概要、CX-One
のインストール方法につ
いて説明しています。 
CX-One からツールソフ
トをインストールすると
き参照します。 

SBCC-823 形 WS02-LCTC1-JV□ ツールソフト 
オペレーションマニュアル 

ツールソフトの操作マニ
ュアルです。 

SBCC-836 形 CXONE-AL□□C-V4 
/AL□□D-V4 

NS フェースプレート自動生
成ツール Face Plate 
Auto-Builder for NS 
オペレーションマニュアル 

ツールソフトから出力し
た SCADA ソフト用 CSV
タグファイルから NS シ
リーズ PT 用計器フェース
のプロジェクトを自動生
成するソフトウェアの操
作マニュアルです。 

 
プロセス CPU ユニットの場合、その CPU ユニット部については、以下のマニュアル
をご参照ください。 

Man. No. 形式 マニュアル名称 内容 
SBCA-318 形 CS1D-CPU□□H 

形 CS1D-CPU□□S 
形 CS1D-DPL01/02D 
形 CS1D-PA/PD□□□ 

CS1D デュプレックスシステ
ム ユーザーズマニュアル 
セットアップ編 

CS1D デュプレックスシステ
ムに関して、説明していま
す。 
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ループ CPU ユニット形 CJ1G-CPU□□P の場合、その CPU ユニット部については、以
下のマニュアルをご参照ください。 

Man.No. 形式 マニュアル名称 内容 
SBCA-312 形 CJ1H-CPU□□H-R 

形 CJ1G/H-CPU□□H 
形 CJ1G-CPU□□P 
形 CJ1M-CPU□□ 
形 CJ1G-CPU□□ 

CJ シリーズ 
ユーザーズマニュアル 
セットアップ編 

CJ シリーズの PLC 本体に関して、
以下の内容を説明しています。 
・概要／特⻑を知りたい 
・システム構成を設計したい 
・取付／配線をしたい 
・I/O メモリの割付を知りたい 
・トラブル時の対処方法を知りたい 
ユーザーズマニュアル プログラ
ミング編（SBCA-313）と併せて使
用してください。 

SBCA-313 形 CS1G/H-CPU□□H 
形 CS1G/H-CPU□□-V1 
形 CS1D-CPU□□H 
形 CS1D-CPU□□S 
形 CJ1H-CPU□□H-R 
形 CJ1G/H-CPU□□H 
形 CJ1G-CPU□□P 
形 CJ1M-CPU□□ 
形 CJ1G-CPU□□ 
形 NSJ□-□□□□(B)-G5D 
形 NSJ□-□□□□(B)-M3D 

CS/CJ/NSJ シリーズ 
ユーザーズマニュアル 
プログラミング編 

CS/CJ/NSJ シリーズの PLC 本体に
関して、以下の内容を説明していま
す。 
・プログラミングをしたい 
・タスク機能を知りたい 
・ファイルメモリ機能を知りたい 
・各種の機能を知りたい 
ユーザーズマニュアル セットア
ップ編（CS シリーズ：SBCA-301、
CJ シリーズ：SBCA-312）と併せて
使用してください。 

SBCA-351 形 CJ2H-CPU6□-EIP 
形 CJ2H-CPU6□ 
形 CJ2M-CPU□□ 
形 CS1G/H-CPU□□H 
形 CS1G/H-CPU□□-V1 
形 CS1D-CPU□□H 
形 CS1D-CPU□□S 
形 CJ1H-CPU□□H-R 
形 CJ1G/H-CPU□□H 
形 CJ1G-CPU□□P 
形 CJ1M-CPU□□ 
形 CJ1G-CPU□□ 
形 NSJ□-□□□□(B)-G5D 
形 NSJ□-□□□□(B)-M3D 

CS/CJ/NSJ シリーズ 
コマンドリファレンス
マニュアル 

各命令語の詳細説明をしています。 
プログラミング時に、ユーザーズマ
ニュアル セットアップ編（CS シ
リーズ：SBCA-301、CJ シリーズ：
SBCA-312）、ユーザーズマニュア
ル プログラミング編（SBCA-313）
と併せて使用してください。 
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安全上のご注意 
安全に使用していただくための表示と意味について 

このユーザーズマニュアルでは、ループコントロールボード（形 CS1W-LCB01/05）、
プロセス CPU ユニット（形 CS1D-CPU□□P）、ループ CPU ユニット（形 CJ1G-CPU
□□P）を安全に使用していただくために、注意事項を次のような表示と図記号で示し
ています。 
ここで示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しています。必ず守ってく
ださい。 
表示と意味は次のとおりです。 

 

警告�

注意�

正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、軽傷・中程度の傷害を負ったり万一の場
合には重傷や死亡に至る恐れがあります。ま
た、同様に重大な物的損害をもたらす恐れが
あります。�

正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、時に軽傷・中程度の傷害を負ったり、あ
るいは物的損害を受ける恐れがあります。�

 
 

安全上の要点 
製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。 

 
使用上の注意 

製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または
回避すべきことを示します。 

 

お願い  

 本文中の「お願い」は安全上の要点、使用上の注意と同等の内容を示します。 
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図記号の説明 

 

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 
具体的な内容は、△の中と文章で示します。 
左図の場合は、「感電注意」を表します。 

  

 

記号は、禁止を意味しています。 
具体的な内容は、 の中と文章で示します。 
左図の場合は、「分解禁止」を表します。 

  

 

●記号は、強制を意味しています。 
具体的な内容は、●の中と文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。 

  

 

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 
具体的な内容は、△の中と文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な注意」を表します。 

  

 

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 
具体的な内容は、△の中と文章で示します。 
左図の場合は、「高温注意」を表します。 
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通電中は、ループコントローラを分解しないでください。 
感電の恐れがあります。 

 
 
通電中は、端子に触れないでください。 
感電の恐れがあります。 
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プログラマブルコントローラ（PLC）の故障や外部要因による異常
が発生した場合も、システム全体が安全側に働くように、PLCの
外部で安全対策を施してください。異常動作により、重大な事故に

つながる恐れがあります。 
（1）非常停止回路、インターロック回路、リミット回路など、安

全保護に関する回路は、必ず PLC外部の制御回路で構成して
ください。 

（2）プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）を使用すると
き： 
CS1Dデュプレックスシステムにおいて、以下の場合には、運
転を停止し、全出力を OFFにします。 
・アクティブ側（CPUユニットまたはループコントローラ）
と、スタンバイ側（CPUユニットまたはループコントロー
ラ）の両方が、同時に自己診断機能で異常検知した場合 

・アクティブ側 CPUユニットとスタンバイ側 CPUユニットの
両方が、同時に運転停止故障診断（FALS）命令を実行した
とき 

・シンプレックスモードでの運転時、またはデュプレックスモ

ードでの二重化イニシャル処理実行時に、自己診断機能で異

常検知した場合 
・シンプレックスモードでの運転時、またはデュプレックスモ

ードでの二重化イニシャル処理実行時に、運転停止故障診断

（FALS）命令を実行したとき 
ただし、PLCの自己診断機能では検出できない、入出力制御部
や I/Oメモリなどの異常時は、意図しない出力をすることがあ
ります。 
これらのいずれのときでも、システムが安全側に動作するよ

う、PLC外部で対策を施してください。 
形 CS1W-LCB01/05を CS1-H CPUユニットに装着するとき： 
PLCは自己診断機能で異常を検出したときや、運転停止故障診
断（FALS）命令を実行したとき、運転を停止して全出力を OFF
にします。このとき、システムが安全側に動作するように、PLC
外部で対策を施してください。 

（3）出力リレーの溶着や焼損、出力トランジスタの破壊などによ
って、PLCの出力が ONまたは OFFになったままになること
があります。このとき、システムが安全側に動作するよう、

PLC外部で対策を施してください。 
（4）PLCの DC24V出力（サービス電源）が過負荷の状態または

短絡されると、電圧が降下し、出力は OFFとなることがあり
ます。このとき、システムが安全側に動作するよう、PLC外
部で対策を施してください。 
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・ループコントローラの運転を開始する前に、以下の点を確認して

ください。 
①HMI I/F 用データを割り付ける指定バンク No.の EM エリア（シ

ステム共通ブロックの ITEM050：「HMI I/F 用メモリ割付先
EM エリアバンク No.」（0〜12）によって指定）が、CPU ユ
ニットや他のユニットが使用するエリアと重複していないこ
と。万一、重複していた場合、PLC のシステムとして思わぬ
動作をし、けがをする恐れがあります。 

②ユーザリンクテーブルデータの書き込み先エリアが、CPU ユ
ニットや他のユニットが使用するエリアと重複していないこ
と。万一、重複していた場合、PLC のシステムとして思わぬ
動作をし、けがをする恐れがあります。 

③組み合わせて使用するアナログ入出力ユニットが、正しく装着
されていること。かつ、アナログ入出力ユニットの前面の号機
No.がフィールド端子で設定した号機 No.と一致しているこ
と。万一、号機 No.が一致していないと、（フィールド端子で
設定した号機 No.の）別の高機能 I/O ユニットのデータを誤っ
て入出力（読み書き）してしまいますので、十分ご注意くださ
い。 

④ループコントローラ内のシステム共通ブロックの初期設定が
正しく設定されていること。 

・EM メモリをファイルメモリ化するときは、必ずループコントロ
ーラの運転を停止させてから行ってください。 
ループコントローラが運転中に、ループコントローラの HMI I/F
機能で使用しているバンク No.の EM メモリがファイルメモリ化
されると、PLC のシステムとして思わぬ動作をし、けがをする
恐れがあります。 

 

 
CS1-H CPU ユニット、およびプロセス CPU ユニット/ループ CPU
ユニットの CPU 部の、バッテリレス運転は行わないでください。
万一 CPU ユニットまたは CPU 部側でバッテリレス運転を行った
場合、電源 ON 時の EM エリアの値が不定となるため、ループコン
トローラ側の HMI I/F データが不正な値となる恐れがあります。 

 

 
外部への接点出力またはアナログ出力に割り付けられた I/O メモリ
アドレスに対して、ループコントローラと CPU ユニットの間で、
重複して書き込み処理を行わないようにしてください。 
万一、同一アドレスに対して、書き込み処理をした場合、外部に接
続した負荷が思わぬ動作をし、けがをする恐れがあります。 

 

 
信号線の断線、瞬時停電による異常信号などに備えて、ご使用者側
でフェールセーフ対策を施してください。 
異常動作により、重大な事故につながる恐れがあります。  
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アンチウイルス保護 
制御システムに接続するパソコンへの最新の商用品質のウイルス
対策ソフトの導入および保守を行ってください。  
 
不正アクセスの防止 
当社商品に対して、以下の不正アクセス防止対策を行ってくださ
い。 
・権限保有者だけを制御システムや装置へアクセス可能とする物理
的統制の導入 

・制御システムや装置のネットワーク接続を最小限に抑えることに
よる、信頼できないデバイスからのアクセス防止 
・ファイアウォールの導入による IT ネットワークからの分離（未
使用通信ポートの遮断、通信ホストの制限） 
・制御システムや装置へのリモートアクセスが必要な場合におけ
る、仮想プライベートネットワーク(VPN)の使用 

・制御システムや装置へのリモートアクセスにおける多要素認証の
導入 
・強固なパスワードの採用と頻繁な変更 
・制御システムや装置で USBメモリなど外部ストレージデバイス
を使用する場合の事前ウイルススキャン 

 

 
データ入出力の保護 
制御システムや装置への入出力データの意図せぬ改変に備えた、バ
ックアップや範囲チェックなどの妥当性の確認を行ってください。 
・データの範囲チェック 
・データの改ざんや異常に備えた、バックアップによる妥当性確認、
リストアの準備 
・データの改ざんや異常を想定した、緊急停止や縮退運転などの安
全設計 

 

 
紛失データの復元 
データ紛失対策として、定期的な設定データのバックアップと保守
を行ってください。  
 
グローバルアドレス経由でイントラネット環境を利用する場合、
SCADA、HMIなどの不正な端末や不正なサーバに接続すると、な
りすまし、改ざんなどネットワークセキュリティの問題になる可能
性があります。お客様ご自身で、端末へのアクセスの制限、セキュ
ア機能を搭載した端末を使用、設置エリアの施錠などの十分な措置
を講じてください。 
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イントラネットを構築する場合、ケーブル断線や不正ネットワーク
機器の影響により通信障害が発生する可能性があります。設置エリ
アの施錠などの方法によって、ネットワーク機器への物理アクセス
を制限するなど、十分な措置を講じてください。 

 

 
SDメモリカード機能を搭載した機器を使用する場合は、リムーバ
ブルメディアの抜き取り、不正アンマウントなどにより、第三者が
リムーバブルメディアの中身のファイルやデータを不正取得、改ざ
ん、差し替えなどを行うセキュリティリスクがあります。 
お客様ご自身で、設置エリアの施錠、入室管理などの方法によって、
コントローラへの物理アクセスを制限したり、リムーバブルメディ
アの適切な管理対策を行ったりするなどの十分な措置を講じてく
ださい。 
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ループコントローラは、電源投入時のスタートモードを「HOT
スタート」にしていても、24 時間以上の電源 OFF 後、電源を投
入した場合、自動的に「COLD スタート」となります。 
このとき、調節ブロックのオート/マニュアルは「マニュアルモー
ド」（MV＝0%）となります。リモート/ローカルは、「ローカル」
となります。 
したがって、24 時間以上の電源 OFF 後、電源を投入した場合に、
運転開始と同時に自動的に「オートモード」に切り替えたい場合、
次のように、シーケンステーブルまたはステップラダーブロック
内のラダーを組んでください（「リモート」への切り替えも同様
です）。 
処理内容：システム共通ブロックの ITEM019（運転開始フラグ）

かつ ITEM017（COLD スタート中）を入力条件とし
て、各基本または高度 PID ブロックの ITEM086（A/M
切替スイッチ）を 1 にします。 

 ・シーケンステーブルで組む場合 

    

 ルール 
Signal 00 

STEP  
000.019 運転開始フラグ Y 
000.017 COLD スタート中 Y 

： 
： 

 

001.086 A/M Y 
000.019 運転開始フラグ N 

： 
： 

 

THEN  NEXT STEP 
ELSE  

 
 ・ステップラダーブロックで組む場合 

    

 

運転開始 
フラグ 

COLD 
スタート中 

000-019 000-017 

S 
A/M 

PID1 は、電源投入時オート 

000-019 

運転開始 
フラグ 

R 

 
なお、HOT スタート、COLD スタートの内容については、3−2
−3 項「COLD スタート、HOT スタート、運転停止時の内容」を
ご参照ください。 
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プロセス CPU ユニット（形 CS1D-CPU□□P）使用時、二重化
イニシャル処理実行中（デュプレックスモード時）の場合、一
時的に CPU ユニットのサイクルタイムおよびループコントロ
ーラの演算周期が、通常のサイクルタイムおよび演算周期より、
⻑くなります。 
その結果、制御特性が一時的に悪化する恐れがあります。 
したがって、事前に影響を確認した上で、本運転に入ってくだ
さい。 

 

 
・ツールソフト Ver.3.2 以降にて、LCB05（Ver.1.5 以降）のシ

ーケンステーブルをオンラインエディットした後、ダウンロ
ードを実行するときは、変更後のシーケンスで動作しても設
備に影響がないことを確認した上で、実行してください。 
機械や装置が、想定外の動作をする恐れがあります。 

・シーケンステーブルのオンラインエディットを
ControllerLink または Ethernet 経由で実行する場合、エディ
ット対象ノードの状態を確認した上で実行してください。 
機械や装置が、想定外の動作をする恐れがあります。 

 

 
HMI I/F 機能を用いて、EM エリアの受信エリア（CPU ユニット
→ループコントローラ）に計器ブロックリファレンスマニュア
ル（SBCC-835）ITEM 一覧の、データ範囲外の値を書き込まな
いで下さい。 
万一データ範囲外の値を書き込んだ場合、機械や装置が想定外
の動作をする恐れがあります。 

 

 
キャリブレーション機能を実行すると、調節ブロックへの PV（現
在値）が変化することにより、MV（操作量）が変化します。し
たがって、この機能を実行する前に、擬似入力値を設定すること
で MV が変化しても、装置が安全であることを確認してください。 
装置が想定外の動作をし、重大な事故につながる恐れがありま
す。 
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安全上の要点 
● プロセス CPU ユニット（形 CS1D-CPU□□P）使用時のお願い 

・プロセス CPU ユニット（形 CS1D-CPU□□P）は、出荷状態での CS1D CPU ユニッ
ト部との組み合わせのみを、動作保証しています。出荷状態での組み合わせ以外の
場合、動作保証の対象外となります。 
したがって、プロセス CPU ユニットのループコントローラ部を、CPU ユニットから
外さないでください。また、ループコントローラ部または CPU ユニット部の故障時
も、必ず CS1D プロセス CPU ユニット全体を交換してください。 

・デュプレックスモードとシンプレックスモードでは、CS1D CPU ユニットのサイク
ルタイムおよびプロセス CPU ユニットのループコントローラ部の LCB 負荷率が異
なります。 
したがって、事前に、両方のモードでのシステム動作を検証の上、本運転に入って
ください。 

・二重化システムへの通電中に CS1D プロセス CPU ユニットを交換するとき、交換す
る前に、必ず DPL ユニットの CPU 使用設定スイッチを NO USE 側に切り替えてく
ださい。 
USE（通電）側のまま、CS1D プロセス CPU ユニットを交換すると、CPU 二重化ベ
ースユニット、CPU ユニット、DPL ユニット、またはプロセス CPU ユニットのル
ープコントローラ部が故障する恐れがあります。 

 

● ループコントロールボード（形 CS1W-LCB01/05）使用時のお願い 
・形 CS1W-LCB01/05 は、CS1-H CPU ユニット以外には使用しないでください。 

CS1 CPU ユニットに使用した場合、INNER ボード継続異常となり、形
CS1W-LCB01/05 が動作しません（CPU ユニットは運転可能です）。 
CS1D CPU ユニットに使用した場合、INNER ボード停止異常となります（このとき、
CPU ユニットも運転を停止します）。 

・CPU 単独システム用 CS1D CPU ユニット（形 CS1D-CPU□□S）では、Ver.1.5 より
前のバージョンのループコントロールボードを使用することはできません。 

・ループコントロールボードの RS-232C ポート６番ピンの+5V 電源は、変換アダプタ
形 NT-AL001 以外の外部機器には接続しないでください。外部機器およびループコ
ントロールボードが故障する恐れがあります。 

 

● ループコントロールボード、プロセス CPU ユニット、ループ CPU ユニット共通
のお願い 
・計器ブロックデータのバックアップ（RAM からフラッシュメモリへ）実行中に電源

OFF された場合、バックアップは正常に終了しません。電源 OFF 時間が 24 時間以
内の場合には、スーパーコンデンサにより RAM データが保持されていますので、
電源 ON 時に、再度バックアップが自動的に実行され、その後、運転を開始します。 
しかし、電源 OFF 時間が 24 時間を超え、RAM データが消失した場合には、前回正
常にバックアップされたフラッシュメモリデータを使用して運転を開始します。こ
の場合、前回フラッシュメモリにバックアップしたデータにより運転中であること
を通知するフラグ（COLD スタート自動実行フラグ：A35807）が ON しますので、
その情報を確認の上、必要に応じて、最新の計器ブロックデータをダウンロードす
るなどの処置を行ってください。 
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・ループコントローラの運転停止時にアナログ出力または接点出力をある値に保持し
たい場合、ループコントローラの運転中フラグ（特殊補助リレーA358CH ビット 11）
の b 接点を入力条件としてアナログ出力ユニットまたは接点出力ユニットの各割付
リレーをある値に設定するように、CPU ユニット側のラダープログラムを組んでく
ださい。 

・CPU ユニットの運転停止異常時（FALS 命令の実行時を含む）に、ループコントロ
ーラは、運転を停止します。その時に、アナログ出力値を直前の値にホールド、最
小値、最大値のいずれかにする場合は、アナログ出力ユニットまたはアナログ入出
力ユニットの出力ホールド機能を使用してください。 

・設備の安全を確認してから、PLC 本体の電源を ON にしてください。 
CPU ユニットの動作モード（「プログラム」モードを含む）にかかわらず、PLC 本
体の電源 ON と同時に、ループコントローラによる外部へのアナログ出力値、およ
び接点出力の更新がされます（内部的には、CPU ユニット→基本 I/O ユニット／ア
ナログ出力ユニット経由）。 

・ループコントローラは、自身にマンマシンインタフェースをもっていません。した
がって、必ず外部にマンマシンインタフェース（SCADA ソフトなど）を用意した上
で、ご使用ください。 

・信号線の断線、瞬時停電による異常信号などに備えて、ご使用者側でフェールセー
フ対策を施してください。 

・次のことを行うときは、PLC 本体の電源を OFF にしてください。 
・I/O ユニットなどの各種ユニット、CPU ユニット、INNER ボード、の着脱をする

とき 
・装置を組み立てるとき 
・ディップスイッチやロータリスイッチを設定するとき 
・ケーブルを接続、配線するとき 
・コネクタを取り付けたり、取り外したりするとき 

・次の操作は、設備に影響がないことを確認した上で行ってください。 
・PLC の動作モード切替え（電源投入時の動作モード設定を含む） 
・接点の強制セット／リセット 
・現在値や設定値の変更 

・PLC のベース取り付けネジ、端子台のネジ、ケーブルのネジは、本マニュアルで指
定した規定トルクで締め付けてください。 

・接地された金属に触るなどして人体の静電気を放電させてから、ユニットに触れて
ください。 

・電源事情が悪い場所では特に、定格の電圧・周波数の電源が供給できるようにして
ご使用ください。 

・配線の際は、ユニット上面の防塵ラベルを貼ったまま配線してください。 
・配線完了後は、放熱のため、必ずラベルを外してご使用ください。 
・配線、スイッチなどの設定を十分確認してから通電してください。 
・作成したユーザプログラムは、十分な動作確認を行った後、本運転に移行してくだ

さい 
・本製品を分解して修理や改造をしないでください。 
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使用上の注意 
 
●本マニュアルに示すとおり、正しく設置してください。 
 
●次のような環境には設置しないでください。 
・日光が直接当たる場所 
・周囲温度や相対湿度が仕様値の範囲を超える場所 
・温度の変化が急激で結露するような場所 
・腐食性ガス、可燃性ガスのある場所 
・ちり、ほこり、塩分、鉄粉が多い場所 
・水、油、薬品などの飛沫がかかる場所 
・本体に直接振動や衝撃が伝わる場所 
 
●次のような場所で使用する際は、遮蔽対策を十分に行ってください。 
・静電気などによるノイズが発生する場所 
・強い電界や磁界が生じる場所 
・放射能を被曝する恐れのある場所 
・電源が近くを通る場所 
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EC 指令への適合について 
適合指令 

・EMC 指令 
・低電圧指令 

適合の考え方 
■ EMC 指令 

オムロンの商品は、各種機械、製造装置に組み込まれ使用される電気機器であるため、
組み込んだ機械・装置がより容易に EMC 規格に適合できるように、商品自身の関連す
る EMC 規格（注 1）の適合を図っています。 
しかし、お客様の機械・装置は様々であり、かつ EMC の性能は EC 指令適合商品を組
み込んだ機器・制御盤の構成、配線状態、配置状態などにより変化しますので、お客
様の使用状態での適合性は確認できません。したがって、機械・装置全体での最終的
な EMC 適合性の確認を、お客様自身で実施していただくようにお願いします。 
 
注１：EMC(Electro-Magnetic Compatibility：電磁環境両立性)関連規格のうち、EMS(Electro-Magnetic 

Susceptibility：電磁感受性)に関しては EN6100-6-2 
EMI(Electro-Magnetic Interference：電磁妨害)に関しては EN61000-6-4。 
また、EN61000-6-4 Radiated emission は 10m 法によります。 

■ 低電圧指令 
電源電圧 50V AC 〜 1000V AC および 75V DC〜1500V DC で動作する機器に対し、
必要な安全性が確保されていることを求めています。適用規格は EN61131-2 となりま
す。 
 

EC 指令への適合について 
CS/CJ シリーズは、EC 指令に適合しています。しかし、お客様の機械・装置を EC 指
令に適合させるにあたり、以下の注意が必要です。 
1 CS/CJ シリーズは、必ず制御盤内に設置してください。 
2 I/O 電源として使用する DC 電源は、強化絶縁、または二重絶縁されたものを使用し

てください。 
3 CS/CJ シリーズの EC 指令適合商品は、EMI に関して共通エミッション規格

（EN61000-6-4）に適合していますが、特に Radiated emission(10m 法)に関しては、
ご使用になる制御盤の構成、接続される他の機器との関係、配線等により変化する
事があります。 
したがって、EC 指令適合品である CS/CJ シリーズをご使用の場合でも、お客様にて
機械・装置全体で EC 指令適合性を確認・対応していただく必要があります。 
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マニュアル改訂履歴
マニュアル改訂記号は、表表紙・裏表紙の左下に記載されている Man.No.の後尾に付
記されます。

改訂記号 

SBCC-834LMan. No.

改訂記号 改訂年月 改訂理由・改訂ページ 
− 2002 年 7 月 初版 
B 2003 年 4 月 ・形 CS1D-LCB05D を追加

・誤記訂正
C 2003 年 5 月 形 CS1D-LCB05D を、CS1D プロセス CPU ユニット形

CS1D-CPU□□P 内蔵の INNER ボードに変更 
D 2003 年 10 月 形 CS1W-LCB01/05 ユニット Ver.1.5 を追加 
E 2004 年 8 月 LCB01/05 Ver.2.0 の追加 

ループ CPU ユニット（形 CJ1G-CPU□□P）を追加
F 2005 年 9 月 LCB01/03/05 Ver.3.0 の追加 
G 2007 年 11 月 LCB01/03/05 Ver.3.5 の追加 
H 2008 年 12 月 LCB01/05 Ver.3.6 の追加 
J 2011 年 6 月 ・誤記訂正
K 2012 年 12 月 ・誤記訂正

・説明追加
L 2022 年 8 月 ・セキュリティに関する安全上の注意追記に伴う改訂
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バージョンアップのご案内 
 
LCB01//03/05 は、従来の Ver.3.5 から Ver.3.6 へ、バージョンアップしました。主なバ
ージョンアップの内容は下表のとおりです。 
・ツールソフトにて、大項目（LCB/LC001）を挿入するとき（［設定］メニューから

［挿入］|［ノード挿入］を選択することによる）、ユニット Ver.にて適切なバージ
ョンを選択してください。 
もし、誤って、「V1.0」「V1.5」「V2.0」などを選択した場合は、［実行］メニュ
ーから［LCB 形式変換」を選択して、大項目のユニットバージョンを上げてくださ
い。 

 
項目 Ver.1.0 Ver.1.5 Ver.2.0 Ver.3.0 Ver.3.5 Ver.3.6 

対応ツールソフトのバージョン 〜Ver.3.2 Ver.3.2 
以降 

Ver.4.0 
以降 

Ver.5.0 
以降 

Ver.5.2 
以降 

Ver.5.2 
以降※ 

内部プログラム予測修正機能 
（基本 PID（形式 011）、高度 PID
（形式 012）にて、プログラム制御
時の設定値追従を改善） 

☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ○ 

折れ線プログラム 3（形式 158）の
追加 

☓ ☓ ☓ ☓ ○ ○ 

ループコントローラ運転中のデー
タバックアップ機能の追加 

☓ ☓ ☓ ☓ ○ ○ 

FINS コマンドによる簡易バックア
ップファイルのリカバリ機能追加 

☓ ☓ ☓ ☓ ○ ○ 

折れ線プログラム 2（形式 157）の
機能強化 

☓ ☓ ☓ ☓ ○ ○ 

シーケンステーブルのオンライン
エディット 

☓ ○ ○ ○ ○ ○ 

シーケンステーブルのタイマ/カウ
ンタの現在値表示/設定値変更 

☓ ○ ○ ○ ○ ○ 

PID 定数のバンク切替ブロック（形
式 168） 

☓ ○ ○ ○ ○ ○ 

スプリット変換ブロック（形式 169） ☓ ○ ○ ○ ○ ○ 
基本 PID（形式 011）および高度 PID
（形式 012）の、外乱オーバーシュ
ート抑制機能 

☓ ○ ○ ○ ○ ○ 

調節器ブロック共通で、MV リミッ
ト警報停止 SW、MV 異常時制御停
止 SW 

☓ ○ ○ ○ ○ ○ 

ループコントローラの計器ブロッ
クデータのメモリカードへの簡易
バックアップ 

☓ ☓ ○ ○ ○ ○ 

ツールソフトで作成したタグ設定、
コメント、ユーザリンクテーブルの
結線情報のメモリカードへのバッ
クアップ 

☓ ☓ ○ ○ ○ ○ 

折れ線プログラム 2（形式 157）の
再開させるステップを最初の参照
入力との一致点か二回目の一致点
かを選択可能 

☓ ☓ ○ ○ ○ ○ 

折れ線プログラム 2（形式 157）の
同期化 

☓ ☓ ○ ○ ○ ○ 

HOT スタート可能時間設定機能 ☓ ☓ ○ ○ ○ ○ 
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項目 Ver.1.0 Ver.1.5 Ver.2.0 Ver.3.0 Ver.3.5 Ver.3.6 
対応ツールソフトのバージョン 〜Ver.3.2 Ver.3.2 

以降 
Ver.4.0 

以降 
Ver.5.0 

以降 
Ver.5.2 

以降 
Ver.5.2 
以降※ 

カスケード制御時の 2 次ループの
リセットワインドアップ防止機能 

☓ ☓ ○ ○ 
 

○ ○ 

スプリット変換（形式 169）の入力
信号に 0.00〜100.00%の範囲設定 

☓ ☓ ○ ○ 
 

○ ○ 

フィールド端子ブロックの追加 − − Ai4 端子
（PTS51/52） 
Ai8 端子
（PTS55/56） 
Ai8 端子
（PDC55） 
Ao2 端子
（DA021） 
Ai4／Ao2 端
子（MAD42） 

Ai2 端子
（PTS15/16,
PDC15） 
Ai16 端子
（AD161） 

左記に加え
て、以下の
フィールド
端子ブロッ
クを追加 
Ai4 端子 
(PH41U) 
Ai4 端子 
(AD04U) 
Ai4 端子 
(ADG41) 

− 

その他の計器ブロックの追加 ☓ ☓ ☓ スイッチ計
器（形式
225） 

− − 

ワイヤレスデバッグ機能 
（ツールソフトまたは HMI I/F か
ら、調節ブロックの PV に擬似入力
設定可能） 

☓ ☓ ☓ ○ ○ ○ 

タイトシャット機能 
（アナログ出力端子、ユーザリンク
テーブルで、CPU ユニットの I/O メ
モリへの出力をタイトシャット出
力可能） 

☓ ☓ ☓ ○ ○ ○ 

アナログ出力反転機能 
（フィールド端子（アナログ出力端
子）、ユーザリンクテーブルで、CPU
ユニットの I/O メモリへの出力を反
転可能） 

☓ ☓ ☓ ○ ○ ○ 

RUN/STOP 機能 
（基本 PID（形式 011）、高度 PID
（形式 012）にて、その計器ブロッ
クのみの PID 運転の開始（RUN）/
停止（STOP）指示が可能） 

☓ ☓ ☓ ○ ○ ○ 

調節動作方向切替機能 
（基本 PID（形式 011）、高度 PID
（形式 012）にて、オートモード時、
動作方向切り替え可能） 

☓ ☓ ☓ ○ ○ ○ 

シーケンステーブル テーブル参照
機能 
（シーケンステーブル（形式 302）
にて、他のテーブルの条件判定結果
を参照可能） 

☓ ☓ ☓ ○ ○ ○ 

TIM コマンド追加 
（ステップラダー（形式 301）にて、
TIM（タイマ）コマンドを指定可能） 

☓ ☓ ☓ ○ ○ ○ 

パルス出力機能 
（ユーザリンクテーブルにて、パル
ス出力（1 リフレッシュ周期 ON）
可能） 

☓ ☓ ☓ ○ ○ ○ 
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項目 Ver.1.0 Ver.1.5 Ver.2.0 Ver.3.0 Ver.3.5 Ver.3.6 
対応ツールソフトのバージョン 〜Ver.3.2 Ver.3.2 

以降 
Ver.4.0 

以降 
Ver.5.0 

以降 
Ver.5.2 

以降 
Ver.5.2 
以降※ 

ユーザリンクテーブル EM 指定拡
張 
（ユーザリンクテーブルにて、EM
バンク No.0（EM0）以外をメモリ
種別として指定可能 

☓ ☓ ☓ ○ 
EM1〜EMC
を指定可能 

○ 
EM1〜EMC
を指定可能 

○ 
EM1〜EMC
を指定可能 

定数用 ITEM 書き込み（形式 171）
の書き込み点数追加８点→16 点 

☓ ☓ ☓ ○ ○ ○ 

簡易バックアップの対象に、計器ブ
ロックデータ以外に、ブロック結線
図情報、タグ、コメント、付箋デー
タも追加 

☓ ☓ ☓ ○ ○ ○ 

簡易バックアップ対象データが、
RAM からフラッシュメモリに変更 

☓ ☓ ☓ ○ ○ ○ 

※LCB01/05/03 の Ver.3.6 機能を使用する場合は、CX-One のオートアップデート機能
を使用して CX-Process Tool を V5.23 以降にして下さい。 
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第 1 章 はじめに 

第 2 章 各部の名称と取付・配線 

第 3 章 ループコントローラのしくみ 

第 4 章 簡単な使用例 
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じ
め
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1－1 概要 
1－1－1 概要 

LCB05/05Dは最大 500ブロック、LCB03は最大 300ブロック、LCB01は最大 50ブロ
ック＊1の PID演算および各種プロセス用演算が可能です。基本的な論理シーケンス制
御、および工程歩進制御も可能です。なお、PID制御機能を使用せず、パソコンでの
警報／モニタ用のターミナルとしても使用できます。 
*1：演算周期により、最大ループ数には制限があります。一般的なケース（例：1個のループの
構成が、Ai4端子＋折れ線リニアライザ＋基本 PID＋Ao4端子の場合）で、以下のとおりで
す。 
・ループコントロールボード（形 CS1W-LCB01/05）の場合(LCB01/05)： 
演算周期 最大ループ数  演算周期 最大ループ数  演算周期 最大ループ数

0.01秒  20ループ  0.02秒 35ループ  0.05秒 70ループ 
0.1秒  100ループ  0.2秒 180ループ  0.5秒  250ループ 
1秒  250ループ  2秒 250ループ    

 ・プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）の場合(LCB05D)： 
演算周期 最大ループ数  演算周期 最大ループ数  演算周期 最大ループ数

0.1秒  80ループ  0.2秒 140ループ  0.5秒  250ループ 
1秒  250ループ  2秒 250ループ    

 ・ループ CPUユニット 
形 CJ1G-CPU43P/44P/45Pの場合(LCB03)： 
演算周期 最大ループ数  演算周期 最大ループ数  演算周期 最大ループ数

0.01秒  20ループ  0.02秒 35ループ  0.05秒 70ループ 
0.1秒  100ループ  0.2秒 150ループ  0.5秒  150ループ 
1秒  150ループ  2秒 150ループ    

 形 CJ1G-CPU42Pの場合(LCB01)： 
演算周期 最大ループ数  演算周期 最大ループ数  演算周期 最大ループ数

0.01秒  20ループ  0.02秒 25ループ  0.05秒 25ループ 
0.1秒  25ループ  0.2秒 25ループ  0.5秒  25ループ 
1秒  25ループ  2秒 25ループ    

ループコントロールボード、プロセス CPUユニット、ループ CPUユニット自身は、
外部入出力機能をもちません。したがって、必ず、アナログ入出力ユニットまたは基
本 I/Oユニットなどの外部インタフェースをもったユニットとセットで使用します。
ループコントロールボードは、外部インタフェースをもったユニットと CPUユニット
の I/Oメモリを介してデータ交換します。 
調節ブロック、演算ブロックなどの計器ブロックを組み合わせるだけで、すべての機
能（演算機能／フィールド入出力指定）を実現できます。これにより、PLC（プログ
ラマブルコントローラ）上で本格的な計装システムを簡単に構築できます。 
計器ブロックで実現する機能は、以下のとおりです。 

● 内部演算 
・調節・演算（LCB05/05D：最大 500計器ブロック、LCB03：最大 300計器ブロック、

LCB01：最大 50計器ブロック）：2位置オンオフ、基本 PID、高度 PID、比率設定、
警報・信号制限・記憶、数値演算（四則など）、関数（開平、絶対値、折線など）、
時間関数（進み遅れ演算、むだ時間演算、台形プログラムなど）、パルス列演算（積
算）、信号選択・切換（順位選択、定数選択など）、シーケンス制御（タイマ、カ
ウンタなど） 
注：ただし、ファジィ推論、算術演算、時系列データ統計は、最大 100計器ブロック

（LCB05/05D）。 
・外部調節計（最大 32計器ブロック）： 

ES100X調節計端子（形 CS1D-CPU□□P、CJ1G-CPU□□Pでは使用不可） 
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・論理シーケンス／工程歩進制御 
（LCB03/05/05D：最大 200計器ブロック。合計 4000命令 
 LCB01：最大 20計器ブロック。合計 2000命令）： 
ステップラダー、シーケンステーブル（LCB05/05Dのみ） 

● 外部入出力 
・フィールド端子ブロック（最大 80計器ブロック）によって、アナログ入・出力ユニ
ット、基本 I/Oユニットの各点を読み書き。 
・ユーザリンクテーブルによって、CPUユニット I/Oメモリの指定接点またはアナロ
グデータの読み書き。 
・HMI I/F機能によって、SCADAソフトなどから調節・演算、外部調節計、システム
共通ブロックを読み書き 
注：CPUユニットのラダープログラム上の CMND（コマンド送信）命令による、ループコン
トロールボード宛ての FINSコマンド発行により、計器ブロックの各データを読み書き
も可能。 

 

■ ループコントロールボードについて 
ループコントロールボード（形 CS1W-LCB01/05）は、CSシリーズ INNENRボードに
属します。 
形 CS1W-LCB01/05は、CSシリーズ CS1-H CPUユニットに装着可能です（形式末尾
に Hが付かない CS1 CPUユニットでは使用できません）。 
CPU単独システム用 CS1D CPUユニット（形 CS1D-CPU□□S）では、Ver.1.5より前
のバージョンのループコントロールボードを使用することはできません。 
 
ループコントロールボードには、以下のタイプがあります。 
形式 装着可能

PLC 
二重化
対応 

調節・演算
ブロック数

シーケンス
テーブル *1 

ステップラダー 

形 CS1W-LCB01 最大 50 不可 最大 20ブロック 
形 CS1W-LCB05 

CS1-H CPU
ユニット 

不可 
最大 500 可 最大 200ブロック 

*1：シーケンステーブルとステップラダーは同時使用不可。 
 

■ プロセス CPUユニットについて 
プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）は、CS1Dデュプレックスシステム用
CS1D CPUユニットです。 
二重化対応のループコントロールボードは、装着する CS1D CPUユニットとの組み合
わせの関係上、単体としては販売していません。CS1D CPUユニットとのセット形式
「形 CS1D-CPU□□P」（商品名：プロセス CPUユニット）でのみ販売しております。 
プロセス CPUユニットにあらかじめ内蔵されている、ニ重化タイプのループコントロ
ールボード（INNERボード）部分を、他の CS1D CPUユニットに装着して使用するこ
とはできませんので、ご注意ください。 
また、二重化する場合、必ず同一形式のプロセス CPUユニットを 2台、CPU二重化ベースユニ

ットに装着して使用してください。 
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プロセス CPUユニットには、以下のタイプがあります。 
形式 二重化

対応 
調節・演算 
ブロック数 

シーケンステ
ーブル *1 

ステップラダー 備考 

形 CS1D-CPU65P 可能 最大 500 可 最大 200ブロック CPUユニットのプログラム
容量：60Kワード 
周辺ツールでの PLC機種と
しては、形 CS1D-CPU65Hを
選択します。 

形 CS1D-CPU67P     CPUユニットのプログラム
容量：250Kワード 
周辺ツールでの PLC機種と
しては、形 CS1D-CPU67Hを
選択します。 

*1：シーケンステーブルとステップラダーは同時使用不可。 
 
なお、プロセス CPUユニットは、ループコントロールボード（形 CS1W-LCB01/05）
と比較して、以下の使用制限があります。 
・外部調節計（ES100X調節計端子<形式 045＞）は使用できません。 
・計器ブロックの演算周期およびユーザリンクテーブルのリフレッシュ周期として、

0.01秒、0.02秒、0.05秒を設定することはできません。 
・計器ブロック最小演算周期は、装着 CS1D CPUユニットのサイクルタイムの 5倍以
上の周期で、かつ 0.1秒、0.2秒、0.5秒、1秒、2秒のいずれかに設定することが必
要です。 

 

■ ループ CPUユニットについて 
ループコントローラを CJ1 CPUユニットに内蔵しています。 
ループ CPUユニットには、以下のタイプがあります。 

機能部名称 形式 
CPU部 ループコントロ

ーラ部 

調節・演算 
ブロック数 

ステップ 
ラダー  

備考 

形 CJ1G-CPU42P CJ1G-CPU42H LCB01 最大 50 最大 20 
ブロック 

CPUユニットのプログラム
容量：60Kワード 
周辺ツールでの PLC機種と
しては、形 CJ1G-CPU42Hを
選択します。 

形 CJ1G-CPU43/44/45P CJ1G-CPU43/44/45H LCB03 最大 300 最大 200 
ブロック 

CPUユニットのプログラム
容量：250Kワード 
周辺ツールでの PLC機種と
しては、形 CJ1G-CPU□□H
を選択します。 

 
なお、ループ CPUユニットは、ループコントロールボード（形 CS1W-LCB01/05）と
比較して、以下の使用制限があります。 
・外部調節計（ES100X調節計端子＜形式 045＞）は使用できません。 
・シーケンステーブルは使用できません。 
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1－1－2 特長 
■ ループコントローラ共通の特長 

● 計器ブロックの高速実行により、演算周期 10msで多ループ制御が可能 
各計器ブロックを高速に実行できるため（ループコントロールユニットにくらべ約 10
倍）、一般的なケース（例：1個のループの構成が、Ai4端子＋折れ線リニアライザ＋
基本 PID＋Ao4端子の場合）で、全計器ブロックの演算周期 10msにて最大 20ループ
が可能です（形 CS1D-CPU□□Pを除く）。 
 

● すべての機能（演算機能／フィールド入出力指定）を計器ブロックのみで実現 
計器ブロックをソフト結線することにより、演算ブロックの組み合わせだけでなく、
フィールド入出力の指定などのすべての機能を実現できます。 
 

● 計器ブロックの組み合わせで、ほとんどすべての制御タイプを自由に実現可能 
通常の PID制御以外に、カスケード制御、フィードフォワード制御、むだ時間補償制
御、オーバーライド制御などの特殊な制御タイプを、計器ブロックの組み合わせで、
自由に実現できます（LCB03/05/05D：実用上 250ループ、LCB01：最大 50ループ）。
むだ時間の長いプロセス、非線形のプロセス、負荷変動のあるプロセスなどにも、対
応が容易です。また、運転開始後の制御方式の変更などにも柔軟に対応できます。 
 

● 高速演算対応の計器ブロック 
ループコントロールボード（形 CS1W-LCB01/05）は、調節・演算などの計器ブロック
の演算周期を、10ms、20ms、または 50msに指定可能（ループコントロールユニット
は、最小で 100msの演算周期指定）。 
これにより、例えば、4ループの PID制御の場合、10msの演算周期で、各ループを実
行することができます。 
注：形 CS1D-CPU□□Pでは、演算周期 10ms、20ms、50msを指定不可。 
 

● CPUユニットとの高速 I/Oリフレッシュ（ユーザリンクテーブル機能による） 
ユーザリンクテーブルで、リフレッシュ周期を 10ms、20ms、または 50msに指定する
と、ループコントローラは、CPUユニットに対してその指定周期でリフレッシュ処理
をします。これによって、ループコントローラは、高速で（最大 1サイクルタイム）、
接点またはアナログ値を I/Oリフレッシュすることができます。 
注：ループコントロールユニットのフィールド端子ブロック（Di、Do、Ai、Aoなど）は、最大

2×サイクルタイムの遅れがありました。 
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● 登録したタグ名で、CPUユニットの I/Oメモリを指定可能（ユーザリンクテーブ

ル機能による） 
ツールソフト上の「ユーザリンクテーブル」に、ユーザ任意のタグ名、および CPUユ
ニットとのデータ交換用の各種条件（I/Oメモリアドレスなど）を指定可能。 
本テーブルに設定したタグが、指定リフレッシュ周期のタイミングで、CPUユニット
とデータ交換します。 
これにより、シーケンステーブルなどの計器ブロックから、タグ名のみを指定するこ
とで、CPUユニット I/Oメモリ（または接点/アナログ入出力値）を指定することがで
きます。 
なお、ユーザリンクテーブルは、ブロック結線図上に仮想計器ブロックとして貼り付
けることもできます。また逆に、フィールド端子ブロックを貼り付けたときには、自
動的にタグがユーザリンクテーブル内に作成されます。 
注：従来のループコントロールユニットの拡張 CPU端子（形式 455～458）、CPU端子（形式

451～454）の機能に相当します。 
従来は、他の計器ブロックが CPUユニットとデータ交換をする場合、拡張 CPU間端子また
は CPU間端子を介して実行していたため、CPUユニットの I/Oメモリアドレスおよび計器
ブロック（拡張 CPU端子または CPU端子）の ITEM番号を意識することが必要でした。 

 

● シーケンステーブル方式でのシーケンス／工程歩進制御が可能（形 CS1W-LCB05 のみ） 
プロセス制御において多用されているシーケンス制御用の記述言語として、シーケン
ステーブルを採用。ループコントロールユニットのステップラダーとシーケンステー
ブルのうち、使いなれた言語を選択できます。 
ステップ遷移による工程歩進（テーブル間のステップ遷移も可能）、タイマ／カウン
タ動作、定数の計器ブロック ITEMへの書込、関係式による比較演算も、可能です。 
 

● ツールソフトによって、実際の結線の感覚で、計器ブロック間のソフト結線が可能 
ツールソフトによって、パソコン画面上で線をつなげることで、計器ブロック間のソ
フト結線が可能です。 
 

● 結線図内の計器ブロックの演算実行順序を指定可能 
調節ブロックおよび演算ブロックから成る結線図内で、各計器ブロックの演算実行順
序 ITEM設定にて指定した順に、演算を実行させることができます（デフォルトでは、
左列から右列へ、各々上から下）。 
ループコントロールユニットは、演算ブロック→調節ブロックの順で、しかもその中
で、各々ブロック番地順の固定でした。 
 

● HMI I/F機能を用意することで、SCADAソフトのインタフェースが簡単に 
調節/演算ブロック、外部調節計ブロックの HMI I/F用データが、CPUユニット内の指
定したバンク No.の EMエリアに自動的に割り付けられます（バンク No.の指定は、シ
ステム共通ブロック内で設定）。 
SCADAソフトからは、CSVタグ名を指定することで、調節/演算ブロック、外部調節
計ブロック、システム共通ブロックのHMI I/F用データの読み書きが可能となります。 
注：従来のループコントロールユニットの全ブロック受信（形式 461）、全ブロック送信（形式

462）の機能に相当します。 
なお、ユーザリンクテーブルのタグを、CSVタグとして上記 HMI I/F用タグの後に追
加作成することも可能です。その場合、SCADAソフトからユーザリンクテーブルのタ
グ名を指定することで、CPUユニットの I/Oメモリを読み書きすることもできます。 
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● 外部調節計 ES100Xも接続可能（形 CS1W-LCB01/05のみ） 
ループコントロールボードの RS-232Cポートに、デジタル調節計 ES100Xシリーズを
接続して、ES100X接続用計器ブロックによって、ES100Xの SP、PV、MVなどのモ
ニタ、SP、PIDなどの設定を行うこともできます。RS-232C→RS-422A/485変換をする
ことによって、ES100Xを複数台（最大 32台）接続することも可能です。 
 

● FINSコマンドによるメッセージ通信が可能 
CPUユニットのラダープログラム上の CMND（コマンド送信）命令による FINSコマ
ンドの発行、または上位パソコンからの FINSコマンドの発行によって、各計器ブロッ
クのデータを自由に読み書きすることができます。なお、ネットワーク上の他ノード
の PLC（CPUユニット）からの計器ブロックデータの読み書きも可能です。 
 

■ プロセス CPUユニットの特長（形 CS1D-CPU□□Pのみ） 

● 二重化システムを構築可能 
プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）は、一方のプロセス CPUユニットのル
ープコントローラ部が「INNERボード停止異常」となった場合、他方のプロセス CPU
ユニットのループコントローラ部に切り替えて、プロセス CPUユニットのループコン
トローラ部の運転（ループ制御）を継続することができます。 
また、切替要因となった異常が解除された場合、（CPUユニットと同様に）プロセス
CPUユニットのループコントローラ部も、自動的に元の二重化運転状態に復帰するこ
とができます。 
これにより、24時間連続運転のシステムにも対応できます。 
注：プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）使用時は、計器ブロック最小演算周期は、

CS1D CPUユニットのサイクルタイムの 5倍以上の周期で、かつ 100ms、200ms、500ms、
1s、2sのいずれかに設定することが必要です。 

 



1－1 概要 
1－1－3 LCB01/05の Ver.1.5へのバージョンアップ機能 

1-8 

1 
は
じ
め
に 

1－1－3 LCB01/05の Ver.1.5へのバージョンアップ機能 
■ シーケンス動作継続のまま、シーケンスの変更が可能（ツールソフト Ver.3.2

以降のみ可能） 
シーケンステーブルの動作確認において、ループコントローラ運転中かつシーケンス
テーブル動作中に、シーケンステーブルのオンラインエディットが可能です。 
オンラインエディットをして、シーケンステーブルダウンロード後も、シーケンステ
ーブルの動作が継続します。 
（シーケンステーブルの動作確認画面から[編集]｜[開始]を選択し、シーケンステーブ
ルを編集の上、[編集]｜[ダウンロード]を選択することによります。） 
注：従来、ループコントローラ運転中に、シーケンステーブルのテーブル単位でのダウンロード
は可能でしたが、ダウンロード後、テーブルは、ステップ 01から実行を開始するため、ダ
ウンロード前後で、動作が継続しませんでした。 

■ シーケンステーブルにて、タイマ、カウンタの現在値表示、設定値変更（ツ

ールソフト Ver.3.2以降のみ可能） 
シーケンステーブルの動作確認において、エレメント（タイマ、カウンタ）の現在値
を表示します。また、ループコントローラ運転中かつシーケンステーブル動作中に、
エレメント（タイマ、カウンタ）の設定値の変更も可能です。 

■ PID定数のバンク切替ブロック（形式 168）追加 
オムロン製温度調節器サーマック Rシリーズに搭載している、PID定数のバンク切換
機能を、PLC上で簡単に実現できます。 
バンク切替ブロック（形式 168）は、基本 PID（形式 011）、高度 PID（形式 012）、
またはブレンド PID（形式 013）と組み合わせて使用します。 
P、I、D、MH、ML、ローカル SPを各々最大 8セット（バンク No.1～8）記憶します。
アナログ入力値の範囲（ゾーン）に応じて、または入力ビット 1～8の ON状態に応じ
て、バンク No.を切り替え、接続先の基本 PID/高度 PID/ブレンド PIDブロックの P、I、
D、MH、ML、ローカル SPに、記憶していたそのバンクのデータを一括で書き込みま
す。 
なお、基本 PID/高度 PID/ブレンド PIDブロックの AT結果を、自身のカレントバンク
の PID設定に反映させることもできます。 

■ スプリット変換ブロック（形式 169）追加 
スプリット変換ブロック（形式 169）は、基本 PID（形式 011）または高度 PID（形式
012）と組み合わせて使用し、そのMV出力値を、V特性または平行特性の、2つのア
ナログ出力（例：加熱操作量と冷却操作量）に変換して出力します。 
加熱側 PID設定値および冷却側 PID設定値をもち、加熱/冷却のどちらを出力している
かに応じて、MV接続元の PIDブロックの PID設定値を変更することもできます。ま
た、逆に PIDブロックの AT結果を、自身の加熱/冷却のどちらかの PID定数に反映す
ることもできます。 
従来、折線リニアライズの組み合わせで実現していた、加熱/冷却の連続比例の制御を
簡単に実現できます。 
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■ 外乱オーバーシュート抑制機能 
外乱オーバーシュート抑制機能を、基本 PID（形式 011）および高度 PID（形式 012）
に追加しました。 
これにより、とくに高速応答が要求される用途（セラミックヒータ制御、流量制御、
圧力制御など）で、外乱の影響を抑制することが可能です。 
外乱オーバーシュート抑制機能有効時、制御系に入る外乱（外乱ゲイン、外乱時定数）
の以下の特性をあらかじめ設定しておくことで、外乱の影響を抑制することが可能。 
偏差が外乱整定帯（整定状態とみなす偏差）内にいったん入った後、外乱判定幅をオ
ーバーしたとき、外乱オーバーシュート調節機能が自動起動します。 
注：AT実行中、目標値変更時（外乱整定帯を超える変更幅）、PD制御時は、本機能は働きま

せん。 

■ MVリミット警報停止 SW追加 
基本 PIDなどの調節器ブロックにおいて、MVがMVリミット上限または下限に到達
しても、MVリミット警報停止 SWが ONのときは、MVリミット上限到達または下限
到達フラグを無効として、ONとはしません（ただし、MVリミット自体は動作します）。 
 

■ MV異常時制御停止 SW追加 
基本 PIDなどの調節器ブロックにおいて、MV異常時に、MV異常時制御停止 SWが
ONのは、設定してあるMV遡及時間前のMV出力値で、MVを保持します。 
 

■ 勾配付きスイッチ（形式 167）の高速演算対応 
勾配付きスイッチ（形式 167）の演算周期に、0.01秒、0.02秒、または 0.05秒を指定
可能 
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1－1－4 LCB01/05の Ver.2.0へのバージョンアップ機能 
■ ループコントローラの計器ブロックデータをメモリカードへ簡易バックアッ

プすることが可能 
LCB01/05 Ver.2.0は、CS1-H CPUユニットでの「特定ユニット/ボード内データの簡易
バックアップ機能」に対応しました。（MCユニット、NCユニット、DeviceNetユニ
ットなどと同様）ループコントロールボード RAM内の計器ブロックデータも、簡易
バックアップの対象となります。 
「特定ユニット/ボード内データの簡易バックアップ機能」では、ループコントロール
ボードを含めた PLC全体のデータのバックアップ/リカバリ/照合が可能となります。
そのため、PLC計装システム全体の複製の作成、故障時のボード交換などが容易とな
ります。 

■ ツールソフトで作成したタグ設定、コメント、ユーザリンクテーブルの結線

情報のメモリカードへのバックアップ 
ツールソフトで作成した「タグ設定」、「コメント」、「ユーザリンクテーブルの結
線情報」をCPUユニット装着のメモリカード内にバックアップ可能です。これにより、
ツールソフトにてループコントローラから計器ブロックデータをアップロードしたと
きに、自動的にメモリカードからこれらの情報もアップロードされるため、タグ情報
などを再設定する必要がなくなります。 

■ 折れ線プログラム 2（形式 157）の機能強化 

● 再開させるステップを最初の参照入力との一致点か二回目の一致点かを選択可能 
従来、参照入力機能が有効の場合、参照入力 X1と最初に一致した点から出力 Y1がス
タートしました。今回、最初の参照入力との一致点から再開するか、二回目の一致点
から再開するかを指定可能になりました。 
注：さらに、従来、参照入力の一致点がないとき、実行エラーとなりましたが、一致点がないと
きに、B0（初期値）からスタートさせることも可能となりました。 

● 折れ線プログラムの同期化が可能 
従来、複数の折れ線プログラムブロックの時間軸を同期したいとき（例：PVスタート
時の開始時間を同じにしたいときなど）、折れ線プログラム（形式 156）を使用し、一
方の折れ線プログラムの時間軸出力 Y2のデータをもう一方の折れ線プログラムの時
間軸出力に ITEM書き込みブロックで書き込むことが必要でした。ただし、折れ線プ
ログラムの場合、ステップ数が最大 15の制限がありました。 
今回、折れ線プログラム 2（形式 157）にて、折れ線プログラム間の同期機能をサポー
トしました。複数の折れ線プログラム 2（形式 157）において、1つを親（時間軸の基
準となる）、他を子（時間軸は親に従う）に指定して、子の折れ線プログラム 2は（自
分で時間軸を算出せず）親の折れ線プログラム 2の時間軸に同期することがきます。
これにより、複数ゾーンの温度のプログラム設定や、温度と圧力などのプログラム設
定において、1つの測定値の PVスタート時点に、他のプログラム設定を同期させて開
始させることが簡単にできます。 
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■ HOTスタート可能時間設定機能 
従来、24時間以内の電源断の場合、電源投入時のスタートモードが HOTスタートで
あれば、無条件で、HOTスタートとなりました。 
今回、電源投入時のスタートモードに、指定時間内の電源断のときのみ HOTスタート
するモード（「指定時間内 HOTスタート」）を追加しました。 
このモードを指定した場合、設定した時間（「HOTスタート可能時間」）内の電源断
（ただし、1時間以内）であれば、電源投入時に HOTスタートとなります。これによ
り、1時間以内の電源断の場合、電源断時間に応じて、HOTスタート／COLDスター
トを自動選択できます。なお、設定した時間（「HOTスタート可能時間」）以上の電
源断であれば、電源投入時に COLDスタートとなります。 

■ カスケード制御時の 2次ループのリセットワインドアップ防止機能が可能 
カスケード制御時に、2次ループ側 PIDブロックのMV上限リミットまたはMV下限
リミットが ONとなっているときには、1次ループ側 PIDブロックの PID演算を停止
させることができます。 
これにより、リセットワインドアップを防止することができます。 
2次ループ側 PIDブロックのMV上下限リミットがかかっている間、1次ループ側 PID
ブロックの過積分が発生しないようにすることができます。 

■ スプリット変換（形式 169）の入力信号の範囲に 0.00～100.00%も可能 
従来、スプリット変換（形式 169）の入力信号の範囲は、-100.00~+100.00%のみでした。
この場合、加熱冷却制御をする場合、PIDブロックのMVリミットを±100.00%に変更
することが必要でした。今回、スプリット変換（形式 169）の入力信号の範囲を 0.00
～100.00%とすることも可能となりました。 

■ フィールド端子ブロックの追加 
以下のユニットの入出力用フィールド端子ブロックを追加しました。 

ユニット名 形式 ブロック形式 ブロック名 
形 CS1W-PTS51 566 Ai4端子（PTS51） CSシリーズ 絶縁型熱

電対入力ユニット 形 CS1W-PTS55 568 Ai8端子（PTS55） 
形 CS1W-PTS52 567 Ai4端子（PTS52） CSシリーズ 絶縁型測

温抵抗体入力ユニット 形 CS1W-PTS56 569 Ai8端子（PTS56） 
CSシリーズ 直流電流
入力ユニット 

形 CS1W-PDC55 570 Ai8端子（PDC55） 

CJシリーズ アナログ出
力ユニット 

形 CJ1W-DA021 591 Ao2端子（DA021） 

CJシリーズ アナログ入
出力ユニット 

形 CJ1W-MAD42 592 Ai4／Ao2端子
（MAD42） 

 



1－1 概要 
1－1－5 LCB01/03/05の Ver.3.0へのバージョンアップ機能 

1-12 

1 
は
じ
め
に 

1－1－5 LCB01/03/05の Ver.3.0へのバージョンアップ機能 
■ ワイヤレスデバッグ（PV擬似入力）機能（キャリブレーションモード） 

ループコントローラ運転中に、ツールソフトまたは SCADAソフト／PTなどから、調
節ブロック（基本 PID、高度 PIDなど）の PVに、擬似入力（固定値）を与えることが
できます。これにより、実際に外部にセンサなどを接続しなくても、調節ブロックの
PVの値に応じて計器ブロック全体がどう動作するか（例：警報動作など）を容易に確
認することができます。また、センサ異常発生時に、擬似入力を与えておくことで、
運転中のセンサ交換などが容易となります。 

■ MVタイトシャット機能 
フィールド端子（アナログ出力端子）またはユーザリンクテーブルにて、CPUユニッ
トの I/Oメモリエリアへ出力する値をタイトシャット出力することができます。 
0%以下の出力値になると、下限値（最小-20.00%）に設定した値を出力し（逆特性）、
100%以上の出力値になると、上限値（最大+115.00%）に設定した値を出力します（正
特性）。 
これにより、バルブを締め切るときに、調節ブロックからのMVとしては 0%または
100%を出力するだけで済みます。 

■ MV.アナログ出力反転機能 
フィールド端子（アナログ出力端子）またはユーザリンクテーブルにて、CPUユニッ
トの I/Oメモリエリアへ出力する値を反転出力することができます。 
出力値が 100.00%のときに、0.00%を出力し、出力値が 0.00%のときに、100.00%を出
力するように反転させることができます。 
これにより、現場でバルブ納入後、バルブの開閉方向が逆であったときなどに、アナ
ログ出力を反転させることで簡単に対応できます。 

■ PID計器ブロックごとの RUN/STOP機能 
基本 PID（形式 011）または高度 PID（形式 012）にて、接点入力（ラン/ストップ SW）
によって、個々の計器ブロックごとに PID演算を開始（RUN）/停止（STOP）させる
ことができます。また、PID演算停止時の操作量（ストップ時操作量）を指定するこ
とができます。 
従来、計器ブロックごとの演算停止をした場合、アラーム処理、PV入力処理も停止し
てしまいましたが、これにより、任意の条件で、PID演算のみを停止させ、かつMV
を指定の量に保持し、また演算を再開させることが可能となりました。 
なお、STOP→RUNへ切り替えたときに、MV出力値に対してバンプレス処理は働きま
せん（これにより、高速昇温制御における立ち上げ時間短縮が可能です）。 

■ PID計器ブロックの運転中の動作方向切替機能 
基本 PID（形式 011）または高度 PID（形式 012）にて、運転中に、調節動作方向（正、
逆）を切り替えることができます。 
動作方向切替時、PID演算の初期処理が自動的に行われ、かつMVがバンプ処理され
ます。 
これにより、SCADAソフトや PTなど（HMI I/F）から、簡単に、また比較的制御を乱
すことなく、加熱/冷却制御（空調における冷房／暖房切替など）の切り替えを行うこ
とができます。 

■ シーケンステーブル参照機能 
あるシーケンステーブルから、別のシーケンステーブルの条件ルールの評価結果を参



1－1 概要 
1－1－5 LCB01/03/05の Ver.3.0へのバージョンアップ機能 

1-13 

1 
は
じ
め
に 

照することが可能です。 
これにより、共通的な処理を（サブルーチンのように）参照するテーブル側にまとめ
ることが可能です。 

■ ステップラダーのタイマコマンド機能 
ステップラダー（形式 301）にて、タイマを使用することができるようになりました。 

■ ユーザリンクテーブルのパルス出力機能 
ユーザリンクテーブルにて、計器ブロックの指定 ITEMの立ち上り時に、1リフレッシ
ュ周期の間のみ ONとなるパルス（ワンショットパルス）を CPUユニット I/Oメモリ
の指定接点アドレスに書き込むことができます。これにより、ループコントローラか
ら CPUユニットに対するトリガ信号出力処理などを簡単に行えます。 

■ ユーザリンクテーブルの EM指定拡張機能 
ユーザリンクテーブルにて、EMバンク No.0以外の EMバンク No.１～Cを、メモリ
種別として指定することが可能となりました。 
これにより、EMバンク No.0がループコントローラ以外の機能で（ラダープログラム
側またはファイルメモリ機能で使用されている場合でも、バンク No.0以外の EMバン
クを CPUユニット I/Oメモリとループコントローラ間のデータ交換に使用できます。 

■ フィールド端子ブロックの追加 
以下のユニットの入出力用フィールド端子ブロックを追加しました。 
ユニット名 形式 ブロック形式 ブロック名 
CS シリーズアナログ入力ユニ
ット 

形 CS1W-AD161 582 Ai16端子（AD161） 

CJ シリーズ絶縁型熱電対入力
ユニット 

形 CJ1W-PTS15 

CJ シリーズ絶縁型測温抵抗体
入力ユニット 

形 CJ1W-PTS16 

CJ シリーズ絶縁型直流入力ユ
ニット 

形 CJ1W-PDC15 

571 Ai2端子 
（PTS15/16,PDC15） 

■ スイッチ計器の追加 
スイッチ計器（形式 225）を追加しました。これにより、複数のモータ/ポンプなどの
起動/停止、オンオフ弁の開閉状態の監視/操作を簡単に行うことができます。 

■ 定数用 ITEM書き込み（形式 171）の定数データ数の拡張 
定数用 ITEM書き込み（形式 171）の書込可能な定数データの数を最大 8個から最大
16個まで拡張しました。 

■ ツールソフトで作成した、タグ設定、コメント、ブロック結線情報を内蔵フ

ラッシュメモリに保存可能（ツールソフト Ver.5.0の機能） 
ツールソフト Ver.5.0以降を使用すれば、ツールソフトで作成した「タグ設定」、「コ
メント」、「ブロック結線情報」をループコントローラ内蔵フラッシュメモリにバッ
クアップ可能です。 

■ ブロック結線図のフリーロケーション化（ツールソフト Ver.5.0の機能） 
ツールソフト Ver.5.0以降を使用すれば、計器ブロックをブロック結線図の任意の位置
に最大 64個配置可能です。複数ページにわたる結線図を 1ブロック結線図上に描画で
きます。 
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■ 簡易バックアップ機能強化 

● タグ・コメントデータなども簡易バックアップ対象に 
従来バックアップ対象外であった、ブロック結線図情報、タグ、コメント、付箋デー
タが、簡易バックアップ対象となりました。 

● 簡易バックアップ対象データが RAMからフラッシュメモリに変更 
LCB01/03/05 Ver.3.0以降、ループコントローラの簡易バックアップ対象は、RAM内の
データから、フラッシュメモリ内のデータに変更となりました。 
これにより、ループコントローラのプログラム動作によって RAM内計器ブロックデ
ータのパラメータ ITEMが変更された場合でも、簡易バックアップによる照合操作を
行ったとき、照合異常は発生しません（従来は照合異常が発生しました）。 
 

1－1－6 LCB01/05、LCB03の Ver.3.5へのバージョンアップ機能 
■ 折れ線プログラム 3（形式 158）の追加 

● ステップ数が最大 100ステップまで使用可能 
プログラムあたりのステップ数が最大 100ステップまで使用可能になります。これに
よって、従来よりも複雑な温度制御プログラムが容易に実現できるようになります。 

● バンク(PIDなど)切替機能を内蔵 
バンク切替機能を内蔵しており、ステップ遷移ごとに PIDパラメータ等を最適な値に
切替えることができます。 

● PIDブロックへの AT指令 
折れ線プログラム 3計器ブロックから「基本 PID<011>」ブロック、「高度 PID<012>」
ブロックのオートチューニング（=AT）起動が可能になりますので、ステップごとに
AT実行が容易になります。 

● CPUユニットとのプログラムパターンデータ一括読出し/書込み機能 
LCBから PLCのデータメモリエリアへプログラムデータ等を読み出したり、PLCのデ
ータメモリエリアに配置されたプログラムデータ等を、LCBに書き込んだりすること
が可能になります。これによりプログラムデータの入替えが容易になります。 

● 時間情報の追加 
温度制御プログラム実行中の時間情報として、動作指令 ONからの経過時間、プログ
ラムトータル時間、ステップ時間軸、ステップ残時間、プログラム時間軸、プログラ
ム残時間を出力します。 
 

■ ループコントローラ運転中のデータバックアップ機能の追加 
ツールソフトを使用しなくても、システム共通ブロック（形式 000）にて、バックアッ
プ外部指示をすることにより、ループコントローラ運転中に、計器ブロックデータを
フラッシュメモリにバックアップをすることが可能です。 
 

■ 計器ブロックデータ入替え機能（ダイレクトリカバリ機能）の追加 
LCB01/03/05でサポートしていた簡易バックアップ機能をさらに強化しました。 
以前はバックアップ(LCB→メモリカード)時、およびリストア（メモリカード→LCB）
時ともにメモリカードを使用する必要がありましたが、この機能追加により、メモリ
カードを使用しなくとも、通信コマンド(FINSコマンド)を用いてリストアができるよ
うになります。 
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これによって上位パソコン等から通信経由で、LCB内の計器ブロックデータを書き換
えることが可能になります。 
 

■ 折れ線プログラム 2（形式 157）の機能強化 
参照入力 X1機能を用いて、プログラムを再開させる際に、参照入力 X1との一致ポイ
ントが複数存在する場合、どの一致ポイントから再開するかが指定可能になりました。 
 

■ フィールド端子ブロックの追加 
以下のユニットの入出力用フィールド端子ブロックを追加しました。 
ユニット名 形式 ブロック形式 ブロック名 
CJ シリーズ 絶縁型フルマルチ
入力ユニット（高分解能タイプ）

形 CJ1W-PH41U 572 Ai4端子(PH41U） 

CJ シリーズ 絶縁型フルマルチ
入力ユニット（汎用タイプ） 

形 CJ1W-AD04U 573 Ai4端子(AD04U） 

CJ シリーズ アナログ入力ユニ
ット（高速タイプ） 

形 CJ1W-ADG41 581 Ai4端子(ADG41) 

 

1－1－7 LCB01/05、LCB03の Ver.3.6へのバージョンアップ機能 
■ PID計器ブロックの内部プログラム予測修正機能の追加 

基本 PID（形式 011）または高度 PID（形式 012）にて、折れ線プログラム 2（形式 157）
または折れ線プログラム 3（形式 158）をリモート SPとしてプログラム制御するとき
に、内部プログラム予測修正機能が使用できます。 
この機能によって、プログラム制御中の、SPランプ区間の設定値追従を改善すること
ができます。 
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1－1－8 基本システム構成 
1. 外部インタフェース機能をもったユニットの使用 
ループコントローラ自身は、外部アナログ入出力、外部接点入出力機能をもちませ
ん。ループコントローラは、必ず、下図のように、アナログ入出力ユニットなどの
外部インタフェース機能をもったユニットと組み合わせて使用します。 

2. ツールソフトの使用 
ループコントローラ自身は、計器ブロックデータの作成などのマンマシンインタフ
ェース機能をもちません。必ず、下図のように、ツールソフトによって、計器ブロ
ックデータを作成し、ループコントローラに転送して使用可能となります。 

3. SCADAソフトの使用 
ループコントローラ自身は、SP値設定、PID定数等の設定、PV表示などのマンマシ
ンインタフェース機能をもちません。必ず、下図のように、SCADAソフト、PT（プ
ログマブルターミナル）などによって、SP値設定、PID定数設定、PV等のモニタを
行います。 
 

CPUユニット

ループコントローラ 

●ツールソフト：計器ブロック 
データ作成等 

 

●SCADA ソフト： 
SP値の設定、PID等のチューニ 
ング、PV値等のモニタ 

アナログ出力ユニット 

アナログ入力ユニット 

アナログ入力信号 
4～20mAなど 

アナログ出力信号
4～20mAなど 

パソコン 

 
 
 

1－1－9 応用例 
ループコントローラを使用して、例えば、以下のような、アナログデータの多点監視
から高度な計装制御までを、実現することができます。 
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● 上下水道の多点監視 
 

ループコントローラ 接点 
出力ユニット

アナログ 
入力ユニット 

 

 警報 

警報 

温度 

温度 PH 温度 PH 

警報出力 

警報出力 

警報 

警報 

 
 

● 反応釜の温度制御（カスケード制御） 
 CPUユニット 

温度 

温度 

冷水 

蒸気 

ドレイン 

ループコントローラ アナログ出力
ユニット 

アナログ 
入力ユニット

PV 2

PV 1

MV 1 

PID1 

PID2 

MV 2 

RSP1

スプリット
変換 

熱交換 
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● ボイラドラムのレベル制御（カスケード・フィードフォワード制御機能付） 

 

給水 

流量 

蒸気流量 

蒸気 

MV2 

PID2 

MV 2 

PV 2

MV 1 

PID1 

+

PV 1 

ループコントローラ アナログ 
出力ユニット

アナログ 
入力ユニット

レベル 

CPUユニット 

RSP 

√

√

 
 

● 熱交換器の出口温度制御（カスケード・フィードフォワード制御機能付） 
 

入口温度 

蒸気流量 

MV2 

PID2 

MV 2 

PV 2

MV 1 

PID1 

 FF*1 

PV 1

ループコントローラ アナログ出力
ユニット 

アナログ 
入力ユニット

蒸気 

流量

流量 

√

CPUユニット

出口温度 

入口
流量 

√

入口温度

出口温度 

蒸気 
流量 

熱交換器

＊1：進み遅れ演算、折れ線リニアライザ、変化率
演算などを組み合わせてMV1を補償する FF
（フィードフォワードモデル）を作成。 

RSP 
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1－1－10 ループコントローラのしくみ 
■ 全体のしくみ 

全体のしくみのイメージは、以下のとおりです。 

＊1 

 ループコントローラ 

シーケンステーブル
／ステップラダー 

フ
ィ
ー
ル
ド
端
子 

CPUユニット 

 

 
指定バンク

No.の 
EMエリア 
（HMI I/Fデ
ータエリア） 

アナログ入・出力
ユニット 

 

基本 I/Oユニット 

 

CMND 

ユーザプログラム 

FINSコマンドによる
計 器 ブ ロ ッ ク の
ITEM データ読み書
きなど 

アナログ 
入力ユニット 
の入力 1 

アナログ 
入力ユニット 
の入力 2 

フィールド端子 
ブロック 

アナログ
入力 

アナログ
入力 

フィールド端子 
ブロック 

加減算 アナログ出力 
ユニットの出力 

フィールド端子 
ブロック 

アナログ
出力 

PID 

調節ブロック 

各ブロック間をソフト結線して、自由に組み合わせることで、全機能を実現 

演算ブロック 

＊1 

＊1：CPUユニットの割付リ
レーエリアを介してデ
ータ交換されます。 

SCADAソフト

CSVタグを指定  
（調節・演算、
外部調節計ブ
ロックの割付

ITEM） 

タグ A 
タグ B 
タグ C 
タグ D 

 

I/Oメモリ 

I/Oメモリ 
ユーザリンク 
テーブル

割付 ITEM

 
 
 
 
 
 

割付 ITEM

任意の 
I/Oメモリ 

HMI I/F機能

CSVタグを指定 

 
 

調節・演算ブロック

外部調節計 
ブロック 
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以下に各機能を説明します。 
 

1）外部入出力 
 

外部への接点出力またはアナログ出力に割り付けられた I/Oメモリ 
アドレスに対して、ループコントローラと CPUユニットの間で、
重複して書き込み処理を行わないようにしてください。 
万一、同一アドレスに対して、書き込み処理をした場合、外部に接 
続した負荷が思わぬ動作をし、けがをする恐れがあります。 
 

● アナログ入出力、または接点入出力 
同一 PLC本体上のアナログ入出力ユニットまたは基本 I/Oユニットと、CPUユニット
の I/Oメモリを介して、アナログ信号または接点信号を、常時（演算周期ごとに）入
出力します。この場合、フィールド端子ブロックを使用するため、I/Oメモリのアドレ
スを直接意識する必要はありません。 
アナログ入出力の場合、アナログ入出力ユニットの号機 No.を設定するのみです。 
ただし、接点入出力の場合、I/Oメモリの割り付け先頭アドレスを設定することが必要
です。 
 

I/Oリフレ 
ッシュごと 

I/Oリフレ 
ッシュごと 

アナログ入力ユニット 

CPUユニット

I/Oメモリ 

ループコントローラ 

アナログ出力ユニット 

フィールド端子 
ブロック 

演 算周期
ごと 

演 算周期
ごと 
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● CPUユニット内の任意の I/Oメモリとのデータ交換 
CPUユニット内の任意の指定 I/Oメモリと、内部的に常時（演算周期ごとに）入出力
できます。この場合、ユーザリンクテーブルを使用し、I/Oメモリのアドレスを指定す
ることが必要です。 
データ交換できる I/Oメモリは、CIO、WR（内部補助リレー）、HR（保持リレー）、
DM（データメモリ）、EMバンク No.0（拡張データメモリ）です。 
注：この機能を使用して、フィールド端子がサポートしていないユニット（DeviceNet、

CompoBus/Sなどの通信ユニット等）と、CPUユニット内の I/Oメモリ（リモート I/Oの割
付エリアなど）を指定して、入出力することも可能です。 

 CPUユニット 

I/Oメモリ 

ループコントローラ 

リンクテーブル

演算周期
ごと

演算周期
ごと 

タグ A 
タグ B 
タグ C 
 
 
 

演 算周期
ごと

 
 

お願い 
 

ループコントローラは、（CPUユニット内のユーザプログラムとは無関係で）ユーザ
リンクテーブルを使用して、CPUユニット内の任意の I/Oメモリを読み書きできます。
したがって、ループコントローラと CPUユニット間で、同一の I/Oメモリアドレスに
対して重複して書き込み処理をしないようにしてください。 
 

● SCADAソフトとのデータ交換 
SCADAソフトを使用して、ループコントローラの計器ブロックデータを読み書きする
こともできます。 
具体的には、SCADAソフトから CSVタグを指定することで、CPUユニットの指定 EM
エリアに割り付けられた（*1）、調節・演算ブロック+外部調節ブロック+システム共
通ブロックの ITEM（HMI I/F用割付 ITEM）のデータを読み書きします。 
CSVタグは、ツールソフトによって作成します。 

 CPUユニット

EMエリア 

ループコントローラ 

I/Oメモリ 

SCADAソフト 

CSV タグを指定
して読出 

CSV タグを指定
して書込 

調節ブロック
の割付 ITEM 

演算ブロック
の割付 ITEM 

外部調節計ブ
ロックの割付
ITEM

演算周期
ごと 

 
 
 

HMI I/F 
データエリア

システム共通
ブロックの割
付 ITEM 

 
 
*1：割り付ける先の EMエリアのバンク No.は、システム共通ブロック（形式 000）の ITEM050：
「HMI I/F用メモリ割付先 EMエリアバンク No.」0～12）によって指定します。 

注：なお、ユーザリンクテーブルのタグを、（上記 HMI I/Fデータと同様に）CSVタグとして
扱うこともできます。これにより、SCADAソフトからユーザリンクテーブルのタグ名を指
定することで、CPUユニットの I/Oメモリを読み書きすることも可能です。 
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2）内部処理 
・以下のような計器ブロックのデータシートをツールソフトによって作成し、ループ
コントローラ内に格納します。計器ブロックのデータシートは、a）各計器ブロック
をソフト結線し、かつ b）各計器ブロック内のパラメータを記述したものです。 

 フィールド端子 
ブロック 

アナログ
入力 

アナログ
入力 

フィールド端子 
ブロック 

加減算

フィールド端子 
ブロック 

アナログ
出力 

PID 
調節ブロック 演算ブロック 

ソフト結線 

ITEM データ 
000  
001  
002  
： 
： 
 

 

パラメータ 

 
・アナログ入出力信号は、ループコントローラ内では、工業単位ではなく、%単位で
取り扱われます。 
例 1 アナログ入力で、4～20mA（3.2～20.8mA）に対するアナログ入力ユニットか
らの変換値 0000～0FA0（FF38～1068）Hexを、0.00～100.00（-5.00～105.00）%
に変換して処理します。 

例 2 アナログ入力で、-10～+10mV（-11～+11V）に対するアナログ入力ユニットか
らの変換値 F830Hex～07D0（F768～0898）Hexを、0.00～100.00（-5.00～105.00）%
に変換して処理します。 

例 3 アナログ出力で、0.00～100.00（-5.00～105.00）%の値を、設定値 0000～0FA0
（FF38～1068）Hexに変換して、アナログ出力ユニットから 4～20mA（3.2～
20.8mA）を出力します。 

注：ループコントローラ内の 0～100%に対する変換値（アナログ入力の場合）、およびルー
プコントローラ内の 0～100%に対する設定値（アナログ出力の場合）は、固定です（ユ
ニットのレンジと同一）。ただし、絶縁型アナログ入力ユニット（形 CS1W-PTS01/02/03、
PTW01、PDC01、PPS01、PTR01/02）、絶縁型アナログ出力ユニット（形 CS1W-PMV02
のみ）の場合、ユニット自体にレンジ設定機能があるため、（そのレンジ設定と同じ設
定とする条件で）変換値を任意に指定することが可能です。 

 
・CPUユニットとのデータ交換も、同様に、工業単位ではなく、%単位で取り扱われ
ます。 
I/Oメモリの CH内の値を、指定レンジにもとづいて%単位に変換して入力します。
逆に、%単位の値を、指定レンジにもとづいて 16進に変換して I/Oメモリに出力し
ます。 
例えば、CPUユニットからの入力で、レンジ指定 0～4000（0000～0FA0Hex）の場
合、I/Oメモリ CH内の 0000～0FA0Hexの値を、0.00～100.00%に変換して入力しま
す。 
CPUユニットへの出力で、レンジ指定 0～4000（0000～0FA0Hex）の場合、0.00～
100.00%の値を 0000～0FA0Hexに変換して、I/Oメモリに出力します。 
注 1： CPUユニットとのデータ交換では、実際は、0.00～100.00%ではなく、-320.00～

+320.00%の範囲で変換することが可能です。したがって、上記の例では、変換レンジ
としては 0～4000（0000～0FA0Hex）に対して 0.00～+100.00%ですが、実際は 8300～
FFFFHex、0000～7D00Hexに対して、-320.00～-0.01、0.00～+320.00%に変換処理がさ
れます。 

注 2： ループコントローラ内 0～100%に対応するCPUユニットの I/Oメモリ内のデータの範
囲は、任意に指定することが可能です（ユーザリンクテーブルの入力レンジ、出力レ
ンジの変換指定による）。 
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・ツールソフトにおいて、この%単位の値を工業単位の値へスケーリングし、SCADA
ソフトや PTなどにおいて、工業単位でモニタ／設定します。（詳細は、3-1項「計
器ブロックの構成」を参照してください。） 

 

参 考 
 

ループコントローラ内では、アナログデータを工業単位（スケーリングした値）で処

理することはしません（すべて%単位で処理します）。工業単位でモニタ／設定する
には、ツールソフトによってアナログデータのスケーリングを行った上、SCADAソ
フトや PTなどによってモニタ／設定することが必要です。 
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1－1－11 全体のデータ交換のしくみ 
全体のデータ交換のしくみは、以下のとおりです。 
 

アナログ／基本 I/Oユニットなどの各
ユニット ループコントローラ 

PID、開平演算な
どの調節・演算ブ
ロック 

アナログ入出力などの

外部入出力（フィール

ド端子）ブロック 
 
ユーザリンクテーブル

PIDなどの調節 
ブロック 

CPUユニット 

I/Oメモリ 
ブロックの 
演算実行ごと 
*1 

演算周期 

割付エリア 

I/O リフレッシ

ュごと 

1秒ごと *2 

アナログユニット 
などの割付リレー 

任意エリア 

ブロックの 
演算実行ごと
*1 

特殊補助リレー 
ステータス 

② ② 

③ 
① 

⑥ 

CMND

ユーザプログラム

I/Oメモリ 

④ 
必要時に、ループコ
ントロールボード
宛FINSコマンド発
行 

システム共通 

ブロック 

ブロックの 
演算実行ごと

⑤ 

ステータス 

ツールソフト

計器ブロックデータ作成 

シーケンステー
ブルブロック 

異常履歴データ ⑦ 
FINSコマンドで 
読み出し可能 

CMND

ユーザプログラム

*1：形 CS1D-CPU□□Pの場合、演算周期内 CPUユニットサイクルタイムごと分割リフレッシュ 
*2：形 CS1D-CPU□□Pの場合、CPUユニットサイクルタイムごと  
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①計器ブロックの演算（CPUユニットとは独立・非同期） 
ループコントローラ内の各計器ブロックは、一定の演算周期ごとにサイクリックに実
行されます。演算は、CPUユニットのユーザプログラムとは独立して、非同期に実行
されます。 
演算周期は、0.01秒、0.02秒、0.05秒、0.1秒、0.2秒、0.5秒、1秒、2秒のいずれか
です（*1）。各計器ブロックごとに指定することができます（デフォルトでは、すべ
ての計器ブロックが演算周期 1秒となっています）。 
ただし、LCB05Dの場合、0.01秒、0.02秒、0.05秒に設定不可。LCB01/03/05の場合、
設定可否は計器ブロックによります（例：システム共通ブロックなどは不可）。 
PLC本体の電源 ONと同時に、CPUユニットの動作モードにかかわらず、演算が開始
されます。 
*1： ループコントローラ内のステップラダーブロック（形式 301）のコマンドの実行周期も、

ステップラダーブロックの演算周期ごとの、0.01秒、0.02秒、0.05秒、0.1秒、0.2秒、0.5
秒、1秒、2秒のいずれかです。シーケンステーブル（形式 302）も同様です。 

 

②外部入出力（CPUユニットの I/Oメモリを介すことによる） 
ループコントローラは、「フィールド端子」ブロックの演算周期ごとに CPUユニット
内の I/Oメモリ（各ユニットの割付エリア）を介して、各ユニットから外部データを
実際に入出力更新します。 
 

③CPUユニットとの常時データ交換（計器ブロックによる） 
ループコントローラは、ユーザリンクテーブル内の各タグの演算周期ごとに、CPUユ
ニット内の I/Oメモリの任意エリアのデータを入出力更新します。 
 

④CPUユニットとの必要時データ交換（ユニット宛 FINSコマンドによる） 
CPUユニットは、必要時にラダープログラムからCMND命令によってユニット宛FINS
コマンドを発行することにより、ループコントローラのデータを読み書きできます。 
 

⑤CPUユニットのステータス通知（システム共通ブロックへの反映による） 
CPUユニットのステータス（動作モード、運転停止異常中など）が、ループコントロ
ーラ内の「システム共通」ブロックに、反映されます。ループコントローラは、必要
に応じ、この「システム共通」ブロックからデータを引き出します。 
 

⑥ループコントローラのステータス通知（特殊補助リレーエリアによる） 
CPUユニットの特殊補助リレーエリアに、ループコントローラのステータスが CPUユ
ニットに反映されます。ただし、反映のタイミングは、通常のように I/Oリフレッシ
ュごとではなく、LCB01/05の場合、1秒ごと、LCB05Dの場合、CPUユニットのサイ
クルタイム（二重化リフレッシュ）ごとです。 
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⑦ループコントローラ内の異常履歴データの読み出し 
ループコントローラ内には、異常履歴データが格納されます（異常履歴データは、異
常コード、詳細情報、発生した年・月・時・分・秒を 1レコードとして、最大 256レ
コード、最新のデータが格納されます。年・月・時・分・秒は、CPUユニットから読
み出しますので、CPUユニット側の時計データをあわせてください）。異常履歴デー
タは、FINSコマンドの異常履歴読出し（コマンドコード 2102Hex）を使用して読み出
すことができます。 
 

参 考 
 

CPUユニットの I/Oメモリと、ループコントローラの関係 
ループコントローラは、CPUユニットの I/Oメモリを以下の方法で、読み出しまたは
書込み可能です。 

 

ループコントローラでの使用 
データの方向 ループコントローラ←→

CPUユニット 
ループコントローラ←
→CPUユニット 

ループコントローラ
→CPUユニット 

CPUユニットの I/O 
メモリエリア種別 

ユーザリンクテーブルで
の読出または書込 
○：可能、－：不可 

フィールド端子での読
出または書込 

CPUユニットの特殊
補助リレーを使用し
て書込 

CIO ○ フィールド端子の対応
ユニットの各割付リレ
ーエリアを読み書き 

ループコントローラ
のステータスを通知 

WR（内部補助リレー） ○ － － 
保持リレー ○ － － 
特殊補助リレー － － － 
一時記憶リレー － － － 
タイマ － － － 
カウンタ － － － 
データメモリ ○ － － 
拡張データメモリ ○（バンク No.0のみ） － － 
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1－1－12 ループコントローラ内部のしくみ 
ループコントローラ内部のしくみは、以下のとおりです。 
・計器ブロックデータおよび異常履歴データは、ス－パーコンデンサによってバック
アップされた RAMに格納されます。ループコントローラは、運転中すべてこの RAM
上のデータを使います。 

・計器ブロックデータは、ツールソフト（パソコン）によって作成し、RAMおよびフ
ラッシュメモリに転送します。 
ツールソフトから任意のタイミングで、RAMからフラッシュメモリへバックアップ、
逆にフラッシュメモリから RAMへリカバリをすることもできます。 

・異常履歴データは、フラッシュメモリに格納され、FINSコマンドの異常履歴読出し
（コマンドコード 2102Hex）を使用して読み出すことができます。 
・工場出荷時は、計器ブロックデータは格納されていません。計器ブロックデータを

RAMおよびフラッシュメモリへ転送して、はじめてループコントローラは運転可能
です。 

 ツールソフトで計器ブロックデータを作成して

RAM に転送。 

CPU ユニット 

I/O メモリ 

フラッシュメモリRAM 

リカバリ 

指示ダウンロード 

RAM←→フラッシュメモリ間の

任意のタイミングでの転送指示も

可能。 

ループコントローラ 

スーパー 

コンデンサ

バック 
アップ 

計器ブロックデータシート
（全計器ブロックデータ）

 
  

 

1 秒ごと 
（形 CS1D-CPU□□P の場合、CPU ユニットサイクルごと） 

割付データ 

演算実行ごと 

計器ブロックデータシート 
（全計器ブロックデータ） 

 

  

 

バックアップ 

COLD スタート
異常履歴格納データ含む

COLD スタート
HMI I/F 機能 

（EM エリア） 

特殊補助 
リレー 

Read/Write、Read ITEM データ 

 
 
注： 
 ・RAM内の計器ブロックデータをフラッシュメモリへ転送（バックアップ）することが可能
です。以下のいずれかを実行します。 
①計器ブロックデータを LCB01、LCB05または LCB05D（大項目）単位でダウンロードする
（「ダウンロード後の LCBバックアップ指示」のチェックボックスをチェックすることに
よる） 
②ツールソフトからバックアップ指示をする（［実行］－［バックアップ］） 
・逆にフラッシュメモリ内の計器ブロックデータを、RAMに転送（リカバリ）することも
可能です。以下のいずれかを実行します。 
 a）電源投入時のスタートモードを COLDスタート設定として、PLC本体の電源を再投入

する、または 
 b）ツールソフトからリカバリ指示をする（［実行］－［リカバリ］）。 
③システム共通ブロック（形式 000）の ITEM125(運転中バックアップ指示)にてバックアッ
プ指示をする 
ループコントローラの運転中に、システム共通ブロック（形式 000）の ITEM125（運転中
バックアップ指示）を OFFから ONにするとバックアップを開始します。 
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お願い 
 

形 CS1D-CPU□□Pを使用し、かつデュプレックス（DPL）モードで運転中の場合、
一括ダウンロード後のバックアップ操作では、アクティブ側のフラッシュメモリにのみ

運転データがバックアップされます。なお、このときループコントローラ部は運転を停

止します。 
バックアップ完了後、運転を開始（HOT/COLDスタート）しないで、電源 OFF/ONす
るとアクティブ側のフラッュメモリにしかデータが存在しないので、「DPL照合異常」
が発生します。 
この場合、スタンバイ側ループコントローラ部の RDY LEDが点灯した（ループコント
ローラが準備完了となった）ことを確認した上で、DPLユニットのイニシャルスイッ
チを押し、二重化イニシャル処理を実行してください。 
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1－1－13 計器ブロック一覧 
*1：高速演算対応の計器ブロック（演算周期：0.01秒、0.02秒、0.05秒を指定可能）。ただし、LCB05Dでは使用
不可。 

*2：LCB01/05 Ver.1.5以降のみ 
*3：LCB05/05Dのみ 
*4：LCB01/05 Ver.2.0以降、LCB03のみ 
*5：CSシリーズのみ 
*6：CJシリーズのみ 

分類 種類 
ブロック 
形式 

ブロック名 機能 
割付可能な 
ブロック番地 

システム共通ブロック  000 システム共通 全ブロック共通機能の設定、システム
用信号の出力を行います。 

000 

調節ブロック 調節器 001 ＊1 2位置オンオフ 2位置式のオンオフ調節計です。 
  002 ＊1 3位置オンオフ 加熱・冷却のオンオフ制御用の 3位置

オンオフ調節計です。 
  011 ＊1 基本 PID 基本的な PID制御を行います。 
  012 ＊1 高度 PID 偏差／MV補償やMVトラッキングな

どが可能な高機能の PID制御を行いま
す。 

  013 ブレンド PID 積算値 PVおよび積算値 RSP間の偏差
の累積値（累積偏差）に対する PID制
御を行います。 

  014 流量バッチ仕込み 一定のバッチ積算値に達するまでバル
ブを一定開度で開く動作です。 

LCB05/05D：001～500 
LCB03：001～300 
LCB01：001～050 

  016 ファジィ推論 アナログ入力を最大 8点入力し、ファ
ジィ推論を実行し、アナログ出力を最
大 2点出力します。 

LCB05/05D：001～100 
LCB03：001～100 
LCB01：001～050 

  031 ＊1 指示設定 PV指示機能と SP設定機能付き手動設
定器です。 

  032 ＊1 指示操作 PV指示機能とMV操作機能付き手動設
定器です。 

  033 ＊1 比率設定 PV指示機能と比率設定機能付き比率・
バイアス設定器です。 

  034 ＊1 指示 PV警報付き PV指示計です。 

LCB05/05D：001～500 
LCB03：001～300 
LCB01：001～050 

外部調節計ブロック 外部調節計ブ
ロック 

045 ES100X調節計 
端子 

ループコントロールボードの RS-232C
ポートと直接接続されているデジタル
調節計 ES100Xをモニタ/設定します。 

LCB01/05：601～632 
LCB05D/03：不可 

警報・信号制限・記憶ブ
ロック 

警報・信号制
限・記憶 

111 ＊1 上下限警報 1点のアナログ信号の上下限警報を接
点出力します。 

  112 ＊1 偏差警報 2点のアナログ信号間の偏差警報（比較
結果）を接点出力します。 

  113 ＊1 変化率演算・警報 アナログ信号の変化率を出力すると同
時に変換率の上下限警報を接点出力し
ます。 

  115 ＊1 上下限リミッタ 1点のアナログ信号の上下限を制限し
ます。 

  116 ＊1 偏差リミッタ 2点のアナログ信号間の偏差を演算し、
その上下限範囲を制限します。 

  118 ＊1 アナログ記憶 1点のアナログ信号の最大値、最小値、
瞬時値を記憶します。 

数値演算ブロック 数値演算 121 ＊1 加減算 4点までのアナログ信号のゲイン、バイ
アス付きの加算を行います。 

  122 ＊1 乗算 2点のアナログ信号のゲイン、バイアス
付き乗算を行います。 

  123 ＊1 除算 2点のアナログ信号のゲイン、バイアス
付き除算を行います。 

LCB05/05D：001～500 
LCB03：001～300 
LCB01：001～050 

  126 ＊1 算術演算 最大 8点のアナログ信号の浮動小数点
での（工業単位での）各種演算（対数、
三角関数など）を行います。 

LCB05/05D：001～100 
LCB03：001～100 
LCB01：001～050 

  127 ＊1 レンジ変換 入力 0%／100%時、出力 0%／100%時の
値を指定するだけで、最大 8点のアナ
ログ信号を簡単にレンジ変換します。 

LCB05/05D：001～500 
LCB03：001～300 
LCB01：001～050 
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*1：高速演算対応の計器ブロック（演算周期：0.01秒、0.02秒、0.05秒を指定可能）。ただし、LCB05Dでは使用
不可。 

*2：LCB01/05 Ver.1.5以降のみ 
*3：LCB05/05Dのみ 
*4：LCB01/05 Ver.2.0以降、LCB03のみ 
*5：CSシリーズのみ 
*6：CJシリーズのみ 
*7：LCB01/03/05 Ver.3.5以降のみ 

分類 種類 
ブロック 
形式 

ブロック名 機能 
割付可能な 
ブロック番地 

関数ブロック 関数 131 ＊1 開平 1点のアナログ信号の開平演算（ドロッ
プアウト機能付き）を行います。 

  132 ＊1 絶対値 1点のアナログ信号の絶対値を出力し
ます。 

  133 ＊1 非線形(不感帯) 1点のアナログ信号の非線形（3つのゲ
イン）演算を行います。不感帯（ギャ
ップ付き）とすることも可能。 

  134 ＊1 ドロップアウト 1点のアナログ信号の零点付近で出力
を 0にします。 

  135 ＊1 折れ線リニアライザ 1点のアナログ信号を 15区間の折れ線
に変換して出力します。 

  136 ＊1 温度圧力補正 温圧補正演算を行います。 
時間関数ブロック 時間関数 141 ＊1 一次遅れフィルタ 1点のアナログ信号に対して一次遅れ

フィルタ演算を行います。 
  143 ＊1 変化率リミッタ(等速

応答) 
1点のアナログ信号に対して変化率の
制限を行います。 

  145 ＊1 移動平均 1点のアナログ信号に対して移動平均
演算を行います。 

  147 ＊1 進み遅れ演算 1点のアナログ信号に対して進み遅れ
演算を行います。 

  148 ＊1 むだ時間演算 1点のアナログ信号に対してむだ時間
と一次遅れ演算を行います。 

  149 ＊1 むだ時間補償 スミスのむだ時間補償 PID制御に使用
します。 

  150 積算(瞬時値入力用) アナログ信号を積算し、8桁の積算値信
号を出力します。 

  151 稼働時間積算 稼動時間を積算し、単位時間パルス接
点を出力します。 

LCB05/05D：001～500 
LCB03：001～300 
LCB01：001～050 

  153 ＊1 時系列データ統計 アナログ信号の時系列データを記憶
し、平均や標準偏差などの統計演算を
行います。 

LCB05/05D：001～100 
LCB03：001～100 
LCB01：001～050 

  155 台形プログラム 時間に対する傾斜と保定値を組み合わ
せた台形プログラム設定器です。 

  156 折れ線プログラム 時間に対する出力値を設定する折れ線
プログラム設定器です。 

  157 折れ線プログラム 2 時間に対する出力値を設定する、ウェ
イト機能付きの折れ線プログラム設定
器です。 

  158 ＊7 折れ線プログラム 3 時間に対する出力値を設定する、ウェ
イト機能付き、バンク切替機能付きの
の折れ線プログラム設定器です。 

  601 ステップデータ 折れ線プログラム3ブロック（形式158）
の拡張設定用計器ブロックです。 
時間幅、出力値などのステップデータ
を設定します。 

  602 バンクデータ 折れ線プログラム3ブロック（形式158）
の拡張設定用計器ブロックです。 
PIDなどのバンクデータを設定します。 

信号選択・切替ブロック 信号選択・切
換 

161 ＊1 指定順位選択 最大 8点のアナログ信号の指定の順位
の値を選択します。 

  162 ＊1 入力選択 最大 8点のアナログ信号の中から、接
点信号で指定したものを選択します。 

  163 ＊1 3回路 3入力切換 3個のアナログ入力信号から1個を選択
して出力します。 

  164 ＊1 3回路 3出力切換 1個のアナログ入力信号を、3方向に切
り替えて出力します。 

  165 ＊1 定数選択 あらかじめ設定してある 8個の定数を
接点信号で選択します。 

  166 ＊1 定数出力 独立した 8個の定数を出力します。 

LCB05/05D：001～500 
LCB03：001～300 
LCB01：001～050 
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*1：高速演算対応の計器ブロック（演算周期：0.01秒、0.02秒、0.05秒を指定可能）。ただし、LCB05Dでは使用
不可。 

*2：LCB01/05 Ver.1.5以降のみ 
*3：LCB05/05Dのみ 
*4：LCB01/05 Ver.2.0以降、LCB03のみ 
*5：CSシリーズのみ 
*6：CJシリーズのみ 
*7：LCB01/03/05 Ver.3.5以降のみ 

分類 種類 
ブロック 
形式 

ブロック名 機能 
割付可能な 
ブロック番地 

  167 勾配付きスイッチ アナログ入力（定数も可能）2点を、勾
配（ランプ）付きで切り替えるスイッ
チです。 

  168 *2 バンク切換 あらかじめ PIDパラメータ（SP、P、I、
D、MVH、MVL）を最大 8セット記憶
し、アナログ入力値の範囲（ゾーン）
または入力ビットに応じて、基本 PID/
高度 PID/ブレンド PIDの、PIDパラメ
ータを一括で切り替えます。 

 

 
 



1－1 概要 
1－1－13 計器ブロック一覧 

1-32 

1 
は
じ
め
に 

 
*1：高速演算対応の計器ブロック（演算周期：0.01秒、0.02秒、0.05秒を指定可能）。ただし、LCB05Dでは使用
不可。 

*2：LCB01/05 Ver.1.5以降のみ 
*3：LCB05/05Dのみ 
*4：LCB01/05 Ver.2.0以降、LCB03のみ 
*5：CSシリーズのみ 
*6：CJシリーズのみ 
*7：LCB01/03/05 Ver.3.0以降のみ 

分類 種類 
ブロック 
形式 

ブロック名 機能 
割付可能な 
ブロック番地 

信号選択・切替ブロック 信号選択・切
換 

169  *2 スプリット変換 基本 PIDまたは高度 PIDブロックから
の操作量を入力して、V特性または平
行特性の、2つのアナログ出力（例：加
熱操作量と冷却操作量）に変換して出
力します。 

ITEM書き込みブロック ITEM書き込
み 

171 ＊1 定数用 ITEM書き込み 送信指令接点の立上りに、指定 ITEMに
定数を書込みます。 

  172 ＊1 変数用 ITEM書き込み 送信指令接点の立上りに、指定 ITEMに
アナログ信号を書込みます。 

  174 ＊1 バッチデータ収集 アナログ入力最大 8点を、各々、シー
ケンス処理上のあるタイミングで、バ
ッファに記憶します。 

パルス演算ブロック パルス列演算 182 積算値入力加算 最大 4つの積算値信号を加算します。 
  183 積算値アナログ乗算 積算値信号とアナログ信号を、乗算し

ます。 
  184 積算(積算値入力用) 4桁の積算値信号を 8桁にします。 
  185 接点入力／積算値出力 低速接点パルスをカウントして 8桁の

積算信号を出力します。 
  186 積算値入力／接点出力 4桁の積算値信号を低速接点パルスに

変換出力します。 
その他ブロック その他 192 ＊1 アナログ／パルス幅 

変換 
一定周期内のオン時間とオフ時間の比
率を、アナログ信号に比例して変化さ
せます。 

シーケンス演算ブロッ
ク 

シーケンス演
算 

201 ＊1 接点接続 ブロック間の接点信号を 1：1で接続し
ます。 

  202 ＊1 定数比較 最大 8組のアナログ信号と定数を比較
し、比較結果を接点出力します。 

  203 ＊1 変数比較 最大 8組の 2つのアナログ信号間を比
較し、比較結果を接点出力します。 

  205 ＊1 タイマ 予報値と到達値の 2段出力型の加算タ
イマです。現在値出力も可能です。 

  206 ＊1 間欠タイマ 設定したオン時間とオフ時間で、オン
オフ動作を繰り返すタイマです。 

  207 ＊1 クロックパルス 設定時間毎に 1演算周期だけ ONする
クロックパルスを出力します。 

  208 ＊1 カウンタ 予報値と到達値の 2段出力型の加算カ
ウンタです。現在値出力も可能です。 

  209 ＊1 内部スイッチ ステップラダーブロック内で、リレー
受けするための一時記憶用の接点で
す。（注：ツールソフトにてデフォルトで内
部スイッチを１つ「一時記憶」として割付け

済み） 
  210 ＊1 レベルチェック アナログ入力 1点に対して、そのレベ

ルを 8段階でチェックし、レベルに応
じた接点を出力します。同時に、レベ
ル No.をアナログ出力します。 

221 オンオフ弁操作 全開／全閉リミットスイッチ付きのオ
ンオフ弁の操作、監視をします。 

222 モータ操作 モータの操作、監視をします。 
223 可逆モータ操作 可逆モータの操作、監視をします。 
224 モータ開度操作 目標開度を入力し、電動位置比例モー

タを操作します。 

接点型操作端 接点型操作端 

225 スイッチ計器 複数（最大 8個）のオンオフ弁、モー
タ、ポンプなどの操作、監視をします。 

LCB05/05D：001～500 
LCB03：001～300 
LCB01：001～050 

シーケンス制御  301 ＊1 ステップラダー 論理シーケンスおよび工程歩進制御を
行います。 

  302 ＊3 シーケンステーブル 表形式の条件・操作記述により、論理
シーケンスおよび工程歩進制御を行い
ます。 

LCB01：701～720 
LCB03/05/05D：701～900 
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*1：高速演算対応の計器ブロック（演算周期：0.01秒、0.02秒、0.05秒を指定可能）。ただし、LCB05Dでは使用
不可。 

*2：LCB01/05 Ver.1.5以降のみ 
*3：LCB05/05Dのみ 
*4：LCB01/05 Ver.2.0以降、LCB03のみ 
*5：CSシリーズのみ 
*6：CJシリーズのみ 

分類 種類 
ブロック 
形式 

ブロック名 機能 
割付可能な 
ブロック番地 

フィールド端子 接点入出力 501 ＊1 Di8端子 8点入力のユニットから接点を8点入力
します。 

  502 ＊1 Di16端子 16点入力のユニットから接点を16点入
力します。 

  503 ＊1 Di32端子 32点入力のユニットから接点を32点入
力します。 

  504 ＊1 Di64端子 64点入力のユニットから接点を64点入
力します。 

  511 ＊1 Do5端子 5点出力のユニットから接点を5点出力
します。 

  512 ＊1 Do8端子 8点出力のユニットから接点を8点出力
します。 

  513 ＊1 Do12端子 12点出力のユニットから接点を12点出
力します。 

  514 ＊1 Do16端子 16点出力のユニットから接点を16点出
力します。 

  515 ＊1 Do32端子 32点出力のユニットから接点を32点出
力します。 

  516 ＊1 Do64端子 64点出力のユニットから接点を64点出
力します。 

  518 ＊1 Di16／Do16端子 16点入力／16点出力のユニットから接
点を 16点入力／16点出力します。 

  525 ＊1 Di96端子 96点入力のユニットから接点を96点入
力します。 

  537 ＊1 Do96端子 96点出力のユニットから接点を96点出
力します。 

  544 ＊1 Di48／Do48端子 48点入力／48点出力のユニットから接
点を 48点入力／48点出力します。 

 アナログ入出
力 

551 ＊1 Ai8端子(AD003) 形 C200H-AD003からアナログ信号を 8
点入力します。 

  552 ＊1 Ao8端子(DA003/4) 形 C200H-DA003/004からアナログ信号
を 8点出力します。 

  553 ＊1 Ai2／Ao2端子
(MAD01) 

形C200H-MAD01からアナログ信号を2
点入力し、2点出力します。 

  561 ＊1 ,＊5 Ai4端子(PTS01/02/03、
PDC01、PTW01) 

形 CS1W-PTS01（絶縁型熱電対入力）、
形 CS1W-PTS02/03（絶縁型測温抵抗体
入力）、形 CS1W-PDC01（絶縁型直流
入力）、形 CS1W-PTW01（2線式伝送
器入力ユニット）のいずれかからのア
ナログ信号を 4点入力します。 

  562 ＊1 ,＊5 Pi4端子(PPS01) 形 CS1W-PPS01（絶縁型パルス入力）か
らの瞬時値および積算値を各 4点入力
します。 

  563 ＊1 ,＊5 Ao4端子(PMV01) 形 CS1W-PMV01（絶縁型制御出力）か
らアナログ信号を 4点出力します。 

  564 ＊1,＊5 Ai8端子(PTR01/02) 形 CS1W-PTR01（電力トランスデュー
サ入力）、または形 CS1W-PTR02（直
流入力 100mV）からのアナログ信号を
8点入力します。 

  565 ＊1 ,＊5 Ao4端子（PMV02） 形 CS1W-PMV02（絶縁型制御出力）か
らアナログ信号を 4点出力します。 

  566 ＊4 Ai4端子（PTS51） 形 CS1W-PTS51/形 CJ1W-PTS51（絶縁
型熱電対入力）からアナログ信号を 4
点入力します。 

  567 ＊4 Ai4端子（PTS52） 形 CS1W-PTS52/形 CJ1W-PTS52（絶縁
型測温抵抗体入力）からアナログ信号
を 4点入力します。 

  568 ＊4,＊5 Ai8端子（PTS55） 形 CS1W-PTS55（絶縁型熱電対入力）
からアナログ信号を 8点入力します。 

901～980 
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*1：高速演算対応の計器ブロック（演算周期：0.01秒、0.02秒、0.05秒を指定可能）。ただし、LCB05Dでは使用
不可。 

*2：LCB01/05 Ver.1.5以降のみ 
*3：LCB05/05Dのみ 
*4：LCB01/05 Ver.2.0以降、LCB03のみ 
*5：CSシリーズのみ 
*6：CJシリーズのみ 
*7：LCB01/03/05 Ver.3.0以降のみ 

分類 種類 
ブロック 
形式 

ブロック名 機能 
割付可能な 
ブロック番地 

フィールド端子  569 ＊4,＊5 Ai8端子（PTS56） 形 CS1W-PTS56（絶縁型測温抵抗体入
力）からアナログ信号を 8点入力しま
す。 

  570 ＊4,＊5 Ai8端子（PDC55） 形 CS1W-PDC55（絶縁型直流入力）か
らアナログ信号を 8点入力します。 

  571 ＊7 Ai2端子
（PTS15/16,PDC15） 

形 CS1W-PTS15/PTS16/PDC15から、ア
ナログ出力を 2点入力します。 

  572 ＊6 ＊7 Ai4端子（PH41U） 形 CJ1W-PH41U 絶縁型フルマルチ入
力ユニット（高分解能タイプ）からア
ナログ信号を 4点入力します。 

  573 ＊6 ＊7 Ai4端子（AD04U） 形 CJ1W-AD04U 絶縁型フルマルチ入
力ユニット（汎用タイプ）からアナロ
グ信号を 4点入力します。 

  581 ＊6 ＊7 Ai4端子（ADG41） 形 CJ1W-ADG41 アナログ入力ユニッ
ト（高速タイプ）からアナログ信号を 4
点入力します。 

  582 ＊7 Ai16端子（AD161） 形 CS1W-AD161から、アナログ出力を
16点入力します。 

  583 ＊1,＊5 Ai4／Ao4端子
(MAD44) 

形 CS1W-MAD44からアナログ信号を 4
点入力し、4点出力します。 

  584 ＊1 Ai8端子(AD081) 形 CS1W-AD081(-V1)/形
CJ1W-AD081(-V1)/からアナログ信号を
8点入力します。 

  585 ＊1 Ao8端子(DA08V/C) 形 CS1W-DA08V/DA08C／形
CJ1W-DA08V/DA08Cからアナログ信
号を 8点出力します。 

  586 ＊1 Ai4端子(AD041) 形 CS1W-AD041(-V1)/形
CJ1W-AD041(-V1)からアナログ信号を
4点入力します。 

  587 ＊1 Ao4端子(DA041) 形 CS1W-DA041(-V1)/形
CJ1W-DA041(-V1)からアナログ信号を
4点出力します。 

  588 ＊1 Ai4端子 
(DRT1-AD04) 

DeviceNetスレーブのアナログ入力ユニ
ット形 DRT1-AD04からアナログ信号
を 4点入力します。 

  589 ＊1 Ao2端子 
(DRT1-DA02) 

DeviceNetアナログ出力ユニット形
DRT1-DA02用のフィールドからアナロ
グ信号を 2点出力します。 

  591 ＊4,＊6 Ao2端子（DA021） 形 CJ1W-DA021からアナログ信号を 2
点出力します。 

  592 ＊4,＊6 Ai4／Ao2端子
（MAD42） 

形CJ1W-MAD42からアナログ信号を４
点入力し、2点出力します。 

901～980 
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1－1－14 ループコントロールユニットとの相違点 
大項目 項目 ループコントロール 

ユニット 
ループコントロールボード プロセス CPUユニット ループ CPUユニット 

形式  形 CS1W-LC001 形 CS1W-LCB01/05 形 CS1D-CPU□□P 形 CJ1G-CPU□□P 
機能部 CPU機能部名 － － CS1D-CPU□□H CJ1G-CPU□□H 
 ループコント

ローラ部名 
LC001 LCB01/05 LCB05D LCB01：形 CJ1W-CPU42P 

LCB03：形 CJ1W-CPU43/44/45P 
ユニット種類 CPU高機能ユニット INNERボード 

 
・調節・演算ブロック数 

LCB01：最大 50 
LCB05：最大 500 

プロセス CPUユニット（形
CS1D-CPU□□Hと二重化対応
ループコントロールボードのセ
ット形式） 
 
・調節・演算ブロック数 
最大 500 

ループコントローラ内蔵 CJ1 CPUユニ
ット 

適合 CPUユニ
ット 

CS1 CPUユニット 
または 
CS1-H CPUユニット 
または 
CS1D CPUユニット 

CS1-H CPUユニット － － 

CPUベース装
着可能台数 

3台 1台 CS1Dプロセス CPUユニットと
して 2台（CS1Dプロセス CPU
ユニットは同一形式であるこ
と） 

－ 

二重化対応 ☓ ☓ ○ ☓ 
ユニット番号 0～F なし 
RAMバックア
ップ方法 

スーパーコンデンサ
ー、バッテリ 

スーパーコンデンサー スーパーコンデンサー（スーパーコン
デンサーは、CPUユニットのバッテリ
によってバックアップ） 

ハード
ウェア 

LED RUN、ERC、ERH、
SD、RD 

RDY、EXEC、COMM 

演算周期 100、200、500、1000、
2000ms 

10、20、50、100、200、500、
1000、2000ms 

100、200、500、1000、2000ms
注 1：10、20、50msは不可。 
注 2：CPUユニットサイクルタ

イムの 5倍以上にするこ
とが必要。 

10、20、50、100、200、500、1000、2000ms

実行速度比較 1 ループコントロールユニッ
トの約 10倍高速 

ループコントロールユニットの
約 8倍高速 

ループコントロールユニットの約10倍
高速 

CPUユニット
サイクルタイ
ムの制限 

とくになし とくになし 最小の演算周期の 1/5以下であ
ること 

とくになし 

CPUユニット
とのデータ交
換速度 

1サイクルタイム+演
算周期 

演算周期 演算周期内サイクルタイムごと
に分割リフレッシュ 

演算周期 

HOTスタート
可能時間 

電源 OFF後、1年間 電源 OFF後、24時間（周囲温度：25℃） 電源 OFF後、5分（周囲温度：25℃）

COLDスタート 演算のための内部メ
モリは 0クリアする。 

フラッシュメモリにバックアップした計器ブロックデータを読み出し、かつ CPUユニット EMエリ
ア内の HMI /Fデータを読み出す。 
かつ、演算のための内部メモリは 0クリアする。 

フラッシュメ
モリから RAM
への自動転送 

SW2＝0Nで実行 COLDスタート時実行 

負荷率 演算周期ごとに表示 LCB負荷率に変更して、全体の負荷率を表示 
演算周期シフ
トダウン 

負荷率が 70%を超え
ると、自動的にシフ
トダウン 

シフトダウンは発生しない。LCB負荷率 80%以上が 6秒間続くと警告のフラグ（A424CHビット 08：
ループコントロールボード高負荷運転中）が ONする（INNERボードの運転継続異常）。演算周期
で実行できない場合でも、演算周期を超えて、演算を実行する。 

ユーザリンク
テーブル機能 

なし（拡張 CPU端子
による） 

あり 

SCADAソフト
用、CPUユニッ
トへの割り付
けエリア 

全ブロック送受信エ
リア 

HMI I/F機能 
（指定バンクの EMエリア） 

CSVタグファ
イルの内容 

1）CSVタグ設定した
調節ブロック、演
算ブロックの割付
ITEM 

1）CSVタグ設定した調節ブロック、演算ブロック、システム共通ブロックの割付 ITEM 
2）ユーザリンクテーブルのタグ 

主要機
能 

シーケンス／
工程歩進制御 

ステップラダーによ
る 

シーケンステーブルまたはステップラダー（いずれかの方式）による 
（注：形 CS1W-LCB01はステップラダーのみ） 
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大項目 項目 ループコントロール 
ユニット 

ループコントロールボード プロセス CPUユニット ループ CPUユニット 

登録可能数 調節ブロック：32 
演算ブロック：249 

・調節ブロック＋演算ブロ
ッ 
LCB01：最大 50ブロック、
LCB05：最大 500ブロッ
ク 

 
・ファジィ推論<形式 016>、
算術演算<形式 126>、時
系列データ統計＜形式
153＞：最大 100ブロック

・調節ブロック＋演算ブロッ
ク：最大 500ブロック 

 
ただし、外部調節計ブロック
（ES100X調節計端子＜形式
045＞）は使用不可。 
 
・ファジィ推論<形式 016>、算
術演算<形式 126>、時系列デ
ータ統計＜形式 153＞：最大
100ブロック 

・調節ブロック＋演算ブロッ 
LCB01：最大 50ブロック 
LCB03：最大 300ブロック 

 
ただし、外部調節計ブロック（ES100X
調節計端子＜形式 045＞）は使用不可。
 
・ファジィ推論<形式 016>、算術演算<
形式 126>、時系列データ統計＜形式
153＞：最大 100ブロック 

ステップラダー ステップラダーまたはシーケンステーブル（ただし混合不可） 
（注：LCB01/03はステップラダーのみ） 

ES100X調節計端子 ES100X調節計端子 使用不可 
CPU間 Di端子 
CPU間 Do端子 
CPU間 Ai端子 
CPU間 Ao端子 
拡張 CPU間 Di端子 
拡張 CPU間 Do端子 
拡張 CPU間 Ai端子 
拡張 CPU間 Ao端子 

ユーザリンクテーブル 

全ブロック受信 
全ブロック送信 

HMI I/F機能（システム共通ブロックの HMI I/F関連 ITEM設定） 

4点警報指示 なし（指示＜形式 034＞に統合） 
パソコン宛 Do端子  
パソコン宛 Ao端子  
パソコン宛 1ブロッ
ク送信端子 
パソコン宛 4ブロッ
ク送信端子 

モニタソフト用計器ブロック 
モニタソフトは、ループコントロールボード、プロセス CPUユニット、ループ CPUユニットでは使
用不可。 
モニタ Plusは、ループコントロールボードで使用可能。 

全ノード宛 Do端子 
全ノード宛 Ao端子 
パソコン設定 Do端
子 
パソコン設定 Ao端
子 
全ノード Di端子 
全ノード Ai端子 

ユーザリンクテーブルで代用 

Di8端子 
Di16端子 
Di32端子 
Di64端子 
Do5端子 
Do8端子 
Do12端子 
Do16端子 
Do32端子 
Do64端子 
Di16/Do16端子 
Di96端子 
Do96端子 

計器ブ
ロック 

計器ブロック
の種類 

Di48/Do48端子 

ユーザリンクテーブル 

ユニット/ボー
ドの運転ステ
ータス 

1）システム共通ブロ
ック内の ITEM 

2）CPU高機能ユニッ
ト割付リレーエリ
ア（nCH） 

1）システム共通ブロック内の ITEM 
2）特殊補助リレーA355CH 

全計器ブロッ
クのアラーム
OR出力 

なし 特殊補助リレーA356CH 

ステー
タス 

その他 なし INNERボード関連のフラグ（特殊補助リレーA401/402/424CH） 
指令ビ
ット 

電源投入時ス
タートモード 

なし 特殊補助リレーA609CH 使用不可 
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1－2 計装システムの構成 
1－2－1 装着可能位置 

■ ループコントロールボードの場合 

● 形 CS1W-LCB01 
ループコントロールボード 形 CS1W-LCB01は、CSシリーズ用非二重化対応 INNER
ボードです。 
CS1-H CPUユニットに装着することができます。 
注 1：CS1 CPUユニット（形式末尾に Hなし）に装着して使用することはできません。 
注 2：CPU単独システム用 CS1D CPUユニット（形 CS1D-CPU□□S）では、Ver.1.5より前のバ

ージョンのループコントロールボードを使用することはできません。 
 

INNERボードスロットに装着

CPU装置 

CS1-H CPUユニット 

 
・ 接続可能な CPUユニット形式 
ループコントロ
ールボード形式 

INNERボード
種類 

適用PLCシリ
ーズ 

CPUユニット形式 

形 CS1W-LCB01 標準タイプ 
非二重化対応
INNERボード

CSシリーズ 形 CS1H-CPU□□H 
形 CS1G-CPU□□H 

 

● 形 CS1W-LCB05の場合 
ループコントロールボード 形 CS1W-LCB05は、CSシリーズ用非二重化対応 INNER
ボードです。 
CS1-H CPUユニットに装着することができます。 
注 1：CS1 CPUユニット（形式末尾に Hなし）に装着して使用することはできません。 
注 2：CPU単独システム用 CS1D CPUユニット（形 CS1D-CPU□□S）では、Ver.1.5より前のバ

ージョンのループコントロールボードを使用することはできません。 
 

・ 接続可能な CPUユニット形式 
ループコントロー
ルボード形式 

INNERボード
種類 

適用 PLCシリ
ーズ 

CPUユニット形式 

形 CS1W-LCB05 高機能タイプ
非二重化対応
INNERボード

CSシリーズ 形 CS1H-CPU□□H 
形 CS1G-CPU□□H 
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■ プロセス CPUユニットの場合 
プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）は、あらかじめ二重化対応のループコ
ントロールボードの機能を INNERボードに内蔵しています。 
ボードの装着を行う必要はありません。 
なお、内蔵の INNERボードを取り外して他の CS1D CPUユニットに装着して使用する
ことはできませんので、ご注意ください（万一そうした場合、動作保証の対象外とな
ります）。 
 

CPU装置 

CS1Dプロセス CPUユニット（同一形式であること）

あらかじめ、CS1D プロセス
CPU ユニットの INNER ボー
ドスロットに装着されていま
す。取り外さないでください。

DPLユニット 

 
なお、アクティブ側CPUユニットのループコントロールボード部がアクティブとなり、
スタンバイ側 CPUユニットのループコントロールボード部がスタンバイとなります。 

 

・ CPUユニット形式 
二重化する場合、必ず同一形式の CS1Dプロセス CPUユニットを 2台、CPU二重化ベ
ースユニットに装着して使用してください。 
CS1Dプロセス CPUユニット
形式 

内容 

形 CS1D-CPU65P 形 CS1D-CPU65Hと二重化対応ループコントロールボードのセ
ット商品。 
ラダープログラムは、形 CS1D-CPU65Hとして作成します。 

形 CS1D-CPU67P 形 CS1D-CPU67Hと二重化対応ループコントロールボードのセ
ット商品。 
ラダープログラムは、形 CS1D-CPU67Hとして作成します。 

 

■ ループ CPUユニットの場合 
ループ CPUユニット（形 CJ1G-CPU□□P）は、あらかじめループコントローラを内
蔵しています。 
ボードの装着を行う必要はありません。 

・ CPUユニット形式 
ループ CPUユニット形式 内容 
形 CJ1G-CPU42P ループコントローラ内蔵 CPUユニット。 

ラダープログラムは、形 CJ1G-CPU42Hとして作成しま
す。 

形 CJ1G-CPU43/44/45P ループコントローラ内蔵 CPUユニット。 
ラダープログラムは、形 CJ1G-CPU43/44/45Hとして作
成します。 
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1－2－2 システム構成の決定のために 
システム構成を決定するために、以下の点をチェックしてください。 
 

1. ループコントローラで使用するアナログ入出力点数 
どのアナログ信号はフィールド端子ブロックの Ai／Ao端子で入出力し、どのアナログ
信号はユーザリンクテーブルで入出力するか。 
フィールド端子ブロックの Ai／Ao端子の使用可能数は、Do、Di端子との合計で最大
80個です（使用可能なユニット種類は、後述の 1－2－3項「基本的なシステム構成の
説明」を参照してください）。 
ユーザリンクテーブルの使用可能数は、最大 2400個です（指定可能な I/Oメモリエリ
アは、後述の 3－3－3項「任意データの交換」を参照してください）。 
 

2. ループコントローラで使用する接点入出力点数 
どの接点信号はフィールド端子ブロックの Di／Do端子で入出力し、どの接点信号はユ
ーザリンクテーブルで入出力するか。 
フィールド端子ブロックの Di／Do端子の使用可能数は、Ao、Ai端子との合計で
LCB01/05は最大 80個、形 CJ1G-CPU42/43Pは最大 30個、形 CJ1G-CPU44/45Pは最大
40個です。（使用可能なユニット種類は、後述の 1－2－3項「基本的なシステム構成
の説明」を参照してください）。 
ユーザリンクテーブルの使用可能数は、最大 2400個（指定可能な I/Oメモリエリアは、
後述の 3－3－3項「任意データの交換」を参照してください）。 
 

3.消費電流 
装着ユニットで使用する消費電流は、電源ユニットの消費電流以下か。 
CSシリーズ ユーザーズマニュアル セットアップ編（SBCA-301）の 2－6項「ユニ
ット消費電流」を参照してください。 
 

4.負荷率の検討 
ループコントローラは、（CPUユニットとの I/Oリフレッシュとは別に非同期で）自
身の計器ブロックをサイクリックに演算処理します。演算する周期は、計器ブロック
の種類と数に依存します。 
したがって、演算時間がかかる計器ブロックを多く使用した場合は、全体として、ま
たは個別に実際にかかる演算周期が長くなり、必要な設定演算周期を満足することが
できない場合があります。 
この実際にかかった実行時間／設定演算周期の比率を負荷率と呼びます。最大値、現
在値がツールソフトで確認できます。 
ループコントローラでは、この負荷率が、全演算周期グループで、80%以下であるこ
とが必要です。 
注：負荷率が連続して 3回 80%を超えたとき（警報フラグ「ループコントロールボード高負荷

運転中」（A42408）が ON）は、演算周期を長くしてもよい計器ブロックを選び、その演算
周期を長くしてください。それで対応できない場合、CPUユニットを増設するかループコ
ントロールユニットを併用して計器ブロックを分散することが必要です。 
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5.CPUユニットのサイクルタイムの検討、およびそれにもとづく最小演算周期

の検討（プロセス CPUユニットのみ） 
上記負荷率の検討に際して、プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）を使用す
る場合は、CPUユニットのサイクルタイムの検討およびそれにもとづく最小演算周期
の検討も必要となります。 

● CPUユニットサイクルタイムへの影響時間 

・ CPUユニットの通常サイクルタイムへの影響時間 
ループコントローラが与える CPUユニットの通常サイクルタイムへの影響時間は、以
下のとおりです。 
機能部名称 通常サイクルタイムへの影響時間 
ループコントロールボード 
（形 CS1W-LCB01/05） 

0.8ms（計器ブロックのデータ内容による） 

プロセス CPUユニットのルー
プコントローラ部（LCB05D）

最大 25ms（計器ブロックのデータ内容による） 

・ プロセス CPUユニットのループコントローラ部が及ぼす通常サイクルタイムへの影
響時間の例 
計器ブロックとユーザリンクテーブルの演算周
期（注 1） 

100ms 

計器ブロック数 100 150 200 
ユーザリンクテーブル数 100 150 200 
負荷率 39 55 71 
ラダープログラムのサイクルタイムが 2msの
ときの影響時間（ms）（注 2） 

+7.8 +10.5 +13.6 

ラダープログラムのサイクルタイムが 19msの
ときの影響時間（ms）（注 2） 

+10.3 +14.4 +20.8 

注 1： 計器ブロックとユーザリンクテーブルの演算周期が及ぼす CPUユニットのサイクルタイ
ムへの影響は、計器ブロックとユーザリンクテーブルの演算周期が 100msのとき最も大
きくなります。 

注 2： CPUユニットのサイクルタイムが 19msのとき、プロセス CPUユニットのループコント
ローラ部が及ぼす CPUユニットのサイクルタイムへの影響は、最も大きくなります。 

注 3： シーケンステーブルを使用する場合、上記結果に、さらに加算されます。加算される影響
時間は、シーケンステーブルの使用条件によって以下のように異なります。 

 ・拡張機能を使用しない場合：+3ms 
 ・シーケンステーブルを縦拡張、横拡張する場合：+6ms 
 ・シーケンステーブルを縦横ともに拡張する場合：+12ms 
 拡張するシーケンステーブルを増やしても、サイクルタイムの延び時間は増えません。た

だし、サイクルタイムが伸びる頻度が高くなります。 
 

● ループコントローラ内計器ブロックの最小演算周期の制限 

（CPUユニットサイクルタイム×5倍以上であること） 
プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）を使用する場合、演算周期の誤差発生
を避けるには、できるだけ大きな演算周期に設定することが望ましいですが、プロセ
ス CPUユニットのループコントローラ部内の計器ブロックの最小演算周期を、CPUユ
ニットの通常サイクルタイム（二重化イニシャル処理時以外のサイクルタイム）の 5
倍以上の周期に設定することが必要となります。 
例）CPUユニットのサイクルタイムが 40msの場合、プロセス CPUユニットのループコントロ
ーラ部内の計器ブロック群の中で最小の演算周期は、200ms以上（200ms、500ms、1s、2s
のいずれか）となるように設定してください。 
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もし、CPUユニットの通常サイクルタイムが、プロセス CPUユニットのループコント
ローラ部内の計器ブロックの最小演算周期の 1/5より長い場合、ループコントローラ
部の計器ブロックの演算周期の誤差が大きくなります。 
発生する誤差は、最大で、1CPUユニットサイクルタイム分長くなります。 
注：CPUユニットの通常サイクルタイムが、ループコントローラ部内計器ブロックの最小演算
周期の 30%より長い状態が、3サイクル連続して発生すると、特殊補助リレーA424CHのビ
ット 09（「演算周期不適合」）が 1（ON）となります。ツールソフトのシステム運転確認
画面にてこのフラグを監視して、1（ON）となった場合、ループコントローラ部の演算周期
を CPUユニットの通常サイクルタイムの 5倍以上に設定し直してください。 

 

● 二重化イニシャル処理中の、CPUユニットサイクルタイムおよびプロセス CPUユ

ニットのループコントローラ部の演算周期への影響時間 
プロセス CPUユニットは、二重化イニシャル処理が最大 152秒かかります。二重化イ
ニシャル処理期間中であっても、CS1D CPUユニットおよびアクティブ側のループコ
ントローラ部はともに運転を行います。ただし、二重化イニシャル処理期間中は、CPU
ユニットのサイクルタイムおよびループコントローラ部の演算周期が、通常のサイク
ルタイムおよび演算周期より、長くなります。 
とくに、二重化イニシャル処理期間内の最後の CPUユニットの 1サイクルタイムの間
は、延び時間が長くなります。 
なお、CPUユニットのサイクルタイムの延び時間とループコントローラ部の演算周期
の延び時間は、同じ時間です。 
したがって、このときに、システム上問題が発生しないように、システム全体の設計
をしてください。 
なお、二重化イニシャル処理の詳細については、3－5項「ループコントローラの二重
化」を参照してください。 
 

・ CPUユニットのサイクルタイムの延び時間、演算周期の延び時間の詳細 
二重化イニシャル処理実行中（デュプレックスモード時のみ） 

 
プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）使用時、二重化
イニシャル処理実行中（デュプレックスモード時）の場合、一時

的に CPUユニットのサイクルタイムおよびループコントローラ
の演算周期が、通常のサイクルタイムおよび演算周期より、長く

なります。 
二重化イニシャル開始から最大約 150秒後には、一時的に最大
2.1秒間 CPUユニットのサイクルタイムおよびループコントロ
ーラの演算周期が延びます。 
その結果、制御特性が一時的に悪化する恐れがあります。 
したがって、事前に影響を確認した上で、本運転に入ってくださ

い。 
 
最後の CPUユニット 1サイクル以外と、最後の CPUユニット 1サイクルに分けて、
延び時間を示します。 
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a) 最後の CPUユニット 1サイクル以外の間 
（二重化イニシャル処理期間内：最大 150秒間） 

場合 
CPUユニットのサイクルタイム 
およびループコントローラ部の演算周期の延び時間 

CPUユニットに
対する操作 

・PLC本体の電源 ON 
・DPLユニットのイニシャルスイッチ
押し下げ時 

最大 44ms 
（形 CS1D-CPU65H/67H共通） 

ループコントローラ部への COLDス
タート指令または HOTスタート指令

 

A608CHビット 00のOFF→ONによる
INNERボードリスタート 

 

ループコントロ
ーラ部に対する
操作 

ループコントローラ部内異常履歴ク
リア時 

 

b) 二重化イニシャル処理期間内の最後の CPUユニット 1サイクルのとき 
場合 

CPUユニットのサイクルタイム 
およびループコントローラ部の演算周期の延び時間 

CPUユニット
に対する操作 

・PLC本体の電源 ON 
・DPLユニットのイニシャルスイッチ
押し下げ時 

・CPUユニットの運転開始時 
・CPUユニットへのデータ転送時（ユ
ーザプログラム、PLCシステム設定、
I/Oテーブル、CPU高機能ユニットシ
ステム設定エリアの転送時、オンライ
ンエディット時、タイマ/カウンタ設
定値変更時） 

ループコントローラ部への COLDスタ
ート指令または HOTスタート指令 
A608CHビット 00の OFF→ONによる
INNERボードリスタート 

ループコント
ローラ部に対
する操作 

ループコントローラ部内異常履歴クリ
ア時 

形 CS1D-CPU65H：最大 1.83秒 
形 CS1D-CPU67H：最大 2.13秒 
延び時間は、以下の例のようにループコントローラ部の計器ブ
ロックのデータ内容によります。 
例 1） 
計器ブロック数 40、シーケンステーブル数 5、ユーザリンク
テーブル数 30の場合： 
形 CS1D-CPU65H：最大 0.40秒 
形 CS1D-CPU67H：最大 0.73秒 

例 2） 
計器ブロック数 200、シーケンステーブル数 50、ユーザリン
クテーブル数 600の場合： 
形 CS1D-CPU65H：最大 1.26秒 
形 CS1D-CPU67H：最大 1.59秒 

例 3） 
計器ブロック数 500、シーケンステーブル数 200、ユーザリン
クテーブル数 2400の場合： 
形 CS1D-CPU65H：最大 1.83秒 
形 CS1D-CPU67H：最大 2.13秒 

 

CS1D CPUユニット 

プロセス CPUユニット 

*1：CPUユニット運転開始時、または CPUユニットへのデータ転送時の二重化イニシャル処理は、 
a）の時間はなく、b）のみとなります。 

アクティブ側 

スタンバイ側 

：最大 44msの延び時間

二重化イニシャル処理期間（最大 152秒） 

：最大約 2秒の延び時間

b）最後の CPUユニット 1サイクル 

a）最後の CPUユニット 1サイクル以外 

最大 150秒 

CPUユニットサイクルタイム 

ループコントローラ部の演算周期 

最大 44msの延び時間 

b）最後の CPUユニット 
1サイクル a）最後の CPUユニット 1サイクル以外 

最大約 2 .1秒 

最大約 2秒の 
延び時間 

最大約 2秒の 
延び時間 

運転開始 ループコントローラ部の 
演算周期 

CPUユニットサイクルタイム 

待機中 

運転開始 

運転待機 運転開始

最大 44msの延び時間 

二重化イニシャル処理開始時 
（PLC本体電源 ON、COLDまたは HOTスタート指令、 
イニシャルスイッチ押し下げ時、INNERボードリスタート、異常履歴クリア時） 

*1 

ループコントローラ部の 
演算周期 

 
注：二重化イニシャル処理期間は、操作内容によって、以下のように、異なります。 
操作内容 二重化イニシャル処理期間 

PLC本体の電源 ON 
DPLユニットのイニシャルスイッチ押し下げ時 

a）最大 150秒 + b）最大 2.1秒 

CPUユニットの運転開始 

CPUユニットに対す
る操作 

CPUユニットへのデータ転送 
b）最大 2.1秒のみ 

ループコントローラへの COLDスタート指令また
は HOTスタート指令 
INNERボードのリスタート 

ループコントローラ
部に対する操作 

ループコントローラ内異常履歴のクリア 

a）最大 150秒 + b）最大 2.1秒 
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6.外部入出力更新周期（CPUユニットのサイクルタイムに依存）の検討 
ループコントローラの各計器ブロックの動作速度（演算周期）自体は、CPUユニット
のサイクルタイムとは関係がありません。ただし、アナログ入出力ユニットや基本 I/O
ユニット等とのデータ交換のタイミングは、CPUユニットの I/Oメモリを介している
ため、CPUユニットのサイクルタイムによって影響を受けます。 
ループコントローラの場合、計装システムとしての外部アナログ入出力の更新周期（こ
れが一般の調節計における入出力更新周期に相当）は、計器ブロックの演算周期とは
一致せず、サイクルタイムに依存した時間となります。 
外部アナログ入出力の更新周期は、一般的なケースの場合、演算のタイミングによっ
て最大で、[CPUユニットのサイクルタイムの約 2倍]＋[ループコントローラの計器ブ
ロックの演算周期の 2倍]かかります。 
したがって、システム構成を決定する場合、サイクルタイムおよび計器ブロックの演
算周期などから、計装システムとしての外部アナログ入出力の更新周期がどのくらい
になるかを算出してください。その上で、算出した外部アナログ入出力の更新周期で、
アプリケーション上問題がないかどうかを検討してください。 
（ループコントローラの演算周期とサイクルタイムの関係の詳細は、3－2項「動作の
説明」を参照してください。サイクルタイムの算出方法に関しては、CSシリーズ CPU
ユニット ユーザーズマニュアル セットアップ編（SBCA-301）の「サイクルタイムの
計算方法」を参照してください。） 

7.CPUユニットまたは CPU部側をバッテリレス運転で使用するか否かの検討 
CSシリーズ CS1-H CPUユニット、CSシリーズプロセス CPUユニットの CPU部、お
よび CJシリーズループ CPUユニットの CPU部を、バッテリレス運転で使用すること
はできません。 

CS1-H CPUユニット、およびプロセス CPUユニット/ループ CPU
ユニットの CPU部の、バッテリレス運転は、行わないでください。
万一 CPUユニットまたは CPU部側でバッテリレス運転を行った
場合、電源 ON時の EMエリアの値が不定となるため、ループコン
トローラ側の HMI I/Fデータが不正な値となる恐れがあります。 
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1－2－3 基本的なシステム構成の説明 
■ 外部アナログ・接点入出力用のユニットの装着 

ループコントローラは、外部とのアナログ入出力および接点入出力機能を直接もちま
せん。基本システム（注）上の、アナログ入・出力ユニットおよび基本 I/Oユニット
を介して、外部と入出力します（なお、DeviceNetアナログスレーブなど経由で外部と
入出力することも可能です）。 
注：CSシリーズの場合：CPU装置、増設装置、C200H I/O増設装置、または SYSBUSリモート

I/O子局装置 
 CJシリーズの場合：CPU装置、増設装置 
 
したがって、基本的なシステム構成は、アナログ入出力ユニット（アナログ入力ユニ
ット、アナログ出力ユニット、アナログ入出力ユニット）を必ず同一 PLCに対して装
着していることが必要です（なお、Controller Linkなどのネットワーク経由で他ノード
の PLCのアナログ入出力ユニットのデータを入出力することも可能です）。 
また、必要に応じて、基本 I/Oユニットを同一 PLCに対して装着します。 
 

CPUユニット 

ループコントロールボード

アナログ出力ユニット 
アナログ入力ユニット 
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● アナログデータを入出力する場合 
ループコントローラが、ユーザリンクテーブルを使用せずに、アナログデータを交換
できるユニットは以下のとおりです。これらのユニットとのデータ交換では、計器ブ
ロックとして各ユニット形式に対応した「フィールド端子ブロック」の Ai端子または
Ao端子ブロックを使用してください。 
Ai端子または Ao端子ブロックにおいて、アナログ入出力ユニットの号機 No.を設定し
て、アナログ信号を入出力します。 

・ CSシリーズ 
種別 ユニット名称 仕様 形式 使用する計器ブロッ

ク 
CSシリーズ高機
能 I/Oユニット 

アナログ入出力ユニ
ット 

入力 4点（1～5V、4～20mAなど） 
出力 4点（1～5V、0～10Vなど） 

CS1W-MAD44 Ai4/Ao4端子（形式
583） 

 入力 4点（1～5V、4～20mAなど） CS1W-AD041 Ai4端子（形式 586）
 入力 8点（1～5V、4～20mAなど） CS1W-AD081 Ai8端子（形式 584）
 

アナログ入力ユニッ
ト 

入力 16点（1～5V、4～20 mAなど） CS1W-AD161 Ai16端子（形式 582）
 出力 4点（1～5V／4～20mAなど） CS1W-DA041 Ao4端子（形式 587）
 出力 8点（1～5Vなど） CS1W-DA08V Ao8端子（形式 585）
 

アナログ出力ユニッ
ト 

出力 8点 
（4～20mA） 

CS1W-DA08C Ao8端子（形式 585）

 絶縁型熱電対入力ユ
ニット 

入力 4点（B、E、J、K、N、R、S、T、DC
±80mV） 

CS1W-PTS01-V
1 

Ai4端子（形式 561）

  入力 4点（B、E、J、K、L、N、R、S、T、
U、WRe5-26、PLⅡ、mV） 

CS1W-PTS11 使用不可 

  入力 4点 
（K、J、L、R、S、T、B） 

CS1W-PTS51 Ai4端子（PTS51）
（形式 566） 

  入力 8点 
（K、J、L、R、S、T、B） 

CS1W-PTS55 Ai8端子（PTS55）
（形式 568） 

 絶縁型測温抵抗体入
力ユニット 

入力 4点（Pt100、JPt） CS1W-PTS02 Ai4端子（形式 561）

  入力 4点（Ni508.4Ω） CS1W-PTS03 Ai4端子（形式 561）
  入力 4点（Pt100、JPt100、Pt50、Ni508.4Ω）CS1W-PTS12 使用不可 
  入力 4点（Pt100、JPt100） CS1W-PTS52 Ai4端子（PTS52）

（形式 567） 
  入力 8点（Pt100、JPt100） CS1W-PTS56 Ai8端子（PTS56）

（形式 569） 
 絶縁型二線式伝送器

入力ユニット 
入力 4点（1～5V、4～20mA）二線式伝送
器用電源内蔵 

CS1W-PTW01 Ai4端子（形式 561）

 絶縁型直流入力ユニ
ット 

入力 4点（1～5V、4～20mAなど） CS1W-PDC01 Ai4端子（形式 561）

  入力 4点（1～5V、4～20mAなど） CS1W-PDC11 使用不可 
  入力 8点（1～5V、4～20mAなど） CS1W-PDC55 Ai8端子（PDC55）

（形式 570） 
 絶縁型制御出力ユニ

ット（アナログ出力ユ
ニット） 

出力 4点（1～5V、4～20mA） CS1W-PMV01 Ao4端子（形式 563）

  出力 4点（-10～+10V、0～10V、-5～+5V、
1～5V、-1～+1V、0～1V） 

CS1W-PMV02 Ao4端子（形式 565）

 電力トランデューサ
入力ユニット 

入力 8点（-1～+1mA、0～1mA） CS1W-PTR01 Ai8端子（形式 564）

 直流入力ユニット
（100mV） 

入力 8点（-100～+100mV、0～100mV） CS1W-PTR02 Ai8端子（形式 564）

 絶縁型パルス入力ユ
ニット 

パルス入力 4点（0～20kパルス/s、0～20
パルス/秒） 

CS1W-PPS01 Pi4端子（形式 562）

C200Hシリーズ
高機能 I/Oユニッ
ト 

アナログ入力 
ユニット 

8点（1～5V、4～20mA、0～10V、 
－10～+10Vから選択）分解能 1/4000 

C200H-AD003 Ai8端子（形式 551）

 8点（1～5V、0～10V、－10～+10Vから選
択）分解能 1/4000 

C200H-DA003 Ao8端子（形式 552）

 

アナログ出力ユニッ
ト 

8点（4～20mA） 
分解能 1/4000 

C200H-DA004 Ao8端子（形式 552）

 アナログ入出力ユニ
ット 

入力 2点（1～5V、4～20mAなど） 
出力 2点（1～5V、4～20mAなど） 

C200H-MAD01 Ai2/Ao2端子 
（形式 553） 

注：アナログ出力のフィールド端子ブロックの場合、ユニット形式によって計器ブロックを選定
します。 
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・ CJシリーズ 
ユニット名称 仕様 形式 使用する計器ブロック 
アナログ入出力ユニット 入力 4点（1～5V、4～20mAなど） 

出力 2点（1～5V、0～10Vなど） 
CJ1W-MAD42 Ai4/Ao2端子（形式 592） 

入力 4点（1～5V、4～20mAなど） CJ1W-AD041-V1 Ai4端子（形式 586） 
入力 8点（1～5V、4～20mAなど） CJ1W-AD081-V1 Ai8端子（形式 584） 

アナログ入力ユニット 

入力 4点（高速タイプ） 
（1～5V、4～20mAなど） 

CJ1W-ADG41 Ai4端子（形式 581） 

出力 4点（1～5V／4～20mAなど） CJ1W-DA041 Ao4端子（形式 587） 
出力 8点（1～5Vなど） CJ1W-DA08V Ao8端子（形式 585） 
出力 8点 
（4～20mA） 

CJ1W-DA08C Ao8端子（形式 585） 

アナログ出力ユニット 

出力 2点（1～5V/4～20mAなど） CJ1W-DA021 Ao2端子（形式 591） 
入力 4点（B、E、J、K、L、N、R、S、
T、U、WRe5-26、PLⅡ、mV） 

CJ1W-PTS51 Ai4端子（形式 566） 絶縁型熱電対入力ユニット 

入力 2点（B、E、J、K、L、N、R、S、
T、U、WRe5-26、PLⅡ） 

CJ1W-PTS15 Ai2端子（形式 571） 

入力 4点（Pt100、JPt） CJ1W-PTS52 Ai4端子（形式 567） 
入力 2点（Pt100、JPt100、Pt50、Ni508.4）CJ1W-PTS16 Ai2端子（形式 571） 

絶縁型測温抵抗体入力ユニ
ット 

入力 2点（1～5V、4～20mAなど） CJ1W-PDC15 Ai2端子（形式 571） 
絶縁型フルマルチ入力ユニ
ット（高分解能タイプ） 

入力 4点（K、J、T、E、L、U、N、R、
S、B、WRe5-26、PLⅡ、Pt100（JIS,IEC 3
線式）、JPt100（3線式）、Pt1000（3線
式）、Pt100（JIS,IEC 4線式）、4～20mA、
0～20mA、+1～+5V、0～+1.25V、0～+5V、
0～+10V、±100mV、-1.25～+1.25V、-5V
～+5V、-10～+10V） 

CJ1W-PH41U Ai4端子（形式 572） 

絶縁型フルマルチ入力ユニ
ット（汎用タイプ） 

入力 4点（K、J、T、L、R、S、B、Pt100、
Pt1000、JPt100、4-20mA、0-20mA、1-5V、
0-5V、0-10V) 

CJ1W-AD04U Ai4端子（形式 573） 

 

参 考 
 

この場合、アナログ入出力信号は、ループコントローラ内では、工業単位ではなく、%
単位で取り扱われます。例えば、4～20mA（3.2～20.8mA）に対するアナログ入力ユ
ニットからのデータ 0000～0FA0（FF38～1068）Hexを、0.00～100.00（-5.00～
105.00）%に変換して処理します。 
SCADAソフトにおいて、この%単位の値を、工業単位の値へスケーリングします。 
 

フィールド端子ブロックを使用してアナログ入出力を行う場合は、 
フィールド端子で設定した号機 No.がアナログ入出力ユニット前 
面の号機 No.と必ず一致していることが必要です。万一、号機 No. 
が一致していないと、フィールド端子で設定した号機 No.の高機能 
I/Oユニットのデータを誤って入出力（読み書き）してしまいます 
ので、十分ご注意ください。 
 

参 考 
 

・ユーザリンクテーブルの読出（Rd）タグでは、チャネル内のデータを 10進データ
とみなして、どの値のときに 0%、どの値のときに 100%に変換するかを、レンジ指
定として任意に指定します。例えば、CPUユニットからの入力で、レンジ指定 0～
4000（0000～0FA0Hex）の場合、I/Oメモリ CH内の 0000～0FA0Hexの値を、0.00
～100.00%に変換して入力します。 

・ユーザリンクテーブルの書込（Wr）タグでは、逆に、0%のときにどの値（10進）、
100%のときにどの値に変換するかを、任意に指定します。 CPUユニットへの出力
で、レンジ指定 0～4000（0000～0FA0Hex）の場合、0.00～100.00%の値を 0000
～0FA0Hexに変換して、I/Oメモリに出力します。 
SCADAソフトにおいて、この%単位の値を、工業単位の値へスケーリングします。
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● 接点を入出力する場合 
ループコントローラが、ユーザリンクテーブルを使用せず、接点（ビットデータ）を
交換できるユニットは、基本 I/Oユニットまたは高機能 I/Oユニットの接点入出力ユニ
ットです。これらのユニットとのデータ交換では、計器ブロックとして、接点入出力
点数に対応した「フィールド端子ブロック」の下記の Di端子または Do端子ブロック
を使用してください。 
Di端子または Do端子ブロックにおいて、接点入出力ユニットの割付先頭アドレスを
設定して、接点を入出力します。 

ユニット 入出力 点数 計器ブロック 
接点入力ユニット 入力 8点 Di8端子（形式 501） 
  16点 Di16端子（形式 502） 
  32点 Di32端子（形式 503） 
  64点 Di64端子（形式 504） 
接点出力ユニット 出力 5点 Do5端子（形式 511） 
  8点 Do8端子（形式 512） 
  12点 Do12端子（形式 513） 
  16点 Do16端子（形式 514） 
  32点 Do32端子（形式 515） 
  64点 Do64端子（形式 516） 
接点入出力ユニット 入力／出力 16点／16点 Di16/Do16端子（形式 518） 
注：接点入出力のフィールド端子ブロックの場合、ユニット形式ではなく、接点入出力点数によ
って計器ブロックを選定します。 

 

参 考 
 

ユーザリンクテーブルを使用して接点入出力ユニットの割付リレーエリアとデータ交

換した場合、機能的には、フィールド端子を使用してデータ交換する場合と、基本的

には同等です。 
 

お願い 
 

ループコントローラと CPUユニット間で、I/Oメモリの同一アドレスに対して重複し
て書き込み処理をしないようにしてください。 
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■ ツールソフトとの接続 
 

ペリフェラルポートまたは RS232Cポート 
CPUユニット 

ループコントロールボード ツールソフト（パソコン）で 
計器データ作成 

計器データ 

 
ループコントローラは、計器ブロックの組み合わせですべての機能を実現します。そ
の計器ブロックデータをツールソフトによって作成し、ループコントローラに転送す
ることが必要です。 
また、ツールソフトによって、SCADAソフト用のタグ設定も行います。 
ツールソフトは、パソコン上で動作し、CPUユニットのペリフェラルポートまたは
RS-232Cポートに接続して使用します。（シリアル通信モードは、上位リンクが可能。
ツールバスは不可。） 
なお、ツールソフトは、Controller Linkサポートボード装着のパソコンに搭載して、
Controller Link経由で、ループコントローラに転送することも可能です。 

■ 市販 SCADAソフトなどとのデータ交換 
市販 SCADAソフトなどを使用して、ループコントローラの計器ブロックのデータを
読み書きする場合、以下のいずれかの方法で行って下さい。 

1）調節ブロック、演算ブロック、外部調節計ブロックの割付 ITEM（HMI I/F用デー

タ）を読み書きする場合 
データの読出： HMI I/F機能によって、CPUユニットの指定 I/Oメモリに、シス

テム共通ブロック、調節ブロック、演算ブロック、外部調節計ブ
ロックの全割付 ITEM（HMI I/F用データ）を一括で書き込みます。
市販 SCADAソフトなどで、その CPUユニットの指定 I/Oメモリ
を読み出します。 

データの書込： 市販 SCADAソフトなどで、CPUユニットの指定 I/Oメモリにデ
ータを書き込みます。HMI I/F機能によって、CPUユニットの指
定 I/Oメモリから、調節ブロック、演算ブロック、外部調節計ブ
ロックの全割付 ITEM（HMI I/F用データ）にデータを一括で書き
込みます。 

 

2）上記 1）以外のデータの読み書きをする場合 
データの読出： ユーザリンクテーブルを使用して、CPUユニットの任意のエリア

に指定 ITEMデータを読み出し、それを市販 SCADAソフトなど
で読み出します。 

データの書込： 市販SCADAソフトなどでCPUユニットの任意のエリアにデータ
を書き込み、そのデータをユーザリンクテーブルを使用して、指
定 ITEMに書き込みます。 
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1－3 仕様 
1－3－1 一般仕様 

SYSMAC CS/CJシリーズ本体の一般仕様に準じます。 

1－3－2 仕様 
項目 仕様 

名称 ・ループコントロールボード 
・プロセス CPUユニット 
・ループ CPUユニット 

非二重化対応 ループコントロールボード：形 CS1W-LCB01/05 
ループ CPUユニット：形 CJ1G-CPU□□P 

形式 

二重化対応 プロセス CPUユニット：形 CS1D-CPU□□P 
形 CS1W-LCB01 
形 CS1W-LCB05 

形 CS1G/H-CPU□□H 
形 CS1D-CPU□□S（ループコントロールボード Ver.1.5以降のみ） 

適用 PLC
（CPUユニ
ット） プロセス CPUユニット 二重化対応ループコントローラ内蔵の CS1D CPUユニット 

CPUユニットの特殊補助リレーエ
リア 

・ループコントローラ→CPUユニット： 
運転ステータス、PV異常接点入力 ON、MV異常接点入力 ON、実行エ
ラー発生、計器ブロックデータベース異常、HOTスタート指令で COLD
スタート実行完了、フラッシュメモリバックアップ中、計器ブロック変
更ありなど 
・CPUユニット→ループコントローラ： 
電源 ON時の HOT/COLDスタート指令（形 CS1D-CPU□□Pでは不可）

INNERボード用割付リレーエリア 使用せず 
INNERボード用割付 DMエリア 使用せず 
任意の I/Oメモリへの割付 ユーザリンクテーブルによって、CPUユニットの任意のメモリ（CIO、

WR、HR、DM、EMバンク No.0、No.1～No.12 Ver.3.0以降）に、計器ブ
ロックの ITEMデータを割付可 

CPUユニッ
トとのデー
タ交換用エ
リア 

EMエリア（指定バンク No.）への
割付 
（SCADAソフト用） 

HMI I/F機能によって、CPUユニットの指定バンク No.の EMエリアに、
調節・演算ブロック、外部調節計ブロックおよびシステム共通ブロックの
ITEMデータを割付可能 
キャリブレーションモード時の実 PV値を割付可能（Ver.3.0以降） 

設定部 なし 
表示部 ・ループ CPUユニット 

LED2個：運転中、準備完了 
・ループコントロールボード、プロセス CPUユニット 

LED3個：運転中、準備完了、通信ポート送受信中 
前面接続部 RS-232Cポート×1（外部調節計 ES100X接続用） 

ループ CPUユニット、プロセス CPUユニットは不可。 
スーパーコンデンサによるバックアップデータ 全計器ブロックデータ（シーケンステーブル／ステップラダーコマンドを

含む）、異常履歴格納データ 
スーパーコンデンサバックアップ時間 CSシリーズの場合（形 CS1W-LCB01/05、形 CS1D-CPU□□P）：25℃で、

24時間（これ以上高い温度で使用する場合は、寿命が短くなります。）
CJシリーズ（形 CJ1G-CPU□□P）の場合：25℃で、5分（CPUユニット
のバッテリによって保持） 

フラッシュメモリへの格納データ 計器ブロックデータ 
RAM→フラッシュメモリへのバックアップ ツールソフトからの操作によって可能（任意のときにバックアップ可能）。
フラッシュメモリ→RAMへのリカバリ PLC本体の電源投入時の自動転送（電源投入時スタートモードが COLD

スタート時）、またはツールソフトからの操作（任意のときにリカバリ）
によって可能。 
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CPUユニットのサイクルタイムへの影響時間 ・ループコントロールボード（形 CS1W-LCB01/05）： 

最大 0.8ms（計器ブロックのデータ内容による） 
・プロセス CPUユニット（形 CS1D-LCB05D）： 
最大 25ms（計器ブロックのデータ内容による） 
詳細は、「プロセス CPUユニットのループコントローラ部が及ぼす通
常サイクルタイムへの影響時間の例（P.1-2）」を参照してください。
・ループ CPUユニット（形 CJ1G-CPU□□P） 
最大 0.8ms（計器ブロックのデータ内容による） 

ループコントローラ消費電流 
（電源ユニットから供給） 

・ループコントロールボード：DC5V 0.22A 
・プロセス CPUユニット（CPUユニット部）：DC5V 0.82A 
（ループコントロール部）：DC5V 0.22A 
・ループ CPUユニット：DC5V 1.06A 
注 1：リンクアダプタ形 NT-AL001使用時は、150mA増となります。 
ループコントローラ部のみの値 

標準付属品 なし 
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1－3－3 機能仕様 
項目 内容 

演算方式 計器ブロック方式 
計器ブロック数 合計： 

形 CS1W-LCB01：最大 103ブロック 
形 CS1W-LCB05：最大 733ブロック 
形 CS1D-CPU□□P：最大 701ブロック 
形 CJ1G-CPU42P：最大 71ブロック 
形 CJ1G-CPU43/44/45P：最大 501ブロック 

 調節・演算ブ
ロック 

PIDなどの調節機能 

 

アナログ 
演算 

 警報、開平演算、時間演算、パル
ス列積算などの各種プロセス用演
算機能 

・LCB01：最大 50ブロック 
・LCB03：最大 300ブロック 
・LCB05/05D：最大 500ブロック

  外部調節計 
ブロック 

外部調節計のモニタ/設定機能 最大 32ブロック 
（形 CS1D-CPU□□P、形
CJ1G-CPU□□Pでは使用不可）

 シーケンス制御 シーケンステ
ーブル 

論理シーケンスおよびステップシ
ーケンス機能（形 CS1W-LCB05、
形 CS1D-CPU□□Pのみ） 

合計最大 32×200ルール 
最大 32ルール／1ブロック、1ル
ールあたり最大 32条件、最大 32
操作 

  ステップラダ
ーブロック 

論理シーケンスおよびステップシ
ーケンス機能 

合計 4000コマンド 
最大 100コマンド／1ブロック 
最大 100ステップに分割可能 
最大 100コマンド／1ステップ 

 入出力 
ブロック 

フィールド端
子 
ブロック 

アナログ入出力ユニットとのアナ
ログ入出力機能、 
基本 I/Oユニットとの接点入出力
機能 

最大 80ブロック 

  ユーザリンク
テーブル 

CPUユニットとのアナログデータ
入出力、接点入出力機能 
注：CSVタグに追加することも可
能 

最大 2400データ 

  HMI I/F機能 SCADAソフト用調節・演算ブロ
ックおよび外部調節計ブロック、
システム共通ブロックの割付
ITEMの、CPUユニット指定バン
ク No.EMエリアとの入出力機能

＜調節・演算ブロック＞ 
・LCB01： 
最大 50ブロック×送受信各
20CH 
・LCB03： 
最大 300ブロック×送受信各
20CH 
・LCB05/05D： 
最大 500ブロック×送受信各
20CH 
＜外部調節計ブロック＞ 
最大 32ブロック×送受信各
20CH 
（形 CS1D-CPU□□P、形
CJ1G-CPU□□Pでは使用不可）
＜システム共通ブロック＞ 
送受信各 20CH 
＜実 PV入力値モニタエリア＞ 
・LCB01：最大 50CH 
・LCB03：最大 300CH 
・LCB05：最大 500CH 

 システム共通ブロック システム共通演算周期設定、運転
指令、負荷率モニタなど 

1ブロック 
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項目 内容 

計器ブロックの作成／転送方
法 

別売のツールソフトによって、作成し、ループコントローラに転送 

計器ブロ
ックの実
行 

計器ブ
ロック
の実行
条件 

全計器ブロ
ック共通 

PLC本体の電源投入ですべての計器ブロックが運転（HOTスタートまたは COLDスタート
を指定可能）。 
COLDスタート時、フラッシュメモリから RAMへ計器ブロックデータが転送されます。
・ツールソフト、または FINSコマンドで、停止可能。 
・ツールソフト、または FINSコマンドで、HOTスタート（停電前の状態を継続して、演算
を開始）または COLDスタート（すべての状態信号と計器ブロック内部記憶値をクリア
して、演算を開始）可能。 

  各計器ブロ
ック毎 

・ツールソフト、または FINSコマンドで、停止可能。および HOTスタート（停止前の状
態を継続して、演算を開始）可能。 

 
 計器ブロックの演算

周期 
標準： 
システム共通ブロックの ITEM004に設定した同一の演算周期ですべての計器ブロックが実
行 
設定可能周期：0.1秒、0.2秒、0.5秒、1秒、2秒 （デフォルト：1秒） 
注：一部の計器ブロックでは、共通周期設定不可。 
 
オプション： 
各計器ブロックの ITEM004に設定した演算周期で、各計器ブロックごとに実行 
設定可能周期： 
0.01秒＊1、0.02秒＊1、0.05秒＊1、0.1秒、0.2秒、0.5秒、1秒、2秒（デフォルト：1秒） 
*1：LCB05Dは、0.01秒、0.02秒、0.05秒を指定不可。また、形 CS1D-CPU□□P使用時、
計器ブロックの最小演算周期は、装着 CS1D CPUユニットのサイクルタイムの 5倍以
上の周期に設定することが必要。 

注： ただし、1つの制御ループでの外部入出力応答時間は、この演算周期と一致しません。
CPUユニットのサイクルタイムに大きく依存した時間となります（下記の外部入出力
応答時間の項参照）。 

 高速演算対応の計器
ブロック 
（LCB05Dでは使用
不可） 

以下の計器ブロックの演算周期に、0.01秒、0.02秒、0.05秒を指定可能。 
調節・演算ブロック（形式 016、150、151、155～157、167、182～184、186、221～225を除
く）、シーケンス制御、フィールド端子 
→1-1項「概要」の「計器ブロック一覧」の*1を参照 

 LCB負荷率 LCB負荷率とは、実際にかかった実行時間／設定演算周期の比率。 
LCB負荷率は、80%以下であることが必要。 
LCB負荷率が連続して 6秒間 80%を超えたときは、警報フラグ（A42408）が 1（ON）とな
る（INNERボードの運転継続異常）。演算周期で実行できない場合は、延びた時間で演算
を実行される。 
（このとき、演算周期を長くしてもかまわない計器ブロックの演算周期を長くするか、また
はループコントロールユニットを増設することが必要） 

外部入出力応答時間 1制御ループにおいて、アナログ信号を外部から入力してからアナログ信号を外部に出力す
るまでの時間は、計器ブロックの演算周期と CPUユニットのサイクルタイムなどに依存し
ます。 
（詳細の計算式は、3-2項「動作の説明」を参照） 
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項目 内容 

内部演算 調節ループ数 ・使用可能ループ数： 
LCB負荷率＝80%以下の条件から、一般的なケース（例：1ループの構成が Ai4端子＋折
れ線リニアライザ＋基本 PID＋Ao4端子の場合）で以下のとおり。 
 ・形 CS1W-LCB01/05の場合（LCB01/05）： 

 

 演算周期 最大ループ数 演算周期 最大ループ数  演算周期 最大ループ数
0.01秒 20ループ  0.02秒  35ループ  0.05秒  70ループ 
0.1秒 100ループ  0.2秒  180ループ  0.5秒  250ループ 
1秒 250ループ  2秒  250ループ     

 ・形 CS1D-CPU□□Pの場合(LCB05D)： 

 

 演算周期 最大ループ数 演算周期 最大ループ数  演算周期 最大ループ数
0.1秒 80ループ  0.2秒  140ループ  0.5秒  250ループ 
1秒 250ループ  2秒  250ループ     

 ・形 CJ1G-CPU43P/44P/45Pの場合(LCB03)： 

 

 演算周期 最大ループ数  演算周期 最大ループ数  演算周期 最大ループ数
0.01秒  20ループ  0.02秒 35ループ  0.05秒 70ループ 
0.1秒  100ループ  0.2秒 150ループ  0.5秒  150ループ 
1秒  150ループ  2秒 150ループ    

 ・形 CJ1G-CPU42Pの場合(LCB01)： 

 

演算周期 最大ループ数  演算周期 最大ループ数  演算周期 最大ループ数
0.01秒  20ループ  0.02秒 25ループ  0.05秒 25ループ 
0.1秒  25ループ  0.2秒 25ループ  0.5秒  25ループ 
1秒  25ループ  2秒 25ループ     

 プロセス用演算（調
節を含む）数 

・LCB01：最大 50ブロック 
・LCB03：最大 30ブロック 
・LCB05：最大 500ブロック 

 シーケ
ンス制
御 

ステップラ
ダー 

・LCB01： 
1ボードあたり最大 20ブロック、1ボードあたり合計最大 2000コマンド 

・LCB03/05/05D： 
1ボードあたり最大 200ブロック、1ボードあたり合計最大 4000コマンド 

 
・ループコントローラ共通： 

1ブロックあたり最大 100コマンド、1ブロックあたりの最大 100ステッ
プに分割可能（1ステップあたり最大 100コマンド） 

  シーケンス
テーブル 

シーケンステーブル数：200（LCB05/05Dのみ） 

注：ステップラ
ダーとシーケ
ンステーブル
は、同時使用不
可。 

制御方式 PID制御方式 2自由度 PID 
 組み合わせ可能制御

タイプ 
基本 PID制御、カスケード制御、フィードフォワード制御、サンプル PI制御、スミスむだ
時間補償制御 、ギャップ付き PID、オーバーライド制御、プログラム制御、時間比例制御
など、計器ブロックの組み合わせにより実現可能。 

警報 PIDブロック内蔵 1PIDブロック当たり、PV警報 4点（上上限、上限、下限、下下限）、偏差警報 1点 
 警報ブロック 上下限警報ブロック、偏差警報ブロック 
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項目 内容 

内部アナログ信号 最小-320.00%～最大+320.00% 
工業単位へのスケーリングは、別売のツールソフトによる。 

運転状態のモニタ方法 市販の SCADAソフトによって実行 
SCADAソフト：ツールソフトで作成した CSVタグを指定 

外部入出
力 

外部アナログ入
出力信号 

フィールド端子ブロックを介したアナロ
グ入出力ユニットとのデータ交換による

 外部接点入出力
信号 

フィールド端子ブロックを介した基本 I/O
ユニットとのデータ交換による 

合計入出力点数： 
（アナログ入力または出力ユニットの最大 8点、ま
たは基本 I/Oユニットの最大 96点）×80ブロック

 CPUユニットの
アナログデータ
入出力 

ユーザリンクテーブルを介した CPUユニ
ット I/Oメモリとのデータ交換による 

 CPUユニットの
接点データ入出
力 

ユーザリンクテーブルを介した CPUユニ
ット I/Oメモリとのデータ交換による 

合計入出力点数：2400 

 SCADAソフト
などとのアナロ
グ/接点データ
入出力 

HMI I/F機能を介した、調節ブロック+演算
ブロック+外部調節計ブロックと、CPUユ
ニット EMエリアとのデータ交換による

形 CS1W-LCB05：19660 
形 CS1W-LCB01：2560 
形 CJ1G-CPU42P：2040 
形 CJ1G-CPU43/44/45P：12040 

 ループコントロ
ーラ宛て FINS
コマンド 

ループコントローラ宛ての以下の FINSコマンドを発行することで、CPUユニット（ネットワ
ーク上の他ノードを含む）または上位パソコンから、ループコントローラの計器ブロックの各
ITEMの読み書き、運転指令などが可能です。 
・計器ブロック内複数 ITEM読出（0240Hex） 
・計器ブロック内複数 ITEM書込（0241Hex） 
・複数計器ブロック内 ITEM読出（0242Hex） 
・複数計器ブロック内 ITEM書込（0243Hex） 
・ユニット情報読出（0501Hex） 
・エコーバックテスト（0801Hex） 
・異常履歴の読出（2102Hex） 
・異常履歴のクリア（2103Hex） 

システム
共通状態
信号 

シーケンス制御
用状態出力信号 

常時 ONフラグ、常時 OFFフラグ、クロックパルス（0.5秒、1秒ごとに ON/OFF） 

 時計タイミング
出力信号 

毎日零時、毎正時、毎 10分、毎分、毎 10秒の各微分出力 
注：ただし、これらの時計データは、CPUユニットの時計データを読み出しています。 

 カレンダ・時計
出力信号 

西暦、年月、月日、日時、時分、分秒 
注：ただし、これらの時計データは、CPUユニットの時計データを読み出しています。 

異常表示 前面 LEDによる：ハードテスト異常、計器ブロックデータベース異常 
各計器ブロックの ITEM003に計器ブロック実行に関するエラーコードが格納：発信元／宛先
指定異常、計器ブロック不当組合せ、パラメータ不適当など 

 



1－3 仕様 
1－3－4 PIDブロックの仕様の概要 

1-55 

1 
は
じ
め
に 

1－3－4 PIDブロックの仕様の概要 
計器ブロックの中のとくに PIDブロックの仕様の概要を以下に示します。 
基本 PIDブロック（形式 011）と高度 PIDブロック（形式 012）で、機能のあり／なし
が存在します。具体的な各 ITEMの設定内容に関しては、計器ブロックの各説明を参
照ください。 

○：あり、×：なし 
項目 内容 基本 PID 高度 PID

演算周期  本ブロックの演算周期指定による（0.01、0.02、0.05、0.1、
0.2、0.5、1、2秒）（0.01、0.02、0.05秒は LCB05Dでは
不可） 

○ ○ 

点数 1点 
入力範囲 -15.00～+115.00% 

PV（測定値） 
入力部 

演算機能 なし（開平、一次遅れフィルタ、バイアスなどは、外部の
ブロックで演算要） 

 PV異常接点入力 PV異常接点が ONになると、強制的にマニュアルモード
に切り替わり、MV値をその時点でホールドします。同時
に、SCADAソフトなどに対し、PV異常を通知します。 

○ ○ 

点数 1点 
設定範囲 -15.00～+115.00% 
リモート／ローカル
切替 

可能 

○ ○ 

SP変化率制限 可能（0～115.00%／s） × ○ 
PVトラッキング PVトラッキング設定ありの場合、ローカルモードかつマ

ニュアルモード時に、SP（設定値）を PV（測定値）の値
に一致させます。 

SP（主設定）部 

1次／2次ループ間の
バンプレス処理 

自身が 2次側のコントローラとしてカスケード制御をす
る場合、入力する 1次側のコントローラのMVに対する
処理を行います。 

○ ○ 

偏差 PV補償 PV補償入力 SWが ONのときに、PID制御部に入力する
PV信号に演算（加算、減算、置換）を施す機能。 

× ○ 

PID制御部 制御方式 2自由度 PID（パラメータα、βの設定により、比例先行
型、測定値微分先行型、偏差微分型などの各種方式の PID
を選択可能） 

 RUN/STOP 接点入力（ラン/ストップ SW）によって、個々の計器ブ
ロックごとに PID演算を開始/停止可能（LCB01/03/05 
Ver.3.0以降） 

 動作方向 正動作／逆動作切替可能 
注：運転中の動作方向切替可能（LCB01/03/05 Ver.3.0以降） 

 PID定数 1組 
リミットサイクル法による自動設定（AT：オートチュー
ニング）が可能 

  比例帯：0.1～999.9%（0.1%単位） 
  積分時間：0～9999秒（1秒単位） 0：積分なし 

外部接点から積分停止指示可能 
  微分時間：0～9999秒（1秒単位） 0：微分なし 

○ ○ 

  高速制御対応： 
演算周期 0.01秒、0.02秒、0.05秒のとき、積分時間、微
分時間を、0.01秒単位で設定可能。 
積分時間：0.00～99.99秒（0.01秒単位） 
微分時間：0.00～99.99秒（0.01秒単位） 

  

 マニュアルリセット -320.00～+320.00%（0.01%単位）   
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項目 内容 基本 PID 高度 PID 
点数 1点 MV（操作出力量）

部 出力範囲 -320.00～+320.00% 
 オート／マニュア

ル切替 
可能（ツールソフト／シーケンステーブル／ステップ
ラダーブロックまたは接点接続ブロックからの接点信
号による） 

 MVリミット上下
限 

上限：-320.00～+320.00%、下限：-320.00～+320.00%

  

 MV変化率リミッ
ト上限 

0～115.00%／s × ○ 

 プリセットMV切
替 

プリセットMV切替 SWを ONにすると、 MVがあら
かじめ設定しておいたプリセットMV設定値（固定値）
に切り替わり、継続します。 

  

MV（操作出力量）
部 

MVホールド MVホールド SWが ONのとき、 MV（操作出力量）
がそのときの値に保持されます。 

× ○ 

 MVトラッキング 他のブロックからの入力値にMVを切替え（トラッキ
ング）します。 

  

 MV補償 MV補償入力 SWが ONのときに、PID制御部からの
MV信号に演算（加算、減算、置換）を施す機能。 

  

 MV出力先ブロッ
クのレンジ範囲外
処理 

MVを接続した先で、レンジ外範囲となったとき、PID
の積分を停止します。 

 MV異常接点入力 MV異常接点が ONになると、SCADAソフトに対し、
MV異常を伝えます。 

警報 PV警報 4点（上上限、上限、下限、下下限）、設定範囲：い
ずれも-15.00～+115.00% 
ヒシテリシス：0～+115.00% 

 偏差警報 1点（偏差外で ON） 
状態出力 現在の SP（カレント SP）出力 1点（-15.00～+115.00%）、

偏差出力 1点（-115.00～+115.00%） 

○ ○ 
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1－3－5 ソフトウェアの仕様 
ループコントローラを使用する場合、以下のソフトウェア（別売）が必要です。 
●ツールソフト（CX-Process Tool）：計器ブロックの作成用ツールです（必須） 
 

項目 仕様 
品名 CX-Process Tool（CX-Oneに同梱） 

形 CS1D-CPU□□P使用時：CX-Process Tool（Ver. 3.1以上） 
形 CJ1G-CPU□□P使用時：CX-Process Tool（Ver. 4.0以上） 
LCB01/03/05 Ver.3.5の全ての機能を使用する場合、CX-Process Tool Ver.5.2以上が必要

適用 PLC機種 CS/CJシリーズ 
適用ユニット ループコントロールユニット、ループコントロールボード 

プロセス CPUユニット、ループ CPUユニット 
パソコン DOS/Vパソコン 使用可能な

パソコン オペレーティングシス
テム（OS）*1 
日本語版または英語版 

Windows XP（Service Pack 3以降）/Vista/7 

 CPU Microsoft社が推奨するプロセッサ 
 メモリ Microsoft社が推奨するメモリ 
 ハードディスク CX-Oneをすべてインストールする場合は、約 2.8GB以上の空き容量が必要。 
 ディスプレイ XGA（1,024×768）、High Color16ビット以上 
 ディスク装置 CD-ROMドライブまたは DVD-ROMドライブ 

CPUユニット（または
シリアルコミュニケー
ションボード／ユニッ
ト）との接続 

（FinsGateway SerialUnitドライバを使用時） 
PLCとの通信プロトコル：上位リンク（ツールバスは不可） 
・CPUユニットのペリフェラルポートまたは内蔵 RS-232Cポート、シリアルコミュニ
ケーションボード／ユニットの RS-232Cポートにパソコンを接続 

・接続ケーブル：CPUユニットのペリフェラルポートへ接続：形 CS1W-CN□□□（2m、
6m）、CPUユニットの RS-232Cポートへ接続時：形 XW2Z-□□□-□（2m、5m）
（形式の詳細は、2－3項「ツールソフトとの接続」参照） 

接続方法 

 （CX-Serverを使用時） 
PLCとの通信プロトコル：上位リンクまたはツールバス 
（接続ケーブルは、上記と同じ） 

Controller Link経由で
の接続 

（FinsGateway CLK（PCI）ドライバを使用） 
Controller Linkサポートボード（PCIバス）装着のパソコンに搭載し、Controller Linkユ
ニット装着の PLCに対して通信 

 （FinsGateway Controller Linkドライバまたは CX-Server使用） 
Controller Linkサポートボード（ISAバス）装着のパソコンに搭載し、Controller Linkユ
ニット装着の PLCに対して通信 

 

Ethernet経由での接続 （FinsGateway ETN_UNITドライバまたは CX-Serverを使用） 
Ethernetボード装着のパソコンに搭載し、Ethernetユニット装着の PLCに対して通信 

オフライン操作機能 ・計器ブロックの各 ITEMのデータの設定（システム共通ブロックの設定を含む） 
・アナログ信号のソフト結線 
・ブロック結線図／ラダー図への任意の文字列（付箋）の貼り付け表示／印刷 
・ステップラダーブロックのコマンド記述 
・シーケンステーブルのルール記述 
・ループコントローラのメモリ（RAM）の初期化 

オンライン操作機能 ・計器ブロックデータの転送（ループコントローラへのダウンロード、アップロード）
・ループコントローラ（全計器ブロック）の運転／停止指令 
・システム運転確認：システム共通ブロック（形式 000）のモニタ/操作（LCB負荷率の
モニタを含む） 

・ループコントローラの動作確認：計器ブロック結線動作確認（計器ブロックごとの演
算停止／停止解除を含む）、ラダー図動作確認、シーケンステーブル動作確認 

・PID定数などのチューニング機能（ファインチューニング、オートチューニング） 
＊1．CX-One対応オペレーティングシステムのご注意： 

1) 必要システム、ハードディスク容量は、システム環境によって異なる場合がありますの
で、ご注意ください。 

2) Windows XPは 64bit版を除きます。 
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1－4 目的別機能一覧 
 

こんなとき 機能 参照ページ 
データ交換 PT（プログラマブルターミナル）などと

のデータ交換のために、 CPUユニットと
計器ブロック間で、大量データを直接交換
したい 

ユーザリンクテーブルまたは HMI I/F機
能を使用 

3－3－3 項「任意データの
交換」または 3－4項
「SCADAソフトとのデ
ータ交換」 

 常時、CPUユニットとデータ交換すると
き 

ユーザリンクテーブルを使用 

 必要時、CPUユニット（ネットワーク上
の PLCの CPUユニットを含む）から、指
定データ（ITEM）の読み書きをするとき

ラダープログラム上で CMND命令を実
行して、FINSコマンド（ITEM書込/読
出コマンド）を発行 

3－3－3 項「任意データの
交換」 

 SCADAソフトにより、調節ブロック、演
算ブロック、外部調節計ブロック、システ
ム共通ブロックの特定 ITEMの読み書き
をしたい 

HMI I/F機能を使用 
ツールソフトで作成した CSVタグを使
用して、ループコントローラのデータを
指定 

3－4項「SCADAソフト
とのデータ交換」 

 SCADAソフトにより、CPUユニットの I/O
メモリの読み書きをしたい 

ユーザリンクテーブル機能を使用 
ツールソフトで追加作成したユーザリ
ンクテーブルの CSVタグを使用して、
CPUユニットの I/Oメモリを指定 

3－4項「SCADAソフト
とのデータ交換」 

運転／停止 必要時、CPUユニットから、ループコン
トローラ（全計器ブロック）の運転停止/
開始指示をするとき 

ラダープログラム上で CMND命令を実
行して、FINSコマンド（ITEM書込/読
出コマンド）を発行して、システム共通
ブロックの ITEM014（運転指令）を変更 
または、ITEM書き込みコマンド（形式
171/172）を使用して、システム共通ブロ
ックの ITEM014（運転指令）を停止（こ
の場合運転開始は不可） 
注：なお、ツールソフト、SCADAソフ
トからも、運転停止/開始操作が可能で
す。 

 必要時、CPUユニットから、各計器ブロ
ックの演算停止/停止解除指示をするとき

ラダープログラム上で CMND命令を実
行して、 FINSコマンド（ITEM書込/読
出コマンド）を発行して各計器ブロック
の ITEM000（演算停止指令）を変更 
注：ツールソフトの動作確認で、各計器
ブロックの演算停止/停止解除指示する
ことも可能です。 

3－2項「動作の説明」の
3－2－7項「 計器ブロッ
クごとの演算停止／停止
解除の指示」 

 ループコントローラの運転ステータス（運
転中、実行エラー、計器ブロックデータエ
ラーなど）に応じて、 CPUユニット側で
必要な処理を実行したいとき 

特殊補助リレーA358CHのビット00～05
を入力条件として、 CPUユニット側で
必要な処理を実行 

 CPUユニットの運転ステータス（動作モ
ード、運転停止異常、負荷遮断中）に応じ
て、ループコントローラ側で必要な処理を
実行したいとき 

システム共通ブロックの ITEM007～
011、013の CPUユニットの運転ステー
タスをもとに、シーケンステーブル／ス
テップラダーブロックなどによって、ル
ープコントローラ側で必要な処理を実
行 

3－3項「CPUユニットと
のデータ交換」 

 ループコントローラを二重化して運転し
たい（一方のループコントローラが
INNERボード停止異常となっても、もう
一方のループコントローラで運転を継続
したい） 

2台のプロセス CPUユニット（形
CS1D-CPU□□P）を CS1Dデュプレック
スシステムに使用 

CS1Dデュプレックスシ
ステム ユーザーズマニ
ュアル セットアップ編
（No.SBCA-318） 
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こんなとき 機能 参照ページ 

高速処理 特定の計器ブロックを高速処理し
たいとき 

その計器ブロックの演算周期を短い周
期に設定 

3－2項「動作の説明」の 3－2
－12項「演算周期の指定」 

多点モニタ アナログ信号の多点モニタをした
い 

フィールド端子による、モニタリング 3－4項「SCADAソフトとのデ
ータ交換」 

外部調節計
のモニタ／
設定 

外部のスタンドアロンの調節計の
モニタ／設定をしたい 

ループコントロールボードの RS-232C
ポートに ES100Xを実際に接続し、
ES100X調節計端子ブロック（形式 045）
を使用。（形 CS1D-CPU□□P、形
CJ1G-CPU□□Pでは使用不可） 

計器ブロックリファレンスマニ
ュアル 

バッチデー
タ収集 

バッチ処理のプラントにおいて、シ
ーケンス処理のタイミングで、デー
タを収集したい 

バッチデータ収集（形式 174）を使用 計器ブロックリファレンスマニ
ュアル 

オンオフ制御をしたい 2位置オンオフ（形式 001）を使用 
加熱・冷却のオンオフ制御をしたい 3位置オンオフ（形式 002）を使用 

計器ブロックリファレンスマニ
ュアル 

アナログ 
制御 

時間比例制御をしたい アナログ／パルス幅変換ブロック（形式
192）を使用 

5－1項「基本的な PID制御例」
の 5－1－6 項「時間比例制御を
する場合」および計器ブロック
リファレンスマニュアル 

 加熱・冷却の連続比例制御をしたい 基本 PIDまたは高度 PIDと、スプリット
変換（形式 169）を組み合わせて使用 
（ループコントロールボード Ver.1.5の
み） 

 PVに入力フィルタをかけたい 一次遅れフィルタブロック（形式 141）
を使用 

 PVにバイアスをかけたい 
 SP、PVなどに比率（レシオ）をか

けたい 

比率設定ブロック（形式 033）または加
減算ブロック（形式 121）を使用 

 複数の PVの差を入力したい 加減算ブロック（形式 121）を使用 
 差圧発信器を入力して流量を計算

したい 
開平ブロック（形式 131）を使用（ドロ
ップアウト機能付き） 

計器ブロックリファレンスマニ
ュアル 

 パルス出力の流量計を入力し積算
したい 

パルス入力ユニットを使用し、積算（積
算値入力用）ブロック（形式 184）に入
力し、連続積算 

5－1項「基本的な PID制御例」
の 5－1－7 項「流量のモニタお
よび積算をする場合」および計
器ブロックリファレンスマニュ
アル 

 温度圧力補正をしたい 温度圧力補正ブロック（形式 136）を使
用 

計器ブロックリファレンスマニ
ュアル 

 多チャネルの PIDの SP値を設定し
たい 

定数用 ITEM書込ブロック（形式 171）
を使用 

5－1項「基本的な PID制御例」
の 5－1－2項「 多チャンネル
の PIDの場合」および計器ブロ
ックリファレンスマニュアル 

 複数の SP値を切り替えたい 定数選択ブロック（形式 165）または定
数用 ITEM書込ブロック（形式 171）を
使用 

5－1項「基本的な PID制御例」
の 5－1－3 項「複数の設定値
（SP）を切り替える PIDの場合」
および計器ブロックリファレン
スマニュアル 



1－4 目的別機能一覧 
 

1-60 

1 
は
じ
め
に 

 
こんなとき 機能 参照ページ 

アナログ制
御 

複数の PID組を切り替えたい 定数用 ITEM書込ブロック（形式 171）
を使用 

 複数の SP値および PID定数をセット
しておいて、ある条件で、SP値およ
び PID定数を切替えたい。 
例） 
・品種に応じた設定値（SP、PID定数）
切替 

・時間とともに設定値と PID定数を切
替 

バンク切換ブロック（形式 168）、お
よび基本 PID（形式 011）、または高
度 PID（形式 012）を使用 
（LCB01/05 Ver.1.5以降、および
LCB03のみ） 

5－1項「基本的な PID制御例」
の 5－1－4 項「設定値（SP）の 3
ゾーンに応じて PID定数を切り
替える場合」および計器ブロッ
クリファレンスマニュアル 

 SP値の台形制御（プログラムコント
ロール）をしたい 

台形プログラムブロック（形式 155）、
折れ線プログラムブロック（形式
156）、または折れ線プログラム 2ブ
ロック（形式 157）、折れ線プログラ
ム 3ブロック（形式 158）を使用 

・台形プログラム(形式 155) 
・折れ線プログラム(形式 156) 
・折れ線プログラム 2(形式 157)
・折れ線プログラム 3(形式 158)
・ユーザーズマニュアル 5－1項
 

 カスケード制御をしたい 基本 PIDブロック（形式 011）または
高度 PIDブロック（形式 012）の直列
接続を使用 

5－2項「応用的な制御タイプ例」
の 5－2－1 項「カスケード制御」
および計器ブロックリファレン
スマニュアル 

 むだ時間補償制御をしたい むだ時間補償ブロック（形式 149）、
高度 PIDブロック（形式 012）を使用

5－2項「応用的な制御タイプ例」
の 5－2－4 項「スミスむだ時間
補償制御」および計器ブロック
リファレンスマニュアル 

 フィードフォワード制御をしたい 
 非干渉制御をしたい 

高度 PIDブロック（形式 012）および
進み遅れ演算ブロック（形式 147）を
使用 

5－2項「応用的な制御タイプ例」
の 5－2－2 項「フィードフォワ
ード（先行予測）制御」および
計器ブロックリファレンスマニ
ュアル 

 サンプル PI制御をしたい 間欠タイマブロック（形式 206）を使
用 

5－2項「応用的な制御タイプ例」
の 5－2－3 項「サンプル PI制御」
および計器ブロックリファレン
スマニュアル 

 ギャップ付き PID制御をしたい 定数用 ITEM書き込みブロック（形式
171）を使用 

計器ブロックリファレンスマニ
ュアル 

 選択制御をしたい 指定順位選択ブロック（形式 161）を
使用 

 

 あいまいな言語表現から成る知識を
もとに、ファジィ制御をしたい 

ファジィ推論ブロック（形式 016）を
使用 

 

 高速応答が要求される用途で、外乱の
影響を抑制したい 

基本 PID（形式 011）または高度 PID
（形式 012）で、外乱オーバーシュー
ト調節機能を有効に設定 

 

特殊な演算 0～100%の%単位の演算ではなく、工
業単位で演算をしたい 

算術演算（形式 126）を使用  

 三角関数、対数などの特殊演算をした
い 

  

 時系列データの統計演算（平均値、標
準偏差など）をしたい 

時系列データ統計（形式 153）を使用  
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こんなとき 機能 参照ページ 

積算処理 流量信号などの瞬時のアナログ信号をル
ープコントローラで積算（積分）したい

積算（瞬時値入力用）ブロック（形式
150）を使用 

5－1項「基本的な PID制御
例」の 5－1－7 項「流量の
モニタおよび積算をする場
合」および計器ブロックリ
ファレンスマニュアル 

 4桁の積算値信号(0000～9999の繰り返し
信号)を連続積算し、8桁に変換したい 

積算（積算値入力用）ブロック（形式
184）を使用 

 電力用などの低速パルスを入力し、積算し
たい 

接点入力／積算値出力ブロック（形式
185）を使用 

 現場にある接点入力のメカニカルカウン
タで、積算値を知らせたい 

積算値入力／接点出力ブロック（形式
186）を使用 

 バッチ仕込み処理をしたい 流量バッチ仕込み（形式 014）を使用 
 積算値の比率制御をしたい 流量バッチ仕込み（形式 014）および

ブレンド PID（形式 013）を使用 
 積算値の加算をしたい 積算値入力加算（形式 182）を使用 
 積算値とアナログ信号を乗算したい 積算値アナログ乗算（形式 183）を使

用 

計器ブロックリファレンス
マニュアル 

シーケンス 
制御 

AND、ORなどの論理演算をループコント
ローラ側で行いたい 

 接点のOFF→ONまたはON→OFF入力を、
1演算周期（システム共通の演算周期）だ
け ONのワンショット接点出力としたい

 常時 ONなどのシステム接点を使用した
い 

 工程歩進制御などをループコントローラ
側で行いたい 

 ステップラダー内でリレー受けしたい 

シーケンステーブル（形式 302）また
はステップラダーブロック（形式 301）
を使用 
内部スイッチ（形式 209）使用 

付録-2「シーケンステーブ
ル」または付録－1「ステッ
プラダーブロックの使い
方」および計器ブロックリ
ファレンスマニュアル 

 ステップラダーにおいて、演算周期よりも
長い一定時間毎に、特定の処理を実行した
い 

クロックパルス（形式 207）で一定周
期のタイミング信号を生成 

 タイマ／カウンタをループコントローラ
側で、実行したいとき 

タイマブロック／カウンタブロック
（形式 205/208）を使用 

常時、定数をアナログ信号として送信した
い 

定数出力ブロック（形式 166）を使用 

計器ブロックリファレンス
マニュアル 

定数設定／ 
選択 

ある条件で定数を指定 ITEMに設定した
い 

定数用 ITEM書込ブロック（形式 171）
を使用 

3－1項「計器ブロックの構
成」および計器ブロックリ
ファレンスマニュアル 

 複数の定数から 1つを選択して、アナログ
信号として送信したい 

定数選択ブロック（形式 165）を使用 

 プロセス量（温度など）のレベルに応じて、
PID定数などのパラメータを段階的に変
更したい 

レベルチェック（形式 210）および定
数用 ITEM書き込みブロック（形式
171）を組み合わせ、他の計器ブロッ
クのパラメータをレベルに応じて変
更 

計器ブロックリファレンス
マニュアル 
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こんなとき 機能 参照ページ 

アナログ信
号設定／選 

ある条件でアナログ信号を指定 ITEMに
設定したい 

変数用 ITEM書込ブロック（形式 171）
を使用 

計器ブロックリファレン
スマニュアル 

 複数のアナログ信号から 1つを選択して、
アナログ信号として送信したい 

入力選択ブロック（形式 162）を使用 

 複数のアナログ信号の中から最大値を選
択し、アナログ信号として送信したい 

指定順位選択ブロック（形式 161）を使
用 

 

 複数のアナログ信号の中から最小値を選
択し、アナログ信号として送信したい 

 

 複数のアナログ信号の中から何番目かに
大きい信号を選択し、アナログ信号として
送信したい 

 

 

 測定部や測定対象の異なるセンサの切換
えをしたい 

3回路 3入力切換（形式 163）を使用 

 操作部や操作対象の異なる操作端の切換
えをしたい 

3回路 3出力切換（形式 164）を使用 

 

 アナログ信号と定数を比較したい 定数比較（形式 202）を使用 
 2つのアナログ信号を比較したい 変数比較（形式 203）を使用 
 入力 0%／100%時、出力 0%／100%時の値

を指定するだけで、アナログ信号を簡単に
レンジ変換したい 

レンジ変換（形式 127） 

 

全開／全閉リミットスイッチ付きのオン
オフ弁の操作、監視をしたい 

オンオフ弁操作（形式 221）、スイッチ
計器（形式 225）を使用 

モータの操作、監視をしたい モータ操作（形式 222）、スイッチ計器
（形式 225）を使用 

 

可逆モータの操作、監視をしたい 可逆モータ操作（形式 223）を使用 

外部特定操
作端の、操作
／監視／制
御 

操作端として、電動位置比例モータを操作
したい 

基本 PID（形式 011）/高度 PID（形式 012）、
モータ開度操作（形式 224）、およびス
イッチ計器（形式 225）を使用 

 

 
 



1－5 基本的な使用手順 
 

1-63 

1 
は
じ
め
に 

1－5 基本的な使用手順 
 
ループコントローラを使用する手順は、以下のとおりです。 
この手順の具体例は、第 4章「基本的な使用例」を参照してください。 
 

1. 設計 
1）計装図の作成 

PIDPV MV

 

…本章参照（ループコントローラで可能な機能
のご理解） 
…5章「計器ブロックの組み合わせ例」参照 

2）PLCのシステム構成の決定 
おもに、アナログ入・出力ユニットの選択 

 

…1－2項「計装システムの構成」 
…3章「ループコントローラのしくみ」参照 

3）計器ブロックの選択 …1－4項「目的別機能一覧」 
…3章「ループコントローラのしくみ」 
…5章「計器ブロックの組み合わせ例」 
…計器ブロックリファレンスマニュアル参照 

4）計器ブロックのシステム構成の決定 

 
Ai4／Ao4 端子 

形 583 

PV 
基本 PID 
形 011 

アナログ入力 

MV 
アナログ出力 

 

…5章「計器ブロックの組み合わせ例」 
…計器ブロックリファレンスマニュアル参照 

5）LCB負荷率の検討、外部入出力更新周期の検討 …1－2項「計装システムの構成」参照 
…3－2項「動作のしくみ」参照 

6）フェールセーフ対策の検討 …3－5項「フェールセーフの考え方」参照 
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2. 計器ブロックデータの作成（ツールソフトによる） 
1）ツールソフトのセットアップ／立ち上げ 

  ツールソフト（パソコン）で
計器データ作成 

 

…ツールソフトオペレーションマニュアル参
照 

2） システム共通ブロックのデータ設定 
演算周期の設定など 

…計器ブロックリファレンスマニュアル参照

3） 使用する計器ブロックのツールソフトでの選択 
ブロック間のアナログ信号のソフト結線（アナロ
グ信号、積算値信号のみ） 

…ツールソフトオペレーションマニュアル参
照 

4） 各ブロックの ITEMの設定 
（接点信号を含む、必要に応じ、ステップラダー
ブロックのラダーコマンド作成） 

…ツールソフトオペレーションマニュアル 
…計器ブロックリファレンスマニュアル参照
注：各計器ブロックの初期設定関連のパラメー
タ（計器ブロックリファレンスの読み書き
方法の項の（S）：初期設定データ）を、
このツールソフトで設定します。 

5） SCADAソフトを使用時 
CSVタグの設定／CSVタグファイル作成 

…ツールソフトオペレーションマニュアル参
照 

3. ループコントローラ/他の入出力ユニットのセットアップ 
1） ボードの装着・アナログ入出力ユニットの配線 
ループコントローラ自体の配線はありません。 

…2－2項「取付け」、他のアナログ入出力ユ
ニットなどのマニュアル参照 

2） ユニット前面のユニット番号の設定 …他のアナログ入出力ユニットなどのマニュ
アル参照 

3） 周辺ツールの接続 
注：CS1D CPUユニットの場合、アクティブ側 CPUユニットに接
続 

…周辺ツール（CX-Programmerまたはプログラ
ミングコンソール）のオペレーションマニュ
アル 

4） PLC本体の電源 ON  
5） 周辺ツールによる I/Oテーブルの作成 …周辺ツール（CX-Programmerまたはプログラ

ミングコンソール）のオペレーションマニュ
アル 

6） （必要に応じて）周辺ツールによる PLCシステム
設定のシリアル通信ポートの通信条件の設定 

…周辺ツール（CX-Programmerまたはプログラ
ミングコンソール）のオペレーションマニュ
アル 

7） 周辺ツールによるアナログ入出力ユニットなど
の割付 DMエリアの設定 

…アナログ入出力ユニットなどのマニュアル
参照 
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4. 作成した計器ブロックデータのループコントローラへの転送 
1） PLC本体の電源 OFF  
2） CPUユニットの前面ディップスイッチの設定 …PLC本体ユーザーズマニュアル参照 
3） CPUユニットとパソコン（ツールソフト）との
接続 

 

4） PLC本体の電源 ON  
5） ツールソフトでのネットワークアドレス（000設
定）、ノードアドレス（01設定）設定 

…ツールソフトオペレーションマニュアル参照 

6） ツールソフトでの上位リンク接続操作（[ファイ
ル]－[シリアル初期化]） 

…ツールソフトオペレーションマニュアル参照 

7） ツールソフトでの計器ブロックデータシートの
ループコントローラへの転送操作（[実行]－[ダウ
ンロード]） 

…ツールソフトオペレーションマニュアル参照 

  
ペリフェラルポートまたは RS232Cポート 

CPUユニット 

ループコントロールボード 
ツールソフトまたは SCADA
ソフト（パソコン）で、 
SP設定、PID定数設定、PV
などのモニタ 

運転状態 

運転操作  

注：ループコントローラの運転を開始する前に、以下の点
を確認してください。 

  ①組み合わせて使用するアナログ入出力ユニットが、
正しく装着されていること。 

  ②アナログ入出力ユニットの前面の号機 No.がフィー
ルド端子で設定した号機 No.と一致していること。万
一、号機 No.が一致していないと、（フィールド端子
で設定した号機 No.の）別の高機能 I/Oユニットのデ
ータを誤って入出力（読み書き）してしまいますの
で、十分ご注意ください。 

  ③ループコントローラ内のシステム共通ブロックの初
期設定が正しく設定されていること。 

8） ツールソフトでの運転指令（[実行]－[運転]－[運
転指令]）、または PLC本体電源の OFF→ON 

注：形 CS1D-CPU□□Pは、PLC本体の電源投入後、スタンバイ
側のループコントローラが運転開始するまでに(二重化イニ
シャル処理に)最大 150秒かかります（前面の EXEC LEDお
よびDPLユニットのDPL STATUS LEDが最大 150秒間点滅
し、その後点灯に変わります）。 

…ツールソフトオペレーションマニュアル参照 

9） ループコントローラの前面 RDY LED、EXEC 
LED点灯の確認 

…7－1項「異常とその処置」 

5. 試運転 
1） ツールソフトによる運転指令（[実行]－[運転]－

[運転指令]）、または PLC本体電源の OFF→ON
…3－2項「動作の説明」 
…ツールソフトオペレーションマニュアル参照

2） ツールソフトによるシステム運転確認（[実行]－
[運転]－[運転確認]） 

 負荷率のチェックなどを実行 

…ツールソフトオペレーションマニュアル参照
注：負荷率のチェックのためにのみ運転を開始する場合、
アナログ信号を誤まって出力させたくないときは、ア
ナログ出力結線をはずしてください。 

3） ツールソフトによる結線確認（[動作確認]－[開
始]） 

…ツールソフトオペレーションマニュアル参照

4） ツールソフトのセットアップ／立ち上げ …モニタソフトオペレーションマニュアル参照
5） ツールソフトまたは SCADAソフトからの SP値
設定など 

…モニタソフトオペレーションマニュアル参照

  
ペリフェラルポートまたは RS232Cポート 

CPUユニット 

ループコントロールボード 
ツールソフトまたは SCADA
ソフト（パソコン）で、 
SP設定、PID定数設定、PV
などのモニタ 

運転状態 

運転操作  

 

6.本運転 
1） ツールソフトまたは SCADAソフトによる設定
変更／PID等のチューニング 

…ツールソフトオペレーションマニュアル参照 

2） ツールソフトまたは SCADAソフトによる PV
監視、アラーム監視 

…ツールソフトオペレーションマニュアル参照 
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第 2章 
各部の名称と取付・配線 
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2－1 各部の名称と機能 
2－1－1 各部の名称と機能 

■ ループコントロールボード、プロセス CPUユニットの場合 
 

100.5mm

130mm 

34.5mm 

LED 表示部 

RS-232Cコネクタ 

RDY 

PORT 

EXEC 
COMM 

 
 

● RS-232Cポート： 
外部調節計 ES100Xシリーズとの接続用通信ポートです（プロセス CPUユニット（形
CS1D-CPU□□P）では使用不可）。 
計器ブロックの 1種の ES100X接続端子ブロック（形式 045）を使用するときにのみ使
用可能です。 
 

お願い 
 

ループコントロールボードの RS-232Cポート６番ピンの+5V電源は、変換アダプタ
形 NT-AL001以外の外部機器には接続しないでください。外部機器およびループコン
トロールボードが故障する恐れがあります。 
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● LED表示の内容 

RDY 

COMM 
EXEC 

 
 
表示 名称 色 状態 内容 

消灯 以下のいずれかのために、ループコントロールボードが動作停
止している状態  
・「INNERボード停止異常」（A40112が ON）発生 
・初期処理未終了 
・運転停止異常  
・フラッシュメモリバックアップデータが不正であるとき 
・ループコントロールボード初期処理中 
・ループコントロールボードハード故障 
・電源ユニットからの給電なし状態 
・ループコントロールボードWDTエラー 

点滅 ・CPUユニットにてWDTエラー発生 

RDY 準備完了 緑 

点灯 ループコントロールボード準備完了 
消灯 システム停止中 

以下のいずれか 
・ループコントロールボード初期処理中 
・ループコントロールボードハード故障 
・電源ユニットからの給電なし状態 
・ループコントロールボードWDTエラー 
・ループコントロールボード運転停止中 
・フラッシュメモリ書き換え中 

点滅 
（0.5秒
間隔） 

形 CS1D-CPU□□Pの場合、フラッシュメモリ消去中。 

点滅 
（0.2秒
間隔） 

計器ブロックデータのフラッシュメモリへのバックアップ中。

EXEC 運転中 緑 

点灯 ループコントロールボード運転中 
消灯 送受信待機 COMM 通信ポー

ト送受信
中 

黄 
点滅 送受信中 
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■ ループ CPUユニット 

CONTROLLER

CJ1G-CPU44P
SYSMAC

PROGRAMMABLE
ERR/ALM

RUN

COMM

INH
PRPHL

OPEN

PERIPHERAL

BUSY

MCPWR

PORT

65
69 73.9

2.7

2.7

90

LCB03 EXEC
RDY

INNER LOOP CONTROLLER

 
 

● LED表示の内容 
RDY 
EXEC 

 
 
表示 名称 色 状態 内容 

消灯 以下のいずれかのために、ループコントローラ 
・「INNERボード停止異常」（A40112が ON）発生 
・初期処理未終了 
・運転停止異常  
・フラッシュメモリバックアップデータが不正であるとき 
・ループコントローラ初期処理中 
・ループコントローラハード故障 
・電源ユニットからの給電なし状態 
・ループコントローラWDTエラー 

点滅 ・CPUユニットにてWDTエラー発生 

RDY 準備完了 緑 

点灯 ループコントローラ準備完了 
消灯 システム停止中 

以下のいずれか 
・ループコントローラ初期処理中 
・ループコントローラハード故障 
・電源ユニットからの給電なし状態 
・ループコントローラWDTエラー 
・ループコントローラ運転停止中 
・フラッシュメモリ書き換え中 

点滅 
（0.5秒
間隔） 

フラッシュメモリ消去中。 

点滅 
（0.2秒
間隔） 

計器ブロックデータのフラッシュメモリへのバックアップ中。

EXEC 運転中 緑 

点灯 ループコントローラ運転中 
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2－2 取付け 
2－2－1 装着可能な装置 

■ ループコントロールボード（形 CS1W-LCB01/05）の場合 
ループコントロールボード（形 CS1W-LCB01/05）は、CS1-H CPUユニットに装着しま
す。 
CPUユニット 1台につき、1台装着可能です。 
 

お願い 
 

・CPU単独システム用 CS1D CPUユニット（形 CS1D-CPU□□S）では、Ver.1.5よ
り前のバージョンのループコントロールボードを使用することはできません。 

・ループコントロールボード（形 CS1W-LCB01/05）の着脱は、必ず電源 OFFの状態
で行ってください。 

・電源 ONのままでの着脱は、CPUユニットの誤動作や内部素子の破壊などの原因と
なります。 

・取り付け作業に入る前に、アースされた金属などに触れて、静電気を放電させてく
ださい。 

 

■ プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）の場合 
プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）は、二重化対応のループコントロール
ボードをあらかじめ装着しています。出荷状態での CS1D CPUユニット部との組み合
わせのみを、動作保証しています。 
 

CS1Dプロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）のループ
コントロールボード部（INNERボード）を、CPUユニットから
外さないでください。 
動作保証の対象外となります。 
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2－2－2 取付け方法（ループコントロールボード（形 CS1W-LCB01/05）
のみ） 
ループコントロールボード（形 CS1W-LCB01/05）の取付けは、以下の手順で行ってく
ださい。 
1 INNERボード装着部の上部のツメを押します。 

上部のツメを押します。� 下部のツメを押します。�  
2 INNERボード装着部カバーを取り外します。 

INNERボード装着用コネクタ�

SYSMAC　CS1G
PROGRAMABLE CONTROLLER
CPU42

OPEN

OPEN

PERIPHERAL

PORT (RS-232C)

BUSY

RUN

ERR/ALM

INH

PRPHL/COMM

MCPWR

 
3 ループコントロールボードを装着します。 

 
 

お願い 
 

下側のネジは、必ず 0.4N･mのトルクで締め付けてください。 

 

● ループコントロールボード取り扱い上のお願い 
・ループコントロールボード（形 CS1W-LCB01/05）の取り外しは、必ず CPUユニッ
トの電源を OFFした後に行ってください。 
・ポート用防塵カバーは、RS-232C通信ポートを使用しない場合、必ず取り付けたま
まにしてくだい。 
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2－2－3 アナログ入出力ユニットの取り扱いについて 
 

お願い 
 

ループコントローラは、アナログ入出力ユニットと組み合わせて使用します。 
したがって、アナログ入出力ユニットの取り扱いに関しては、以下の点にご注意くだ

さい。 
・ループコントローラを運転開始するときに、同一 PLC本体上にアナログ入出力ユニ
ットを正しく装着してから、運転を開始してください。装着せずにループコントロ
ーラを運転開始させても、ツールソフトおよびモニタソフトの画面上では、その警
告表示は出ません。 

・アナログ入出力ユニットの前面号機 No.は、フィールド端子ブロックで指定した号
機 No.と必ず一致させてください。万一、号機 No.が一致していない場合、フィー
ルド端子ブロックで指定した号機 No.の他の高機能 I/Oユニットに対して、誤まっ
て読み書き処理を行ってしまいます。 
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2－3 ツールソフトとの接続 
 
ツールソフトを PLC（プログラマブルコントローラ）と接続する場合、通信ドライバ
として、以下のいずれかを選択できます。 
・FinsGateway 
・CX-Server 
通信ドライバとして、どちらを使用するかは、ツールソフト起動時のダイアログボッ
クスにて選択します。 
注：ツールソフトは、ループコントロールボードとは直接接続しません。 
 

2－3－1 FinsGatewayを使用する場合 
以下の 3つの方法があります。 
いずれの場合も、通信ドライバとして、FinsGateway Version 2以降（Embedded版）を
使用します。 

通信ネットワーク 使用する FinsGateway 内  容 
上位リンク
（SYSWAY） ＊1

シリアル
通信 

ツールバス *2 

SerialUnitドライバ PLCのペリフェラルまたはRS-232Cポ
ートとの接続（上位リンク（SYSWAY）
接続のみ可能） 

CLK（PCI）ドライバ 
（FinsGateway Version2は
使用不可） 

Controller Linkネットワーク 

Controller Linkドライバ 

Controller Linkサポートボードを介し
て、Controller Linkユニット装着の PLC
との接続 

Ethernetネットワーク ETN_UNITドライバ Ethernetボードを介して、Ethernetユニ
ット装着の PLCとの接続 

*1： ここでの上位リンク（SYSWAY）は、上位リンクのヘッダやターミネータで包んで FINS
コマンドを発行する方式です（FinsGatewayで言う「SYSWAY-CV」です）。PLC側のシリ
アル通信モードは、上位リンク（SYSWAY）とします。 

*2：FinsGateway Version2003以降のみ。 

● シリアル通信で接続する場合 

・ 上位リンク（SYSWAY） 
FinsGateway Version 2以降の SerialUnitを使用して、上位リンク（SYSWAY）によって、
PLCのペリフェラルポートまたは RS-232Cポートと接続します。 

・ ツールバス 
FinsGateway Version 2003の場合、SerialUnitを使用して、ツールバスよって、PLCのペ
リフェラルポートまたは RS-232Cポートと接続します。 
CPUユニットのペリフェラルポートへの接続
時 

CPUユニットまたはシリアルコミュニケーションボ
ード／ユニットの、RS-232Cポートへの接続時 

 
 

ペリフェラルポート

DOS/Vパソコン 
（9pinオス） 

CS1 CPUユニット

接続ケーブル 
形 CS1W-CN226／626 

ツールソフト 
ループコントロールユニット 

 

RS-232Cポート

DOS/Vパソコン 
（9pinオス） 

CS1 CPUユニット 

推奨ケーブル 形 XW2Z-200S-CV 

ループコントロールユニット 
ツールソフト 

 
 

お願い 
 

FinsGateway Version3の SerialUnitがインストールされていない場合、上位リンク
（SYSWAY）で接続することはできませんので、ご注意ください。 
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● Controller Linkサポートボード経由で接続する場合 
FinsGateway Version3の CLK（PCI）ドライバ、または FinsGateway Version2以降の
Controller Linkドライバを使用して、Controller Linkネットワークで PLCと接続します。 

 

Controller Linkネットワーク

ツールソフト 
（DOS/Vパソコン） 

ループコントロール
ユニット 

Controller Link
ユニット 

Controller Link 
サポートボード 

ループコントロール
ユニット 

Controller Link
ユニット 

 
 

お願い 
 

FinsGateway Version3の CLK（PCI）ドライバ、または FinsGateway Version 2以
降の Controller Linkドライバがインストールされていない場合、Controller Linkで接
続することはできませんので、ご注意ください。 
 

・ Controller Linkユニット形式 
形式 装着可能 PLC ユニット種類 タイプ 伝送路 
形 CS1W-CLK21-V1 CSシリーズ CPU高機能ユニ

ット 
ワイヤタイプ ツイストペア線 

形 CS1W-CLK12-V1   光リングタイプ 光ファイバ H-PCFケーブル
形 CS1W-CLK52-V1   光リングタイプ 光ファイバ GIケーブル 

・ Controller Linkサポートボード形式 
形式 伝送媒体 対応パソコン機種 FinsGateway通信ドライバ 
形 3G8F7-CLK12-V1 
形 3G8F7-CLK52-V1 

光リングタイプ

形 3G8F7-CLK21-V1 ワイヤタイプ 

DOS/Vパソコン（PCIバス） CLK（PCI）ドライバ 
（FinsGateway Version2は使
用不可） 

形 3G8F5-CLK21-V1 ワイヤタイプ 
形 3G8F5-CLK11-V1 光タイプ 

DOS/Vパソコン（ISAバス） Controller Linkドライバ 

● Ethernet経由で接続する場合 
FinsGateway Version2以降の ETN_UNITドライバを使用して、Ethernetネットワークで
PLCと接続します。 

 

Ethernetネットワーク

ツールソフト 
（DOS/Vパソコン） 

ループコントロール
ユニット 

Ethernetユニット

Ethernetボード 

ループコントロール
ユニット 

Ethernetユニット

 
お願い 

 

FinsGateway Version2以降のETN_UNITドライバがインストールされていない場合、
Ethernetで接続することはできませんので、ご注意ください。 

・ Ethernetユニット形式 
形式 装着可能

PLC 
ユニット種類 タイプ 

形 CS1W-ETN01 10BASE-5タイプ 
形 CS1W-ETN11 10BASE-Tタイプ 
形 CS1W-ETN21 

CSシリーズ CPU高機能ユニット

100BASE-Tタイプ 
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2－3－2 CX-Serverを使用する場合 
以下の 2つの方法があります。 
なお、上記で接続した PLCをゲートウェイとして、ネットワーク上の PLCとオンライ
ン接続することも可能です。 
通信ネットワーク ［PLC機種変更］ダイ

アログボックスの「ネッ
トワーク種別」指定 

内容 

ツールバス（Toolbus） Toolbusを選択 周辺ツール専用プロトコ
ル、高速通信用 

上位リンク（SYSWAY） SYSMAC WAYを選択 一般的な上位パソコン用プ
ロトコル 

PLCのペリフ
ェラルまたは
RS-232Cポート
との接続 

 
いずれの場合でも、以下の接続が可能です（プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□
□P）の場合、アクティブ側 CPUユニットに接続します）。 
●CPUユニットのペリフェラルポートへの接
続時 

●CPUユニットまたはシリアルコミュニケーショ
ンボード／ユニットの、RS-232Cポートへの接続時

 

ペリフェラルポート

DOS/Vパソコン 
（9pinオス） CS1 CPUユニット

接続ケーブル 
形 CS1W-CN226／626 

ツールソフト 

ループコントロールボード 

 

 

RS-232Cポート

DOS/Vパソコン 
（9pinオス） CS1 CPUユニット 

推奨ケーブル 形XW2Z-200S-CV 

ループコントロールボード 

ツールソフト 

 
注：シリアルコミュニケーションボード／ユニットの場合、ツ
ールバスは不可。 

2－3－3 上位リンクまたはツールバスでの接続ケーブル一覧 
ユニット 

ユニット側の 
ポート 

パソコン
パソコン側
ポート 

シリアル通信モー
ド 

形式 長さ ケーブル備考

形 CS1W-CN226 2.0m 内蔵ペリフェラ
ルポート 

DOS/V D-SUB 9 
ピンオス 

上位リンク
（SYSWAY） 
またはツールバス
（Toolbus） 

形 CS1W-CN626 6.0m 
－ 

形 XW2Z-200S-CV 2m 

CPUユニット 

内蔵 RS-232C 
ポート 
D-SUB 9ピン 
メス 

   
形 XW2Z-500S-CV 5m 

ESD（静電気）
対策コネクタ
を使用 

上位リンク
（SYSWAY） 

形 XW2Z-200S-CV 2m ESD（静電気）
対策コネクタ
を使用 

シリアルコミュ
ニケーションボ
ード／ユニット 

RS-232Cポート 
D-SUB 9ピン 
メス 

  

 形 XW2Z-500S-CV 5m  

 

お願い PLCの RS-232Cポートに、上記ケーブルのコネクタを接続するときは、接地された
金属に触れるなどして、人体の静電気を放電させてから、ケーブルのコネクタに触れ

てください。 
なお、とくに形 XW2Z-□□□S-CVタイプのケーブルは、ESD（静電気）対策のコネ
クタフード（形 XM2S-0911-E）を使用しているため、静電気に対してより強化され
ています。ただし、その場合でも、静電気を放電させてからコネクタに触れるように

してください。 
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参 考  

● ペリフェラルポートに RS-232Cケーブルを接続する場合は、以下の接続方式が可

能です。 
ユニット 

ユニット側 
のポート 

パソコン
パソコン側
ポート 

シリアル通信
モード 

形式 長さ 
 ケーブル

 備考 
CPUユニット 内蔵ペリフェラ

ルポート 
DOS/V D-SUB 9ピン

オス 
上位リンク
（SYSWAY） 
またはツールバ
ス（Toolbus） 

形 CS1W-CN118 
＋  
形 XW2Z-200S-CV
／500S-CV 

0.1m＋ 
（2mまた
は 5m） 

形 XW2Z- 
□□□S-CV
は ESD（静電
気）対策コネ
クタを使用 

     形 CS1W-CN118 
＋  
形 XW2Z-200S-V／
500S-V 

 － 

 

● 従来のケーブル形 CQM1-CIF01/02を使用してペリフェラルポートに接続する場

合は、以下の接続方式が可能です。 
ユニット 

ユニット側 
のポート 

パソコン
パソコン側
ポート 

シリアル通信
モード 

形式 長さ 
ケーブル 
備考 

CPUユニット 内蔵ペリフェラ
ルポート 

DOS/V D-SUB 9ピン
オス 

上位リンク
（SYSWAY） 

形 CS1W-CN114 
＋  
形 CQM1-CIF02 

05m＋
3.3m 

－ 

 

● DOS/Vパソコンを RS-232Cケーブルで接続する場合、以下の接続方式も可能です。 
ユニット 

ユニット側 
のポート 

パソコン
パソコン側
ポート 

シリアル通信
モード 

形式 長さ 
ケーブル 
備考 

形 XW2Z-200S-V 2m － CPUユニット 内蔵 RS-232Cポ
ート 
D-SUB 9ピンメ
ス 

DOS/V D-SUB 9ピン
オス 

上位リンク
（SYSWAY） 形 XW2Z-500S-V 5m  

シリアルコミ
ュニケーショ
ンボード／ユ
ニット 

RS-232Cポート
D-SUB 9ピンメ
ス 

   形 XW2Z-200S-V 2m  

     形 XW2Z-500S-V 5m  
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3－1 計器ブロックの構成 
 
ループコントローラは、計器ブロックをソフト結線することによって、多くの機能を
実現します。 
 

3－1－1 計器ブロックの構成 
計器ブロックは、ITEMとよぶデータ項目から成ります。ITEMには 000を先頭とした
番号があります。 

 
計器ブロック 

ITEM データ 
000  
001  
002  
003  
004  
：  
：  
：   

000～004までの ITEMは、全計器ブロック共通です。 
006以降は、ブロック形式によって異なります。 
 

3－1－2 計器ブロックデータシートの作成 
ツールソフトを使用して、各ブロックの各 ITEMにデータを設定し、計器ブロックデ
ータシートを作成します。計器ブロックは、ブロック番地（実行用アドレス）に割り
付けることで、計器ブロックデータシートに登録されます。その計器ブロックデータ
シートを、ループコントローラに転送（ダウンロード）するだけで、ループコントロ
ーラを使用することができます。計器ブロックデータシートは、拡張子.istのファイル
（計器ファイル）として作成されます。 
注：工場出荷時にループコントローラ内には、この計器ブロックデータシートは格納されていま
せん。必ずツールソフトで作成し、ループコントローラに転送（ダウンロード）してから使
用します。 

 
計器ブロックデータシートの作成/転送手順は、以下のとおりです。 
1. ブロック番地への割り付け 
使用する計器ブロックを選択し、計器ブロックデータシート内のブロック番地に割
り付けます。 
計器ブロックは、ブロック番地に割り付けてはじめて実行可能なデータとなります。 
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 計器ブロックの形式（種類）に応じて、割り付け可能なブロック番地があらかじめ
以下のように決まっています。これら以外のブロック番地を割り付けることはでき
ません。 
計器ブロック種類 割り付け可能なブロック番地 
調節・演算ブロック 基本 PID（形式 011）などの調節

ブロック 
LCB05/05D：001～500 
LCB03：001～300 
LCB01：001～050 

 開平（形式 131）などの演算ブロ
ック 

 

外部調節計ブロック 外部調節計ブロック 601～632 
シーケンス制御ブロック シーケンステーブルブロック（形

式 302） 
注：LCB05/05Dのみ 

 ステップラダーブロック（形式
301） 

LCB01：701～720 
LCB03/05/05D：701～900 

フィールド端子 901～980 

 各 ITEMにおいて、どの計器ブロックにデータを書き込むか、またはどの計器ブロ
ックからデータを読み出すかを指定する場合、このブロック番地によって、特定し
ます。 

 

参 考 
 

ブロック形式とブロック番地 
ブロック形式は、ブロックの種類の特定化のための番号で、ユーザがツールソフトで

設定することはありません。ユーザが設定する実行用アドレスとしての「ブロック番

地」と混同しないように、ご注意ください。 
 
2. ブロック間のアナログ信号（または積算値信号）を結線します。（後述の 3－１－5
項「計器ブロックの接続」を参照） 

3. アナログ信号以外の ITEMデータを設定します。 
注：ブロック間のアナログ信号（または積算値信号）の結線に関しては、各 ITEMのデータ

として設定することも可能です。 
4. 計器ブロックデータシートをループコントローラに転送します。 

 

基本 PID 
（形式 011） 

計器ブロック 
例： 

ブロック番地 
001 

割り付け 

基本 PID 
（形式 011）

計器ブロック
例： 

ブロック番地

002

割り付け 

開平 
（形式 131）

計器ブロック
例： 

ブロック番地

100

割り付け 

計器ブロックデータシート（ファイル拡張子.ist） 

転送 
ループコントローラ 
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3－1－3 全ブロック共通 ITEM 
読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書
き可、－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認の読出、
読み書き 

ITEM種類 
ITEM
番号 

名称 内容 

ツールソフト
による 

ITEM書込
ブロック
による 

ステップ
ラダーに
よる 

接点入力 000 演算停止指令 FINSコマンド（モニタソフトを含む）によって本
ブロックの運転を停止する場合、1に設定します。1
→0に戻すと、HOTスタート（停止前の運転状態を
継続して運転再開）します。 
注：ただし、システム共通ブロック（形式 000）の

ITEM000は使用不可（必ず 0に設定）です。

－ － R/W 

パラメータ 001 コメント ITEMに半角 23文字までのコメントを記述できま
す。 
注：ツールソフトのデフォルトは、計器ブロック名

8英文）です。 

R/W － － 

 002 形式 この番号のブロックに登録する（割り付ける）ブロ
ック形式を設定します。ここに設定したブロック形
式に応じて、ITEM006以降の設定内容が決定されま
す。 

R/W － － 

特殊 003 実行エラー表
示 

本ブロックの各 ITEMに設定したデータが不適切な
場合、またはブロックの実行上にエラーが発生した
場合、またはブロックデータの異常の場合、エラー
コードが格納されます。*1 
注：エラーコードの詳細は、7-1項「異常とその処
置」を参照してください。 

r 
（R/W）*1 

－ 
（W）*1 

－ 

パラメータ 004 演算周期 本ブロックの演算周期のグループを指定します。シ
ステム共通ブロック（ブロック形式 000）に指定し
た演算周期で実行するか（標準設定）、またはその
他の特定の演算周期のグループ（1～5）で実行する
かを指定します。 
注：変更する場合は、システム共通ブロック（形式

000）の ITEM014を 0（停止）にしてから変更
してください。運転中の変更はできません。 

R/W － － 

注：ITEM種類および設定可能方法に関しては、次に示すブロック個別 ITEMと同様です。ブロ
ック個別 ITEMの説明を参照してください。 

*1：本機能は、LCB01/03/05 Ver.3.5以降、かつ、基本 PID（形式 011）、高度 PID（形式 012）、
折れ線プログラム 3（形式 158）のみで有効です。実行エラー中に ITEM003に 0を書き込む
ことで実行エラーを解除出来ます。 

 



3－1 計器ブロックの構成 
3－1－4 ブロック個別 ITEM 

3-5 

3 
ル
ー
プ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
し
く
み 

3－1－4 ブロック個別 ITEM 
■ 内部演算ブロックの場合 

結線および設定の方法により、以下の種類に分かれます。 
ITEMの種類 ブロック図での表記 内容 例 設定方法 
アナログ入力接続
情報 

ITEM番号

××× 
 

他の計器ブロックのアナログ
出力 ITEMからアナログデータ
（単位：%）を受信するための
指定データです。 

基本 PIDブロッ
クの PV発信元指
定（ITEM006） 

発信元のブロック番地と
ITEM番号（アナログ出力
ITEM）を指定します。 
注：各 ITEMのデータとし
て設定することも、ソ
フト結線することも、
いずれでも可能です。

アナログ入力 図での表記なし アナログ入力接続情報 ITEMに
よって指定した発信元から受
信したアナログデータ（単
位：%）です。 

基本 PIDブロッ
クの PV入力
（ITEM007） 

－ 

アナログ出力 

×××

ITEM 番号

 

他の計器ブロックのアナログ
入力 ITEMに、アナログデータ
（単位：%）を送信します。 

基本 PIDブロッ
クのMV出力
（ITEM087） 

とくに指定しません。（送
信先のブロックにおいて
指定することで接続しま
す。） 

接点入力 

×××

ITEM 番号

 

シーケンステーブル（形式 302）
またはステップラダーブロッ
ク（形式 301）または接点接続
ブロック（形式 201）から接点
信号を入力します。＊1 
ステップラダーブロック（形式
301）または接点接続ブロック
（形式 201）に接点信号を出力
することもできます。 
＊1：ただし、一部の ITEMで、
例外として、（アナログ入力と
同様に）発信元指定をして接点
入力するものがあります。 

基本 PIDブロッ
クの RSP/LSP切
替 SW（ITEM026） 

シーケンステーブル（形式
302）またはステップラダ
ーブロック（形式 301） の
出力命令、または接点接続
ブロック（形式 201）の宛
先指定によって、指定ブロ
ックの接点入力 ITEMに
出力します。 
注：システム共通ブロック
（形式 000：シーケン
ス制御用状態出力）か
らも、いったんステッ
プラダーブロックま
たは接点接続ブロッ
クを介して入力。 

接点出力 

×××

ITEM 番号

 

シーケンステーブル（形式 302）
またはステップラダーブロッ
ク（形式 301）または接点接続
ブロック（形式 201）に接点信
号を出力します。 

基本 PIDブロッ
クの PV上限警報
（ITEM014） 

シーケンステーブル（形式
302）またはステップラダ
ーブロック（形式 301）の
入力命令、または接点接続
ブロック（形式 201）の発
信元指定によって、指定ブ
ロックの接点出力 ITEM
から入力します。 

積算値入力接続情
報 

×××

ITEM 番号

 

他の計器ブロックの積算値出
力 ITEMから積算データ
（00000000～99999999）を受信
するための指定データです。 

積算値入力／接
点出力ブロック
（形式 186）の積
算値発信元指定
（ITEM007） 

発信元のブロック形式の
ITEM番号（積算値出力
ITEM）を指定します。 
注：各 ITYEMのデータと
して設定することも、
ソフト結線すること
も、いずれでも可能で
す。 

積算値入力 図での表記なし 積算値入力接続情報 ITEMによ
って指定した発信元から受信
した積算値データです。 

積算値入力／接
点出力ブロック
（形式 186）の積
算値入力
（ITEM008） 

－ 

積算値出力 
 
 

×××

ITEM 番号 他の計器ブロックの積算値入
力 ITEMに、積算データ
（00000000～99999999）を送信
します。 

接点入力／積算
値出力ブロック
（形式 185）の積
算値
（ITEM011,012） 

とくに指定しません。（送
信先のブロックにおいて
指定することで接続しま
す。） 
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ITEMの種類 ブロック図での表記 内容 例 設定方法 
パラメータ 基本的に、図での表記なし

（一部説明上、以下で表
記） 

×××

ITEM 番号

 

上記アナログ入出力、接点入出力の
いずれも行わない、内部データです。
以下の 1）～4）のいずれかの方法、
または複数の方法で値を変更するこ
とができるものと、5）いずれの方法
でも値を変更できないもの（表示の
みのもの）があります。 

  

   1）ツールソフトによって値を
変更できるもの 

基本 PIDブロック
の上限警報設定値
（ITEM009） 

ツールソフトで設定します。

   2）SCADAソフトによって値
を変更できるもの 

基本 PIDブロック
のローカル SP設定
値（ITEM023） 

SCADAソフトで設定します。

   3）定数用 ITEM書き込みブロ
ック（形式 171）または変
数用 ITEM書き込みブロッ
ク（形式 172）によって、
値を変更することができる
もの 

基本 PIDブロック
の比例帯
（ITEM054） 

定数用 ITEM書き込みブロッ
ク（形式 171）または変数用
ITEM書き込みブロック（形
式 172）の書き込み先指定に
よって、定数または変数（ア
ナログ信号）を書き込みます。

   4）シーケンステーブル（形式
302）またはステップラダー
ブロック（形式 301）また
は接点接続ブロック（形式
201）によって、値を変更で
きるもの 

基本 PIDブロック
の A/M切替 SW
（ITEM086） 

シーケンステーブル（形式
302）またはステップラダーブ
ロック（形式 301）または接
点接続ブロック（形式 201）
によって設定します。 
注：「接点入力」でもある「パ
ラメータ」（計器ブロッ
クリファレンスの ITEM
種類では「接点入力・パ
ラメータ」としている
ITEM）のみです。 

   5）表示のみ（ステップラダー
による） 

基本 PIDブロック
の PV異常表示
（ITEM019） 

設定不可 

 

■ フィールド入出力ブロックの場合 
機能 ITEM種類 ブロック図での表記 内容 設定方法 

外部アナログ入力 外部アナログ
入力指定  

指定した号機 No.のアナログ入
力ユニットからアナログ信号
を受信します 

アナログ入力ユニットの号機
No.を指定します。 

 アナログ出力  通常のアナログ出力 ITEMと同
様 

 

外部アナログ出力 アナログ入力
接続情報 

 アナログ入力 

 通常のアナログ入力 ITEMと同
様 

 

 外部アナログ
出力指定  

指定した号機 No.のアナログ出
力ユニットへアナログ信号を
送信します。 

アナログ出力ユニットの号機
No.を指定します。 

外部接点入力 外部接点入力
指定  

指定した CIOチャネル（先頭）
に割付けられた接点入力ユニ
ットの接点信号を受信します。 

接点入力ユニットの割付（先
頭）CIOチャネルを指定しま
す。 

 接点出力  通常の接点出力 ITEMと同様  

外部接点出力 接点入力  通常の接点入力 ITEMと同様  

 外部接点出力
指定  

接点出力ユニットの割付（先
頭）CIOチャネルを指定します。 

指定したCIOチャネル（先頭）
に割付けられた基本 I/Oユニ
ットの接点信号へ送信しま
す。 
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参 考 
 

各 ITEMの読み書き方法について 
計器ブロックリファレンスマニュアルを参照してください。 
計器ブロックリファレンスマニュアルでは、以下の 4つの方法による読み書きの可否
を、R：読出、W：書込、R/W：読み書き可として示しています。 
1）ツールソフトによる 

a）計器ファイル（拡張子.ist）でのアップロード／ダウンロード、および 
b）ツールソフトの動作確認／運転確認画面での読み書きの可否を示しています。 
計器ファイル（拡張子.ist）でのアップロード／ダウンロードでは、ツールソフト
で初期設定する ITEM（「初期設定データ」と呼ぶ）と、ツールソフトまたは SCADA
ソフトどちらでも設定可能な ITEM（「運転データ」と呼ぶ）に分類しています。
R：ファイルでのアップロード、W：ファイルでのダウンロード、 
（S）：初期設定データ、（O）：運転データ 
r：動作確認／運転確認画面での読み出し、w：動作確認／運転確認画面での書き
込み可能 

2）ITEM書込ブロックによる 
定数用 ITEM書込（形式 171）または変数用 ITEM書込（形式 172）による書き込み
可否を示しています。 

3）シーケンステーブルまたはステップラダーによる 
シーケンステーブル（形式 302）またはステップラダーブロック（形式 301）また
は接点接続ブロック（形式 201）による読み書き可否を示しています。 

4）HMI I/F機能による 
HMI I/F機能による CPUユニットへの送信または受信の可否を示しています。 

 

 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書
き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転
確認の読出、読み書き。(S)：初期設
定データ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値 

COLDス
タート時
初期化
○：する
－：しないツール

ソフト
による

ITEM書
込ブロ
ックに
よる 

ステッ
プラダ
ーによ
る 

HMI I/F
による

データ長
(バイト)

接点入力 000  演算停止指令 
0：停止解除 
1：停止 

0、1 0 ○ － － － 送受 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字 ブロック
名（英文）

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：2位置オンオフ 001 001 － R/W(S) － － － 2 
特殊 003  実行エラー表示 

0：正常 
その他：エラー（付録
「実行エラーコー
ド一覧」を参照）

 0000 ○ r － － 送 2 

●ITEM種類：ITEMの種類を以下の分類で示します。 
（分類の詳細は、ユーザーズマニュアルの 3-1 項「計器ブロックの構成」を参
照）接点入力、接点出力、アナログ入力、アナログ出力、アナログ入力接続情報、
積算値入力、積算値出力、積算値入力接続情報、パラメータ 

●ITEM：ITEM番号を昇順で示します。 

●記号：ツールソフトで表示される記号を示します。 
アナログ入力：X、アナログ出力：Y、接点入力：S、接点出力：U など 

●データ内容：ITEM名称とその内容を示します。 

●データ範囲：格納可能なデータ範囲を示します。

●初期値：ツールソフトでの初期値を示します。

●COLD スタート時初期化：COLD スタート時。初期化するか否かを
示します。 

●読み書き方法：各 ITEM が、以下のどの方法により読み書き可
能かを示します。（R：読出、W：書込、R/W：読書）（送：
LCU→CPU、受：CPU→LCU）ツールソフト、ITEM 書込ブロ
ック（形式 171/172）、ステップラダーブロック（形式 301）、
HMI I/F 

注：ツールソフトは、W：ファイル単位のダウンロード、R：ファイル単位のアップロー
ド、r：動作確認画面での読出、r/w：動作確認画面での読み書きを示します。（S）：
初期設定データ（ツールソフトのみで設定可能）、（O）：運転データ（ツールソフ
ト、モニタソフトいずれでも設定可能） 

●データ長：FINS コマンド
によって各 ITEMを読み書き
するときのデータ長（バイト
単位）を示します。FINS コ
マンド以外では無関係です。

 
FINSコマンド（コマンドコード 0240、0241、0242、0243Hex）によって、計器ブロ
ックの各 ITEMを読み書きすることも可能です。 
FINSコマンドによって読み書き可能な ITEMは、以下の ITEMを除くすべての ITEM
です。 
・シーケンステーブル（形式 302）のルール、またはステップラダーブロック（形式

301）のシーケンスコマンド（ITEM011以降）を除く 
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参 考 
 

ループコントローラ内でのアナログ信号は、すべて“%”単位で入出力処理されます
（工業単位では処理されません）。データの範囲は、各 ITEMによって異なりますが、
最大で-320.00～+320.00%です。例えば、PIDなどの調節ブロックの PV、SPは、-15.00
～+115.00%です。MVは、-320.00～+320.00%です。アナログ信号を結線した場合、
ITEM間のデータ範囲の違いにかかわらず、“%”を共通単位としてデータが受け渡さ
れます（ただし、マイナスの値が 0.00%以上のデータ範囲の ITEMに入力されたとき、
0.00%とみなされます）。 
計器ブロックの初期設定データ（S）をダウンロードの際、そのブロックの演算のた
めの内部メモリ、および MV、A/M切替、R/L切替 SWをイニシャライズします。特
に MVが 0からの演算となります。 
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3－1－5 計器ブロックの接続 
・アナログ信号（変数）および積算値信号は、送信先のブロックの ITEMにて、発信
元のブロック番地および ITEM番号を指定します。 

・接点は、そのブロックでは指定せず、シーケンステーブル（形式 302）またはステッ
プラダーブロック（形式 301）または接点接続ブロック（形式 201）において指定し
ます。 
・パラメータ*1も、そのブロックでは指定せず、定数または変数用 ITEM書き込みブ
ロック（形式 171または 172）において指定します。 
*1：ITEM書き込みブロックでは書き込めないパラメータも存在します（計器ブロックリフ
ァレンスの各 ITEMの読み書きの項を参照） 

 

お願い 
 

接点は、ステップラダーブロック（形式 301）または接点接続ブロック（形式 201）
を介してしか接続できない（直接は接続できない）ことにご注意ください。 

 
・ブロック間のアナログ、積算値、接点信号の接続において、1つの入力 ITEMには、

1本の信号のみを接続できます。1つの出力 ITEMからは何本でも分岐可能です。 

××× △△△

何本にも分岐可能

△△△

アナログまたは積算値 
信号 

 

××× △△△ 

何本にも分岐可能 

△△△ 

接点信号

 
■ アナログ信号（変数）／積算値信号の接続 

アナログ信号の入力側のブロックの、アナログ入力 ITEMで、どのブロック番地のど
のアナログ出力 ITEMからもってくるかを指定します。 
例：ブロック番地 001の基本 PIDブロックの ITEM006（PV）を、ブロック番地 100の
開平ブロックの ITEM011（Y1）からもってくるとき 
 
 

011 006

ブロック番地：100 ブロック番地：001 

Y1 PV 

ブロック番地： 001 
ITEM番号 データ 
006 100011 

基本 PID 開平 

 
注：ツールソフトにおいて、アナログ信号または積算値信号の接続操作は、ブロック結線として、

ITEMデータの設定とは別に実行可能です。（なお、ITEMデータとして設定することも可
能です。） 
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■ 接点信号の接続 
シーケンステーブル（形式 302）またはステップラダーブロック（形式 301）または接
点接続ブロック（形式 201）を介して接続します。＊1 
接点入力（シーケンステーブルまたはステップラダーまたは接点接続ブロック→指定
ブロック）、接点出力（指定ブロック→シーケンステーブルまたはステップラダーま
たは接点接続ブロック）とも、ステップラダーブロック（形式 301）または接点接続ブ
ロック（形式 201）において指定します。指定ブロック内の ITEMには指定しません。 
注：ツールソフトにおいて、接点信号の接続操作は、ITEMデータの設定として実行します。 
＊1：ただし、一部の ITEMで、例外として、発信元指定をして接点入力するものがあります（基
本および高度PIDブロックの ITEM018のPV異常接点入力、ITEM090のMV異常接点入力）。 

 

● シーケンステーブルまたはステップラダーブロックを介する場合 
論理演算が必要な場合は、シーケンステーブル（形式 302）またはステップラダーブロ
ック（形式 301）を使用します。 
例：ブロック番地 001の基本 PIDブロックの ITEM086（A/M）を、入力し、ブロック
番地 002の基本 PIDブロックの ITEM026（R/L）に反転して出力します。 

・ シーケンステーブル使用時 

 

086 

ブロック番地：001 

A/M 

シーケンステーブ

ルブロック 

ブロック番地：701 

026 

ブロック番地：002 

R/L 切替スイッチ 

基本 PID 
ブロック 

基本 PID 
ブロック 

Signal ルール 
001.086 Y 

： 
： 

： 
： 

002.026 N 
  

 
・ ステップラダーブロック使用時 

 

086 011 

ブロック番地：001 

A/M 

ブロック番地 ：701   
ITEM番号 コマンド コマンドコード オペランド 
011 LOAD 01 001086 
012 OUT NOT 12 002026 

ステップラダー 
ブロック 

ブロック番地：701 

026 

ブロック番地：002 

R/L 切替スイッチ 

012

基本 PID 
ブロック 

基本 PID 
ブロック 

001-086 002-026

Ａ／Ｍ Ｒ／Ｌ

 
 



3－1 計器ブロックの構成 
3－1－5 計器ブロックの接続 

3-11 

3 
ル
ー
プ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
し
く
み 

● 接点接続ブロックを介する場合 
論理演算が不要な場合は、接点接続ブロック（形式 201）を使用します。 
例：ブロック番地 001の基本 PIDブロックの ITEM014（PV上限警報）を、ブロック
番地 100の定数選択ブロックの ITEM021（A1選択指令）に書込みます。 

 

014 007 

ブロック番地：001 

PV 上限警報 発信元指定（S1）

ブロック番地： 101 
ITEM番号 データ 
007 001014 
008 100021 

接点接続 
ブロック 

ブロック番地：101 

021 

ブロック番地：100 

A1 選択指令 

008 

宛先指定（E1）

基本 PID 
ブロック 

定数選択 
ブロック 
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■ ITEM書き込みが可能なパラメータの接続 
定数用 ITEM書き込みブロック（形式 171）または変数用 ITEM書き込みブロック（形
式 172）の書き込み先指定によって、定数（固定値）または変数（アナログ信号）を書
き込みます。 

● 定数を書き込む場合 
例：ブロック番地 001の基本 PIDブロックの ITEM023（ローカル SP）に、定数 5000
（50.00）を書き込みます。 

 

011 023 

ブロック番地：：100 ブロック番地：001 

宛先指定 ITEM
IITEM書込パラメータ： 
ローカル SP 

ブロック番地： 100 
ITEM番号 データ 
011 001023 
021 5000 

定数用 ITEM 
書き込みブロック

031 

送信指令 ITEM 

シーケンステー
ブルまたはステ
ップラダーブロ
ックからの出力 

021 

定数 E1： 
定数 5000 

基本 PIDブロック 

 
● 変数（アナログ信号）を書き込む場合 
例：ブロック番地 001の基本 PIDブロックの ITEM029（カレント SP）の値を、ブロッ
ク番地 002の基本 PIDブロックの ITEM009（H上限警報設定値）に書込みます。 

 

031 009 

ブロック番地：100 ブロック番地：002 

宛先指定 ITEM
ITEM書込パラメータ：
 H上限警報設定値 

ブロック番地： 100 
ITEM番号 データ 
011 001029 
031 002009 

変数用 ITEM 
書き込みブロック 

041 

送信指令 ITEM 

シーケンステ
ーブルまたは
ステップラダ
ーブロックか
らの出力 

変数 E1 

基本 PIDブロック 

029 

ブロック番地：001 

カレント SP 

基本 PIDブロック 

011 

 
 

お願い 
 

計器ブロックの接続を、ITEMのデータで設定する場合、（アナログ信号の発信元に
接点 ITEMを指定するなど）ITEM種類を間違って指定しないようにしてください。 
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3－2 動作の説明 
3－2－1 PLC本体の電源投入時 

■ 工場出荷時の状態 
ループコントローラは工場出荷時には、計器ブロックデータが格納されていません。
ツールソフトを使用して、計器ブロックを作成し、ループコントローラ内の RAMお
よびフラッシュメモリに転送することが必要です。 

■ 計器ブロックデータ転送後の状態 
・ 運転状態 
計器ブロックデータをループコントローラ内の RAMおよびフラッシュメモリへ転送
後、ループコントローラは、運転停止の状態となります（＊1）。 
＊1：ツールソフトによるフラッシュメモリから RAMへのリカバリ操作後も、ループコントロ

ーラは、運転停止の状態となります。 

・ データの格納状態 
ツールソフトを使用して、ループコントローラに対して、大項目（ループコントロー
ラ）単位のデータをダウンロード（[実行]－[ダウンロード]）すると、計器ブロックデ
ータは、RAMへ転送されます。 
 

CPUユニット

ダウンロード 

ツールソフト

ループコントローラ 

計器ブロックデ
ータ（ループコ
ントロールボー
ド単位） 

フラッシュメモリ RAM 
自動転送 

 
注：「ダウンロード後の LCBバックアップ指示」のチェックボックスをチェックしてダウンロ
ードした場合は（デフォルトは、チェックあり）、自動的に RAMからフラッシュメモリへ
格納（バックアップ）されます。 

ここをチェックしてダウンロードすると、
ループコントロールボード内のフラッシュメ
モリにも格納されます。

 
 ただし、プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）を使用し、かつデュプレックス（DPL）
モードで運転中に大項目単位のデータをダウンロードする場合、「ダウンロード後の LCB
バックアップ指示」のチェックボックスをチェックすると、アクティブ側のフラッシュメモ
リにのみ運転データがバックアップされます。 
バックアップ完了後、運転を開始（HOT/COLDスタート）しないで、電源 OFF/ONすると
アクティブ側のフラッュメモリにしかデータが存在しないので、「DPL照合異常」が発生
します。 
この場合、スタンバイ側のプロセス CPUユニットのループコントローラ部の RDY LEDが
点灯した（ループコントローラが準備完了となった）ことを確認した上で、DPLユニット
のイニシャルスイッチを押し、二重化イニシャル処理を実行してください。 
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■ 計器ブロックデータ転送後の運転開始方法 
以下の①、②または③のいずれかの操作によって、ループコントローラは運転を開始
します。 
ツールソフトを使用して HOTまたは COLDのスタート指示をする。①[実行]－[運転]
－[運転指令]）をするまたは②ツールバーの［RUN］をクリックする。 

  
注：HOTスタートでは、停止前の状態を継続して、演算を開始します。COLDスタートでは、

演算内部メモリをすべてイニシャライズして、演算を開始します（PIDはマニュアルモ
ード、MV＝0%、ローカル SP）。 
HOTスタート、COLDスタートの詳細については、後述の 3-2-3項「COLDスタート、
HOTスタート、運転停止時の内容」を参照してください。 

または③PLC本体の電源を OFFにしてから再投入する。 
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・ループコントローラの運転を開始する前に、以下の点を確認して

ください。 
①HMI I/F用データを割り付ける指定バンクNo.のEMエリア（シ
ステム共通ブロックの ITEM050：「HMI I/F 用メモリ割付先
EMエリアバンク No.」（0～12）によって指定）が、CPUユ
ニットや他のユニットが使用するエリアと重複していないこ

と。万一、重複していた場合、PLC のシステムとして思わぬ
動作をし、けがをする恐れがあります。 
②ユーザリンクテーブルデータの書き込み先エリアが、CPU ユ
ニットや他のユニットが使用するエリアと重複していないこ

と。万一、重複していた場合、PLC のシステムとして思わぬ
動作をし、けがをする恐れがあります。 
③組み合わせて使用するアナログ入出力ユニットが、正しく装着

されていること。かつ、アナログ入出力ユニットの前面の号機

No.がフィールド端子で設定した号機 No.と一致しているこ
と。万一、号機 No.が一致していないと、（フィールド端子で
設定した号機 No.の）別の高機能 I/Oユニットのデータを誤っ
て入出力（読み書き）してしまいますので、十分ご注意くださ

い。 
④ループコントローラ内のシステム共通ブロックの初期設定が

正しく設定されていること。 
・EMメモリをファイルメモリ化するときは、必ずループコントロ
ーラの運転を停止させてから行ってください。 
ループコントロールボードが運転中に、ループコントロールボー

ドの HMI I/F機能で使用しているバンク No.の EMメモリがファ
イルメモリ化されると、PLCのシステムとして思わぬ動作をし、
けがをする恐れがあります。 
・MVタイトシャット機能および MVアナログ出力反転機能の設定
をループコントローラに転送する前に、接続先の機器の状態を確

認してから転送を行ってください。転送先を間違えると、機械や

装置が想定外の動きをする恐れがあります。 
・プログラムパターンデータをループコントローラから PLC へ転
送する際に、転送先エリアが他のユニットが使用するエリアと重

複していないことを十分確認してください。万一、転送エリアが

重複していた場合、機械や装置が想定外の動きをする恐れがあり

危険です。 
・プログラムパターンデータを PLC からループコントローラへ転
送する際に、プログラムパターンデータが正しく設定されている

ことを十分確認してください。万一、間違ったプログラムパター

ンデータをループコントローラへ転送した場合、ループコントロ

ーラが予期せぬ動作をすることになり危険です。 
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■ 電源投入時のスタートモードの選択 
ループコントローラの電源投入（PLC本体の電源投入）時またはループコントローラ
のリスタート（INNERボードリスタートフラグ A60800の OFF→ON）時に、COLDス
タートするか、HOTスタートするかを、ツールソフトを使用してシステム共通ブロッ
ク(形式 000)の ITEM018(電源投入時スタートモード)にて設定します。 
電源投入時のスタートモードには以下の 4つのモードがあります。 

デフォルト ITEM018 設定内容 
CSシリーズ CJシリーズ 

0 指定時間内 HOTスタートモード
（LCB01/05Ver2.0以降、および LCB03の
み） 

－ ○ 

1 HOTスタートモード ○ － 
2 COLDスタートモード － － 

3 ※ CPUユニットからの指令(形
CS1D-LCB05Dの場合、不可) 
（CPUユニット特殊補助リレーA609.01：
HOTスタート、A60902：COLDスタート

－ － 

※電源 ON時に A609.01、A60902のどちらかが ONになるまで、ループコントローラは CPUユ
ニットなどの外部とのデータ交換を含め、ツールソフトからのアクセスもできません。 

● デフォルトのモード 
デフォルトでは、電源投入時またはループコントローラのリスタート時、CSシリーズ
は HOTスタート、CJシリーズは指定時間内 HOTスタートとなります。(スタートモー
ドの内容については、3-2-3項「COLDスタート、HOTスタート、運転停止時の内容」
をご参照ください。) 

● HOTスタートモード（ITEM018＝1）時 
HOTスタートモード（ITEM018＝1）の場合、すべての計器ブロックは電源投入または
ループコントローラのリスタートと同時に、すべての ITEMおよび演算のための内部
記憶値の、電源断直前の状態を保持して、演算を開始します。同時に EXEC-LEDが点
灯します。 
ただし、CSシリーズ、CJシリーズいずれの場合も、24時間以上の電源断後の HOTス
タートは実行できません。以下に示す COLDスタートモードに設定した時と同様な動
作をします。 

 
ループコントローラは、電源投入時のスタートモードを「HOT
スタート」にしていても、24時間以上の電源 OFF後、電源を投
入した場合、自動的に「COLDスタート」となります。 
このとき、調節ブロックのオート/マニュアルは「マニュアルモー
ド」（MV＝0%）となります。リモート/ローカルは、「ローカル」
となります。 
したがって、24時間以上の電源 OFF後、電源を投入した場合に、
運転開始と同時に自動的に「オートモード」に切り替えたい場合、

次のように、シーケンステーブルまたはステップラダーブロック

内のラダーを組んでください（「リモート」への切り替えも同様

です）。 
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処理内容：システム共通ブロックの ITEM019（運転開始フラグ）

かつ ITEM017（COLDスタート中）を入力条件とし
て、各基本または高度 PIDブロックの ITEM086（A/M
切替スイッチ）を 1にします。 

 ・シーケンステーブルで組む場合 

    

 ルール
Signal 00 

STEP  
000.019 運転開始フラグ Y 
000.017 COLD スタート中 Y 

： 
： 

 

001.086 A/M Y 
000.019 運転開始フラグ N 

： 
： 

 

THEN  NEXT STEP 
ELSE  

 
 ・ステップラダーブロックで組む場合 

    

 

運転開始 
フラグ 

COLD 
スタート中

000-019 000-017

S 
A/M 

PID1は、電源投入時オート 

000-019

運転開始
フラグ 

R 

 
なお、HOTスタート、COLDスタートの内容については、3－2－3項「COLD
スタート、HOTスタート、運転停止時の内容」をご参照ください。 

 

● COLDスタートモード（ITEM018＝2）時 
COLDスタートモード（ITEM018＝2）の場合、すべての計器ブロックは電源投入また
はループコントローラのリスタートと同時に、演算のための内部記憶値、MV、A/M切
替、R/L切替 SWの、電源断直前の状態をクリアして、演算を開始します。「調節ブ
ロックの SP」および「調節ブロック、演算ブロックのパラメータ」は、いったんフラ
ッシュメモリから読み出され、さらに直後 CPUユニット内 EMエリアの HMI I/F機能
から読み出され上書きされます。 

● 指定時間内 HOTスタートモード（ITEM018＝0）時 
指定時間内 HOTスタート（ITEM018＝0）の場合、システム共通ブロック ITEM037「HOT
スタート可能時間」(設定可能時間：0～3600秒(1時間))で設定された時間内の電源断
のときは、電源投入時に HOTスタートします。設定した時間以上の電源断であれば、
電源投入時に強制的に COLDスタートとなります。 
ただし、このときの COLDスタートは、COLDスタートモードに設定した時の動作と
異なり、フラッシュメモリおよび HMI I/Fデータエリアからはデータを読み出さず、
RAM上の「調節ブロックの SP」および「調節ブロック、演算ブロックのパラメータ」
で運転を開始します。演算のための内部記憶値、MV、A/M切替、R/L切替 SWは、COLD
スタートモードに設定した時と同様に、電源断直前の状態をクリアして、演算を開始
します。 
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ただし、CSシリーズに限り 24時間以上の電源断後は、COLDスタートモードに設定
した時と同様な動作をします。 

■ HOTスタート／COLDスタート／指定時間以内 HOTスタートのときの各動作 

電源断 24時間 

COLDスタートモード設定時と同じ
COLDスタート 
（｢調節ブロック、演算ブロックのパ
ラメータ｣、｢調節ブロックの SP｣は
保持しない） 

HOTスタート 

＜HOTスタートモード設定時＞（システム共通ブロックの ITEM018＝1） 

CS/CJシリーズ共通 

 

CS/CJシリーズ共通 

電源断 24時間 

COLDスタート 
（｢調節ブロック、演算ブロックのパラメータ｣、｢調節
ブロックの SP｣は保持しない） 

＜COLDスタートモード設定時＞（システム共通ブロックの ITEM018＝2） 

 

設定時間（1時間以内） 電源断 

CJシリーズの場合 

指定時間内 HOTスタート設定時の COLDスタート
（｢調節ブロック、演算ブロックのパラメータ｣、｢調
節ブロックの SP｣を保持する）

HOTスタート 

設定時間（1時間以内） 24時間電源断 

CSシリーズの場合 

COLDスタートモード設定時と同じ
COLDスタート 
（｢調節ブロック、演算ブロックのパ
ラメータ｣、｢調節ブロックの SP｣は
保持しない） 

指定時間内 HOTスタート設定時の COLD 
スタート 
（｢調節ブロック、演算ブロックのパラメー
タ｣、｢調節ブロックの SP｣を保持する） 

HOTスタート 

＜指定時間内 HOTスタートモード設定時＞（システム共通ブロックの ITEM018＝0）

 
■ CPUユニットの動作モードとの関係 

ループコントローラは、CPUユニットの動作モードに関係なく、運転を継続します。 
CPUユニットの動作モード ループコントローラの動作 
「プログラム」モード  
「運転」モード 運転継続 
「モニタ」モード  

 



3－2 動作の説明 
3－2－1 PLC本体の電源投入時 

3-19 

3 
ル
ー
プ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
し
く
み 

■ 瞬時停電時のループコントローラの運転継続／停止について 
PLC本体（電源ユニット）への供給電源の瞬時停電が発生したときに、ループコント
ローラが運転継続するか／停止するかは、以下のとおりです（CSシリーズ CPUユニ
ットと同様）。 
PLC本体の電源電圧の瞬時停電（定格電圧の 85%以下に低下）が、 
a） 0～10ms未満（AC電源時）、0～2ms未満（DC電源時）の場合は、運転を継続し
ます。 

b） 10ms～25ms未満（AC電源時）、2ms～5ms未満（DC電源時）の場合は、運転を
継続する場合と停止する場合があります。 

c） 25ms以上（AC電源時）、5ms以上（DC電源時）の場合は、運転を停止します。 
 

確実に運転を継続する 
瞬停時間： 10ms未満

10ms 
停電開始 

25ms 

確実に運転を停止する瞬停時間： 25ms以上 

瞬停時間 
10ms未満 

瞬停時間 
10ms以上、25ms未満 

瞬停時間 
25ms以上 

運転を継続します 

運転を継続する場合と停止す
る場合があります 

運転を停止します 

※上記は AC電源の場合 

復帰時間がこの範囲だと運転継続／停止が不定 

運転を継続するか停止するかが不定の瞬停時間：
10ms以上、25ms未満 

復帰時間がこの範囲だと運転継続／停止が不定

経過時間 

 
なお、PLCシステム設定の電断検知延長時間設定 Tを設定（T＝0～10ms設定可能）す
ることで、確実に運転を継続する瞬時時間を 0～（10+T）msまでにすることができま
す。 
PLC本体の電源電圧の瞬時停電（定格電圧の 85%以下に低下）が、 
a） 0～（10+T）ms未満（AC電源時）、0～（2+T）ms未満（DC電源時）の場合は、
運転を継続します。 

b） （10+T）ms～（25+T）ms未満（AC電源時）、（2+T）ms～（5+T）ms未満（DC
電源時）の場合は、運転を継続する場合と停止する場合があります。 

c） （25+T）ms以上（AC電源時）、（5+T）ms以上（DC電源時）の場合は、運転
を停止します。 
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運転を継続するか停止するかが不定の瞬停時間： 
（10+T）ms以上、（25＋T）ms未満 

確実に運転を継続する 
瞬停時間： （10 ＋T）ms未満 

10ms 
停電開始 

25ms 

確実に運転を停止する瞬停時間： （25＋T）ms以上 

瞬停時間 
10+電断検知延長時間 10ms未満 

瞬停時間 
35ms以上（25+電断検知延長時間 10ms以上） 運転を停止

します 

電断検知延長時間 Tms 

（25 ＋T）ms 

瞬停時間 
（10+電断検知延長時間 10）ms以上、25+電断検知延長時間 10ms未満

運転を継続する場合と停止
する場合があります 

電断検知延長時間 
例：10ms 

※上記は AC電源の場合 

電断検知延長時間 Tms 

（10 ＋T）ms

運転を継続します 

電断検知延長時間 
例：10ms 

復帰時間がこの範囲だと運転継続／停止が不定

復帰時間がこの範囲だと運転継続／停止が不定

経過時間 
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3－2－2 参考：電源投入時の動作一覧 
場合 

RAM 
フラッシュ
メモリ 

A42410 
（RAM異
常フラ
グ） 

A42411 
（INNER
ボード運
転停止異
常） 

システム共
通ブロック
の ITEM018
（電源投入
時のスター
トモード） 

運転開始種類 転送処理 A35807 
（COLDスタ
ート自動実
行フラグ） 

1（HOTスタ
ート）のとき

HOTスタート なし OFF 正常時 正常時 OFF OFF 

2（COLDス
タート）のと
き 

COLDスタート フラッシュメモリ→RAMへ
（リカバリ）、かつ HMI I/F
用送受信データおよび受信
データが RAMへ 

OFF 

異常時 
（スーパ
ーコンデ
ンサ放電
によるデ
ータ消失
を含む） 

正常時 ON OFF 1,2に無関係 .自動的に COLD
スタート 

フラッシュメモリ→RAMへ
（リカバリ） 
かつHMI I/F用送受信データ
および受信データが RAMへ 

ON 

正常時 異常時 OFF OFF 1,2に無関係 システム共通ブロ
ックの ITEM101
（バックアップ起
動指令）が 1（ON）
のとき、 
1.自動的にバック
アップを再トライ
した後、 
2.自動的に COLD
スタート 

1.RAM→フラッシュメモリ
へ（バックアップ）の後、 
2.フラッシュメモリ→RAM
へ（リカバリ）かつ HMI I/F
用送受信データおよび受信
データが RAMへ 

ON 
（運転停止
で OFF） 

     システム共通ブロ
ックの ITEM101
（バックアップ起
動指令）が 0（OFF）
のときは運転停止

  

異常時 
（データ
消失を含
む） 

異常時 ON ON 1,2に無関係 運転停止 なし 
注：復帰するには、以下の操
作が必要。 
1. ツールソフトでループコ
ントローラ（大項目）単位で
ダウンロード操作 
2.COLDスタート指令 

ON 
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3－2－3 COLDスタート、HOTスタート、運転停止時の内容 
ループコントローラの運転開始には、HOTスタート、 COLDスタートの 2種類があ
ります。 
デフォルトでは、電源投入時またはループコントローラのリスタート時、HOTスター
トとなります。 
ただし、スーパーコンデンサの放電などにより RAM上のデータが異常の場合、フラ
ッシメモリ内のバックアップデータでリカバリして、COLDスタートとなります。 

・ COLDスタートモード 
通常（とくに電源断直前の状態から演算を継続する必要がない場合、かつ電源投入時
に、ローカル SP、MV＝0、マニュアルモードでよい場合）、この方式で運転をします。 
①フラッシュメモリから計器ブロックデータを RAMへ読み出し、かつ②HMI I/F用デ
ータエリア（CPUユニット内の EMエリア）から調節・演算ブロックの HMI I/F用送
受信データおよび受信データ（SP、PIDなど）を RAMへ読み出して、③演算のための
内部メモリ、およびMV、A/M切替、R/L切替 SWをイニシャライズして、運転を開
始します。 

 CPU ユニット ループコントローラ 

フラッシュメモリ RAM 

①読出 
HMI I/F 用 

データエリア 
（EM エリア） 

②読出

運転

調節・演算ブロックの 
送受信、受信データ 計器ブロックデータ ③イニシャライズ

 
・ HOTスタートモード 
瞬時停電などの短時間の電源断時に演算を継続して運転を開始したいとき、または電
源投入時に、R/L状態継続、MV＝前回値、A/M状態継続の必要がある場合に、使用し
ます（ただし、CSシリーズ、CJシリーズのいずれの場合も、24時間の電源断後は、
実行できません）。 
①スーパーコンデンサによってバックアップされた RAM上の計器ブロックデータを
もとに、②演算のための内部メモリおよびMV、A/M切替、R/L切替 SWはイニシャ
ライズせず、保持したまま運転を開始します。 
 CPU ユニット ループコントローラ 

RAM 

運転 

②保持 

スーパーコンデンサ（※）

①バックアップ

※：CJ シリーズ ループ CPU ユニットの場合、CPU 部のバッテリによって保持されています。  
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・ 指定時間内 HOTスタート設定時の COLDスタート 
指定時間内 HOTスタート設定時、設定した時間以上の電源断の場合、強制的に COLD
スタートします。ただし、このときの COLDスタートは、通常の COLDスタートと異
なり、フラッシュメモリから計器ブロックデータを RAMへ読み出さず、かつ HMI I/F
用データエリア（CPUユニット内の EMエリア）から調節・演算ブロックの HMI I/F
用送受信データおよび受信データ（SP、PIDなど）を RAMへ読み出さず、 
①スーパーコンデンサによってバックアップされた RAM上の計器ブロックデータを
もとに、②演算のための内部メモリおよびMV、A/M切替、R/L切替 SWをイニシャ
ライズして、運転を開始します。 

 CPU ユニット ループコントローラ 

フラッシュメモリ RAM HMI I/F 用 
データエリア 
（EM エリア） 

運転

②イニシャライズ

スーパーコンデンサ（※）

①バックアップ

※：CJ シリーズ ループ CPU ユニットの場合、CPU 部のバッテリによって保持されています。  
注：指定時間内 HOTスタート設定時の、24時間以上の電源断後の動作は、CSシリーズと

CJシリーズで異なります。詳細は、前述の「■ HOTスタート／COLDスタート／指
定時間以内 HOTスタートのときの各動作」を参照してください。 
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COLDスタート、HOTスタート、運転停止時の、ループコントローラの各々の状態の
内容は、以下のとおりです。 

運転開始 
内容 

COLDスタート HOTスタート 
運転停止 

 接点／アナログ入出力値、
および内部記憶値をクリア
(0)して、演算を開始します。

停止前の状態を継続して、演
算を開始します。 

停止前の状態を保
持して、演算を停
止します。 

SP ・指定時間内 HOTスタート
設定時の COLDスタート
の場合： 
停止前の状態を保持 
・それ以外の場合： 

CPUユニット内 EMエリ
アの HMI I/F機能から読
出＊1 

MV 0％ 
A/M切替 マニュアル（M）状態 

調節ブロック 

R/L切替 ローカル（L）状態 
パラメータ ・指定時間内 HOTスタート

設定時の COLDスタート
の場合： 
停止前の状態を保持 
・それ以外の場合： 

CPUユニット内 EMエリ
アの HMI I/F機能から読
出＊1 

接点／アナログ入出力
値 

初期化＊2 

調節ブロック、
演算ブロック 

演算のための内部記憶
値 

初期化＊2 

ステップ・ラダー STEP01 
シーケンステーブル STEP00および STEP01 

停止前の状態を保持＊3 
停止前の状態を保
持＊3 

ループコントローラの
ステータス 
（割付リレーエリア）

運転状態にかかわらず 1秒ごと実行 CPUユニット
とのデータ交
換 

ユーザリンクテーブル
による交換 

演算周期ごとのリフレッシュ実行 データ交換を停止

＊1：COLDスタート時に HMI I/F用データエリア（EMエリア）から読み出されるデータは、
調節・演算ブロックの HMI I/F用送受信データおよび受信データ（SP、PIDなど）です（具
体的には、計器ブロックリファレンスマニュアルの ITEM一覧の中の「HMI I/Fによる」の
列にて、「送受」、または「受」と記載されている ITEMです）。 
なお、システム共通ブロック、またはツールソフトによる一括ダウンロード（大項目のダウ
ンロード）後の HOT/COLDスタート（運転開始）時は、EMエリアから値を読み出しませ
ん。 

＊2：COLDスタート時に初期化するデータは、以下のような演算のための内部メモリです。
COLDスタート時にクリアされます。 
1次遅れフィルタや積算などの時間関数ブロックの前回演算結果、タイマ・カウンタなどの
シーケンス演算ブロックの計測現在値など。 

＊3：保持するパラメータは、すべての ITEM、および演算のための内部メモリです。 
 

お願い 
 

電源投入時スタートモードを「HOTスタート」に設定している場合で、24時間の電
源断後の電源投入時には、正しい演算結果を得ることはできません。したがって、そ

の場合、計器ブロック内で記憶している電源断前の古いデータをクリアするために、

ツールソフトによって、運転を停止させた後、COLDスタートで運転を開始してくだ
さい。 
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参 考 
 

すべての計器ブロックは、PLC本体の電源投入または本ボードのリスタートによって
常時実行されます。 
ただし、その中で、ある機能は特定の ITEMの変化をトリガに実行される計器ブロッ
クがあります。例：定数用 ITEM書込ブロック（形式 171）、変数用 ITEM書込ブロ
ック（形式 172）など。 
 

3－2－4 バックアップ／リカバリ操作／ITEMデータ自動転送 
■ RAM→フラッシュメモリへのバックアップ操作 

ループコントローラでは、以下のいずれかのときに、 RAM内の計器ブロックデータ
がフラッシュメモリへ転送（バックアップ）されます。 
・ツールソフトから、バックアップ指示（［実行］－［バックアップ］）をしたとき 
・ツールソフトから、「ダウンロード後のバックアップ指示」のチェックボックスを
チェックして、ループコントローラ（大項目）単位で、ダウンロードをしたとき 

・システム共通ブロック（形式 000）の ITEM125(運転中バックアップ指示)にてバック
アップ指示をしたとき 
注：バックアップ中は、A35813（バックアップ中フラグ）が ONとなります。バックアップ
正常終了後、自動的に OFFとなります。 

 

お願い 
 

計器ブロック単位のダウンロード、ITEM単位のダウンロード、ユーザリンクテーブル
のみのダウンロード、またはシーケンステーブルのオンラインエディットを実行した後

（いずれもループコントローラ運転中に可能）に、簡易バックアップ機能によって計器

ブロックデータを CPUユニット装着のメモリカードにバックアップする場合は、運転
中の計器ブロックのデータと簡易バックアップしたメモリカード内のデータがずれて

しまうことを避けるため、必ず本操作を実行してください。 
 

参 考 
 

ループコントローラ運転中に、RAM→フラッシュメモリへのバックアップ操作を実行
する（［実行］－［バックアップ］を選択）と、ループコントローラは運転継続をしな

がらバックアップを実行します。 
運転中バックアップが可能な組み合わせは、以下のとおりです。 
・「ツールソフト Ver.3.1以降」+「形 CS1W-LCB01/05 Ver.1.2以降」または「プロ
セス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）」の場合 

・「ツールソフト Ver.4.0以降」+「ループ CPUユニット（形 CS1G-CPU□□P）の
場合 

・「ループ CPUユニット（形 CJ1G-CPU□□P）Ver.3.5以降、およびループコント
ローラボード（形 CS1W-LCB□□）Ver.3.5以降の場合、システム共通ブロック（形
式 000）の ITEM125(運転中バックアップ指示)運転中バックアップが可能。 

なお、運転中にバックアップが完了するまで最大 10分程度かかることがあります。 
（運転停止状態でのバックアップには、最大で約 10秒の時間がかかります）。 
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お願い 
 

・運転中バックアップの実行中に万一電源断が発生した場合、電源復帰後、バックアッ
プ処理が自動的にリトライされます。このとき、ループコントローラの運転は停止（プ
ロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）の場合は、CPUユニットも停止）した
状態でバックアップが実行されます。ただし、プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU
□□P）の場合は、電源復帰後、アクティブ側プロセス CPUユニットのループコン
トローラ部でのみ、バックアップ処理が自動的に実行され、バックアップ終了後「DPL
照合異常」が発生します。 
このとき、スタンバイ側プロセスCPUユニットのループコントローラ部のRDY LED
が点灯した（ループコントローラが準備完了となった）ことを確認した上で、DPL
ユニットのイニシャルスイッチを押して、二重化イニシャル処理を実行してくださ
い。 

・プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）を使用し、かつデュプレックス（DPL）
モードで運転中の場合、一括ダウンロード後のバックアップ操作では、アクティブ側
のフラッシュメモリにのみ運転データがバックアップされます。なお、このときルー
プコントローラ部は運転を停止します。 
バックアップ完了後、運転を開始（HOT/COLDスタート）しないで、電源 OFF/ON
するとアクティブ側のフラッュメモリにしかデータが存在しないので、「DPL照合
異常」が発生します。 
この場合、スタンバイ側プロセスCPUユニットのループコントローラ部のRDY LED
が点灯した（ループコントローラが準備完了となった）ことを確認した上で、DPL
ユニットのイニシャルスイッチを押し、二重化イニシャル処理を実行してください。
・運転中バックアップの実行中には、各計器ブロック（システム共通ブロックを除く）
の ITEMのみを変更可能です。 
それ以外のループコントローラに対する以下の操作は行うことができません。 

 ・演算順序一括設定 
 ・演算周期一括設定→ダウンロード 
 ・ラダー図編集 
 ・ユーザリンクテーブルのダウンロード 
 ・パスワードの書き込み 
 ・小項目ダウンロード 
 ・登録ブロック削除 
 ・ブロック結線図ダウンロード 
 ・オールクリア 
 ・一括ダウンロード 
 ・リカバリ 
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■ フラッシュメモリ→RAMへのリカバリ操作 
ループコントローラでは、以下のいずれかのときに、フラッシュメモリ内の計器ブロ
ックデータが RAMへ転送（リカバリ）されます。 
・ツールソフトから、リカバリ指示（［実行］－［リカバリ］）をしたとき 
・COLDスタートの運転指令をしたとき 
・電源投入時に、RAMが異常（データ消失を含む）のため、自動的に COLDスタート
されたとき 

・システム共通ブロックの ITEM101（バックアップ起動指令）が 1（ON）で、電源投
入時に、 RAMが正常で、フラッシュメモリが異常のため、自動的に（RAMからフ
ラッシュメモリへ）バックアップ後、自動的に COLDスタートされたとき 

 

■ HMI I/F用データエリアからの ITEMデータの自動転送 
COLDスタート時、計器ブロックデータがフラッシュメモリから RAMへ転送された直
後、調節ブロック・演算ブロックの HMI I/F用送受信データおよび受信データが、CPU
ユニットの EMエリア（HMI I/F用データエリア）から読み出されます。 

お願い 
 

COLDスタート時、調節ブロック・演算ブロックの HMI I/F用送受信データおよび受
信データ以外のデータは、フラッシュメモリのデータで上書きされます。 
したがって、HMI I/F用送受信データおよび受信データ以外のデータをスーパーコンデ
ンサ放電時も保持したい場合、ツールソフトで計器ブロック単位または ITEM単位の
データ変更を行った後は、必ずフラッシュメモリへ計器ブロックデータを転送してく

ださい。 
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3－2－5 ループコントローラ内部の計器ブロックデータの、メモリカー

ドへの簡易バックアップ機能（LCB01/03/05 Ver.2.0） 
■ 概要 

LCB01/03/05 Ver.2.0は、CPUユニットの簡易バックアップ操作によって、（CPUユニ
ット内の全データ以外に）ループコントローラ内部の RAM内の以下のデータも、同
時に自動的に、CPUユニット装着のメモリカードにバックアップ／リカバリ／照合さ
れます。 
・計器ブロックデータ（注 1） 
注 1：各計器ブロックの ITEMデータは、COLDスタート時に残る（初期化されない）データで

す（つまり、計器ブロックリファレンスの各 ITEMの「COLDスタート時初期化」列が「－」
となっている ITEMのデータが、メモリカードにバックアップ／リカバリ／照合されます）。 

 
上記ループコントローラ内部の RAM内のデータは、簡易バックアップ操作によるメ
モリカードへの書き込み時に、以下のファイル名で、「ユニット／ボードバックアッ
プファイル」として、メモリカードにバックアップされます。 
 
ファイル名：BACKUPE1.PRM 

   
注：E1は、ループコントローラの号機アドレス＝E1Hex 
 
また、このファイルは、メモリカードからのリカバリ／照合対象ともなります。 
なお、以下の説明で、このループコントローラのバックアップファイルを、「計器ブ
ロックデータファイル」と呼びます。 

 

・バックアップ
・リカバリ 
・照合 

ループコントローラ 
メモリカード給電停止ボタン 

メモリカード

CPU ユニット 

全データ

RAM 内計器ブ

ロックデータ 

 
■ 用途 

CPUユニット、MCユニット、位置制御ユニット、DeviceNetユニット、シリアルコミ
ュニケーションユニット／ボードなどを含めた PLC全体のバックアップデータの作成
時または全体のユニット交換時に、この機能を使用します。 
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■ 操作方法 

● 計器ブロックデータファイルのメモリカードへのバックアップ 
 

お願い 
 

計器ブロック単位のダウンロード、ITEM単位のダウンロード、ユーザリンクテーブル
のみのダウンロード、またはシーケンステーブルのオンラインエディットを実行した後

（いずれもループコントローラ運転中に可能）、本機能を実行する場合は、フラッシュ

メモリ内のデータと簡易バックアップしたメモリカード内のデータがずれてしまうこ

とを避けるため、必ず、簡易バックアップ操作の前に、以下の操作によって RAMから
フラッシュメモリへのバックアップ操作を行ってください。 
・ツールソフトから［実行］－［バックアップ］を選択して、RAMからフラッシュメ
モリへのバックアップ指示をする 
または 
・ツールソフトから、「ダウンロード後のバックアップ指示」のチェックボックスをチ

ェックして、ループコントローラ（大項目）単位で、ダウンロードをする 
 
CPUユニット前面のディップスイッチを以下の状態にして、メモリ給電停止ボタンを
3秒間押し下げます。 

CPUユニット前面のディップスイッチ
SW7 SW8 
ON OFF 

 

バックアップ 

メモリカード給電停止ボタン 

メモリカード 

CPU ユニット

全データ

ループコントローラ 

RAM 内計器ブ

ロックデータ 

 
これによって、計器ブロックデータファイルが作成され、他のバックアップファイル
とともに、メモリカードに書き込まれます。 
給電停止ボタン押下げ時、CPUユニット前面のMCPWR LEDが、1回点滅の後、書き
込み中に点灯します。正常書き込み後、消灯します。 
注 1：ツールソフトによってループコントローラにパスワードプロテクトを設定している場合、

簡易バックアップ操作のためにメモリ給電ボタンを押すと、ループコントローラ前面の
RDY LEDが点滅します。その場合、ツールソフトによってループコントローラに設定さ
れているパスワードをクリアした後、簡易バックアップ操作を行ってください。パスワー
ドが設定されているループコントローラの計器ブロックデータを簡易バックアップ操作
によってメモリカードにバックアップすると、メモリカード内に空（から）のバックアッ
プファイルが作成されます。 

注 2：簡易バックアップ中に、ツールソフトからオンライン操作ができない場合があります（通
信タイムアウトエラーまたはエラーレスポンスコード 3001となる場合があります）。 

注 3：メモリカードを装着して、SW7＝ONのまま電源を OFF→ONにすると、リカバリが開始
されます。バックアップ後は、SW7＝OFFにもどしてください。 

注 4：ループコントロールボード Ver.2.0では、簡易バックアップ実行中にツールからのダウン
ロード操作、オールクリア、フラッシュメモリのリカバリを行なわないでください。正し
いデータがバックアップできなくなります。このデータをリカバリする（メモリカードか
ら読み出す）と、データベース異常となり、AR424CHビット 10が 1（ON）となります。 
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● 計器ブロックデータファイルのメモリカードからのリカバリ（読み出して、ユニッ

トに設定） 
CPUユニット前面のディップスイッチを以下の状態にして、PLC本体の電源を OFF→
ONにします。 

CPUユニット前面のディップスイッチ 
SW7 SW8 
ON OFF 

 

リカバリ 

メモリカード 

CPU ユニット 

電源 ON 
全データ

ループコントローラ 

RAM 内 計

器ブロック

データ 

フラッシュメモ

リ内計器ブロ

ックデータ 

 
これによって、メモリカード内の計器ブロックデータファイルが読み出され、ループ
コントローラにリカバリされます。このとき、CPUユニットは強制的に「プログラム」
モードとなります。 
注：リカバリ時は、メモリカードからループコントローラの RAM内に読み出され、そのデータ

チェックが実行されます。正常の場合、自動的にフラッシュメモリに書き込まれます。 
電源 ON時、CPUユニット前面のMCPWR LEDが点灯し、1回点滅の後、読み出し中
は点灯します。正常読み出し後、消灯します。この後、電源を OFFにし、SW7＝OFF
にした上で、電源を OFF→ONにしてください。 
 
注：ディップスイッチ SW7＝ONにして PLC本体の電源を OFF→ONにすると、以下の場合、

ループコントローラ前面の RDY LEDが点滅し、同時に、計器ブロックデータベース（RAM）
異常となり、CPUユニットの特殊補助リレーA424CHビット 10が 1（ON）となります。 
・メモリカードが CPUユニットに装着されていないとき 
・メモリカードに保存されているプロジェクトが、ループコントローラの形式と異なるとき 
・メモリカード内のバックアップされている計器ブロックデータが壊れているとき 
・メモリカード内に、パスワードが設定されたループコントローラからバックアップされた、
空（から）のバックアップファイルが存在しているとき 
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● メモリカード内の計器ブロックデータファイルとの照合 
CPUユニット前面のディップスイッチを以下の状態にして、メモリ給電ボタンを 3秒
間押し下げます。 

CPUユニット前面のディップスイッチ 
SW7 SW8 
OFF OFF 

 

照合 

メモリカード給電停止ボタン 

メモリカード 

CPU ユニット 

全データ

ループコントローラ 

RAM 内計器ブ

ロックデータ 

 
これによって、メモリカード内の計器ブロックデータファイル内のデータと、ループ
コントローラ内部の RAM内のデータが、照合されます。 
給電停止ボタン押下げ時、CPUユニット前面のMCPWR LEDが 1回点滅の後、照合中
に点灯します。照合後、一致していれば、消灯します。不一致の場合、CPUユニット
前面のMCPWR LEDが点滅します。 
 

参 考 
 

ツールソフト Ver.4.0で CPUユニットのメモリカード内に保存可能となったコメント
データファイル（コメントデータ、付箋データ、タグデータ、計器ブロック結線情報）

は、簡易バックアップの対象外です。 
 

お願い 

 

メモリカードは当社製のものをご使用ください。 
当社製の以外のメモリカード（コンパクトフラッシュメモリ）をご使用の場合、動作

保証対象外となります。 
 
ファイルメモリの種類 メモリの

タイプ 
メモリ容量 形式 

30MB 形 HMC-EF372 
64MB 形 HMC-EF672 

メモリカード 

   

フラッシ
ュメモリ

128MB 形 HMC-EF183 

注 1： メモリカードは、約 10万回書き替え可能です（ファイルの大きさに関わらず、書き込み
操作を行う度に 1回と数えます。特に、ラダーを用いて書き込む場合は、寿命にご注意く
ださい）。 

注 2： メモリカードアダプタ：形 HMC-AP001 

   
・メモリカードの詳細については SYSMAC CSシリーズユーザーズマニュアルセット
アップ編（SBCA-301）をご参照ください。 
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お願い 
 

ループコントローラ Ver.2.0では、メモリカードへのバックアップ中に、ツールソフト
からオンラインで実行できる操作には以下の制限があります。 
注：○：操作は可能（バックアップも正常） 

△：操作は可能だが、バックアップが正常でない可能性がある 
×：操作自体が不可 

ツールソフトからのオンライン操作 
簡易バックアッ
プ中に操作が実
行可/不可（注） 

操作不可時の
ツールソフト
の結果 

バックア
ップ継続
実行可/不
可 

簡易バックアップの結果のメモリカード内データ

計器ブロックの ITEM（運転データ）
単位のダウンロード 

○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
ただし、このデータがメモリカードにバック
アップされているかどうかは不定。 

ブロック結線図情報のダウンロード △ 
 

－ ・このデータがメモリカードにバックアップされ
ているかどうかは不定。 

・さらに、メモリカードに簡易バックアップした
データ自体が、不正の可能性がある。 
不正となっていた場合、簡易バックアップの
リカバリ時に、計器ブロックデータベース
（RAM）異常となり、A424CHビット 10が 1
（ON）となる。 

大項目のダウンロード × 通信タイムア
ウトエラー発
生 

・正常に簡易バックアップ終了。 
ただし、このデータはメモリカードにバック
アップされない。 

システム共通ブロ
ック 
演算ブロック 
調節ブロック 
シーケンス制御ブ
ロック 

計器ブロック
単位のダウン
ロード 

フィールド端子 

× 通信タイムア
ウトエラー発
生 

・正常に簡易バックアップ終了。 
ただし、このデータはメモリカードにバック
アップされない。 

選択エントリのダ
ウンロード 

× FINSレスポン
スコード 3001
（メモリカー
ドへアクセス
不可）が返る

・正常に簡易バックアップ終了。 
ただし、このデータはメモリカードにバック
アップされない。 

ダウンロード 

ユーザリンク
テーブルのダ
ウンロード 

全エントリのダウ
ンロード 

× FINSレスポン
スコード 3001
（メモリカー
ドへアクセス
不可）が返る

・正常に簡易バックアップ終了。 
ただし、このデータはメモリカードにバック
アップされない。 

新規アップロード × 通信タイムア
ウトエラー発
生 

・正常に簡易バックアップ終了。 アップロード 

更新アップロード ○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
照合 ○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
登録ブロック削除 ○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 

ただし、メモリカードへのバックアップデー
タで削除できているかどうかは不定。 

演算周期一括設定 ○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
ただし、このデータがメモリカードにバック
アップされているかどうかは不定。 

COLDスタート △ － ・メモリカードに簡易バックアップしたデータ自
体が、不正の可能性がある。 
不正となっていた場合、簡易バックアップの
リカバリ時に、計器ブロックデータベース
（RAM）異常となり、A424CHビット 10が 1
（ON）となる。 

HOTスタート ○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 

運転指令 

停止 ○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
システム運転確認 ○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
動作確認 ○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
オールクリア △ － ・メモリカードに簡易バックアップしたデータ自

体が不正の可能性がある。 
不正となっていた場合、簡易バックアップの
リカバリ時に、）異常となり、A424CHビット
10が 1（ON）となる。 

チューニング ○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
パスワードプロテクト ○ － ・ 簡易バックアップ中にパスワードを設定す

ると、空のバックアップファイルが作成さ
れる。 

バージョンチェック ○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
（運転
中） 

○ － 

可能 

・正常に簡易バックアップ終了。 バックアップ（ループ
コントローラ内フラ
ッシュメモリへの転
送） 

（停止
中） 

× CPUユニット
前面MCPWR 
LEDが点滅
し、簡易バッ
クアップが異
常終了する。

不可 ・簡易バックアップ自体ができない。 

バックアップ／リ
カバリ 

リカバリ 
（ループコントローラ内フラッシ
ュメモリから RAMへの転送） 

△ － 可能 ・メモリカードに簡易バックアップしたデータ自
体が、不正の可能性がある。 
不正となっていた場合、簡易バックアップの
リカバリ時に、計器ブロックデータベース
（RAM）異常となり、A424CHビット 10が 1
（ON）となる。 
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3－2－6 ループコントローラ内部の計器ブロックデータの、メモリカー

ドへの簡易バックアップ機能（LCB01/03/05 Ver.3.0以降） 
■ 概要 

LCB01/03/05 Ver.3.0以降では、CPUユニットの簡易バックアップ操作によって、（CPU
ユニット内の全データ以外に）ループコントローラ内部のフラッシュメモリ内の以下
のデータも、同時に自動的に、CPUユニット装着のメモリカードにバックアップ／リ
カバリ／照合されます。 
・計器ブロックデータ（注 1） 
・タグ・コメントデータ（ブロック結線図情報、タグ、コメント、付箋） 
注 1：各計器ブロックの ITEMデータは、COLDスタート時に残る（初期化されない）データで

す（つまり、計器ブロックリファレンスの各 ITEMの「COLDスタート時初期化」列が「－」
となっている ITEMのデータが、メモリカードにバックアップ／リカバリ／照合されます）。 

 
LCB01/03/05 Ver.3.0以降では、従来バックアップ対象外であった、ブロック結線図情
報、タグ、コメント、付箋データが、簡易バックアップ対象となりました。 
また、同時に、簡易バックアップ対象データが RAMからフラッシュメモリに変更と
なりました。これにより、ループコントローラのプログラム動作によって RAM内計
器ブロックデータのパラメータ ITEMが変更された場合でも、簡易バックアップによ
る照合操作を行ったとき、照合異常は発生しません（従来は照合異常が発生しました）。 
 
上記ループコントローラ内部のフラッシュメモリ内のデータは、簡易バックアップ操
作によるメモリカードへの書き込み時に、以下のファイル名で、「ユニット／ボード
バックアップファイル」として、メモリカードにバックアップされます。 
 
ファイル名：BACKUPE1.PRM 

 
注：E1は、ループコントローラの号機アドレス＝E1Hex 
 
また、このファイルは、メモリカードからのリカバリ／照合対象ともなります。 
なお、以下の説明で、このループコントローラのバックアップファイルを、タグ・コ
メントデータを含んでいますが、「計器ブロックデータファイル」と呼びます。 

 

・バックアップ 
・リカバリ 
・照合 

ループコントローラ 
メモリカード給電停止ボタン 

メモリカード 

CPU ユニット 

全データ

フラッシュメモリ

内計器ブロック

データ 

 
 

お願い 
 

ツールソフトからの操作により、計器ブロックデータの（RAMからフラッシュメモリ
への）バックアップ実行中、またはタグ・コメントデータ（ブロック結線図、タグ、コ

メント、付箋）のフラッシュメモリへの転送中に、簡易バックアップ操作を行わないで

ください。LCB01/03/05 Ver.3.0以降では、フラッシュメモリを簡易バックアップ対象
としているため、正常な簡易バックアップ動作を行うことができません。 
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■ 用途 
CPUユニット、MCユニット、位置制御ユニット、DeviceNetユニット、シリアルコミ
ュニケーションユニット／ボードなどを含めた PLC全体のバックアップデータの作成
時または全体のユニット交換時に、この機能を使用します。 
 

■ 操作方法 

● 計器ブロックデータファイルのメモリカードへのバックアップ 
 

お願い 
 

計器ブロック単位のダウンロード、ITEM単位のダウンロード、ユーザリンクテーブル
のみのダウンロード、またはシーケンステーブルのオンラインエディットを実行した後

（いずれもループコントローラ運転中に可能）、それらのデータもメモリカードに簡易

バックアップしておきたいときは、簡易バックアップの前に、ツールソフトから［実行］

－［バックアップ］を選択して、RAMからフラッシュメモリへのバックアップをして
ください。 
 
CPUユニット前面のディップスイッチを以下の状態にして、メモリ給電停止ボタンを
3秒間押し下げます。 

CPUユニット前面のディップスイッチ
SW7 SW8 
ON OFF 

 

バックアップ 

メモリカード給電停止ボタン 

メモリカード 

CPU ユニット

全データ

ループコントローラ 

フラッシュメモリ

内計器ブロック

データ 

 
これによって、計器ブロックデータファイルが作成され、他のバックアップファイル
とともに、メモリカードに書き込まれます。 
給電停止ボタン押下げ時、CPUユニット前面のMCPWR LEDが、1回点滅の後、書き
込み中に点灯します。正常書き込み後、消灯します。 
注 1：ツールソフトによってループコントローラにパスワードプロテクトを設定している場合、

簡易バックアップ操作のためにメモリ給電ボタンを押すと、ループコントローラ前面の
RDY LEDが点滅します。その場合、ツールソフトによってループコントローラに設定さ
れているパスワードをクリアした後、簡易バックアップ操作を行ってください。パスワー
ドが設定されているループコントローラの計器ブロックデータを簡易バックアップ操作
によってメモリカードにバックアップすると、メモリカード内に空（から）のバックアッ
プファイルが作成されます。 

注 2：簡易バックアップ中に、ツールソフトからオンライン操作ができない場合があります（通
信タイムアウトエラーまたはエラーレスポンスコード 3001となる場合があります）。 

注 3：メモリカードを装着して、SW7＝ONのまま電源を OFF→ONにすると、リカバリが開始
されます。バックアップ後は、SW7＝OFFにもどしてください。 

注 4：ループコントロールボード Ver.3.0では、簡易バックアップ実行中にループコントローラ
に対するフラッシュメモリへの保存を行なわないでください。正しいデータがバックアッ
プできなくなります。このデータをリカバリする（メモリカードから読み出す）と、デー
タベース異常となり、AR424CHビット 10が 1（ON）となります。 
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● 計器ブロックデータファイルのメモリカードからのリカバリ（読み出して、ユニッ

トに設定） 
CPUユニット前面のディップスイッチを以下の状態にして、PLC本体の電源を OFF→
ONにします。 

CPUユニット前面のディップスイッチ 
SW7 SW8 
ON OFF 

 

リカバリ 

メモリカード 

CPU ユニット 

電源 ON 
全データ

ループコントローラ 

RAM 内 計

器ブロック

データ 

フラッシュメモ

リ内計器ブロ

ックデータ 

 
これによって、メモリカード内の計器ブロックデータファイルが読み出され、ループ
コントローラにリカバリされます。このとき、CPUユニットは強制的に「プログラム」
モードとなります。 
注：リカバリ時は、メモリカードからループコントローラの RAM内に読み出され、そのデータ
チェックが実行されます。正常の場合、自動的にフラッシュメモリに書き込まれます。 

電源 ON時、CPUユニット前面のMCPWR LEDが点灯し、1回点滅の後、読み出し中
は点灯します。正常読み出し後、消灯します。この後、電源を OFFにし、SW7＝OFF
にした上で、電源を OFF→ONにしてください。 
 
注：ディップスイッチ SW7＝ONにして PLC本体の電源を OFF→ONにすると、以下の場合、

ループコントローラ前面の RDY LEDが点滅し、同時に、計器ブロックデータベース（RAM）
異常となり、CPUユニットの特殊補助リレーA424CHビット 10が 1（ON）となります。 
・メモリカードが CPUユニットに装着されていないとき 
・メモリカードに保存されているプロジェクトが、ループコントローラの形式と異なるとき 
・メモリカード内のバックアップされている計器ブロックデータが壊れているとき 
・メモリカード内に、パスワードが設定されたループコントローラからバックアップされた、
空（から）のバックアップファイルが存在しているとき 
・メモリカードにバックアップした LCBより、古いバージョンの LCBへリカバリしたとき 
 

参 考 
 

メモリカード内の簡易バックアップデータよりも、リカバリ先のループコントローラの

バージョンが新しい場合は、リカバリ/照合が可能です。 
メモリカード内の簡易バックアップデータよりも、リカバリ先のループコントローラの

バージョンが古い場合は、新機能に対応できないためリカバリはできません。 
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● メモリカード内の計器ブロックデータファイルとの照合 
CPUユニット前面のディップスイッチを以下の状態にして、メモリ給電ボタンを 3秒
間押し下げます。 

CPUユニット前面のディップスイッチ 
SW7 SW8 
OFF OFF 

 

照合 

メモリカード給電停止ボタン 

メモリカード 

CPU ユニット 

全データ

ループコントローラ 

フラッシュメモリ

内計器ブロック

データ 

 
これによって、メモリカード内の計器ブロックデータファイル内のデータと、ループ
コントローラ内部のフラッシュメモリ内のデータが、照合されます。 
給電停止ボタン押下げ時、CPUユニット前面のMCPWR LEDが 1回点滅の後、照合中
に点灯します。照合後、一致していれば、消灯します。不一致の場合、CPUユニット
前面のMCPWR LEDが点滅します。 
 

参 考 
 

・LCB01/03/05 Ver.3.0以降、簡易バックアップ対象データが RAMからフラッシュメ
モリに変更となりました。これにより、ループコントローラのプログラム動作によっ
て RAM内計器ブロックデータのパラメータ ITEMが変更された場合でも、簡易バッ
クアップによる照合操作を行ったとき、照合異常は発生しません（従来は照合異常が
発生しました）。 
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お願い 

 

メモリカードは当社製のものをご使用ください。 
当社製の以外のメモリカード（コンパクトフラッシュメモリ）をご使用の場合、動作

保証対象外となります。 
 
ファイルメモリの種類 メモリの

タイプ 
メモリ容量 形式 

30MB 形 HMC-EF372 
64MB 形 HMC-EF672 

メモリカード 

   

フラッシ
ュメモリ

128MB 形 HMC-EF183 

注 1： メモリカードは、約 10万回書き替え可能です（ファイルの大きさに関わらず、書き込み
操作を行う度に 1回と数えます。特に、ラダーを用いて書き込む場合は、寿命にご注意く
ださい）。 

注 2： メモリカードアダプタ：形 HMC-AP001 

   
・メモリカードの詳細については SYSMAC CSシリーズユーザーズマニュアルセット
アップ編（SBCA-301）をご参照ください。 
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お願い 
 

ループコントローラ Ver.3.0では、メモリカードへのバックアップ中に、ツールソフト
からオンラインで実行できる操作には以下の制限があります。 
注：○：操作は可能（バックアップも正常） 

△：操作は可能だが、バックアップが正常でない可能性がある 
×：操作自体が不可 

ツールソフトからのオンライン操作 
簡易バックアッ
プ中に操作が実
行可/不可（注） 

操作不可時の
ツールソフト
の結果 

バックア
ップ継続
実行可/不
可 

簡易バックアップの結果のメモリカード内データ

計器ブロックの ITEM（運転データ）
単位のダウンロード 

○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
ただし、このデータはメモリカードにバック
アップされない 

フラッシュメモリへのデータ転送 △ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
・メモリカードに簡易バックアップしたデー
タ自体が、不正の可能性がある。 

大項目のダウンロード △ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
・メモリカードに簡易バックアップしたデー
タ自体が、不正の可能性がある。 

システム共通ブロ
ック 
演算ブロック 
調節ブロック 
シーケンス制御ブ
ロック 

計器ブロック
単位のダウン
ロード 

フィールド端子 

○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
ただし、このデータはメモリカードにバック
アップされない。 

選択エントリのダ
ウンロード 

○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
ただし、このデータはメモリカードにバック
アップされない。 

ダウンロード 

ユーザリンク
テーブルのダ
ウンロード 

全エントリのダウ
ンロード 

○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
ただし、このデータはメモリカードにバック
アップされない。 

新規アップロード ○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 アップロード 
更新アップロード ○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 

照合 ○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
登録ブロック削除 ○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 

ただし、このデータはメモリカードにバック
アップされない 

演算周期一括設定 ○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
ただし、このデータはメモリカードにバック
アップされない 

COLDスタート ○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
HOTスタート ○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 

運転指令 

停止 ○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
システム運転確認 ○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
動作確認 ○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
オールクリア ○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
チューニング ○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
パスワードプロテクト ○ － ・簡易バックアップ中にパスワードを設定する

と、空のバックアップファイルが作成される。
・RDYの LEDが点滅する。 

バージョンチェック ○ － ・正常に簡易バックアップ終了。 
（運転
中） 

△ － 

可能 

・メモリカードに簡易バックアップしたデータ自
体が、不正の可能性がある。 
不正となっていた場合、簡易バックアップの
リカバリ時に、計器ブロックデータベース
（RAM）異常となり、A424CHビット 10が 1
（ON）となる。 

バックアップ（ループ
コントローラ内フラ
ッシュメモリへの転
送） 

（停止
中） 

△ CPUユニット
前面MCPWR 
LEDが点滅
し、簡易バッ
クアップが異
常終了する。

不可 ・メモリカードに簡易バックアップしたデータ自
体が、不正の可能性がある。 
不正となっていた場合、簡易バックアップの
リカバリ時に、計器ブロックデータベース
（RAM）異常となり、A424CHビット 10が 1
（ON）となる。 

バックアップ／リ
カバリ 

リカバリ 
（ループコントローラ内フラッシ
ュメモリから RAMへの転送） 

○ － 可能 ・正常に簡易バックアップ終了。 
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3－2－7 ループコントローラ内部の計器ブロックデータ入替え機能

（LCB01/03/05 Ver.3.5） 
■ 概要 

簡易バックアップ機能によって出力されたバックアップファイル BACKUPE1.PRM（=
計器ブロックデータファイル）を、FINSコマンド 2203「1ファイル書込み」を用いて、
直接ループコントローラに反映させることができます。 
これによって上位パソコンから、ループコントローラの計器ブロックデータを入替え
ることができます。 
FINSコマンドの使い方については、6－3項「各 FINSコマンドの説明」を参照くださ
い。 

 

BACKUP
E1.PRM 

CPU ユニットループコントローラ 

フラッシュメ

モリ内計器ブ

ロックデータ 

上位パソコン 

FINS コマンド 2203 にて、ル

ープコントローラ宛に直接フ

ァイル書込みできます。 
メモリカードは不要です。

 
 

■ 用途 
上位パソコンから、あらかじめ用意した BACKUPE1.PRMファイルを、ループコント
ローラに書き込むことによって、ループコントローラ内の計器ブロックデータを、一
度に入替えることできます。 
専用ツール（ツールソフト）を使用する必要はありません。 

■ 操作方法 

● 計器ブロックデータファイルの作成（メモリカードへの出力） 
CPUユニット前面のディップスイッチを以下の状態にして、メモリ給電停止ボタンを
3秒間押し下げます。 

CPUユニット前面のディップスイッチ
SW7 SW8 
ON OFF 

 

バックアップ 

メモリカード給電停止ボタン 

メモリカード 

CPU ユニット

全データ

ループコントローラ 

フラッシュメモリ

内計器ブロック

データ 

 
これによって、計器ブロックデータファイルが作成され、他のバックアップファイル
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とともに、メモリカードに書き込まれます。 
詳細は、3-2-6項「ループコントローラ内部の計器ブロックデータの、メモリカードへ
の簡易バックアップ」を参照ください。 
 

お願い 

 

メモリカードは当社製のものをご使用ください。 
当社製の以外のメモリカード（コンパクトフラッシュメモリ）をご使用の場合、動作

保証対象外となります。 
 

● FINSコマンドによる計器ブロックデータファイルの書込み 
・あらかじめ用意しておいた BACKUPE1.PRMファイルを、FINSコマンド（2203）に
て、ループコントローラに書込むことができます。 

・CPUユニット前面のディップスイッチ、メモリ給電停止ボタンの操作は、必要あり
ません。 

・ループコントローラ運転中に、FINSコマンド（2203）を発行した場合、ループコン
トローラは運転停止の状態になります。 

● CPUユニットは運転を継続します。 
● LCBは運転を停止します。 

 

CPU ユニット

BACKUP
E1.PRM 

ループコントローラ

フラッシュメ

モリ内計器ブ

ロックデータ

上位パソコン 

FINSコマンド 2203にて、
ループコントローラ宛に
直接書込みする 

他のバックア

ップファイル

メモリカード 

BACKUP
E1.PRM 

BACKUPE1.PRM ファイ
ルをパソコンに読み出す 

簡易バックアップ機能に
より、メモリカード上に
バックアップファイルが
出力されます 

 
 
・FINSコマンドによる計器ブロックデータファイルの書込みを行なった後では、ルー
プコントローラは運転停止の状態になります。ダウンロード後に運転開始する場合
は、次の操作を行なってください。 

● LCBのリスタート 
CPUユニットの特殊補助リレーA60800ビット（INNERボードリスタート
フラグ）を ON(1)すると、LCBはリスタート後に運転を開始します。 

● PLC本体の電源を OFF→ONする 
システム共通ブロックの ITEM018の電源投入時スタートモードにしたが
い、HOTスタートまたは COLDスタートします。 
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3－2－8 ループコントローラ（全計器ブロック共通）の運転開始／停止

の指示 
ループコントローラは、PLC本体の電源 OFF→ON、または本ボードのリスタートによ
り、運転を開始します（電源投入時のスタートモードにしたがう）。 
PLC本体の電源 ON中に、ループコントローラ（全計器ブロック共通）の運転開始／
停止を指示する場合、以下の 3つのいずれかの方法が可能です。 
1) ツールソフトによる操作（運転開始／停止とも可能） 
2) FINSコマンドの ITEM書込コマンド（コマンドコード 0241／0243Hex）を発行して 
システム共通ブロック（ブロック形式 000）の ITEM014（運転指令）を変更する（運
転開始／停止とも可能） 

3) ITEM書き込みブロック（ブロック形式 171／172）によって、システム共通ブロッ
ク（ブロック形式 000）の ITEM014（運転指令）を変更する（ただし、この場合停
止のみ可能。運転開始はできません） 
注 1：ITEM書き込みブロックによって、システム共通ブロックの ITEM014を 1（HOTスタ

ート）または 2（COLDスタート）にすることはできません。0（停止）にすることの
み可能です。 

注 2：HOTスタート、COLDスタートともに、すでに運転している状態では、受け付けられ
ません。 

 

参 考 
 

システム共通ブロック（ブロック形式 000）の ITEM014（運転指令）は、ステップラ
ダーブロック（形式 301）によっては直接変更することはできません。ITEM書き込み
ブロックを介して変更します。 
 
 



3－2 動作の説明 
3－2－9 計器ブロックごとの演算停止／停止解除の指示 

3-42 

3 
ル
ー
プ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
し
く
み 

3－2－9 計器ブロックごとの演算停止／停止解除の指示 
計器ブロックごとの演算を停止／停止解除することもできます。 
ただし、各計器ブロックごとの停止解除時は、HOTスタートとなります。COLDスタ
ートはできません。 
以下の 3つのいずれかの方法で可能です。 
1) ツールソフトによる操作（動作確認画面にて。停止／停止解除とも可能） 
2) FINSコマンドの ITEM書込コマンド（コマンドコード 0241／0243Hex）を発行して、
各計器ブロックの ITEM000（演算停止指令）を変更する（停止／停止解除とも可能） 

3) HMI I/F機能 
 

お願い 
 

システム共通ブロック（形式 000）の ITEM000には、必ず 0を設定してください。万
一、この ITEM000に 1を設定すると、ループコントローラの運転は停止し、同時に
CPUユニットとのデータ交換が停止します。 
 

参 考 
 

システム共通ブロックの運転指令（ITEM014）と、各計器ブロックの演算停止指令
（ITEM000）の関係は、以下のとおりです。 
システム共通ブロックの運転指令（ITEM014）によって、HOTスタートまたは COLD
スタートとされたとき、すべての計器ブロックの ITEM000が自動的に 0（停止解除）
となり、 HOTスタートまたは COLDスタートで、演算が開始されます。 
 

  システム共通ブロックの ITEM014 
  0（停止）となった

とき 
1（HOTスタート）
となったとき 

2（COLDスタート）
となったとき 

1（停止）なら
ば 

その計器ブロック
は停止のまま（1
のまま） 

各計器ブロッ
クの ITEM000 
（演算停止／
停止解除） 0（停止解除）

ならば 
停止（システム共
通が優先） 

0（停止解除）とな
り、HOTスタート 

0（停止解除）とな
り、COLDスタート

 

■ CPUユニットからループコントローラの運転開始／停止指示をするとき 

● 計器ブロック全体の運転開始／停止指示 
CPUユニットが、ある条件で、ループコントローラの運転開始／停止を指示する場合、
以下のように、ラダープログラムから、CMND命令を実行して、ループコントローラ
に対して、FINSコマンドの ITEM書込コマンド（0241／0243Hex）を発行してシステ
ム共通ブロックの ITEM014（運転指令）を変更してください。 
 条件 

CMND 
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3－2－10 計器ブロックごとのPID演算のみの開始（RUN）／停止（STOP）
の指示（LCB01/03/05 Ver.3.0以降） 
基本 PID（形式 011）または高度 PID（形式 012）にて、接点入力（ITEM093「ラン/
ストップ SW」）によって、個々の計器ブロックごとに PID演算を開始（RUN）/停止
（STOP）させることができます。また、PID演算停止時の操作量（ストップ時操作量）
を指定することができます（LCB01/03/05 Ver.3.0以降のみ）。 
なお、STOP→RUNへ切り替えたときに、MV出力値に対してバンプレス処理は働きま
せん（これにより、高速昇温制御における立ち上げ時間短縮が可能です）。 
注：計器ブロックごとの演算停止をした場合は、アラーム処理、PV入力処理も停止してしまい
ます。 これに対して、「ラン/ストップ SW」による開始（RUN）／停止（STOP）の場合、
PID演算のみを停止（指定操作量を出力）、開始させることが可能です。 

 
3－2－11 計器ブロックの運転状態のモニタ 

計器ブロックの運転状態のモニタは、以下の方法によります。 

■ 全計器ブロック共通の運転状態をモニタするとき 
ループコントローラの全計器ブロック共通の運転状態は、以下のいずれかの方法で確
認可能です。 

 確認方法 運転中 停止中 
1. ループコントローラの前面 LEDの RUN 点灯 消灯 
2. ツールソフトの運転確認（実行]－[運転]－[運転

確認]） 
HOTスタート運転中または
COLDスタート運転中が 1
（ON） 

停止中が 1（ON） 

3 システム共通ブロックの ITEM015 0（OFF） 1（ON） 
 システム共通ブロックの ITEM016 HOTスタート時：1（ON） 0（OFF） 
 システム共通ブロックの ITEM017 COLDスタート時：1（ON） 0（OFF） 

 

■ 各計器ブロックごとの運転状態をモニタするとき 
ループコントローラの全計器ブロック共通の運転状態が運転中のとき、各計器ブロッ
クの運転状態を以下の方法で、モニタ可能です。 

 方法 運転中 停止中 
1. ツールソフトの動作確認（[動作確認]－[開始]）表示なし “停止中“表示 
2. 各計器ブロックの ITEM000 0（OFF） 1（ON） 
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3－2－12 ワイヤレスデバッグ機能（LCB01/03/05 Ver.3.0以降） 
作成した計器ブロックのオンラインデバッグを行う機能を、ワイヤレスデバッグ機能
と呼びます。 
ワイヤレスデバック機能には、以下のモードがあります。 

■ キャリブレーションモード 
以下の計器ブロックの PV（現在値）に、擬似入力値（固定値）を強制的にセットする
ことが可能なモードです。 

● 対象計器ブロックおよび ITEM 
形式  計器ブロック ITEM番号 設定可能 ITEM 設定最大値 設定最小値 
001  ２位置オンオフ 007 PV [PV入力値] 115.00(%) -15.00(%) 
002  ３位置オンオフ 007 PV [PV入力値] 115.00(%) -15.00(%) 
011  基本 PID  007 PV [PV入力値] 115.00(%) -15.00(%) 
012  高度 PID  007 PV [PV入力値] 115.00(%) -15.00(%) 
013  ブレンド PID 007 P1 [P1入力値] 9999 0 
014  流量バッチ仕込み 007 P1 [P1入力値] 9999 0 
031  指示設定 007 PV [PV入力値] 115.00(%) -15.00(%) 
032  指示操作 007 PV [PV入力値] 115.00(%) -15.00(%) 
033  比率設定 007 PV [基準入力値] 115.00(%) -15.00(%) 
034  指示 007 PV [PV入力値] 115.00(%) -15.00(%) 

● 動作の概要 
ループコントローラ運転中に、ツールソフトまたは SCADAソフト／PTなどから、調
節ブロック（基本 PIDなど）の PVに、擬似入力（固定値）を与えることができます。 

 

006 

調節ブロック（基本 PID など） 

PV 発信元指定

007 PID など

PV 入力値 

キャリブレーション 
モード時 

通常時 

擬似入力 

ツールソフト、または SCADA ソフト/PT などから

ループコントローラ 

実入力 

 
これにより、実際に外部にセンサなどを接続しなくても、調節ブロックの PVの値に
応じて計器ブロック全体がどう動作するか（例：警報動作など）を容易に確認するこ
とができます。また、センサ異常発生時に、擬似入力を与えておくことで、運転中の
センサ交換などが容易となります。 
注：本機能によって、従来、変数用 ITEM書込ブロックなどで、擬似入力を与える計器ブロック
プログラムが不要となります。 

● キャリブレーションモードでの動作の詳細 
・キャリブレーションモードに切り替えるには、以下の 2種類の方法があります。 

1）ツールソフトからの操作： 
ブロック結線図の動作確認画面からのワイヤレスデバッグ設定操作によります。 
2）SCADAソフト／PTなど（HMI I/F）からの操作： 
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HMI I/Fエリアの「キャリブレーションモード切替」を ONにすることによります。 
・キャリブレーションモードに切り替えたときに、ITEM006（PV発信元指定）で指定
された実入力値が、ITEM007（PV入力値、または P1入力値）にトラッキングされ
ます。（つまり、キャリブレーションモードに切り替えだけでは PVは変更されま
せん。ITEM007の PV入力値を変更して、はじめて PV値が変わります。） 
・キャリブレーションモード中は、ITEM007（PV入力値、または P1入力値）を、ツ
ールソフトまたは SCADAソフト／PTなど（HMI I/F）からの操作で変更可能です。 
・ITEM006（PV発信元指定）に入力されている実 PV入力値は、HMI I/Fエリアの実

PV入力モニタエリア（EM□_29020から 500CH）に反映されます（キャリブレーシ
ョンモードでもそれ以外でも常時）。 

 
 

CPU ユニット 

EM エリア 
（HMI I/F 用 
データエリア）

ループコントローラ 

I/O メモリ 

SCADA ソフト/PT など 

006

調節ブロック（基本 PID など） 

PV 発信元指定

ツールソフト 

007 PID など 

PV 入力値 

キャリブレーション 
モード時 

通常時 

擬似入力 

擬似入力 

いずれかから 

PV 入力値 PV 入力値 

実 PV 入力値

 
■ キャリブレーションモードへの切り替えおよび擬似入力設定方法 

キャリブレーション機能を実行すると、調節ブロックへの PV（現
在値）が変化することにより、MV（操作量）が変化します。し
たがって、この機能を実行する前に、擬似入力値を設定すること

でMVが変化しても、装置が安全であることを確認してください。 
装置が想定外の動作をし、重大な事故につながる恐れがありま

す。 
 

● ツールソフトからの操作 
以下の手順で行います。 
－キャリブレーションモードに切り替え、PVに擬似入力を与えるとき 
1. ブロック結線図を動作確認します。 
2. 擬似入力を与えたい計器ブロックを右クリックして、ポップアップメニューから
［ワイヤレスデバッグ設定］を選択します。 
以下のダイアログボックスが表示されます。 
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3. ［デバッグモード］にて、「固定値入力」を選択します。 
値を入力します。 

4. ［OK］または［適用］ボタンをクリックします。 
・［OK］を選択すると、設定を反映してダイアログを閉じます。 
・［適用］を選択すると、設定を反映しますがダイアログは閉じません。 

5. ブロック結線図上の計器ブロックの表示が、以下のようになります。 
・右上端に「CAL」アイコンが表示されます。 
・擬似入力設定された PVが緑色枠で囲まれます。 

 例）擬似入力＝100.00 の場合 

「CAL」アイコン表示 
＝キャリブレーションモードで
あることを示します。 

 
 
－キャリブレーションモードから抜けるとき 
1. キャリブレーションモードから抜けたい計器ブロックを右クリックして、ポップア
ップメニューから［ワイヤレスデバッグ設定］を選択します。 

2. ［デバッグモード］にて、「なし」を選択し、［OK］または［適用］ボタンをク
リックします。 

 

● SCADAソフト／PTなど（HMI I/F）からの操作： 
以下の手順で行います。 
－キャリブレーションモードに切り替え、PVに擬似入力を与えるとき 
1. 擬似入力を与えたい計器ブロックの HMI I/Fエリアの「キャリブレーションモー
ド切替」（EM□_15000+20×ブロック番地+19CHビット 15。□はバンク No.）を
1（ON）にすることで、キャリブレーションモードに切り替えます。 

2. HMI I/F エリアの「PV入力値」または「P1入力値」（EM□_15000+20×ブロック
番地+0CH。□はバンク No.）を変更します。 

 
－キャリブレーションモードから抜けるとき 
1. キャリブレーションモードから抜けたい計器ブロックの HMI I/Fエリアの「キャリ
ブレーションモード切替」（EM□_15000+20×ブロック番地+19CHビット 15。□
はバンク No.）を 0（OFF）にすることで、キャリブレーションモードから抜けます。 
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関連する SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
SCADAソフトでの
CSVタグ 

オフセット ITEM 

タグ ITEM（固定） 

データ名 送／受
信 

+0CH  （先頭） 007 PV/P1 PV 入力値/P1 入力値 送受 

+18CH ビット 15 000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH ビット 15 000 SYM キャリブレーションモード 送受 

 

参 考 

 

・キャリブレーションモードにして PV 入力値（ITEM007）を強制セットしても、ユー
ザリンクテーブルの宛先指定で PV 入力値（ITEM007）に出力している場合は、ユーザ
リンクテーブルの実行により、上書きされます。 

・HMI I/F機能により、演算停止の状態からは、キャリブレーションモードへ切り替
えることはできません。 

・キャリブレーションモードから、演算停止の状態に変更されると、キャリブレーシ
ョンモードは解除され、演算停止となります。その後、演算停止を解除しても、キ
ャリブレーションモードには戻らず、通常モードになります。キャリブレーション
モードにするには、再度モードを切り替えてください。 

・キャリブレーションモード中に、HOTスタート、COLDスタート、電源再投入、ま
たは INNERボードリスタートのいずれかを行うと、キャリブレーションモードは
解除されます。 

 

■ 実 PV入力値のモニタ 
LCBV3.0以降では、常に（キャリブレーションモードか通常モードのいずれの場合も）、
キャリブレーションモード対象の計器ブロックの実 PV入力値は、実 PV入力値モニタ
エリア（注）に出力されます。 
注：「実 PV入力値モニタエリア」は、EM□_29020+N-1（□は EMバンク No.、N：ブロック番
地（1～500））です。 

参 考 ・キャリブレーションモード対象外の計器ブロックの場合、実 PV入力値モニタエ
リアに、0が出力されます。 
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3－2－13 CPUユニットの状態とループコントローラの状態の関係 
■ ループコントローラの運転停止／運転継続の条件 

ループコントローラは、以下の条件で、運転を停止または継続します。 
運転停止の条件 運転継続の条件 

●以下の異常発生時 
・初期認識異常 
・ボード異常 
・計器ブロックデータベース異常（全計器ブロック
が異常の場合） 

・CPUユニット異常（WDT異常、サイクリック監
視異常、バス異常） 

・CPUユニットの CPU待機中 
・CPUユニットの運転停止異常（FALS命令の実行
を含む） 

●以下の異常発生時 
・計器ブロックデータベース異常（特定計器ブ
ロックのみが異常の場合） 
・CPUユニットの運転継続異常（FAL命令の実
行を含む） 
●CPUユニットが「プログラム」モード時、「運
転」モード時、「モニタ」モード時すべて 
●CPUユニットが負荷遮断中（負荷遮断フラグ

ON） 

 

参 考 
 

ループコントローラは、LCB負荷率が 3回連続して 80％を超えたときは、ループコ
ントロールボード高負荷運転中フラグ（A42408）が 1（ON）となります。ただし、
このとき、ループコントローラの運転は継続します。（詳細は、3-2-17項「LCB負荷
率について」参照） 
 

■ CPUユニットの運転停止異常時のループコントローラの動作 
CPUユニットが運転停止異常（FALS命令実行を含む）により運転停止時、ループコ
ントローラは、同時に、運転を停止します。 
 

お願い 
 

制御出力ユニット形 CS1W-PMV01/PMV02、アナログ出力ユニット形
C200H-DA003/004、形 CS1W-DA08V/C、形 CS1W-DA041およびアナログ入出力ユ
ニット形 C200H-MAD01、形 CS1W-MAD44は、以下のときに、アナログ出力値を、
直前の値、最小値、最大値のいずれかにホールドする機能をもちます。 
したがって、CPUユニットの運転停止と同時に、ループコントローラが停止したとき
に、アナログ出力値をある値に保持する場合、アナログ出力ユニットのこの出力ホー

ルド機能を使用してください。 
・運転停止異常（FALS命令実行時を含む） 
・負荷遮断中 
 

■ CPUユニットが「プログラム」モード時のループコントローラの動作 
CPUユニットが「プログラム」モードのときでも、ループコントローラは、運転を継
続します。 
 

■ CPUユニットが負荷遮断時のループコントローラの動作 
CPUユニットが負荷遮断フラグにより、出力リフレッシュを停止した時でも、ループ
コントローラは、運転を継続します。ただし、このとき、接点は出力されず、OFFと
なります。アナログ出力は、アナログ出力ユニットの出力ホールド機能にしたがって、
ある値がホールド出力されます。したがって、ループコントローラは内部的な演算を
行うのみで、外部に対する制御動作は行われません。 
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3－2－14 演算周期の指定 
ループコントローラ内の各計器ブロックは、一定の演算周期ごとにサイクリックに実
行されます。すべて（フィールド端子、ステップラダーなどすべて）の計器ブロック
がサイクリックに実行されます。 
デフォルトでは、基本的に*1すべての計器ブロック（ステップラダーブロックを含む）
が、システム共通ブロック（ブロック形式 000）で設定した、共通演算周期の 1秒で、
実行されます。この場合、すべての計器ブロックの演算周期が 1秒となり、すべての
計器ブロックが 1秒毎に実行されます。 
例えば、下図で、全計器ブロック A、B、C、Dを実行して、1秒かからない場合、1
秒になるまでアイドリングをします。1秒に達すると、次の演算周期として計器ブロッ
ク Aから順に実行します。 

 

計器ブロック B 

計器ブロックＡ
 

計器ブロック C 

演算周期 
（この周期でサイ
クリックに実行） 
デフォルトですべ
ての計器ブロック
が 1秒 

計器ブロック D 

アイドリング 
（待ち時間） 

注 注：周期を一定にするため、計
器ブロックを実行後、アイ
ドリングを行います。 
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■ すべての計器ブロックを共通演算周期で実行する場合 
デフォルトで、基本的に＊1すべての計器ブロックの演算周期（ITEM004）は、共通演
算周期となっています（システム共通ブロックの ITEM004の値にしたがい、連動しま
す）。システム共通ブロック（ブロック形式 000）のシステム共通演算周期（ITEM004）
は、デフォルトで 1秒です。 
共通演算周期を 1秒以外に変更したい場合、システム共通ブロック（ブロック形式 000）
のシステム共通演算周期（ITEM004）に、以下のいずれかの演算周期を設定します。 

1：0.1秒、2：0.2秒、3：0.5秒、4：1秒、5：2秒（デフォルトでは、4：1秒） 
 

＊1： 以下の計器ブロックの ITEM004（演算周期）のみ、例外として、0（共通演算周期）およ
び 5（2秒）を設定できません。これらの計器ブロックのデフォルトは、「4：1秒」です。 

例外：変化率演算・警報（形式 113）、アナログ記憶（形式 118）、移動平均（形式 145）、台
形プログラム（形式 155）、折れ線プログラム（形式 156）、折れ線プログラム 2（形 157）、
時系列データ統計（形式 153） 

 

 各ブロック共通（システム共通演算周期） 

ブロック ブロック 

 
 

参 考 
 

ツールソフト Ver.3.0以降では、ブロック結線図単位で、演算周期を一括設定するこ
ともできます。 

■ 特定の計器ブロックを指定演算周期で実行する場合 
特定の計器ブロックの演算周期を変更するときは、各ブロックの ITEM004（演算周期）
をデフォルトの「0：各ブロック共通」から、1：0.1秒、2：0.2秒、3：0.5秒、4：1
秒、5：2秒、6：0.01秒、7：0.02秒、8：0.05秒のいずれかに設定します。 
それによって、各計器ブロックの演算周期を 0.1秒、0.2秒、0.5秒、1秒、2秒、6：0.01
秒、7：0.02秒、8：0.05秒の 8つのグループ（システム共通を含めると 9つのグルー
プ）に任意に設定することができます。なお、この特定ブロックの演算周期の設定は、
システム共通演算周期と共存可能です（ある計器ブロックはシステム共通演算周期で、
他のグループはたとえば演算周期 0.1秒とすることが可能です）。 
注： LCB05Dの場合、0.01秒（10ms）、0.02秒（20ms）、0.05秒（50ms）は設定することはで
きません。 

 

計器ブロック G
例：基本 PID 

ループコントローラ 

計器ブロック B 
例：警報 

計器ブロックＡ 
例：リンクテー
ブル Read 

計器ブロック C 
例：ステップラダー 

システム共通の 
演算周期 
例：1s 

特定の 
演算周期 
例：100ms 

●システム共通の演算周期 ●ある計器ブロックのみの特定演算周期 

計器ブロック D 
例：リンクテーブ
ル Write 

計器ブロック E
例：リンクテー
ブル Read  

計器ブロック F 
例：開平演算 

計器ブロック H
例：リンクテー
ブル Write 
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参 考 
 

以下のような場合に、ある特定ブロックの演算周期を 1秒よりも短く指定します。 
・圧力や流量の制御ループにおいて、アナログ入出力の更新周期および PID演算実行
周期を速めたい場合 
この場合、1つのループ（アナログ入力－開平などの演算－PID制御－アナログ出
力など）に使用するすべての計器ブロックの演算周期を同一の短い値に設定します。
・リモート／ローカルの切替処理などの実行タイミングを速めたい場合 
この場合、ステップラダーブロック（ブロック形式 301）またはシーケンステーブ
ル（ブロック形式 302）の演算周期を短く設定します。 
・ループコントローラ内でのタイマ／カウンタ処理の最小分解能（時間精度）を小さ
くしたい場合 
・ループコントローラ内でのタイマ／カウンタの最小分解能（時間精度）は、演算周
期と同一です。したがって、この場合、タイマ（ブロック形式 205）／カウンタ（ブ
ロック形式 208）の演算周期を短く設定します。 

 
 

3－2－15 演算周期の決定の条件 
演算周期を決定するにあたり、ループコントローラとしては、以下の 2つまたは 3つ
の条件を満たしていることが必要です。 
1） 「LCB負荷率」（実際の演算実行時間／設定演算時間の比率）が 80%以下である
こと。（詳細については、3-2ページ「3－2－17 LCB負荷率について」の項を参
照してください） 

2） システム全体としての外部入出力応答時間が、対象アプリケーションにおいて適
切なこと。 
システム全体としての外部入出力応答時間は、CPUユニットのサイクルタイムと
計器ブロックの演算周期に依存します。（システム全体としての外部入出力応答
時間の詳細については、3-2ぺージ「3－2－19 システム全体での外部入出力応答
時間」を参照してください。） 

3） プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）の場合のみ、最小の演算周期が、
CPUユニットのサイクルタイムの 5倍以上であること。 
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参 考 
 

ステップラダーブロックのシーケンスコマンドの実行周期は、ステップラダーブロッ

ク（形式 301）自体の演算周期にしたがいます。そのため、CPUユニット側のコマン
ドの実行周期（サイクルタイム）にくらべ低速です。したがって、計器ブロックとの

組み合せで使用する機能です。高速の処理が必要な場合は、CPUユニット側のコマン
ドを使用してください。 
 

STEP 00 
STEP 00 
LOAD 001013 
AND 002012 
OUT 100-020 

演算周期 

●論理シーケンスのみの場合 

STEP 00 
STEP 00 
LOAD 001013 
AND 002012 
OUT 100-020 

演算周期 

●論理シーケンスとステップシーケンスの場合 

STEP n 
STEP n 
LOAD NOT 010020 
JUMP 000n 
 
STEP TIMER 

 
 

参 考 
 

タイマ（ブロック形式 205）、間欠タイマ（ブロック形式 206）、ステップラダーブ
ロック（ブロック形式 301）の STEP TIMERの最小分解能（精度）は、ITEM004に
設定した演算周期と同じになります。 
 

■ ブロック間の接続と、演算周期の関係 
異なる演算周期のブロック間をデータ接続した場合でも、各ブロックは、自身の演算
周期にもとづいて、入力および出力を更新します。 
 ブロック A 
演算周期：a秒 

ブロック B 
演算周期：b秒

左記のような場合、ブロック Aは、アナログ信
号を a 秒ごとに更新出力します。これに対し
て、ブロック Bは、アナログ信号を b秒ごとに
入力します。 

アナログ信号 

 
 

参 考 
 

例えば、演算周期 0.1秒のブロックの出力を、演算周期 1秒のブロックに接続した場
合、1秒のブロックは、0.1秒のブロックの 10回演算後のデータをとることになりま
す。 
 
なお、計器ブロックの演算順は、演算周期が同期している（同じ演算周期の）場合で
も、ソフト結線の接続順とは、かならずしも一致しません（上記例では、ブロック A
の後ブロック Bとは限りません）。詳細は、次の 3-2-16項「演算順序」を参照してく
ださい。 
ユーザリンクテーブルは、接続したブロックの中で、一番早い演算周期にあわせて、
ツールソフトからダウンロードされます。 
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3－2－16 演算順序 
計器ブロックの演算は、演算周期がまわってきたブロック（同じ演算周期のブロック）
の中で、 
(1)システムで固定の演算グループ順、かつ(2)その中でのブロック番地順、または（調
節・演算ブロックの場合のみ）ユーザ任意指定順またはブロック結線図上の配置順の
いずれかで実行されます。 
システムで固定の演算グループ順は、以下の計器ブロックの分類順（①→②→③→④）
に実行します。 
① ユーザリンクテーブル（Read：入力）（ツールソフト上で仮想化されたフィールド入力端子ブ
ロック Di端子、Ai端子を含む） 

 ↓ 
② システム共通ブロック 
 ↓ 
③ 調節・演算ブロック、外部調節計ブロック、シーケンステーブル、ステップラダー 

 調節・演算ブロック、外部調節計ブロック、シーケンステーブル、ステップラダーは、以下の
1）→2）の順で実行されます。 
1）各ブロックの演算周期（ITEM004）に設定している値が 0（共通演算周期：システム共通ブ
ロックの演算周期）の計器ブロック群 

2）各ブロックの演算周期（ITEM004）に設定している値が 0（共通演算周期：システム共通ブ
ロックの演算周期）以外の計器ブロック群 

 さらに上記 1）、2）の中での実行順は、調節・演算ブロック→外部調節計→シーケンステーブ
ルおよびステップラダーの順で、さらにその中の順は、以下のとおりです。 
●調節・演算ブロック： 
デフォルトでは、ブロック番地順で実行されます。 
なお、調節・演算ブロックの場合、この演算順序を、a）ユーザ任意の順に変更するか、また
は b）ブロック結線図上の配置順に、変更することができます。 

 a) ユーザ任意指定順にする場合： 
 ツールソフトにて、「調節・演算ブロック」の各計器ブロックの ITEM005（演算実行順序）
にて、演算順序（1～2000）を設定します。 

 b) ブロック結線図上の配置順に変更する場合： 
 下図のように、計器ブロック結線図 No.1→2→3‥‥‥の順で、各計器ブロック結線図内は、
左上から①→②→③→‥‥‥→⑱の順にするときは、[設定] | [演算順序一括設定]を選択し
てください。 

 

 
 

① 

② 

③ 

④ 

⑥ 

⑤ 

⑦ ⑩ ⑬ ⑯ 

⑧ 

⑨ 

⑪ 

⑫ 

⑭ 

⑮ 

⑰ 

⑱ 

ブロック結線図 

<台座モードの場合> <フリーロケーションモードの場合> 

①

②

③

④ 

⑥ 

⑤ 
⑦ 

⑧ 

⑨ 

ブロック結線図 

 
 注 1：同一の計器ブロックを複数の結線図に貼り付けている場合、若い方の No.のブロック結線図上の演算順序が

有効となります。 
●外部調節計：1演算周期ごとに 1ブロックのみを、ブロック番地順に実行します。 
●シーケンステーブルおよびステップラダー：各々ブロック番地順です。 

 ↓ 

④ ユーザリンクテーブル（Write：出力）（ツールソフト上で仮想化されたフィールド出力端子ブ
ロック Do端子、Ao端子を含む） 
注：プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）の場合は、ユーザリンクテーブルによる入
出力処理が演算周期内サイクルタイム毎に分割リフレッシュされます。 
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3－2－17 LCB負荷率について 
ループコントローラ内の各計器ブロックは、最小演算周期を 0.01秒にすることが可能
です。しかし、多くの計器ブロックを使用した場合、ループコントローラ内の処理能
力によっては、指定した演算周期で処理することが不可能となります。そのため、ル
ープコントローラの処理能力を示す指標として、「LCB負荷率」があります。この LCB
負荷率は、計器ブロックの演算周期を決定するための 1つの条件となります（3-2ペー
ジ「3－2－15 演算周期の決定の条件」を参照）。 
LCB負荷率とは、「各ブロックを実際に実行し終えてアイドリングに入るまでの時間
を設定した演算周期で割った比率の各演算周期ごとの総計（Σ）」＋「固定負荷率」
です。 
 
 Σ 

設定演算周期 

実際の演算実行時間 
LCB負荷率＝ ＋固定負荷率 

 
 
 

ブロック 
A 

ブロック 
F 

実際の演算にかかった時間 

設定演算周期 2s 

ブロック
A 

ブロック
F 

実際の演算にかかった時間 

2s 

時間 

アイドリング アイドリング 

ブロック 
G 

実際の演算に
かかった時間 

設定演算周期 1s 

アイドリング 

ブロック
G 

実際の演算にか
かった時間 

1s 

アイドリング

ブロック
G 

実際の演算にか
かった時間 

1s 

アイドリング

ブロック 
G 

実際の演算にか
かった時間 

1s 

アイドリング 

時間 

LCB 負荷率は、上記各演算周期ごとの、実際の演算にかかった時間÷設定演算周期の総

計（Σ）、プラス固定負荷率となります。 

ブロック 
X 

実際の演算にかかっ
た時間 

設定演算周期 10ms 

アイドリング 

ブロック 
X 

10ms 

時間 

＋） 

 
演算実行時間の実際の内容は、以下の 2つの時間の合計となります。 
①オーバーヘッド時間（FINS通信処理、および内部処理） 
②各計器ブロックの演算実行時間の合計 
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3－2－18 システム設計段階での LCB負荷率の検討 
ループコントローラの計器ブロックの LCB負荷率の目安は、80%です。各計器ブロッ
クのLCB負荷率が 80%以下となるかどうかを、システム設計段階で検討してください。 
 
LCB負荷率が 80%を超えても、 PIDなどの演算に誤差は発生しませんが、FINSコマ
ンド通信処理、内部処理などのオーバーヘッド時間の変動による、LCB負荷率の一時
的な増加の可能性があるため、LCB負荷率の最大値は「80%以下」で使用してくださ
い。 
LCB負荷率の最大値は、ツールソフトのシステム運転確認でモニタしてください（［実
行］メニューから［運転］｜［運転］｜［運転確認］を選択して、ITEM048「LCB最
大負荷率」の値を確認することによります）。なお、表示されている負荷率の最大値
は、ループコントローラの運転開始以降の最大値です。 
LCB負荷率が 100%を超えても、演算自体は、以下のように演算周期をオーバーして
実行されます。ただし、その場合は、PID演算などの演算に誤差が発生します。 

 ブロック 
A 

ブロック 
F 

実際の演算にかかった時間

設定演算周期 

実際の演算にかかった時間 

設定演算周期 

オーバー 

ブロック 
A 

ブロック 
F 

オーバー 

時間 

 
もし、LCB負荷率の最大値が 80%を超える場合は、以下の処置を実行してください。 
①演算周期を長くしてもアプリケーション上問題がない計器ブロックの演算周期を、
より長い演算周期（グループ）になるように、設計変更をしてください。 
②もし、LCB最大負荷率が 80%を超えて、これ以上長い演算周期に設定できないと推
定される場合は、CPUユニットを増設してください。 
③CPUユニットを増設できない場合は、ループコントロールユニットを増設（1つの

PLC本体に最大 3台まで可能）して処理を分散してください。 
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■ 試運転段階での LCB負荷率のモニタ 
試運転段階で、設定した演算周期で、実際に LCB負荷率がどんな値になるかをツール
ソフトによってモニタします。 
以下の手順でモニタを実行します。 

1 計器ブロックデータをループコントローラに転送します。 
2 ループコントローラを運転開始させます（ツールソフトによる、または PLC本体
の電源 OFF→ONによる）。 

3 ツールソフトを接続し、 [実行]メニューから[運転]－[運転確認]を選択します。 
システム運転画面に以下のLCB負荷率（現在LCB負荷率およびLCB最大負荷率）
が表示されます。 
現在 LCB負荷率、および LCB最大負荷率 
もし、LCB最大負荷率が 80%を超える場合は、演算周期を長くしてもアプリケー
ション上問題がない計器ブロックの演算周期を、より長い演算周期（グループ）
に変更してください。 
もし、LCB最大負荷率が 80%を超えて、これ以上長い演算周期に設定できない場
合、CPUユニットを増設するか、ループコントロールユニットを増設（1つの PLC
本体に最大 3台（CPUベースのみ）まで可能）して処理を分散してください。 

注：ループコントロールユニットと異なり、演算周期自動切替機能はありません。 
ただし、LCB負荷率が 6秒間連続して、80％を超えたときは、ループコントロールボード
高負荷運転中異常として A42408が 1（ON）となります。この場合は、上記のとおり、演算
周期変更またはループコントロールユニット増設による分散処理を実行してください。 
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3－2－19 システム全体での外部入出力応答時間 
ループコントローラは、フィールド入出力値（アナログ入力値、アナログ出力値、接
点入力、接点出力）を、以下の方法で外部とデータ交換します。 
1 アナログ入出力ユニットまたは基本 I/Oボードが CPUユニットの I/Oメモリと I/O
リフレッシュします。 

2 ループコントローラは、各計器ブロックの演算周期に応じて、CPUユニットの I/O
メモリの割付データとデータ交換します。 

例：アナログ入力－PID演算－アナログ出力の場合 
 アナログ入力 

ユニット 

ループコントローラ
CPUユニット 

I/Oリフレッシ
ュ 

I/Oメモリ 

アナログ入力 

計器ブロック：

アナログ入力ブ
ロック 

A/D変換 アナログ入

力変換値 

実行周期
0.2秒 

アナログ出力 
ユニット 

アナログ出力 D/A変換 
I/Oリフレッシ
ュ 

I/Oメモリ 

アナログ入

力変換値 

PIDブロック 
実行周期
0.2秒 

アナログ出力ブ
ロック 

実行周期
0.2秒 

I/Oリフレッシ
ュ 

演算周期 

演算周期 

 
 
ここで言う「システム全体での外部入出力応答時間」（以下「外部入出力応答時間」
と略します）は、アナログ入力データが変化してから、アナログ入力ユニットがアナ
ログ入力値を読み出して、PID演算をし、アナログ出力ユニットがアナログ出力値を
出力するまでの時間を指します（システム全体としての応答性を示します）。 
 

お願い 
 

上記外部入出力応答時間は、一般の調節計における入力サンプリング周期（または演

算周期）×2に相当します。したがって、必ず、システムを設計する場合、以下に示
す計算式にしたがってこの「外部入出力応答時間」を算出の上、対象のアプリケーシ

ョンにおける制御性に問題がないかどうかを検討してください。 
とくに、圧力・流量などの応答が速い制御対象の場合には、PID制御の制御性に問題
が発生しないかどうかを検討してください。 
 
「外部との入出力応答時間」は、以下に示す計算式で算出してくだい。 
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■ 外部との最大入出力応答時間 

● ループコントロールボード（形 CS1W-LCB01/05）、ループ CPUユニット（形

CJ1G-CPU□□P）の場合 

・ 外部との最大入出力応答時間＝2×A/D変換時間＋（2×CY）+（2×T）+ 2×D/A変換時
間 

CY：CPUユニットのサイクルタイム、T：演算周期、 
例）サイクルタイム 20ms、演算周期 0.1秒（100ms）、A/D変換時間＝8ms、 D/A変
換時間＝8ms、 
外部との最大入出力応答時間＝2×8ms＋（2×20ms）＋（2×100ms）+2× 8ms＝272msと
なります。 

● プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）の場合 

・ 外部との最大入出力応答時間＝2×A/D変換時間＋（2×CY）+（3×T）+ 2×D/A変換時
間 

CY：CPUユニットのサイクルタイム、T：最大演算周期（＊1）、 
＊1：ループを構成する計器ブロック群の中で最も長い演算周期 
注：CY（サイクルタイム）は、実際のサイクルタイム＜20msの場合でも、20msで計算してく
ださい。 

例）サイクルタイム 20ms（一定化）、最大演算周期 0.1秒（100ms）、A/D変換時間
＝8ms、 D/A変換時間＝8ms、 
外部との最大入出力応答時間＝2×8ms＋（2×20ms）＋（3×100ms）+2× 8ms＝372msと
なります。 
 

■ 外部との最小入出力応答時間 

● ループコントロールボード（形 CS1W-LCB01/05）、ループ CPUユニット（形

CJ1G-CPU□□P）の場合 

・ 外部との最小入出力応答時間＝A/D変換時間＋（1.0×T）+ D/A変換時間 
T：演算周期 
例） 
演算周期 0.01秒（10ms）、A/D変換時間＝1ms、D/A変換時間＝1ms 
外部との最小入出力応答時間＝1ms＋（1.0×10ms）+ 1ms＝12msとなります。 
 

● プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）の場合 

・ 外部との最小入出力応答時間＝A/D変換時間＋（1.0×T）+ D/A変換時間 
T：演算周期 
例）演算周期 0.1秒（100ms）、A/D変換時間＝1ms、D/A変換時間＝1ms 
外部との最小入出力応答時間＝1ms＋（1.0×100ms）+ 1ms＝102msとなります。 
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お願い 
 

アナログ入出力ユニット使用時の留意事項 
「ユニット前面号機 No.」＝「フィールド端子の号機 No.設定」とすることが絶対に
必要です。 
ループコントローラは、フィールド端子を使用して運転を開始すると、フィールド端

子で指定した号機 No.の割付リレーエリアに対して以下の書き込み処理を実行しま
す。 
1)アナログ出力ユニット、アナログ入出力ユニットのアナログ出力データの割付リレ
ーエリアに対して、アナログ値を書き込みます。 

2)アナログ出力ユニット、アナログ入出力ユニットの割付リレーエリアの先頭 CH（n）
に対して内部的に書き込み処理を行います。 
したがって、万一、フィールド端子における号機 No.を誤って設定すると、その号
機 No.の高機能 I/Oボードの割付リレーエリアに誤まったデータが書き込まれてし
まい、PLCシステム全体の誤動作の原因となります。 
必ず「フィールド端子における号機 No.＝アナログ入出力ユニットの前面号機 No.
設定」であることを確認してから、ループコントローラの運転を開始するようにし
てください。 

 
・ループコントローラによる書込処理があるフィールド端子 

 

形式 計器ブロック名 対象アナログ入出力
ユニット 

ループコントローラに
よる内部書込処理 

アナログ値の書込処
理 

552 Ao8端子(DA003/4) 形 C200H-DA003/004 割付先頭 CH（n）に、
00FFHexを格納します。 

割付エリア n+1～n+8
にアナログ値を格納

553 Ai2／Ao2端子
(MAD01) 

形 C200H-MAD01 割付先頭 CH（n）に、
0003Hexを格納します。 

割付エリア n+1～n+2
にアナログ値を格納

583 Ai4／Ao4端子
（MAD44） 

形 CS1W-MAD44 割付先頭 CH（n）に、
000FHexを格納します。 

割付エリア n+1～n+4
にアナログ値を格納

563 Ao4端子（PMV01）形 CS1W-PMV01 
（絶縁型制御出力） 

なし 割付エリア n+1～n+4
にアナログ値を格納

585 Ao8端子
(DA08V/C） 

形 CS1W-DA08V/C 割付先頭 CH（n）に、
00FFHexを格納します。 

割付エリア n+1～n+8
にアナログ値を格納

587 Ao4端子（DA041） 形 CS1W-DA041 割付先頭 CH（n）に、
000FHexを格納します。 

割付エリア n+1～n+4
にアナログ値を格納

565 Ao4端子（PMV02）形 CS1W-PMV02 なし 割付エリア n+1～n+4
にアナログ値を格納

591 Ao2端子（DA021） 形 CJ1W-DA021 割付先頭 CH（n）に、
0003Hex 

割付エリア n＋1～n
＋2にアナログ値を
格納 

592 Ai4／Ao2端子
（MAD42） 

形 CJ1W-MAD42 割付先頭 CH（n）に、
0003Hex 

割付エリア n＋1～n
＋2にアナログ値を
格納 
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参 考 ・ループコントローラによる書込処理がないフィールド端子 
 

形式 計器ブロック名 対象アナログ入出力ユニット ループコントロー
ラによる内部書込
処理 

アナログ
値の書込
処理 

551 Ai8端子(AD003) 形 C200H-AD003 なし なし 
561 Ai4端子

（PTS01/02/03/11/12、
PDC01/11、PTW01） 

形 CS1W-PTS01-V1/PTS11（絶縁
型熱電対入力）、 
形 CS1W-PTS02/03/12（絶縁型測
温抵抗体入力）、 
形 CS1W-PDC01/11（絶縁型直流
入力）、 
形 CS1W-PTW01（2線式伝送器入
力ボード） 

  

562 Pi4端子（PPS01） 形 CS1W-PPS01（絶縁型パルス入
力） 

  

564 Ai8端子（PTR01/02） 形 CS1W-PTR01（電力トランデュ
ーサ入力）、形 CS1W-PTR02（直
流入力 100mV） 

  

566 Ai4端子（PTS51） 形 CS1W-PTS51/形 CJ1W-PTS51
（絶縁型熱電対入力） 

 

567 Ai4端子（PTS52） 形 CS1W-PTS52/形 CJ1W-PTS52
（絶縁型測温抵抗体入力） 

 

568 Ai8端子（PTS55） 形 CS1W-PTS55（絶縁型熱電対入
力） 

 

569 Ai8端子（PTS56） 形 CS1W-PTS56（絶縁型測温抵抗
体入力） 

 

570 Ai8端子（PDC55） 形 CS1W-PTS56（絶縁型測温直流
入力） 

 

571 Ai2端子 
（PRS15/16,PDC15） 

形 CJ1W-PTS15（絶縁型熱電対入
力）、形 CJ1W-PTS16（絶縁型測
温抵抗体入力）、形 CJ1W-PDC15
（絶縁型直流入力） 

 

572 Ai4端子(PH41U） 形 CJ1W-PH41U 絶縁型フルマ
ルチ入力ユニット（高分解能タイ
プ） 

 

573 Ai4端子(AD04U） 形 CJ1W-AD04U 絶縁型フルマル
チ入力ユニット（汎用タイプ） 

 

581 Ai4端子(ADG41) 形 CJ1W-ADG41 アナログ入力ユ
ニット（高速タイプ） 

 

582 Ai16端子（AD161） 形 CS1W-AD161  

584 Ai8端子（AD081） 形 CS1W-AD081   
586 Ai4端子（AD041） 形 CS1W-AD041   

 

● アナログ出力ユニット形C200H-DA003/004、形CS1W-DA08V/C、形CS1W-DA041、

アナログ入出力ユニット形 C200H-MAD01、形 CS1W-MAD44を使用する場合 
アナログ出力ユニットおよびアナログ入出力ユニットは、CPUユニットの動作モード
が「運転」または「モニタ」モードから、「プログラム」モードへの遷移時に、CPU
ユニットから変換イネーブルフラグを OFFとされ、出力ホールド機能にしたがって、
アナログ出力値を、（直前の値、最小値、最大値のいずれかに）ホールドします。 
ループコントローラは、この変換イネーブルフラグを強制的に ONにします。 
ただし、「プログラム」モードへの遷移時に、一瞬（ループコントローラの演算周期
の間）、変換イネーブルフラグが OFFとなり、その結果、アナログ出力値が一瞬出力
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ホールド値に振れます。 
「プログラム」モードへの遷移時に、アナログ出力値が出力ホールド値に振れないよ
うにするには、CPUユニットの I/Oメモリ保持フラグ（A50012）を ONにし、同時に、
PLCシステム設定の「I/Oメモリ保持フラグの電源 ON時の保持／非保持」を保持に設
定してください。 
 

● 絶縁型制御出力ユニット形 CS1W-PMV01/02を使用する場合 
絶縁型制御出力ユニットは、変換イネーブルフラグをもたず、割付 DMエリアの設定
で、変換停止を指示します。デフォルトでは、変換は実行されアナログ出力値はリフ
レッシュされ出力されます。この割付 DMエリアによって変換を停止しない以上、
（CPUユニットの運転停止異常以外では）変換は常に実行されます。 
ただし、「プログラム」モードへの遷移時に、一瞬（ループコントローラの演算周期
の間）、アナログ出力値が、下限（最小）値に振れます。 
「プログラム」モードへの遷移時に、アナログ出力値が下限（最小）値に振れないよ
うにするには、CPUユニットの I/Oメモリ保持フラグ（A50012）を ONにし、同時に、
PLCシステム設定の「I/Oメモリ保持フラグの電源 ON時の保持／非保持」を保持に設
定してください。 
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3－3 CPUユニットとのデータ交換 
 
ループコントローラが、CPUユニットとデータ交換する内容に、以下の 3種類があり
ます。 
1.互いの運転ステータスの交換 
2.CPUユニットからループコントローラへの指令 
3.任意データの交換 
 

3－3－1 互いの運転ステータスの交換 
ループコントローラと CPUユニット間は、以下の 2つのエリアによって互いの運転ス
テータスを確認できます。 
・特殊補助リレー：ループコントローラの運転ステータス→CPUユニットへ、CPUユ
ニットからループコントローラへの指令 
・システム共通ブロック（ブロック形式 000）：CPUユニットの運転ステータス→ル
ープコントローラへ 
 ループコントローラ CPUユニット 

特殊補助リレー 
A355～357CH、A424CH 

システム共通ブロック 

・CPUユニットの運転ステー
タス 

 
 

・ループコントローラ 
運転ステータス 

I/Oメモリ 

・ループコントローラ 
指令ビット 

特殊補助リレー
A608CH、609CH 
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■ CPUユニットの運転ステータス 
システム共通ブロックの ITEM007～011、013に、CPUユニットの運転ステータスが常
時反映されます。したがって、システム共通ブロックの接点出力をもとに、ステップ
ラダーブロックなどによって、ループコントローラ側で必要な処理を実行できます。 

 ループコントローラ CPUユニット 

システム共通ブロ
ック 

 
システム共通ブロックの CPU運転ステータス 

ITEM 1(ON） 0(OFF) 
007 運転停止異常中（システム自己診断での運転停止異

常、または FALS命令実行） 
運転停止異常でない 

008 運転中（「運転｣モード、または「モニタ」モード） 停止中（「プログラム」モード、ま
たは運転停止異常） 

009 負荷遮断中（特殊補助リレーA50015が ON） 負荷遮断中でない 
010 「運転」モード 「運転」モードでない 
011 「モニタ」モード 「モニタ」モードでない 
013 「プログラム」モード 「プログラム」モードでない 

 

● CPUユニットの運転ステータスに応じて、ループコントローラ側である処理をす

るとき 
CPUユニットの運転ステータスに応じてループコントローラ側である処理を行いたい
場合は、システム共通ブロックの下記の CPUユニットの運転ステータス（ITEM007～
0011、013）を入力条件として、シーケンステーブルまたはステップラダーブロックを
使用して、必要な処理を行ってください。 
例：CPUユニットが「プログラム」モードのとき停止指示をする場合 

CPUユニットが、「プログラム」モードのとき、強制的に、ループコントローラ
の運転を停止する場合、以下のように、システム共通ブロック（形式 000）の CPU
運転ステータスの ITEM013（プログラムモード）を入力して、シーケンステーブ
ル（形式 302）またはステップラダーブロック（形式 301）および ITEM書き込み
ブロック（形式 171/172）によって、システム共通ブロック（形式 000）の ITEM014
（運転指令）を 0（停止）にしてください。 

 

システム共通ブロ

ック

シーケンステーブ

ルまたはステップ

ラダーブロック

システム共通ブロ

ック

014013

ITEM 書き込み

ブロック

014

 
注：システム共通ブロックの ITEM014（運転指令）を 0（停止）に設定すると、CPUユニッ
トの動作モードを｢運転」または「モニタ」モードに変更しても、ループコントローラ
は、停止のまま運転を開始しません。運転を再開させるには、システム共通ブロックの
ITEM014（運転指令）を 1（HOTスタート）または 2（COLDスタート）に設定するこ
とが必要です。 
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例：PID制御のプリセットMV値への切替、またはMVホールド指示する場合 
同様に、CPUユニットが、「プログラム」モードのとき、強制的に、高度 PIDブ
ロックからのMV（操作出力値）をある値にする場合、以下のように、システム
共通ブロックのCPU運転ステータスの ITEM013（プログラムモード）を入力して、
シーケンステーブル、ステップラダーブロック、または接点接続ブロックによっ
て、高度 PIDブロックのプリセットMV切替スイッチ（ITEM080）を ON、また
はMVホールドスイッチ（ITEM082）を ONにしてください。 

 

システム共通ブロ

ック

シーケンステーブ

ルまたはステップ

ラダーブロック

高度 PID ブロック

080/082013

 
■ ループコントローラの運転ステータス 

CPUユニットの特殊補助リレーA358CHのビット 00～15に、ループコントローラの運
転ステータスが常時反映されます。したがって、CPUユニットのラダープログラム側
では、それを入力条件として、必要な処理を実行できます。 

 ループコントローラ CPUユニット 

特殊補助リレー

 
 

参 考 
 

ループコントローラの場合、CPUユニットの特殊補助リレーA358CHのリフレッシュ
タイミングは、CPUユニットの I/Oリフレッシュのタイミングではなく、LCB01/05
の場合：1秒周期（固定）、LCB05Dの場合：CPUユニットのサイクルタイム（二重
化リフレッシュ毎）の更新タイミングです。 
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● ループコントローラの運転ステータスに応じて、CPUユニットからある処理をす

るとき 
ループコントローラの運転ステータスに応じて、CPUユニットがある処理（アナログ
出力値をある値に変更するなど）を行う場合、特殊補助リレー355CHのビット 00～05
を入力条件として、ラダープログラムを組んでください。 
例 1：ループコントローラ停止時の処理をするとき 
ループコントローラの停止時、または INNERボードとしての CPUユニットとの
データ交換異常時に、ある処理をするようにします。 

 

ループコントローラ

停止時の処理 

ループコントローラ運転中 

A358CH ビット 11 

 
例 2：ループコントローラ運転中の計器ブロック変更通知をするとき 
ループコントローラの運転中に、ツールソフトから計器ブロック単位のダウンロ
ードを実行したことを警報などで通知します。 

 

運転中の計器ブロッ

ク変更通知処理 

計器ブロック変更フラグ 

A358CH ビット 15 
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■ ループコントローラ関連特殊補助リレー一覧 

● ループコントローラ→CPUユニットのフラグ 
チャネル ビット 名称 説明 設定内容 
A324CH 06 右側 INNERボード継

続異常 
（プロセスCPUユニ
ット（形 CS1D-CPU
□□P）のみ） 

CS1D CPUユニットのデュプレックスモードで、右
側 INNERボードが運転継続異常のとき、1(ON)と
なります。 

1：運転継続異常 
0：上記以外 

 07 左側 INNERボード継
続異常 
（プロセスCPUユニ
ット（形 CS1D-CPU
□□P）のみ） 

CS1D CPUユニットのデュプレックスモードで、左
側 INNERボードが運転継続異常のとき、1(ON)と
なります。 

1：運転継続異常 
0：上記以外 

A358CH 01 PV異常接点入力 基本 PIDブロック（形式 011）または高度 PIDブロ
ック（形式 012）の ITEM018（PV異常接点入力）
が ONか OFFかを CPUユニットに伝えます。 
注：基本的に、ITEM018（PV異常接点入力）は、
アナログ入力ブロックの断線検知出力 ITEMを発
信元として指定するようにしてくだい。 

1：PV異常接点入力 ON時 
0：PV異常接点入力 OFF時 

 02 MV異常接点入力 基本 PIDブロック（形式 011）または高度 PIDブロ
ック（形式 012）の ITEM090（MV異常接点入力）
が ONか OFFかを CPUユニットに伝えます。 
注：基本的に、 ITEM090（MV異常接点入力）は、
アナログ出力ユニットの断線検知出力 ITEM
を発信元として指定するようにしてくだい。

1：MV異常接点入力 ON時 
0：MV異常接点入力 OFF時 

 03 実行エラー いずれかの（1つ以上の）計器ブロックの ITEM003
（エラー表示）が 0（正常）以外のときに、計器ブ
ロックの実行エラーとして、CPUユニットに伝え
ます。 
注：実行エラー（エラーコード 0以外）の各内容お
よび処置については、7－1項「異常とその処
置」を参照してください。 

1：実行エラーあり 
0：実行エラーなし 

 04 計器ブロックデータ
ベース（RAM）異常

運転中にループコントローラのRAM内の計器ブロ
ックデータが破壊されていることを、CPUユニッ
トに伝えます。 
このとき、HOTスタート指令をしても HOTスター
トとならず、COLDスタートとなります。 
注：エラー発生時、ツールソフトによって「オール
クリア」、「一括ダウンロード」、または「リ
カバリ」を実行するか、または該当計器ブロッ
クを再設定してください。 

1：計器ブロックデータベース異
常あり 

0：計器ブロックデータベース異
常なし 

 07 COLDスタート自動
実行 

非通電中に、スーパーコンデンサの放電などによっ
て RAM内データが不正となったため、COLDスタ
ートを自動で実行したこと（つまり、フラッシュメ
モリに前回バックアップしたデータによって、運転
中であること）を、CPUユニットに伝えます。 
運転停止時に 0（OFF）となります。 
注：本フラグが 1（ON）となったことを確認して、
必要に応じて、最新の計器ブロックデータをダ
ウンロードしてください。 

1：フラッシュメモリ内のバック
アップデータを RAMに読み
出して、COLDスタートを自
動で実行完了 

0：上記以外 

 11 運転ステータス ループコントローラが運転中か否かを CPUユニッ
トに伝えます。 
運転中に 1（ON）となります。 

1：ループコントローラ運転中 
0：停止中 

 13 運転中バックアップ
実行中 

ループコントローラが運転中バックアップを実行
中かどうかを、CPUユニットに伝えます。 

1：運転中バックアップ中 
0：上記以外 

 15 計器ブロック変更あ
り 

ループコントローラが運転したままの状態で、ツー
ルソフトから計器ブロック単位でのダウンロード
（変更）が実行されたことを、CPUユニットに伝
えます。 
CPUユニットのラダープログラム側で、このフラ
グを監視しておいて、運転中の計器ブロック変更
（ループコントローラのいわば「オンラインエディ
ット実行」）がされたことを確認して、必要な処理
（計器ブロック変更通知など）を行ってください。
注：ツールソフトから計器ブロック単位でのダウン
ロード（変更）が実行された場合、その計器ブ
ロックデータは、フラッシュメモリには格納さ
れません。したがって、続けて必ずツールソフ
トからフラッシュメモリへのバックアップ操
作を実行してください。 

1：計器ブロック単位ダウンロー
ドあり時 

0：計器ブロック単位ダウンロー
ドなし、または HOTまたは
COLDスタート実行時 
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チャネル ビット 名称 説明 設定内容 
A356CH 00～06 全計器ブロックの

アラーム OR出力
全計器ブロックの、以下の同一アラームの OR論理を
CPUユニットに伝えます。 

 

 00  MV下限リミッタ到達あり 
(MLA： ITEM:079） 

1：下限以下 
0：下限以下でない 

 01  MV上限リミッタ到達あり 
(MHA：ITEM 078) 

1：上限以上 
0：上限未満 

 02  偏差警報発生あり 
(DVA：ITEM042) 

1：設定値以上 
0：設定値未満 

 03  下下限警報発生あり 
(LL：ITEM:016) 

1：設定値以下 
0：設定値以下でない 

 04  下限警報発生あり 
(L：ITEM015) 

1：設定値以下 
0：設定値以下でない 

 05  上限警報発生あり 
(H：ITEM014) 

1：設定値以上 
0：設定値未満 

 06  上上限警報発生あり 
(HH：ITEM013） 

1：設定値以上 
0：設定値未満 

A357CH 00 二重化運転中 
（プロセス CPUユ
ニット（形
CS1D-CPU□□P）
のみ） 

CS1D CPUユニットのデュプレックスモードで、
INNERボードを二重化して運転中のとき、1(ON)と
なります。 

1：二重化運転中 
0：上記以外 

 02 二重化イニシャル
中 
（プロセス CPUユ
ニット（形
CS1D-CPU□□P）
のみ） 

CS1D CPUユニットのデュプレックスモードで、
INNERボードに対する二重化イニシャル中（アクテ
ィブ側 INNERボードからスタンバイ側 INNERボー
ドへデータ転送／照合中）のとき、1(ON)となります。 

1：二重化イニシャル中 
0：上記以外 

A401CH 12 INNERボード停止
異常フラグ 
（運転停止異常）

ループコントロールボードが異常（WDT異常、
INNERバス異常など）のとき、1(ON)となります。
CPUユニットの運転は停止します。このとき、CPU
ユニットの前面 ERR/ALM LEDは点灯します。 
プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）の場
合、アクティブ側プロセス CPUユニットのループコ
ントローラ部で、この異常が発生すると、運転切り
替えが発生し、スタンバイ側プロセス CPUユニット
のループコントローラ部に運転が切り替わります。 
注： 
・異常解除を行ったとき、0(OFF)となりますが、要
因が解除されないため、再び 1(ON)となります。 

・異常詳細内容は、A424CHビット 00~03に反映さ
れます。 

1：異常 
0：正常 

A402CH 08 INNERボード異常
フラグ 
（運転継続異常）

CPUユニット←→ループコントローラ間のデータ交
換（ループコントローラ自身の異常を含む）が、異
常の場合、1(ON)にセットされます。 
CPUユニットの運転は継続します。CPUユニットの
前面 ERR/ALM LEDが点滅します。ループコントロ
ーラは動作を停止します。 
 
注： 
・異常詳細内容は、A424CHビット 04~15に反映さ
れます。 
・異常解除を行ったとき、0(OFF)となります。 

1：異常あり 
0：異常なし 
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チャネル ビット 名称 説明 設定内容 
A424CH INNERボード異常詳細情報 INNERボード共通または INNERボード機種ご

と固有の異常詳細情報です。以下のビットがあ
ります。 
 

 

 00 INNERボードWDT異常
（運転停止異常） 

ループコントロールボードが故障していると
き、1（ON）となります。 

1：INNERボードWDT異常 
0：正常 

 01 INNERバス異常 
（運転停止異常） 

INNERボードバス異常が発生しているとき、1
（ON）となります。 

1：INNERバス異常 
0：正常 

 02 サイクリック監視異常
（運転停止異常） 

CPUユニット監視異常の(サイクリック監視時
間内に、サイクリックエリアのアクセス権がル
ープコントロールボードへ返ってこない)とき、
1（ON）となります。 

1：サイクリック監視異常 
0：正常 

 03 フラッシュメモリ内デ
ータ異常または二重化
時全計器ブロックデー
タベース（RAM）異常
（運転停止異常） 

以下の場合、1（ON）となります。 
再度、ツールソフトから、計器ブロック全体（大
項目単位）をダウンロードしてください、また
はフラッシュメモリへのバックアップ操作をし
てください。 
・COLDスタート時のデータチェックにて、フ
ラッシュメモリ内データが異常のとき 
・CS1D CPUユニットに装着してデュプレック
スモードで運転中に、すべての計器ブロック
のデータベース（RAM）異常が発生したとき

1：フラッシュメモリ内データ異
常、または二重化時全計器ブ
ロックデータベース（RAM）
異常 

0：フラッシュメモリ内データ正
常、かつ二重化時全計器ブロ
ックデータベース（RAM）正
常 

 04 装着不可 CPUユニット
（運転継続異常） 

ループコントロールボードが、CS1-H CPUユニ
ット以外の CPUユニットに装着されている場
合、1（ON）となります。 
注：CS1 CPUユニット（形式末尾に Hなし）に
は装着できません。 

1：装着不可 CPUユニット（CS1 
CPUユニットなど）へ装着中

  EMファイルメモリ化中ま
たは EMが存在しないとき 

0：正常 
 05 未使用   
 06 CPU高機能ユニットシ

ステム設定エリア 
（ループコントロールユニットのみ）  

 07 ルーチングテーブル異
常 

（ループコントロールユニットのみ）  

 08 ループコントロールボ
ード高負荷運転中 
（運転継続異常） 

MPU負荷率が連続して 6秒間、80%以上のとき、
1（ON）となります。 
このとき、演算周期を長くできる計器ブロック
の演算周期を長く設定してください。それでも 1
（ON）となる場合は。ループコントロールユニ
ットを増設して負荷分散をしてください。 

1：ループコントロールボード高
負荷運転中 

0：正常 

 09 演算周期不適合 
（運転継続異常） 
（プロセス CPUユニッ
ト（形 CS1D-CPU□□P）
のみ） 

CS1D CPUユニットに装着してデュプレックス
モードで運転中に、サイクルタイムが長すぎる
ため、ループコントローラの演算周期の精度が
悪くなったとき（CPUユニットのサイクルタイ
ムが最小演算周期の 30%を 3サイクル連続超え
たとき）、1（ON）となります。 

1：演算周期不適合 
0：正常 

 10 一重化運転中、一部の計
器ブロックデータベー
ス(RAM)異常 
（運転継続異常） 

CS1D CPUユニットに装着してシンプレックス
モードで運転中に、または CS1-H CPUユニット
に装着して運転中に、一部の計器ブロックのデ
ータベース（RAM）異常となったとき、または
簡易バックアップによるメモリカードからのリ
カバリ操作実行時に異常のとき 1（ON）となり
ます。 

1：一重化運転中計器ブロックデ
ータベース異常、またはリカ
バリ操作実行時に異常 

0：正常 

 11 バックアップデータ（フ
ラッシュメモリ）異常

フラッシュメモリ内に格納したパラメータデー
タが壊れた場合、1（ON）となります。 

1：フラッシュメモリデータ異常
0：正常 

 12 指定EMバンク使用不可 指定した No.バンクの EMエリアが使用不可能
なエリアである場合、1（ON）となります。 

1：使用不可 
0：使用可能 

 13~14 未使用   
 15 同期ずれ自動復旧 

（運転継続異常） 
予期せぬ原因により、万一左右の同期がずれた
場合、二重化イニシャル処理を自動的に実行し
同期のズレを復旧します。このときに 1（ON）
となります。 

1：同期ずれ自動復旧により、二
重化イニシャル処理が実行さ
れた 

0：正常 
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3－3－2 CPUユニットからループコントローラへの指令 
CPUユニットから、ループコントローラの電源投入時のスタートモードを指定するこ
ともできます。 

■ ループコントローラ関連特殊補助リレー一覧 

● CPUユニット→ループコントローラの指令ビット 
チャネル ビット 名称 説明 設定内容 運転モー

ド変更時
保持 

電源
ON時
保持 

設定さ
れるタ
イミン
グ 

A608CH 00 INNERボードリス
タートフラグ 

立ち上がり(0→1)時、ループコント
ローラが、リスタートされます（初
期処理に入ります）。 
注：イニシャル処理後、自動的に、
システムによって 0(OFF)になり
ます。 

0→1：INNERボードの
リスタート 

保持 クリア ユーザ
任意 

A609CH 01 電源投入時スター
トモード：HOTス
タート指令 
（プロセス CPUユ
ニット（形
CS1D-CPU□□P）
では使用不可） 

1（ON）のときに、ループコント
ローラの電源投入時スタートモー
ドが HOTスタートとなります
（CPUユニットからループコント
ローラへの指令です）。 
システム共通ブロック（形式 000）
の ITEM018（電源投入時スタート
モード）が「3：CPUユニットから
の指定」に設定されている場合に、
有効となります。 
注：本ビットおよび A609CHビッ
ト 02がともに 1（ON）のときは、
本ビットが優先となり、HOTス
タートとなります。 

1：電源投入時スタート
モードを HOTスタ
ートとする 

0：A609CHビット 02
も 0（OFF）時は運
転停止、A609CHビ
ット 02が 1（ON）
時は COLDスター
ト 

保持 保持 ユーザ
任意 

A609CH 02 電源投入時スター
トモード：COLDス
タート指令 
（プロセス CPUユ
ニット（形
CS1D-CPU□□P）
では使用不可） 

1（ON）のときに、ループコント
ローラの電源投入時スタートモー
ドが COLDスタートとなります
（CPUユニットからループコント
ローラへの指令です）。 
システム共通ブロック（形式 000）
の ITEM018（電源投入時スタート
モード）が「3：CPUユニットから
の指定」に設定されている場合に、
有効となります。 
注：本ビットおよび A609CHビッ
ト 01がともに 1（ON）のときは、
HOTスタートとなります。 

1：電源投入時スタート
モードを COLDス
タートとする 

0：A609CHビット 01
も 0（OFF）時は運
転停止、A609CHビ
ット 01が 1（ON）
時は HOTスタート 

保持 保持 ユーザ
任意 

注：システム共通ブロック（形式 000）の ITEM018（電源投入時スタートモード）が「3：CPU
ユニットからの指定」に設定されている場合は、RDY LEDが点灯し、A60901または A60902
が 1（ON）となるまで、ループコントローラは、CPUユニットなどの外部とのデータ交換
を含め、動作しません。 
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3－3－3 任意データの交換 
ループコントローラは、以下の 2つの方法で、CPUユニットとループコントローラ間
で、任意データを交換できます。 
・常時またはある条件成立（計器ブロックの ITEMの ON時）にデータ交換する場合： 
ユーザリンクテーブルを使用（ユーザリンクテーブルへタグを登録し、そのタグを
計器ブロックで使用） 
・CPUユニットが必要時にデータ交換する場合： 
ユーザプログラム上の CMND命令によりボード宛 FINSコマンドを発行 

注：HMI I/F用データエリア（EMエリア）の割付アドレスを特定して、CPUユニットのラダー
プログラムから EMエリアを読み書きすることで、調節演算ブロック、外部調節ブロック、
システム共通ブロックの HMI I/F用データを読み書きすることも可能です。 

 

■ ユーザリンクテーブルを使用して、CPUユニットとデータ交換する 

● ユーザリンクテーブルとは 
ユーザリンクテーブルとは、CPUユニットとのデータ交換用の（ループコントローラ
内の）テーブルです。 

 CPUユニット ループコントローラ 

計器ブロックデータ 

 

 

 

ユーザリンク 
テーブル 
タグ A 
タグ B 
タグ C 
 

I/Oメモリ 
 
 
 
 

対応
仮想リンクテー

ブルブロック 
タグ A

タグ C

 

 

 
1行ごとに、ユーザ任意のタグ名、および CPUユニットとのデータ交換用の各種条件
（CPUユニットの I/Oメモリアドレス、0%／100%スケーリング値、リフレッシュ周期、
読み書きする計器ブロック ITEMなど）を設定します。 
各タグが、CPUユニットの指定 I/Oメモリを、指定条件で、読み書きできます（さら
に、データ交換のタイミングを、常時、CPUユニット I/Oメモリの変化時、特定計器
ブロックの ITEMデータとの同期の、いずれかを指定可能）。最大 2400個のタグを作
成することができます。 
 
ツールソフトを使用して、ユーザリンクテーブルにタグを登録します。 
いったんユーザリンクテーブルに登録した後は、CPUユニットの I/Oメモリアドレス
を意識せず、タグ名によって、結線、シーケンステーブル作成などの、ループコント
ローラ内のプログラミングができます。 
なお、ユーザリンクテーブルは、ブロック結線図上に仮想計器ブロックとして貼り付
けることもできます。 
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お願い 
 

このユーザリンクテーブルのタグを CSV形式で保存することも可能です。 
これによって、SCADAソフトからユーザリンクテーブルのタグを指定することで、
CPUユニットの I/Oメモリを読み書きすることも可能です（ツールソフトにて、［CSV 
Tagコンパイル］ダイアログボックスにて、「ユーザリンクテーブル情報の追加」チ
ェックをつけることで、ユーザリンクテーブルのタグが、通常の HMI I/F用 CSVタグ
の後に追加されます）。 
 CPUユニット ループコントローラ 

シーケンステーブル

タグごとに、以下の読み
書きタイミングを指定可
能 
①常時読み書き 
または 
②CPU ユニット I/O メモ
リ変化時読み書き 
または 
③外部同期接点入力 ON
時読み書き 計器ブロックデータ 

 

 

 

ユーザリンク 
テーブル 
タグ A 
タグ B 
タグ C 
 

I/Oメモリ 
 
 
 
 

計器ブロックの
ITEM との読み
書きも可能 

ITEM に よ る
CPU ユニット
I/O メモリの読
み書きタイミン
グの同期も可能
（タイミングが
③の場合） 

 
 
 

● 使用方法 
具体的には、以下のように、使用します。 
① ユーザリンクテーブルに、ループコントローラから読み書きしたい CPUユニット

I/Oメモリを登録した後、 
②-1「ユーザリンクテーブル」計器ブロックを貼り付け、アナログ値をソフト結線 
計器ブロックとして、「ユーザリンクテーブル」計器ブロックを貼り付け、使用し
たいタグ名を指定。アナログ値をソフト結線するだけで、CPUユニットの I/Oメモ
リとのデータ交換ができます。 

②-2接点、アナログ値をシーケンステーブルで使用 
シーケンステーブルにて、タグ名を指定することで、CPUユニットの I/Oメモリを
条件部または操作部に使用することができます。 
 

①ユーザリンクテーブル登録 

タグ名 CPUユニ
ットアドレ
ス 

読み書
き 

0%レ
ンジ

100%レ
ンジ 

タグ A D00100 読出 0 3000 
タグ B D00200 書込 0 500 
タグ C     

ユーザリンクテ

ーブル 
タグ A 

 

計器ブロック ユーザリンクテ

ーブル 
タグ B 

 

②-1ブロック結線図上でソフト結線 

②-2シーケンステーブルでタグを指定 
ルール

Signal 
00 01 02  

STEP  01   
タグ A＝1200  Y   
：     
     

THEN  02   NEXT 
STEP ELSE     

 

タグ名を指定 

タグ名を指定 
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なお、ツールソフト上で結線図作成時に、フィールド端子ブロック（Di、Do、Ai、Ao
など）を仮想的に貼り付けて結線をすると、ループコントローラ内部的には、「ユー
ザリンクテーブル」のデータが自動的に作成／指定されます。これにより、ユニット
との交換データも、タグ名によって管理することが可能です。 

 

ユーザリンクテーブル 

タグ名 CPUユニ
ットアドレ
ス 

読み書
き 

0%レ
ンジ 

100%
レン
ジ 

RA_CIO02000 CIO02000 読出 0 3000
WA_CIO02050 CIO02050 書込み 0 4000

フィールド端子 計器ブロック フィールド端子 

①ブロック結線図上でフィールド端子をソフト結線 

②ユーザリンクテーブルへ自動登録 

②ユーザリンクテーブルへ自動登録 

 

ユーザリンクテーブルにて、CPUユニットの I/Oメモリアドレス
を設定するとき、必ず、以下の点を確認してください。 
ユーザリンクテーブルデータの書き込み先エリアが、CPUユニッ
トや他のユニットが使用するエリアと重複していないこと。 
万一、重複していた場合、PLCのシステムとして思わぬ動作をし、
けがをする恐れがあります。 
 
とくに、ユーザリンクテーブルが、接点（ビット）データを CPU
ユニットの I/Oメモリへ書き込む場合は、CPUユニットのラダー
プログラム上の命令または通信処理によって、同一 CHの他のビッ
トに対しても、書込処理をしないでください。 
もし、同一 CHの他のビットに対して書込処理をした場合、CPU
ユニットのラダープログラム上の命令または通信処理による書込

処理が、命令実行タイミングによっては、無視される場合がありま

す。 
例：ユーザリンクテーブルのタグ Aが、R/W方向がWr（LCB→）
で、割付先がW000CHビット 00の場合、CPUユニットのラダー
プログラム上の、例えば OUT命令でW000CHビット 01に対して
書込処理をすると、CPUユニットのラダープログラムからのその
書込処理が、無視される場合があります。 

 

 

参 考 
 

ブロック結線図上でフィールド端子ブロックを削除しても、登録済みのユーザリンク

テーブルは削除されません。 
また、フィールド端子の結線を削除すると、対応したユーザリンクテーブルのリンク

数が 0になりますが、この場合でも、CPUユニットの指定 I/Oメモリに対して、指定
条件で読み書きします。 
CPUユニットの指定 I/Oメモリに対して、読み書きを実行しないようにするには、該
当するユーザリンクテーブルを削除してください。 
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● ツールソフトでのユーザリンクテーブル作成方法 
ツールソフトでユーザリンクテーブルを作成する方法には、以下のいずれかの方法が
あります。 
方法 1：ユーザリンクテーブル編集画面からの登録 

ユーザリンクテーブル編集画面にて、右クリックしてポップアップメニューか
ら［登録］を選択します。 

方法 2：ブロック結線図からの登録 
ブロック結線図にて、右クリックしてポップアップメニューから［登録］［リ
ンクテーブル］［リンク入力（メモリ→LCB）］または［リンク出力（LCB→
メモリ）］を選択します。これにより、ユーザリンクテーブル計器ブロックが
貼り付けられます。その計器ブロックを選択し、右クリックしてポップアップ
メニューから［登録］－［リンクテーブル］－［リンクブロックのセル登録］
を選択します。［ユーザリンクテーブル選択］ダイアログボックスで、新規タ
グを作成するか、既存タグを選択します。 

 
以下のダイアログボックスが表示されます。 
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設定項目 設定内容 

番号 エントリ番号 
 

リフレッシュ周期 CPUユニットとのリフレッシュ周期です。 
システム共通演算周期、0.01sec、0.02sec、0.05sec、0.10sec、0.20sec、0.50sec、
1.00sec、2.00sec 
注：ユーザリンクテーブルを結線図上に貼り付けてソフト結線した場合は、
ツールソフトから、「ユーザリンクテーブルのリフレッシュ周期更新」チェ
ックボックスをチェックにして計器ブロックデータをダウロードすると、本
設定は無効となり、ソフト結線先の計器ブロックの演算周期にて CPUユニッ
トとリフレッシュされます。 

タグ名  最大半角 16文字の任意の文字列を入力できます。 
コメント  最大半角 23文字の任意の文字列を入力できます。 

リンクモード 常時、変化時、外部同期 
メモリ種別 CPUユニットの I/Oメモリのエリア種別です。CIO、W、H、DM、EM0の 5

種類があります。 
メモリ番地 割り付ける I/Oメモリのアドレスです。 
A/D アナログ、接点 
Bit位置 00～15 

Rd（→LCB） 

リンクメモリ指定 

R/W 
Wr（LCB→） 

レンジ変換  する/しない 
0%の値、100%の値 

外部接点同期 同期信号 ITEM指定（計器ブロック番地、ITEM番号） 
ITEMからの読み込み／ITEMへの書き込み する/しない 

読み込みまたは書き込み ITEMの指定（計器ブロック番地、ITEM番号） 
パルス出力 チェックをしていると、OFF→ONとなったとき、ワンショットパルス出力の

動作となります。（ユーザリンクテーブルのリフレッシュ周期の間のみ１度
だけ ONとなり、CPUユニット I/Oメモリへ書き込みます。） 
A/D：接点、R/W：Wr（LCB→）のときのみ有効 

CSVタグ情報として出力する ユーザリンクテーブルタグを SCADAソフト用タグファイルまたは RS View
用タグファイルに追加したい場合、チェックします。 
注：ここでチェックがされていないと、タグコンパイル（タグファイル出力）
時に、［CSV Tagコンパイル］ダイアログボックスにて、「ユーザリンクテ
ーブル情報の追加」チェックボックスをチェックしてタグコンパイル（タグ
ファイル出力）を実行しても、ユーザリンクテーブルのこのタグは、SCADA
ソフト用タグファイルおよび RS View用タグファイルに追加されません。 

モニタ Plusタグ設定 モニタ Plus用タグに設定します。ユーザリンクテーブルをモニタ Plusにてモ
ニタ/設定する場合、チェックします。 

Alarm設定 アラームタグに設定します。アラームタグに設定すると、モニタ Plusのアラ
ームサマリー画面に表示させることができます。 
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・ タグ 
最大半角 16文字の任意の文字列を入力できます。 
 

・ コメント 
最大半角 23文字の任意の文字列を入力できます。 
 

・ 読み書き指定 
CPUユニットの I/Oメモリを読み出すか、書き込むかを指定します。 
 

・ リフレッシュ周期 
リンクモード（読み書きタイミング）が「常時」または「外部同期」の時の CPUユニ
ットとのリフレッシュ周期です。以下のいずれかから、タグごとに指定できます。 
システム共通演算周期、0.01s、0.02s、0.05s、0.1s、0.2s、0.5s、1s、2s 
（LCB05Dでは、0.01 sec、0.02 sec、0.05secは指定できません。） 

 
注 1：ユーザリンクテーブルを結線図上に貼り付けてソフト結線した場合は、ツールソフトから、

「ユーザリンクテーブルのリフレッシュ周期更新」チェックボックスをチェックにして計
器ブロックデータをダウンロードすると、本設定は無効となり、ソフト結線先の計器ブロ
ックの演算周期にて CPUユニットとリフレッシュされます。 

注 2： 形 CS1D-CPU□□Pの場合、ここで指定したリフレッシュ周期内で、CPUユニットのサイ
クルタイム毎に何回かに分けてリフレッシュされます。 

 

・ レンジ変換 
ループコントローラ内のデータ 0～100%に対応する CPUユニット I/Oメモリデータ範
囲を任意に指定できます。 
0%に対する I/Oメモリ内の符号付き BINデータ（負数は 2の補数）を符号付き 10進
数で入力します。 
また、100%に対する I/Oメモリ内の符号付き BINデータ（負数は 2の補数）を符号付
き 10進数で入力します。 
 

・ リンクモード（読み書きタイミング） 
タグごとに、CPUユニットの I/Oメモリに対する読み書きタイミングを指定可能です。 
①常時：指定したリフレッシュ周期ごとに読み書きします。 
または 
②変化時： CPUユニット I/Oメモリが変化したときのみ読み書きします。 
または 
③外部同期：ユーザリンクテーブルを起動後、指定した外部同期接点入力（任意の計
器ブロックの任意の ITEM）が ONであれば、指定した CPUユニットの I/Oメモリ
を 1回のみ読み書きします。読み書き終了後、ユーザリンクテーブルは、その外部
接点入力を強制的に OFFにします。 
 

・ CPUユニットの I/Oメモリのエリア種別/アドレス 
タグごとに、読み出しまたは書き込み対象となる CPUユニットの I/Oメモリのエリア
種別/アドレスを指定します。A/D（割付サイズ）を「接点」とした場合、ビットアド
レスも指定します。 
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・ A/D（割付サイズ） 
タグごとに、読出しまたは書き込みデータサイズを、ビットまたはチャネル（ワード）
単位か指定します。 
ビットのとき、「接点」を選択します。チャネル（ワード）のとき、「アナログ」を
選択します。 
 

・ R/W（読出または書込） 
タグごとに、CPUユニットの I/Oメモリのデータを LCB（ループコントローラ）に読
み出すか、逆に LCB（ループコントローラ）から CPUユニットの I/Oメモリへ書き込
むかを指定します。 
読み出すとき、Rd（→LCB）を選択します。書き込むとき、Wr（LCB→）を選択しま
す。 
 

・ 外部接点同期 
リンクモード（読み書きタイミング）が「外部同期」の時、同期信号として使用する
計器ブロックの ITEMを指定します。この ITEMが ONの間、指定リフレッシュ周期
で、CPUユニット I/Oメモリのデータを読み書きします。 
実行後、ITEMを OFFすることで、1回実行します。 
 

・ ITEMからの読み込み/ITEMへの書き込み 
R/Wの設定が Rd(→LCB)のときは、ITEMからの読み込みを「する」にチェックして
ITEM指定を設定することで、CPUユニットの I/Oメモリのデータを LCB（ループコ
ントローラ）の指定 ITEMに読み込みます。 
R/Wの設定がWr(LCB→)のときは、ITEMからの書き込みを「する」にチェックして
ITEM指定を設定することで、LCB（ループコントローラ）の指定 ITEM を CPUユニ
ットの I/Oメモリのデータに書き込みます。 
 

・ フィールド端子の割付 ITEM 
結線図にフィールド端子ブロックを貼り付けると、フィールド端子に対応する割付リ
レーエリアをリンクメモリとしたタグが、自動的に、ユーザリンクテーブルに登録さ
れます。このとき、ツールソフトで、「タグ No.自動登録モード」に設定しているとき
（*1）、タグ名は自動で作成されます。 
*1：ユーザリンクテーブル編集画面にて、右クリックして［フィールド端子］－［タグ No.自動

登録モード］のチェックありとすることによる。 
 

・ パルス出力（LCB01/05 Ver.3.0以降、LCB03 Ver.3.0以降) 
 指定 ITEMが OFFから ONに立ち上がったとき、またはシーケンス制御ブロック（ス
テップラダーまたはシーケンステーブルからの OFF→ONへの立ち上げ操作を行った
ときに）1度だけ ONとして、次のユーザリンクテーブルのリフレッシュ周期で OFF
にして、CPUユニット I/Oメモリに書き込みます。 
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 計器ブロック指定
ITEM 
またはシーケンス
制御ブロックから
の OFF→ ON 操作 

リフレッシュ周期 

ユーザリンクテー
ブル（タグ） 

CPU ユニット I/O
メモリへ書き込み

ON

OFF 

ON

OFF 

指定 I/O メモリ 
アドレス  

 本機能は、以下を選択しているときに、設定可能となります。 
 A/D(割付サイズ）：「接点」 
 R/W：Wr(LCB→)（ループコントローラから CPUユニットへの書き込み） 

お願い 
 

パルス出力を使用する場合、ユーザリンクテーブルの該当タグのリフレッシュ周期を

CPUユニットのサイクルタイムより長く設定してください。ユーザリンクテーブルの
該当タグのリフレッシュ周期より CPUユニットのサイクルタイムが短い場合、パルス
出力が正しく出力されません。 
 

● ユーザリンクテーブルエラーについて 
以下の設定のユーザリンクテーブルが実行された場合、ユーザリンクテーブルエラー
となります。 
1. ITEMへの書込みに設定した計器ブロック番地、ITEM番号が存在しない場合。 
2. CPUユニットに存在しない EMバンク No.をメモリ種別に設定した場合。 
ユーザリンクテーブルエラーになったユーザリンクテーブルは実行されません。 
ユーザリンクテーブルエラーが発生しているユーザリンクテーブルのエントリ番号は、
システム共通ブロックの ITEM095に表示されます。 
複数のユーザリンクテーブルエラーが発生している場合は、以下の優先順序で表示さ
れます。 
1. Rd(→LCB)とWr（LCB→）のエラーが発生している場合、Rd(→LCB)のエントリ

番号が表示されます。 
2. Rd(→LCB)のエラーが複数発生している場合、最初にダウンロードされたユーザ

リンクテーブルのエントリ番号が表示されます。 
3. Wr（LCB→）のエラーが複数発生している場合、最後にダウンロードされたユー

ザリンクテーブルのエントリ番号が表示されます。 
 
 

お願い 
 

ループコントローラは、（CPUユニット内のユーザプログラムとは無関係で）ユーザ
リンクテーブルを使用して、CPUユニット内の任意の I/Oメモリを読み書きできます。
したがって、ループコントローラと CPUユニット間で、同一の I/Oメモリアドレスに
対して重複して書き込み処理をしないようにしてください。 
 

参 考 
 

ユーザリンクテーブルが実行できない以下の場合に、ユーザリンクテーブルエントリ番

号をシステム共通ブロックの ITEM095（ユーザリンクテーブルエラー）に表示します。
 ・接続先の ITEMが存在しない場合。 
 ・不適切な ITEMである場合。 
 ・CPUユニットの I/Oメモリエリアが存在しない場合。 
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■ MVタイトシャット機能 （LCB01/03/05 Ver.3.0以降） 
フィールド端子（アナログ出力端子）またはユーザリンクテーブルにて、CPUユニッ
トの I/Oメモリエリアへ出力する値をタイトシャット出力することができます。 
0%以下の出力値になると、［下限値］に設定した値を出力し、100%以上の出力値にな
ると、［上限値］に設定した値を出力します。 
これにより、バルブを締め切るときに、調節ブロックからのMVとしては 0%または
100%を出力するだけで済みます。 
 

0% 
0% 100%

100% 

-20% 

115% 

MV 出力値 

フィールド端子出力値
（例） PMV01 

設定値 

上限値：11500 

下限値：-2000 

 
使用事例） 
バルブのタイトシャット操作 
 

● ツールソフトでのタイトシャット設定方法 
方法１：フィールド端子（アナログ出力端子）*1の ITEM設定画面からの設定 

フィールド端子（アナログ出力端子）の ITEM設定画面上で、右クリック－［拡
張設定］を選択します。 
 

   *1：対象となるフィールド端子（アナログ出力端子） 
フィールド端子名 上限値 

（初期値）
下限値 
（初期値） 

Ao4端子（PMV01）<563> 11500 -2000 

Ao4端子（PMV02）<565> 11500 -1500 

 
以下のダイアログボックスが表示されます。 
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詳細は以下の通りです。 
設定内容  

設定項目 
 

PMV01 PMV02 

チャネル設定 チャンネル CH1～CH4  

上限値 -2000～+15000 -1500～+15000 拡張設定 MVタイ
トシャッ
ト 

下限値 -2000～+15000 -1500～+15000 

・ チャンネル 
対象の出力のチャネル番号を選択します。 
 

・ 結線済み全チャンネルに反映 
結線されている全チャンネルに、同じ設定を反映させます。 
 

・ 上限値 
出力が 100.00%になったときに上限側に振り切らせる値を設定します。 
 

・ 下限値 
出力が 0.00%になったときに下限側に振り切らせる値を設定します。 
 

・ MV反転 
出力値が 100.00%のときに、0.00%を出力し、出力値が 0.00%のときに、100.00%を
出力するように反転させることができます。 
 

方法２：ユーザリンクテーブルからの設定 
ユーザリンクテーブル上で、右クリック－［編集］－［拡張設定］を選択しま
す。 
 
以下のダイアログボックスが表示されます。 

 
    
設定項目  設定内容 

上限値 出力値が 100.00％になったときに振り切ら
せる値を設定します。 

拡張設定 MVタイトシ
ャット 

下限値 出力値が 0.00％になったときに振り切らせ
る値を設定します。 
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MVタイトシャット機能および MVアナログ出力反転機能の設定を
ループコントローラに転送する前に、接続先の機器の状態を確認し

てから転送を行ってください。転送先を間違えると、機械や装置が

想定外の動きをする恐れがあります。 
 

■ MVアナログ出力反転 （LCB01/03/05 Ver.3.0以降） 
フィールド端子（アナログ出力端子）またはユーザリンクテーブルにて、CPUユニッ
トの I/Oメモリエリアへの出力値を反転させることができます。 
これにより、現場でバルブ納入後、バルブの開閉方向が逆であったときなどに、アナ
ログ出力を反転させることで簡単に対応できます。 
注：ループコントローラ運転中に反転させることはできません。 

出力値（反転前） 

100% 

0% 

出力値（反転後） 

100%

0% 
100% 

100%

 
● ツールソフトでのアナログ出力反転の設定方法 
方法１：フィールド端子（アナログ出力端子）*1の ITEM設定画面からの設定 

フィールド端子（アナログ出力端子）の ITEM設定画面上で、右クリック－［拡
張設定］を選択します。 

   *1：対象となるフィールド端子（アナログ出力端子） 
フィールド端子名 
Ao4端子（PMV01）<563> 
Ao4端子（PMV02）<565> 

以下のダイアログボックスが表示されます。 

 
・ MV反転 
出力値が 100.00%のときに、0.00%を出力し、出力値が 0.00%のときに、100.00%を
出力するように反転させることができます。 
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方法２：ユーザリンクテーブルからの設定 

ユーザリンクテーブル上で、右クリック－［編集］－［拡張設定］を選択しま
す。 
 
以下のダイアログボックスが表示されます。 

 
    
設定項目  設定内容 

拡張設定 MV反転 出力値が100.00%のときに、0.00%を出力し、
出力値が 0.00%のときに、100.00を出力し
ます。 

・ MV反転 
出力値が 100.00%のときに、0.00%を出力し、出力値が 0.00%のときに、100.00%を出
力するように反転させることができます。 

■ CPUユニットとのデータ交換タイミングについて 
CPUユニットとのデータ交換のタイミングは、以下のようにループコントローラのタ
イプによって異なります。 
  CPUユニット I/Oメモリとデータ交換するタイミング 
データ種類 形式 ループコントロールボード 

（形 CS1W-LCB01/05） 
ループ CPUユニット 
（形 CJ1G-CPU□□P） 

プロセス CPUユニット 
（形 CS1D-CPU□□P） 

①ユーザリンクテーブルのリフレッシュ
②HMI I/Fデータエリア（EMエリア）の
リフレッシュ（HMI I/F機能） 
③フィールド端子ブロックの割付 I/Oメモ
リとのリフレッシュ 

リフレッシュ周期ごとに都度実行 
（CPUユニットのサイクルタイムと
は非同期） 

④ループコントローラ関連の特殊補助リ
レー（A355CHなど）のリフレッシュ 

1秒ごとに都度実行 
（CPUユニットのサイクルタイムと
は非同期） 

CPUユニットのサイクルタイム
ごとに分割リフレッシュ実行 
（「二重化リフレッシュ」をするタイ
ミング） 
*1 

*1： プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）の場合、①～③のデータに対しては、1サイ
クル（一度の二重化リフレッシュのタイミング）で全データをリフレッシュすることはせず、
以下の指定周期内の条件で、何サイクルかに分割して、データ交換をします。 

①ユーザリンクテーブルの場合：個々のタグごとの指定リフレッシュ周期 
②HMI I/Fデータエリア（EMエリア）のリフレッシュの場合：システム共通ブロック
の「HMI I/F機能演算周期」（ITEM051）で指定したリフレッシュ周期 
③フィールド端子ブロックの割付 I/Oメモリの場合：フィールド端子計器ブロックの

ITEM004で指定した演算周期 
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CPUユニット 
サイクルタイム 

指定リフレッシュ周期 

（この中で、指定リフレッシュ周期デー
タはすべての交換を行う） 

何サイクルかに分割してデータ交換 

Δ：CPUユニットとデータ交換
   （二重化リフレッシュ時） 

CPUユニット 
サイクルタイム 

ユーザリンクテーブル、HMI I/Fデータ、 
またはフィールド端子ブロックの割付 I/Oメモリのリフレッシュタイミング 

 
お願い 

 

形 CS1W-LCB01/05の場合、ユーザリンクテーブルおよび HMI I/Fデータエリアのリ
フレッシュは、CPUユニットのサイクルとは無関係に（非同期で）実行されます。こ
れに対して、プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）の場合、上記のように、
あるリフレッシュ周期に設定されたデータ群は、そのリフレッシュ周期内で（CPUユ
ニットと同期して）、必ず、CPUユニットのサイクルごとに分かれてリフレッシュさ
れます。したがって、プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）の場合も、CPU
ユニットと読み書きしたデータの以下の同時性は、保証されませんのでご注意くださ

い。 
・CPUユニット→ループコントローラへの書込時： 

CPUユニットの 1サイクル内でのデータの同時性は、ループコントローラ側では保
証されません。 
例）CPUユニットサイクル#1：SP1＝100、SP2＝200、サイクル#2：SP1＝120、

SP2＝300のとき、ループコントローラ側では、SP＝100と SP＝300となるこ
とがあります。 

・ループコントローラ→CPUユニットへの読出時： 
ループコントローラの同一リフレッシュ周期のデータの同時性は、（そのリフレッシ
ュ周期内の）CPUユニットの最終サイクルまでは保証されません。 
例）ループコントローラ側：PV1＝100と PV2＝300のとき、CPUユニット側では、
サイクル#1：PV1＝100を読み（PV2は前のまま）、サイクル#2（最終サイクル
時）：PV2＝300を読み，このときに PV1＝100と PV2＝300となることがあり
ます。 
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■ CPUユニットが必要時にデータ交換する（CMND命令による） 
CPUユニットが必要時に、ループコントローラのデータを読み書きする場合、ループ
コントローラ宛ての FINSコマンドをユーザプログラム上の CMND命令によって発行
します。 
発行可能な FINSコマンドに関しては、6章「FINSコマンドの使い方」を参照してく
ださい。 

 ループコントローラ CPUユニット 

任意ブロック 

CMND

ユーザプログラム

 
注：ネットワーク上の他 PLCの CPUユニットからも可能です。 
 
ループコントローラ CPUユニット 

任意ブロック 

CMND

ユーザプログラム 

Controller Linkユニット 
または Ethernetユニット 

Controller Linkユニット 
または Ethernetユニット 

Controller Link 
または Ethernet  

 

参 考 
 

SCADAソフトなどからのアクセス用に、調節演算ブロック、外部調節ブロック、シス
テム共通ブロックの HMI I/F用データを、CPUユニットの EMエリアに割り付けるこ
とができます（3-4項「SCADAソフトなどとのデータ交換」参照）。CPUユニットの
ラダープログラム上で、この EMエリア（HMI I/F用データエリア）の割付アドレスを
指定することで、これらの HMI I/F用データを読み書きすることも可能です。 
 
 



3－4 SCADAソフトなどとのデータ交換 
3－4－1 SCADAソフトや PTとのデータ交換 

3-84 

3 
ル
ー
プ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
し
く
み 

3－4 SCADA ソフトなどとのデータ交換 
3－4－1 SCADAソフトや PTとのデータ交換 

ループコントローラは、SCADAソフトや PTなどから、CSVタグ（ツールソフトで作
成可能な CSV形式のタグ）を使用して、HMI I/F用データエリア（CPUユニットの指
定バンク No.の EMエリア）を介して、調節・演算ブロック+外部調節ブロック＋シス
テム共通ブロックの HMI I/F用データを読み書きします。 

 CPUユニット 

EMエリア 
（HMI I/F用 
データエリア）

ループコントローラ 

I/Oメモリ 

SCADAソフト、PT 

CSV タグを指定
して読出 

CSV タグを指定
して書込 

調節ブロック
の割付 ITEM

演算ブロック
の割付 ITEM

外部調節計ブ
ロックの割付
ITEM

演算周期
ごと*1 

 
 
 
HMI I/F機能 

システム共通
ブロックの割
付 ITEM 

*1：システム共通ブロック（形式 000）の ITEM051：「HMI I/F機
能演算周期 (秒）」によって指定  

注：なお、ユーザリンクテーブルのタグを、（上記 HMI I/F用データと同様に）CSVタグとし
て扱うこともできます。これにより、SCADAソフトや PTからユーザリンクテーブルのタ
グ名を指定することで、CPUユニットの I/Oメモリを読み書きすることも可能です。 

 CPUユニットループコントローラ 

I/Oメモリ 

SCADAソフト、PT 

CSV タグを指定
して読出 

CSV タグを指定
して書込 

演算周期
ごと  

タグ A 
タグ B 
タグ C 
 

 
 
 
 

 

ユーザリンクテーブル 
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■ SCADAソフトや PTとデータ交換する具体的な方法 
ループコントローラ内でのアナログ信号はすべて%単位で処理されます（工業単位で
は処理されません）。また、ループコントローラ内の ITEMデータは、すべていった
ん CPUユニットの HMI I/F用データエリア（指定バンク No.の EMエリア）を介して
外部と入出力されます。 
そのため、SCADAソフトや PTから、ループコントローラ内の ITEMデータを読み書
きするためには、SCADAソフトや PTは、以下の処理をすることが必要です。 
・「CSVタグファイル」と呼ぶ、「タグ名/タグ ITEM」－「工業単位/スケーリング」
－「CPUユニットの EMエリアのアドレス」などの対応表をもとに、SCADAソフ
トや PT上では、タグ名/タグ ITEMを指定。CPUユニットに対しては EMエリアの
アドレスを指定。 
・読出し時：%単位の値を読出し工業単位にスケーリング変換。 
書き込み時：逆に、工業単位の値をスケーリング逆変換して%単位の値を書き込み 

注：「CSVタグファイル」はツールソフトによって作成します。 
 

参 考 
 

オムロン製 NSシリーズ PTの場合、「NSフェースプレート自動生成ツール」（形
WS02-NSFC1-J）を使用すれば、CSVタグファイルをもとに、（ループコントローラ
専用の計器フェース画面で構成された）NSシリーズ用プロジェクトファイルを自動生
成することができます。これにより、ループコントローラのモニタ/チューニング（工
業単位でのデータ読み書き）を、PTから簡単に（画面作成の手間および CPUユニッ
ト EMエリアの設定の手間を省いて）行うことができます。 
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■ 使用手順 
 

ツールソフト 

インポート 

SCADAソフト用 
CSVタグファイル
（Taglist.csv） 

SYSMAC OPC 
Server 

OPCタグ設定 
ファイル 
（.sdb：バイナリ）

CSVタグファイル出力 
（[実行]｜[タグファイル出力]｜[CSVタグ]） 
または [実行]｜[タグファイル出力]｜[NSFP起動] 

RS View32 

インポートユーティリ 
ティによりインポート 

RS View用タグファイル出力 
（[実行]｜[タグファイル出力]｜
[RS Viewタグ]） 

NSフェースプレート自
動生成ツール 

NSプロジェクト
ファイル 
（.ipp：バイナリ） 

NSシリーズ PT 

インポート 

（ ツ ー ル ソ フ ト
Ver.3.2以降） 

自動生成 

自動生成 

手動エクスポート 

RS View用 
タグファイル 
（***.csv） 

SCADAソフト用 
CSVタグファイル
（Taglist.csv） 

インポートユーティリ 
ティによりインポート 

RS View用 
タグファイル 
（***.csv） 

SYSMAC OPC 
Server Ver.2.4以

降 

自動生成 

 
● NSフェースプレート自動生成ツールの場合 

1. NSフェースプレート自動生成ツールを起動します。 
2. ビルド元の CSVタグファイル（SCADAソフト用 CSVタグファイル）、プロジェ
クト名、出力フォルダを、各々設定します。 

3 「ビルド条件」フィールドの、NS機種、通信接続方式、先頭画面番号などの NS
本体関連の各設定をします。 

4. 「ビルド開始」ボタンをクリックします。 
5. 指定した出力フォルダに、自動的に、指定したファイル名の NS-Designerのプロジ
ェクトファイルが生成されます。 

6. 自動生成されたプロジェクトファイルを NS-Designerに読み込みます。 
7 必要に応じて NS-Designer上でプロジェクトファイルを編集します。 
8. NS本体と PLC間の通信の初期設定を、NS-Designerのシステム設定にて行います。 
9. NS-Designerから NS本体に転送（またはメモリカードに格納してメモリカードを

NS本体に装着）します。 
10. システムを稼動させて、NS本体上でループコントローラを、モニタ／チューニン
グします。 
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● SCADAソフト RS View32の場合の例 
RS View32からループコントローラ内の ITEMを指定する方法は、以下のとおりです。 

 
1. ツールソフトによって CSVタグ（タグ名、スケーリング、単位など）を設定しま
す。 
a) ツールソフト Ver.3.1以降では、CSVタグ自動登録後、Excel等で編集 
b) 登録済みの調節・演算ブロック＋外部調節計ブロック＋システム共通ブロックを
選択して、［設定］－［CSV Tag設定］ 

2 ツールソフトによって RS View用タグファイル（*1）を作成します（[実行]｜[タグ
ファイル出力]｜[RS Viewタグ]）。 
*1：RS View用タグファイルとは、SCADAソフト RS View32用の CSV形式のタグファイル

です。以下の①および②から成ります。 
  ①HMI I/F用のタグ： 

計器ブロックごとに設定したタグ名.、およびその各 ITEMに対応するタグ ITEM（計
器ブロックごとに固定）、その各 ITEMが割り付けられる CPUユニット I/Oメモリア
ドレスなどから成ります。 

  ②ユーザリンクテーブルのタグ： 
ユーザリンクテーブルに設定したタグ名、およびその各タグ名が割り付けられる CPU
ユニット I/Oメモリアドレスなどから成ります。（［設定］メニューから［CSV Tag
コンパイル］を選択した後、［CSV Tagコンパイル］ダイアログボックスにて、「ユ
ーザリンクテーブル情報の追加」チェックをつけることで、ユーザリンクテーブルの
タグが、上記通常の HMI I/F用 CSVタグの後に追加されます） 

   

作成（CSV タグ設定の後、コンパイル）

タグ名

TIC001　PV

タグ名（代表タグ）

LCB001 TIC001 PV … 3 200 …

LCB001 TIC001 SP … 3 201 …

LCB001 TIC005 PV … 3 300 …

CPU ユニット I/O メモリエリアアドレス

例）200：D00200（エリア種別は下記で D）

CPU ユニット I/O メモリエリア種別

例）3：DM エリア

例

CSV タグファイル（CSV 形式のタグ）

ツールソフト

タグ ITEM

タグ ITEM

 
3. RS View32にて、RS View用タグファイルをインポートします。 
4. SCADAソフト（RS View32など）から、HMI I/F用タグの場合、タグ名.およびタ
グ ITEMを指定、ユーザリンクテーブルのタグの場合、タグ名を指定して、（OPC
サーバーを介して）ループコントローラのデータまたは CPUユニット I/Oメモリを
読み書きします。 
（RS View32の場合、データソースのアドレスに、SYSMAC OPC Serverの ItemID
（デバイス名.グループ名.タグ名）を登録します）。 

注：RS View32以外の SCADAソフトの場合、その SCADAソフトが用意しているオム
ロン PLC用通信ドライバを使用してください。 
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参 考 CSVタグファイルの内容は、以下のとおりです。 
 

各 ITEMのデータ範囲   設定内容 
HMI I/F用のタグの場合 ユーザリンクテーブルのタグの場合 OPCサーバダイレクト

アクセスタグ 
レコード番号 1～65535 HMI I/F用タグと同じ  
ノード名 最大半角 6文字 HMI I/F用タグと同じ FDAC+ノード番号 
大項目（LCUまたは
LCB）名 

LCB 01、LCB03、LCB05、LCB05D、
LC0011、LC0012、LC0013 

LCB01、LCB03、LCB05、LCB05D HMI I/F用タグと同じ 

タグ名（代表タグ） 最大半角 16文字（使用できない文
字：なし） 

LNK（固定）  

タグ ITEM 計器ブロックの各 ITEMごとに固定 ユーザリンクテーブルのタグ名  
タグコメント 最大半角 16文字（使用できない文

字：なし） 
ユーザリンクテーブルのタグのコメ
ント（最大半角 23文字）（使用でき
ない文字：なし） 

 

タグタイプ 0：アナログ、1：接点 HMI I/F用タグと同じ  
データ属性 ＊1 I：INT、U：UNIT、0：接点 HMI I/F用タグと同じ 0:接点 

B:１バイトデータ 
U:UINT I:INT 

接点アラームタグ ＊1 0：通常、1：アラーム対象 0 0 
スケーリング上限値 -5000～99999（例：小数点以下 1桁の場合：-500.0～9999.9） HMI I/F用タグと同じ 
スケーリング下限値 -5000～99999（例：小数点以下 1桁の場合：-500.0～9999.9）  
DP位置（スケーリング
小数点位置） 

0～9  

単位 最大半角 8文字（使用できない文字：なし）  
データ範囲上限値 -340680～330779 

（±320%のデータを上限 99999、下
限-5000でスケーリングした場合） 

65535（固定）  

データ範囲下限値 -340680～330779 
（±320%のデータを上限 99999、下
限-5000でスケーリングした場合） 

-32768（固定）  

ネットワークアドレス 0～127 HMI I/F用タグと同じ  
ノードアドレス 1～32 HMI I/F用タグと同じ  
号機アドレス 16～31, 225 225  
I/Oメモリエリア種別 0：CIO、1：W、2：H、3：D、4：E0、

5：E1、6：E2、…、15：EB、16：EC
HMI I/F用タグと同じ 99（固定） 

アドレス 0～65535 HMI I/F用タグと同じ 0 
接点位置 0～15 HMI I/F用タグと同じ 0 
ブロック形式 0～999 -1 HMI I/F用タグと同じ 
ブロック番地 0～999 -1  
ITEM番号 0～999 -1  
オフセット（書込デー
タ） ＊2 

±32767 
0：読出と書込が同一アドレス、0以
外：読出アドレス＋オフセット 

0 0 

RW種別 R：読出、RW：読出／書込、W：書
込 

R：読出、W：書込 
注：SCADAソフトから見た読み書き
です。タグが CPUユニットから R（→
LCB）の場合、SCADAソフトからは
W：書込、CPUユニットへW（LCB
→）の場合、SCADAソフトからは
R：読出となります。 

HMI I/F用タグと同じ 

レンジ変換上限値 0 -32000～32000 0 
レンジ変換下限値 0 -32000～32000 0 
拡張スケーリング設定 
＊3 

0：無効 
1：有効 

HMI I/F用タグと同じ  

＊1：「データ属性」および「接点アラームタグ」は、おもに OPCサーバで使用するデータです。 
＊2：「オフセット」は、ループコントローラの ITEM番号に読出用と書込用があるときに格納さ

れます。 
読出用と書込用の CPUユニットの I/Oメモリアドレスが同一の場合、オフセットに 0が
格納されます。 
読出用と書込用の CPUユニットの I/Oメモリアドレスが異なる場合、書込のアドレスが
読出のアドレス＋nCHのとき、その nの値が格納されます。 

＊3：ツールソフト Ver.4.0以降で、拡張スケーリング情報をエクスポートしたときのみ。 
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● HMI I/F機能 
HMI I/F機能とは、調節ブロック+演算ブロック+外部調節ブロック＋システム共通ブロ
ックの割付用の ITEMデータ（1ブロックあたり 20CH）を計器ブロック番地順に CPU
ユニットの指定バンク No.の EMエリアに、常時割り付ける機能です。 
割り付け先の EMエリア（「HMI I/F用データエリア」と呼ぶ）のバンク No.は、シス
テム共通ブロック（形式 000）の ITEM050：「HMI I/F用メモリ割付先 EMエリアバン
ク No.」（0～12）によって指定します。 
また、HMI I/F用データエリアのリフレッシュ周期は、システム共通ブロック（形式
000）の ITEM051：「HMI I/F機能演算周期（秒）」によって指定します。 
注： 
・システム共通ブロック（形式 000）の ITEM056：「受信停止 SW」によって、CPUユニッ
トの EMエリアからの受信を停止させることも可能です。また、ITEM057：「送信停止 SW.」
によって、CPUユニットの EMエリアへの送信を停止させることも可能です。 

・あらかじめ、この HMI I/F機能自体を使用しない場合は、システム共通ブロック（型式 000）
の ITEM059：「HMI I/F機能不使用 SW」を 1（使用しない）に設定してください。 

・ システム共通ブロック（形式 000）の関連 ITEM 

ITEM分類 ITEM データ内容 データ範囲 初期値 

パラメータ 050 HMI I/F用メモリ割付先 EMエリアバンク No. 0～C 
（16進数） 

0 

 051 HMI I/F機能演算周期（秒） 
1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：1、5：2 
注：変更するときは、必ず運転を停止してから
変更してください。 

1～5 4（1秒）

接点入力 056 受信停止 SW 
0：通常､1：受信停止 

0、1 0 

 057 送信停止 SW 
0：通常､1：送信停止 

0、1 0 

パラメータ 059 HMI I/F機能不使用 SW 
0：使用する、1：使用しない 

0、1 0 

※形 CJ1G-CPU42P/43P/44Pでは、EMエリアのバンクが 1バンクしかないため、「HMI I/F機能
不使用 SW」（ITEM059）を 0（使用する）に設定した場合、EMエリアを HMI I/F機能で占
有してしまい、CPUユニットのラダープログラム側で EMエリアを使用することができませ
ん。なお、「HMI I/F機能不使用 SW」（ITEM059）を 1（使用しない）に設定にすれば、EM
エリアを使用できます。 
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計器ブロック 

書込 

パソコン 
（SCADA ソフト） 

調節・演算ブロック 
（001～500 番地） 

ブロック番地 
001 

  

500 

外部調節計ブロック 
（601～632 番地） 

ブロック番地 
601 

～
 

632 
 

ブロック番地 500 
の対象 ITEM（20CH）

ブロック番地 001
の対象 ITEM（20CH）

00020

10019

ブロック番地 601
の対象 ITEM（20CH）

12020

ブロック番地 632
の対象 ITEM（20CH）12659

送信 

送信 

調節・演算ブロック 
（001～500 番地） 

ブロック番地 
001 

  
500 

外部調節計ブロック 
（601～632 番地） 

ブロック番地 
601 

～
 

632 
 

ブロック番地 500 
の対象 ITEM（20CH）

ブロック番地 001
の対象 ITEM（20CH）

15020

25019

ブロック番地 601
の対象 ITEM（20CH）

27020

ブロック番地 632
の対象 ITEM（20CH）27659

受信 

受信 

読出 

例）EM0_（指定 EM バンク No.が 0 の場合）

HMI I/F 用データエリア

ループコントローラ CPU ユニット 

EM エリア 

ブロック番地 
000 

ブロック番地 000
の対象 ITEM（20CH）

システム共通ブロック 
（000 番地） 00000

00019

ブロック番地 
000 

ブロック番地 000
の対象 ITEM（20CH）

システム共通ブロック 
（000 番地） 

15000
15019

受信 

実 PV 入力値 * 29020
29519
* LCB01/03/05 Ver.3.0 以降  

指定バンク No.の EMエリアの先頭アドレス 00000から、調節・演算ブロック→外部調
節計ブロックの順で、計器ブロックの割付用の ITEMデータ（1ブロックあたり 20CH）
が、詰めて割り付けられます。 
CPUユニットとは、ループコントローラが運転中は、常時データ交換されます。リフ
レッシュ周期は、システム共通ブロック（型式 000）の ITEM051（HMI I/F機能演算周
期）で設定します（0.1秒～2秒まで）。 

■ 注：形 CS1D-CPU□□Pの場合、ここで設定したリフレッシュ周期内で、CPU

ユニットサイクルタイム毎に分割してリフレッシュされます。 

詳細は、「CPUユニットとのデータ交換タイミングについて 
（P.3-2）」を参照してください。 
HMI I/F用データエリアを割り付ける EMエリアのバンク No. 0～12は、システム共通
ブロック（形式 000）の ITEM050にて、指定します。 
・システム共通ブロック：  
送信データが、EMエリアの 00000～00019に割り付けられます。 
受信データが、EMエリアの 15000～15019に割り付けられます。 
・調節・演算ブロック：ブロック番地 001～500 
送信データが、EMエリアの 00020～10019に割り付けられます。 
受信データが、EMエリアの 15020～25019に割り付けられます。 
・外部調節計ブロック：ブロック番地 601～632 
送信データが、EMエリアの 12020～12659に割り付けられます。 
受信データが、EMエリアの 27020～27659に割り付けられます。 
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注 1：未使用のブロック番地があっても、詰められず、ブロック番地はつねに連番となります。 
注 2：1計器ブロックあたり、以下の 20CH（固定）の値を占有します。先頭+0～17CHには、ア
ナログデータが割り付けられます。先頭+18CH、19CHには、各ビットに接点データが割り
付けれます。 

  +0   
+1   

 
 

  アナログデータ 

+17   
+18  
+19  

 接点データ 
 

各計器ブロックの形式ごとに、割り付けられる ITEMデータが、「SCADA用割付 ITEM」と
して、あらかじめ決まっています。 

 例）基本 PID（ブロック形式 011）の場合 
CH   
+0 ITEM007（PV）  
+1 ITEM029（SP）  
+2 ITEM089（MV）  
+3 ITEM008（HH_SP）  

～
 

～
 アナログデータ

+9 ITEM054（P）  
+10 ITEM055（I）  
+11 ITEM056（D）  

～
 

～
  

+17 ITEM099（OP_MK）  
+18             
+19             

接点データ 

 ビット  
+18CH 00 ITEM026（R/L_SW） 
 01 ITEM086（A/M_SW） 
 02 ITEM017（ALM_OFF） 
 03 ITEM024（CAS_SET） 
 

～
 

～
 

 14 ITEM035（AT） 
 15 ITEM000（MT_ST） 
+19CH 00 ITEM013（HH） 
 01 ITEM014（H） 
 

～
 

～
 

 08 ITEM079（MLA） 

 
 

・システム共通ブロック（形式 000）の ITEM050にて、「HMI I/F
用メモリ割付先 EMエリアバンク No.」（0～C）を設定するとき、
必ず、以下の点を確認してください。 
HMI I/F用データエリアを割り付ける指定バンク No.の EMエリ
アが、CPUユニットや他のユニットが使用するエリアと重複し
ていないこと。 
万一、重複していた場合、PLCのシステムとして思わぬ動作を
し、けがをする恐れがあります。 

・EMメモリをファイルメモリ化するときは、必ずループコントロ
ーラの運転を停止させてから行ってください。ループコントロー

ラが運転中に、ループコントローラの HMI I/F機能で使用してい
るバンク No.の EMメモリがファイルメモリ化されると、PLCの
システムとして思わぬ動作をし、けがをする恐れがあります。 

・またこの状態（EMメモリファイル化）で一括ダウンロード、シ
ステム共通ブロックのダウンロードを行うと、0x0A0D（FINS
レスポンス 0x110C）となり、ダウンロードが途中で止まります。 

・また、電源再投入すると、AR424.04=ON INNERボード継続異
常となります。EMファイル化を解除してください。 
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・HMI I/F機能を使用する場合、CS1-HCPUユニット、およびルー
プ CPUユニットの CPU部の、バッテリレス運転は行わないで
ください。 
万一CPUユニット側でバッテリレス運転を行った場合、電源ON
時の EMエリアの値が不定となるため、ループコントローラ側の
HMI I/Fデータが不正な値となる恐れがあります。 

・HMI I/F機能を用いて、EMエリアの受信エリア（CPUユニット
→ループコントローラ）に計器ブロックリファレンスマニュアル

（SBCC-835）ITEM一覧の、データ範囲外の値を書き込まない
で下さい。 
万一データ範囲外の値を書き込んだ場合、機械や装置が想定外の

動作をする恐れがあります。 

 

 

お願い 
 

8桁のデータ（積算値など）の場合は、1つのデータが、上位 4桁と下位 4桁の 2つの
ITEMに分かれています。そのため、EMエリア上でも 2つの CHに分かれて格納され
ます（例：流量バッチ仕込みの積算値；下位 4桁が+10CH、上位 4桁が+11CH）。 
これらのデータを読み書きする場合、以下の点に留意の上、必要に応じて SCADAソ
フト側で対策を施してください。 
1) SCADAソフトから EMエリアの受信エリア（CPUユニット→ループコントローラ）
にデータを書き込む場合： 
ループコントローラの内部処理によって ITEMデータを変更した場合、またはツール
ソフト/FINSコマンドによって直接（EMエリアを経由しないで）ITEMデータを変
更した場合、ループコントローラは、EMエリアの受信エリアの該当データを、変更
された ITEMデータに一致させようと、EMエリアに対する書き込み（書き戻し）処
理を行います。 
このとき、それと同じ ITEMに対して SCADAソフトから書き込み処理を行うと、書
き込み処理が競合して、結果として、8桁のデータ（積算値など）の場合は、2つの
ITEMの整合性が保たれなくなることがあり得ます（例えば、上位桁データの ITEM
には SCADAソフトから書き込まれたデータが残り、下位桁データの ITEMにはルー
プコントローラから書き戻されたデータが残った場合）。 
そこで、SCADAソフトから 8桁のデータ（積算値など）に対する書き込みを行った
場合、その直後に 2つの ITEMデータを読み出して、正しく書き込めているか否かを
チェックして、万一正しく書き込まれていない場合には、再度書き込み処理を行うよ
うにしてください。 

2) SCADAソフトから EMエリアの送信エリア（ループコントローラ→CPUユニット）
のデータを読み出す場合： 
8桁のデータ（積算値など）の場合、2つの ITEMデータの内１つの ITEMデータだ
けが EMエリアに書き込まれたタイミングで、SCADAソフトからそのデータの読み
出し処理をすることがあり得ます。その場合、データを正しく読み出しことができま
せん。 
そこで、SCADAソフトから 8桁のデータ（積算値など）を読み出す場合は、2回読
み出して、2回の値が一致した値のみを有効とするなどの処理を行うようにしてくだ
さい。 
注：上記の点は、SCADAソフト以外に CPUユニットから EMエリア（HMI I/F用データエリア）

を読み書きする場合も同様です。 
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■ EMエリアへの割付マップ 
指定バンク 
EM エリア 

形 CS1W-LCB05 
形 CS1D-CPU□□P

 指定バンク

EM エリア
形 CJ1G-CPU43/44/45P  指定バンク 

EM エリア 
形 CS1W-LCB01 
形 CJ1G-CPU42P 

 

00000 システム共通 20CH 送信 00000 システム共通 20CH 送信 00000 システム共通 20CH 送信

00020 調節・演算ブロック  00020 調節・演算ブロック  00020 調節・演算ブロック  
 10000CH  6000CH   1000CH  
 （001～500 番地）  （001～300 番地）  01020 （001～050 番地）  
      予約エリア  
   06020 予約エリア   11000CH  
   6640CH   （051～600 番地）  
        

10020 予約エリア       
 2000CH       
 （501～600 番地）       

12020 外部調節計ブロック    12020 外部調節計ブロック  
 640CH 
（形 CS1D-CPU□□P なし）

    640CH 
（形 CJ1G-CPU□□P なし） 

 

 （601～632 番地）     （601～632 番地）  
12660 予約エリア  12660 予約エリア  12660 予約エリア  

 1360CH  1360CH   1360CH  

 （633～700 番地）     （633～700 番地）  
14020 システム使用エリア  14020 システム使用エリア － 14020 システム使用エリア  

 700CH  700CH   700CH  
 700 番地分  700 番地分   700 番地分  

14720 予約エリア － 14720 予約エリア  14720 予約エリア －

 280CH  280CH   280CH  
15000 システム共通 20CH 受信 15000 システム共通 20CH 受信 15000 システム共通 20CH 受信

15020 調節・演算ブロック  15020 調節・演算ブロック  15020 調節・演算ブロック  
 10000CH  10000CH   1000CH  
 （001～500 番地）  （001～300 番地）   （001～050 番地）  
     16020 予約エリア  
   21020 予約エリア   11000CH  
   6640CH   （051～600 番地）  

25020 予約エリア       
 2000CH       
 （501～600 番地）       

27020 外部調節計ブロック    27020 外部調節計ブロック  
 640CH 
（形 CS1D-CPU□□P なし）

    640CH 
（形 CJ1G-CPU□□P なし） 

 

 （601～632 番地）     （601～632 番地）  
27660  27660  27660 －

     
 

予約エリア 
1360CH 
（633～700 番地）  

予約エリア 
1360CH 

  

予約エリア 
6856CH 

 
29020 実 PV 入力値モニタ

エリア 
送信 29020 実 PV 入力値モニタエリ

ア 
送信 29020 実 PV 入力値モニタエリ

ア 
送信

29520 29320 29070 
32767 

予約エリア －

32767
予約エリア －

32767 
予約エリア －

 
 

参 考 
 

HMI I/F用データの割付状況の CSV出力機能（ツールソフト Ver.3.2以降） 
ツールソフト Ver.3.2以降では、HMI I/F用データの割付状況（どのタグ/タグ ITEMが、
EMエリアのどのアドレスに割り付いているか）を CSV形式で出力することができま
す。 
[実行]｜[タグファイル出力]｜[HMI I/Fメモリマップ出力]を選択し、CSVタグコンパイ
ルを実行し、ファイル名（デフォルト：HMI_IFMap.csv）を指定して、CSVファイル
を保存します。 
データのフォーマットは、以下のとおりです。 
・アナログデータ 

<タグ名>_<ITEMタグ名>,< INTまたは UNIT >,<割付 EMバンク No>_<アドレス>,<
コメント> 

・デジタルデータ（通常） 
<タグ名>_<ITEMタグ名>_<Bit位置>,<BOOL>,<EMバンク No>_<アドレス>,<コメ
ント> 
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3－5 ループコントローラの二重化 
 
プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）を使用すれば、ループコントローラに
異常が発生しても、システム全体をダウンさせずに、ループ制御を継続し、かつ復旧
できる高信頼の計装システムを、PLCによって構築することができます。 
プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）を二重化して（デュプレックスモード
で）運転する場合のループコントローラの二重化機能および制限事項について、以下
に示します。 
なお、CS1Dデュプレックスシステム全体の詳細については、CS1Dデュプレックスシ
ステム ユーザーズマニュアル セットアップ編（No.SBCA-318）を参照してください。 
 

3－5－1 ループコントローラの二重化機能について 
■ 二重化状態の動作 

プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）を 2台、CPUニ重化ベースユニットに
装着します。（DPLユニットのモード設定スイッチ（DPL/SPL）を DPLに設定します）。 
2台のプロセス CPUユニットのループコントローラ部は常に同じ計器ブロックデータ
を演算します。プロセス CPUユニットのループコントローラ部は、それぞれの CPU
ユニットとデータ交換します。 
アクティブ側 CPUユニットのループコントローラ部（以下アクティブ側ループコント
ローラ部）が、CPUユニットを介して外部とデータ交換します。また、そのアクティ
ブ側ループコントローラ部が、ツールソフト、SCADAソフト、PTなどから、モニタ
／設定されます。 
 

■ 運転切替の条件 
アクティブ側ループコントローラ部に「INNERボード停止異常」（以下のいずれかの
異常）が発生しても（INNERボード停止異常フラグ A40112が ONのとき）、運転切
替（スタンバイ CPU→アクティブ CPUへの切替）が発生し、スタンバイ側 CPUユニ
ットのループコントローラ部（以下スタンバイ側ループコントローラ部）に、運転が
切り替わります（CS1Dシステムはデュプレックスモードからシンプレックスモードと
なります）。 
・WDT異常：A42400が ON 
・INNERバス異常：A42401が ON 
・サイクリック監視異常：A42402が ON 
・フラッシュメモリ内データ異常または二重化時全計器ブロックデータベース異
常：A42403が ON 

なお、スタンバイ側であったループコントローラ部でも同じ異常が発生している場合、
またはスタンバイ側であったCPUユニットでも運転切替異常または運転停止異常が発
生している場合は、システムは運転を停止します。 
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■ 自己診断によるデュプレックスモードへの自動復帰機能 
「INNERボード停止異常」によって、デュプレックスモードからシンプレックスモー
ドへ切り替わった後、自己診断によって「INNERボード停止異常」が解除されたと判
断された場合、PLCシステム設定にて、SPL→DPL自動復帰設定が「あり」となって
いると、自動的に CS1Dシステムはシンプレックスモードからデュプレックスモード
へ復帰します（自己診断で正常とされたループコントローラ部はスタンバイとなりま
す）。 
 

■ 二重化イニシャル処理実行の条件 
プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）使用時かつデュプレックスモード時に、
二重化イニシャル処理が実行される条件は、以下のいずれかです。 
1）CPUユニットへの操作 
・PLC本体の電源 ON 
・DPLユニットのイニシャルスイッチ押し下げ時 
・CPUユニットの運転開始時 
・CPUユニットへのデータ転送時（ユーザプログラム、PLCシステム設定、I/Oテ
ーブル、CPU高機能ユニットシステム設定エリアの転送時、タイマ/カウンタ設
定値変更時、オンラインエディット時） 

2）ループコントローラに対する操作 
・ループコントローラへの COLDスタート指令または HOTスタート指令 
・A608CHビット 00の OFF→ONによる INNERボードリスタート 
・ループコントローラ内異常履歴クリア操作 
 

お願い 
 

二重化イニシャル処理を実行中は、ツールソフトから以下の操作を実行することができ

ませんので、ご注意ください。 
・オールクリア、一括ダウンロード、計器ブロックごとの演算停止*1、リカバリ、バッ
クアップ 

*1：二重化イニシャル処理中に計器ブロックごとの演算停止指示をした場合、その計器ブロック
は、二重化イニシャル処理中には演算停止をしていますが、二重化イニシャル処理終了時点
で、自動的に演算を開始してしまいます。そのため、二重化イニシャル処理中の計器ブロッ
クごとの演算停止指示は無効です。 

 

参 考 
 

・二重化イニシャル処理実行中に、以下の操作を行うと、その時点から二重化イニシャ
ル処理がリスタートします。 
・ツールソフトから計器ブロックデータのダウンロード（ループコントローラ単位ま
たは計器ブロック単位または ITEM単位のいずれも） 
・FINSコマンドによるループコントローラ宛ての ITEM書込 
・ループコントローラに対する運転指示 

・二重化イニシャル処理中に電源断が発生すると、左右のループコントローラ内の計器
ブロックデータが異常となる場合があります。したがって、電断復帰後、「データベ
ース異常」等の異常が発生した場合は、ツールソフトから計器ブロックデータを再度
ダウンロードしてください。 

・二重化イニシャル処理中でも、ユーザリンクテーブルおよび HMI I/Fの CPUユニッ
ト I/Oメモリとの読み書きは有効です。 
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3－5－2 使用手順の概要 
1. ツールソフトをアクティブ側プロセス CPUユニットに接続して、計器ブロックデ
ータをダウンロードします（スタンバイ側プロセス CPUユニットに接続した場合、
計器ブロックデータをダウンロードすることはできません）。 

2. ツールソフトから運転指令によって、運転を開始します。 
3. 運転開始時（COLDスタート、または HOTスタート）は、二重化イニシャル処理
が実行されます。二重化イニシャル処理（最大 150秒）終了後、デュプレックス運
転となります。 

4. その後、アクティブ側ループコントローラ部の演算周期が最大 3秒間一時的に延び
ます。 

3－5－3 二重化タイプループコントローラの制限事項 
■ CPUユニットサイクルタイムへの影響時間 

● CPUユニット通常サイクルタイムへの影響時間 
プロセス CPUユニットのループコントローラ部が CPUユニットへ与える通常サイク
ルタイムへの影響時間は、以下のとおりです。 
プロセス CPUユニット形式 通常サイクルタイムへの影響時間 
形 CS1D-CPU□□P 最大 25ms 

・ プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）が及ぼす通常サイクルタイムへの影
響時間の例 
計器ブロックとユーザリンクテーブルの演算周期（注 1） 100ms 
計器ブロック数 100 150 200 
ユーザリンクテーブル数 100 150 200 
負荷率 39 55 71 
ラダープログラムのサイクルタイムが 2msのときの影
響時間（ms）（注 2） 

+7.8 +10.5 +13.6 

ラダープログラムのサイクルタイムが 19msのときの影
響時間（ms）（注 2） 

+10.3 +14.4 +20.8 

注 1： 計器ブロックとユーザリンクテーブルの演算周期が及ぼす CPUユニットのサイクルタイ
ムへの影響は、計器ブロックとユーザリンクテーブルの演算周期が 100msのとき最も大
きくなります。 

注 2： CPUユニットのサイクルタイムが 19msのとき、プロセス CPUユニットのループコント
ローラ部が及ぼす CPUユニットのサイクルタイムへの影響は、最も大きくなります。 

注 3： シーケンステーブルを使用する場合、上記結果に、さらに加算されます。加算される影響
時間は、シーケンステーブルの使用条件によって以下のように異なります。 

 ・拡張機能を使用しない場合：+3ms 
 ・シーケンステーブルを縦拡張、横拡張する場合：+6ms 
 ・シーケンステーブルを縦横ともに拡張する場合：+12ms 
 拡張するシーケンステーブルを増やしても、サイクルタイムの延び時間は増えません。た

だし、サイクルタイムが伸びる頻度が高くなります。 

● 二重化イニシャル処理中の、CPUユニットサイクルタイムおよびループコントロ

ーラ部への影響時間 
1-2-2項を参照してください。 
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● ループコントロールボード内計器ブロックの最小演算周期の制限（CPU ユニット

サイクルタイム×5倍以上であること） 
プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）を使用する場合、演算周期の誤差発生
を避けるには、できるだけ大きな演算周期に設定することが望ましいですが、ループ
コントローラ部内計器ブロックの最小演算周期を、CPUユニットの通常サイクルタイ
ム（二重化イニシャル処理時以外のサイクルタイム）の 5倍以上の周期に設定するこ
とが必要となります。 
例）CPUユニットのサイクルタイムが 40msの場合、ループコントローラ部内の計器
ブロック群の中で最小の演算周期は、200ms以上（200ms、500ms、1s、2sのいず
れか）となるように設定してください。 

もし、CPUユニットの通常サイクルタイムが、ループコントローラ部内計器ブロック
の最小演算周期の 1/5より長い場合、ループコントローラ部の計器ブロックの演算周
期の誤差が大きくなります。 
発生する誤差は、最大で、1CPUユニットサイクルタイム分長くなります。 
 
注：CPUユニットの通常サイクルタイムが、ループコントローラ部内計器ブロックの最小演算
周期の 30%より長い状態が、3サイクル連続して発生すると、特殊補助リレーA424CHのビ
ット 09（「演算周期不適合」）が 1（ON）となります。ツールソフトのシステム運転確認
画面にてこのフラグを監視して、1（ON）となった場合、ループコントローラの演算周期を
CPUユニットの通常サイクルタイムの 5倍以上に設定し直してください。 

注：サイクルタイムが 20ms未満の場合は、次のサイクルタイムまでの周期とみなします。 
例）サイクルタイムが 11msのときには、22msとして扱います。 

■ プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）の運転開始までの時間 

● アクティブ側ループコントローラ部の運転開始までの時間 
プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）は、DPLモードにて、以下のいずれか
のとき、アクティブ側ループコントローラ部は、二重化イニシャル処理を待たずに、
運転を開始します（注）。 

電源 ON時、イニシャルスイッチ押し下げ時、運転開始時、またはデータ転送
時のいずれか 

ただし、運転開始から最大 150*1秒後に、一時的に最大 2.1秒演算周期が延びます。 
*1：CPUユニット側 PLCシステム設定の二重化設定にて「二重化イニシャル中の運転開始可／
不可設定」が「初期化中に運転する」のとき、最大 120秒、「初期化中に運転しない」のと
き、最大 150秒です。 

注：CPUユニットの PLCシステム設定にて「二重化イニシャル中の運転開始可／不可設定」が
デフォルトの「初期化中に運転を開始しない（二重化イニシャル後、運転開始する）］とな
っている場合でも、アクティブ側のループコントローラ部は、二重化イニシャル処理を待た
ずに、運転を開始します。 

 

● スタンバイ側ループコントローラ部の運転開始までの時間 
プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）は、DPLモードにて、以下のいずれか
のとき、スタンバイ側ループコントローラ部が運転開始するまでに（二重化イニシャ
ル処理に）最大 152秒かかります（DPLユニットの DPL STATUS LEDが 150*1秒間緑
点滅し、その後最大 2.1秒後に、緑点灯に変わります）。 

電源 ON時、イニシャルスイッチ押し下げ時、運転開始時、またはデータ転送
時のいずれか 

*1：CPUユニット側 PLCシステム設定の二重化設定にて「二重化イニシャル中の運転開始可／
不可設定」が「初期化中に運転する」のとき、最大 120秒、「初期化中に運転しない」のと
き、最大 150秒です。 
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■ デュプレックスモードとシンプレックスモードでの LCB負荷率の変化 
デュプレックスモードとシンプレックスモードでは、CS1D CPUユニットのサイクル
タイムおよびループコントローラ部の LCB負荷率が異なります。 
したがって、事前に、両方のモードでのシステム動作を検証の上、本運転に入ってく
ださい。 

■ 同期対象外のデータ（運転切替時の、データの継続性の制限） 
プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）は、ループコントローラの運転中、以
下の ITEMおよび HMI I/Fデータは、アクティブ側とスタンバイ側の各ループコント
ローラ部の間で、同期がとれません。 

● 同期対象外の ITEM 
システム共通ブロック（形式＜000＞）の以下の ITEM 
・ITEM031～036： 
カレンダ・時計出力（西暦、年月、月日、日時、時分、分秒） 
・ITEM047～048： 
演算表示（LCB不可率、LCB最大負荷率） 
・ITEM099～110： 
メモリ処理（バックアップ起動指令、リカバリ起動指令、バックアップエラー表示、
フラッシュメモリ書込回数など） 

● 同期対象外の HMI I/Fデータ 
EM□_00001： LCB負荷率 
EM□_00003：LCB最大負荷率 
 
そのため、ループコントローラ部内の演算または CPUユニット内のラダープログラム
上で、これらの ITEM または HMI I/Fデータを読み出す処理をしている場合、アクテ
ィブ側とスタンバイ側で読み出したデータ間にずれが発生し、それを使用したアクテ
ィブ側とスタンバイ側の演算結果にもずれが発生します。 
その場合、もし運転切替異常が発生し、アクティブ側からスタンバイ側へ、CPUユニ
ットおよびループコントローラ部が切り替わったとき、これらのデータおよびそれを
使用した演算結果の継続性は、保証されません。 
したがって、上記データを、ループコントローラ部内の演算または CPUユニット内の
ラダープログラム上で、読み出す処理（*1）は行わないようにしてください。 
*1：ある時刻になったら工程を進める。ある負荷率になったら警報を出すなどの処理 

■ 電源投入時スタートモード指定の制限 
プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）は、CPUユニットから電源投入時スタ
ートモードを指定することはできません。つまり、システム共通ブロックの ITEM018
（電源投入時スタートモード）を 3（CPUユニットからの指令）に設定することはで
きません。 

■ DPLユニットのイニシャル（INIT）スイッチの操作制限 
プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）は、アクティブ側ループコントローラ
部の RDY LEDが消灯中（*1）は、DPLユニットのイニシャル（INIT）スイッチは押
せません。イニシャル（INIT）スイッチを押すときは、両方のループコントローラ部
の RDY LEDが点灯してから押してください。 
*1：スタンバイ側の CPUユニットおよびループコントローラ部の交換時、DPLユニットの CPU
使用設定スイッチを「USE」にした後、約 10秒間は RDY LEDが点灯しません。 
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3－6 フェールセーフの考え方 
 
ループコントローラのフェールセーフ対策は、以下の考えで実施するようにしてくだ
さい。 
 

3－6－1 ループコントローラの運転停止時の対応 
ループコントローラは、運転停止時に、停止前の状態を保持し、自身のすべての演算
を停止します。同時に自身内の計器ブロックと CPUユニット間のリフレッシュを停止
します。したがって、「フィールド端子ブロック」の Ao端子、Do端子によって、リ
フレッシュ変更していたアナログ出力ユニット、接点出力ユニットの割付エリアの値
は、停止前の状態で保持されます。 
ループコントローラが運転停止した場合、アナログ出力または接点出力をある値（最
大値、最小値など）に保持したい場合、以下のフェールセーフ対策を施してください。 

● CPUユニットが「運転」または「モニタ」モードの場合の、ループコントローラ

運転停止に対するフェールセーフ対策（形 CS1W-LCB01/05またはプロセス CPU

ユニット（形 CS1D-CPU□□P）でシンプレックスモード時） 
ループコントロールボード（形 CS1W-LCB01/05）またはプロセス CPUユニット（形
CS1D-CPU□□P）でシンプレックスモード時の運転停止時にアナログ出力または接点
出力をある値に保持したい場合、ループコントローラの運転中フラグ（A358CHのビ
ット 11）の b接点を入力条件としてアナログ出力ユニットまたは接点出力ユニットの
各割付リレーをある値に設定するように、CPUユニット側のラダープログラムを組ん
でください。 
 

ループコントローラ停止時の処理 
 
・ MOV 命令などによるアナログ

出力ユニットのアナログ出力設
定値の変更 

・ SET／RSET 命令などによる接
点出力ユニットの接点状態の変
更 

ループコントロール 
ボード運転中 
A358CH ビット 11 

 
● CPUユニットが「プログラム」モードの場合の、ループコントローラ運転停止に

対するフェールセーフ対策 

・ アナログ出力の動作 
通常（ループコントローラなしで）、アナログ出力ユニット（形 CS1W-MAD44など
の場合）を使用する場合は、CPUユニットの動作モードが「運転」または「モニタ」
モードから「プログラム」モードに移行すると、出力変換イネーブルフラグが OFFと
なり、アナログ出力値は、出力ホールド機能の設定にしたがって出力されます。 
しかし、ループコントローラによって、アナログ出力ユニットを介してアナログ出力
する場合、「プログラム」モードにおいても、この出力変換イネーブルフラグはルー
プコントローラによって強制的に ONとなり、出力ホールド機能は働きません。アナ
ログ出力設定値がリフレッシュされ、外部に出力されます。 
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・ 接点出力の動作 
通常、接点出力ユニットも、 CPUユニットの動作モードが「運転」または「モニタ」
モードから「プログラム」モードに移行すると、OFFとなります（保持したい場合は、
I/Oメモリ保持フラグを使用します）。 
しかし、ループコントローラによって、接点出力ユニットを介して、接点出力をする
場合、「プログラム」モードにおいても、接点出力がリフレッシュされ、外部に出力
されます。 
したがって、「プログラム」モードにおいて、ループコントローラが運転停止した場
合、アナログ出力または接点出力をある値（最大値、最小値など）に保持したい場合、
以下のフェールセーフ対策を施してください。 
1） CPUユニットが「プログラム」モードのときに、ユーザが SCADAソフトまたは
ツールソフトを使用して、ループコントローラの運転を停止させる場合： 
ループコントローラの運転を停止させる前に、PIDなどの調節ブロックを「マニュ
アルモード」に切り替え、モニタソフトまたはツールソフトを使用して、必要なMV
値になるような設定操作を実行してください。 

2） ループコントローラ内の ITEM書き込みブロックによって、システム共通ブロッ
クの ITEM014（運転指令）を 0（停止）にする場合： 
ITEM書き込みブロックの書き込み操作の前に、PIDなどの調節ブロックを「マニュ
アルモード」に切り替え、必要なMV値になるようなシーケンスを、シーケンステ
ーブルまたはステップラダーブロックを使用してあらかじめ組んでください。 

 

お願い 
 

ループコントローラ自体の異常によってループコントローラの運転が停止する場合、

アナログ出力または接点出力をある値（最大値、最小値など）に保持することはでき

ません。したがって、システム設計時に、十分ご注意ください。 
 

参 考 
 

CPUユニットが「プログラム」モードのときに、ループコントローラの運転を停止さ
せるような処理を実行することも可能です。 
その場合、システム共通ブロック（形式 000）の CPU運転ステータスの ITEM013（プ
ログラムモード）を入力して、シーケンステーブル（形式 302）またはステップラダ
ーブロック（形式 301）および ITEM書き込みブロック（形式 171/172）によって、
システム共通ブロック（形式 000）の ITEM014（運転指令）を 0（停止）にします。
 システム共通 
ブロック 

シーケンステーブ
ルまたはステップ
ラダーブロック 

システム共通 
ブロック 

014 013 

ITEM書き込み 
ブロック 

014 
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3－6－2 CPUユニットの運転停止異常時の対応 
・CPUユニットの運転停止異常時（FALS命令の実行時を含む）に、ループコントロ
ーラは、運転を停止します。その時に、アナログ出力値を直前の値にホールド、最
小値、最大値のいずれかにする場合は、アナログ出力ユニットまたはアナログ入出
力ユニットの出力ホールド機能を使用してください。 

 

参 考 
 

CPUユニットが負荷遮断フラグにより、出力リフレッシュを停止した時でも、ループ
コントローラは、運転を継続します。ただし、このとき、接点は出力されず、OFFと
なります。アナログ出力は、アナログ出力ユニットの出力ホールド機能にしたがって、

ある値がホールド出力されます。したがって、ループコントローラは内部的な演算を

行うのみで、外部に対する制御動作は行われません。 
 
 

3－6－3 必要なマンマシンインタフェースの条件 
ループコントローラは、自身にマンマシンインタフェースをもっていません。したが
って、必ず外部に以下の条件を満足したマンマシンインタフェース（SCADAソフトな
ど）を用意した上で、ご使用ください。 
・ループコントローラの運転指示／停止指示操作機能および運転ステータス表示機能
（システム共通ブロックの ITEM014～017の操作） 
・ループコントローラの異常ステータス表示機能（システム共通ブロックの ITEM091
～095の表示） 
・SP、PV、MVなどの基本的な表示機能 
・SPなどの基本的な設定機能 
・P、I、Dなどの各パラメータの変更機能 
・オート／マニュアルの切り替え、マニュアル操作機能 
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4－1 簡単な使用例 
 
ループコントローラを使用して、カスケード制御を行う場合を例として、使用手順を
示します。 

手順 1 設計 
1. 計装図の作成 

 
PID2 

PV 1 

MV 1 

PID1 

MV 2 

PV 2

0.0～400.0m3/HR 0.0～300.0℃ 

 
2. PLCのシステム構成の決定 

   
品名 形式 内容 
CPUユニッ
ト 

形CS1H/G-CPU□□H  

ループコン
トロールボ
ード 

形 CS1W-LCB01  

アナログ入
力ユニット 

形 CS1W-AD041 ・アナログ入力
1： 
4～20mA 
（温度変換
入力） 

・アナログ入力
2： 
4～20mA 
（差圧発信
器入力） 

 

CPUユニット 

ループコントロールボード 
アナログ出力ユニット

温度変換器

4～20mA 

差圧発信器

4～20mA 

4～20mA 

コントロールバルブ 

アナログ入力ユニット

 
アナログ出
力ユニット 

形 CS1W-DA041 ・アナログ出力
1： 
4～20mA 
（コントロ
ールバルブ
へ出力） 

3. 計器ブロックの選定 
ツール種別（中項目） 計器ブロック名 
フィールド端子 Ai4点（形式 586） 
 Ao4点（形式 587） 
結線図 開平（形式 131） 
 基本 PID（形式 011） 
 基本 PID（形式 011） 

 PV1  
Ai4 点 
形 586 

基本 PID 
形 011 

基本 PID 
形 011 

MV1 

PV2 
RSP 

MV2 開平 
形 131  

Ao4 点 
形 587 
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4. 計器ブロックのシステム構成の決定 

 
Ai4 点 
＜形式 586＞ 

番地 901 

021 
PV1

006 
PV2

基本 PID 
＜形式 011＞ 
番地 002 

 
022 

021 
RSP2

006

基本 PID
＜形式 011＞
番地 001 

087
MV1

021 

007

開平 

011
MV1

＜形式 131＞

番地 101

087
Ao4 点 
＜形式 587＞ 

番地 902 

 
5 SCADAソフトまたは PTなどでモニタ／操作するデータの決定 
モニタ対象の計器ブロックは、以下のとおり。 

ブロック
番地 

計器 
ブロック
名 

タグ No.
タグ 
コメン
ト 

上限
（RH） 

下限（RL） 
単位
（UNIT） 

小数点位置
（DP） 

001 基本 PID PID1  0 300 ℃ 1 
002 基本 PID PID2  0 400 m3/HR 1 
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手順 2 ツールソフトでの計器ブロックデータの作成 
1. ツールソフトのセットアップ／立ち上げ 
2. システム共通ブロックの設定 
各計器ブロック共通の仕様を、システム共通ブロック（形式 000）で設定します。 
ループコントロールボードを使用する場合、初期設定として、このブロックの内容
を必ず設定することが必要です。 
この例では、以下のとおりとします。 
・システム共通の演算周期を 0.5秒とします。 
・電源投入時のスタートモードを、HOTスタート（1）とします。 

ITEM データ内容 データ範囲 設定例 
004 演算周期（秒） 

1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：1、5：2 
1～5 3 

018 電源投入時のスタートモード 
1；HOTスタート、2：COLDスタート 

1、2 1 
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3. 使用する計器ブロックのツールソフトでの選択（ブロック番地への割り付けを含
む） 

 
4. ブロック間のアナログ信号のソフト結線 

 
5. 各ブロックの ITEMの設定 

 
正逆動作方向、SP設定方式（リモート／ローカル）などの、各計器ブロックの初
期設定関連のパラメータ（計器ブロックリファレンスの読み書き方法の項の（S）：
初期設定データ）を、このツールソフトで設定します。 
P、I、D定数などの運転関連のパラメータ（計器ブロックリファレンスの読み書き
方法の項の（O）：運転データ）は、ツールソフト、SCADAソフトのどちらで設
定してもかまいません。 

6 CSVタグの設定 
7 CSVタグファイルの作成（コンパイル） 
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手順 3 ユニットのセットアップ 
1. ユニットの装着、アナログ入力ユニット／アナログ出力ユニットの配線 

アナログ入力ユニット

温度変換器 

4～20mA 

差圧発信器 

4～20mA 

A2 入力 1（－） 

A5 入力 2（－） 

A1 入力 1（＋） 

A4 入力 2（＋） 

 

アナログ出力ユニット 

4～20mA 

コントロール
バルブ 

出力 1（＋） A4 

出力 1（－） A3 

 
ループコントロールボード自体の配線はありません。 
 

2. 周辺ツールの接続 
3. PLC本体の電源の投入 
4. 周辺ツールによる I/Oテーブルの作成 
5. （必要に応じて）周辺ツールによる PLCシステム設定のシリアル通信ポートの通信
条件の設定 

6. 周辺ツールによる、アナログ入力ユニット／アナログ出力ユニットの割付 DMエリ
アの設定 



4－1 簡単な使用例 
手順 4 作成した計器ブロックデータのループコントローラへの転送 

4-7 

4 
簡
単
な
使
用
例 

手順 4 作成した計器ブロックデータのループコントローラへの転送 
1. PLC本体の電源 OFF 
2. CPUユニットの前面ディップスイッチの設定（SW4：ペリフェラルポート使用時

ON、SW5：RS-232Cポート使用時 OFF） 
3. CPUユニットとパソコン（ツールソフト）との接続 
（形 CS1D-CPU□□Pの場合、アクティブ側 CPUユニットへ接続） 
●ペリフェラルポートへの接続時 
（上位リンク接続のみ可能） 

●RS-232Cポートへの接続時 
（上位リンク接続のみ可能） 

 

ペリフェラルポート 

DOS/V パソコン 
（9pin オス） 

CS1 CPU ユニット 

接続ケーブル 
形 CS1W-CN226／626 

 

 

RS-232C ポート 

DOS/V パソコン

（9pin オス） CS1 CPU ユニット

推奨ケーブル 形 XW2Z-200S-V 

アナログ演算ユニット 

 
4. PLC本体の電源 ON 
5. ツールソフトでのネットワークアドレス（000設定）、ノードアドレス（01設定）
（[設定]－[アドレス設定]） 

6. ツールソフトでの上位リンク接続操作（[ファイル]－[シリアル初期化]） 
7. ツールソフトでの転送操作（[実行]－[ダウンロード]） 
8. ツールソフトでの運転指令（[実行]－[運転]－[運転指令]）、または PLC本体電源の

OFF→ON 
注：ループコントローラの運転を開始する前に、以下の点を確認してください。 
  ①HMI I/F用データエリアを割り付ける指定バンク No.の EMエリア（システム共通ブロ

ックの ITEM050：「HMI I/F用メモリ割付先 EMエリアバンク No.」（0～C）によっ
て指定）が、CPUユニットや他のユニットが使用するエリアと重複していないこと。
万一、重複していた場合、PLCのシステムとして思わぬ動作をし、けがをする恐れが
あります。組み合わせて使用するアナログ入出力ユニットが、正しく装着されている
こと。 

  ②ユーザリンクテーブルデータの書き込み先エリアが、CPUユニットや他のユニットが
使用するエリアと重複していないこと。万一、重複していた場合、PLCのシステムと
して思わぬ動作をし、けがをする恐れがあります。 

  ③組み合わせて使用するアナログ入出力ユニットが、正しく装着されていること。かつ、
アナログ入出力ユニットの前面の号機 No.がフィールド端子で設定した号機 No.と一
致していること。万一、号機 No.が一致していないと、（フィールド端子で設定した
号機 No.の）別の高機能 I/Oユニットのデータを誤って入出力（読み書き）してしま
いますので、十分ご注意ください。 

  ④ループコントローラ内のシステム共通ブロックの初期設定が正しく設定されている
こと。 

 
9. ループコントローラの前面 LED（EXEC LED点灯）の確認 
注：形 CS1D-CPU□□Pの場合、電源投入後、スタンバイ側のループコントローラが運転開始す
るまでに（二重化イニシャル処理）最大 150秒かかります（ループコントローラ前面 EXEC 
LEDおよび DPLユニットの DPL STATUS LEDが最大 150秒間点滅し、その後ともに点灯
にかわります）。 
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手順 5 試運転 
1. ツールソフトによる運転指令（[実行]－[運転]－[運転指令]）、または PLC本体電源
の OFF→ON 

2. ツールソフトによるシステム運転確認（[実行]－[運転]－[運転確認]） 
負荷率のチェックなどを実行 

 
3. ツールソフトによる結線確認（[動作確認]－[開始]） 

 
4 SCADAソフトまたはツールソフトのセットアップ／立ち上げ 
5 SCADAソフトまたはツールソフトからの SP値設定など 
 

手順 6 本運転 
1. SCADAソフトによる設定変更／PID等のチューニング 
2. SCADAソフトによる PV監視、アラーム監視 
 



      

 

 

第 5章 
計器ブロックの 
組み合わせ例 
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5－1 基本的な PID制御例 
 
基本的な PID制御をする場合の計器ブロックの接続例を、以下に示します。 

5－1－1 単純な PIDの場合 
使用計器ブロック：基本 PIDブロック（ブロック形式 011） 
アナログ入出力は、フィールド入出力端子（Ai4／Ao4端子など）を使用します。 

 PID PV MV 

 

 Ai4 端子 
形 586 

PV 
基本 PID 
形 011 

アナログ入力 

MV 
アナログ出力 Ao4 端子 

形 587 
 

 
注：流量制御などで開平演算機能を使用する場合は、下記のように、開平ブロック（ブロック形
式 131）をアナログ入力に挿入します。 

 PV 
基本 PID 
形 011 

アナログ入力 

MV 
アナログ出力 

開平 
形 131 

Ai4端子 
形 586 

Ao4 端子 
形 587 

PV
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5－1－2 多チャンネルの PIDの場合 
使用計器ブロック：基本 PIDブロック（ブロック形式 011）、定数用 ITEM書込み（ブ
ロック形式 171）、ステップラダー（ブロック形式 301） 
アナログ入出力は、フィールド入出力端子（Ai8端子、 Ao8端子など）を使用します。 

 

PID PV MV 

PID PV MV 

LSP 値 

LSP 値 

PID PV MV 

LSP 値 

 

 

Ai8 端子 

形 551 

PV 
基本 PID 

形 011 

アナログ入力 MV 

アナログ入力 

PV 
基本 PID 

形 011 

Ao8 端子 

形 552 

アナログ出力

アナログ出力

定数用 ITEM 書込

形 171 

LSP 

微分接点

ステップラダー 

形 301 
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5－1－3 複数の設定値（SP）を切り替える PIDの場合 
使用計器ブロック：基本 PIDブロック（ブロック形式 011）、定数選択ブロック（ブ
ロック形式 165）、CPU間 Di端子ブロック（ブロック形式 451） 
定数選択ブロックに、あらかじめ切替用の複数の SPを登録しておきます。CPU間 Di
端子ブロックと定数選択ブロックと接続して、CPUユニットの I/Oメモリ（接点）に
応じて、基本 PIDブロックのローカル SP値を切り替えます。 
アナログ入出力は、フィールド入出力端子（Ai4／Ao4端子など）を使用します。 

 

PID PV MV 

SP 切替 CPU ユニット

の I/O メモリ 

 

MV 

 

PV 

基本 PID 

形 011 

アナログ入力 

アナログ出力 

定数選択 

形 165 

CPU 間 Di 

形 451 

LSP 

接点切替 

接点接続 

形 201 

Ai4 端子 
形 586 

Ao4 端子 
形 587  
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5－1－4 設定値（SP）の 3ゾーンに応じて PID定数を切り替える場合 
使用計器ブロック： 基本 PIDブロック（ブロック形式 011） 

定数用 ITEM書込ブロック（ブロック形式 171） 
上下限警報ブロック（ブロック形式 111） 
ステップラダーブロック（ブロック形式 301） 

 
3つの定数用 ITEM書込ブロックに、あらかじめ切替用の P、I、D定数を 3組登録し
ておきます。基本 PIDブロックのカレント SP値を上下限警報ブロックに入力。上下限
警報ブロックの上限警報と下限警報の組み合わせにより、3つの SPゾーンをステップ
ラダーブロックによって作成。SPゾーンに応じて定数用 ITEM書込ブロックを選択し
ます。 
 

 

PID 

MV  

PV  

PID1

PID1

PID1
SP ゾーンに応じて切り替え 

SP 

PID3 PID1 

下限警報 上限警報 

PID2 

 
 

MV 

PV 

定数用 ITEM 書込 
形 171 

アナログ入力 

P,I,D 

アナログ出力 

定数用 ITEM 書込 
形 171 

定数用 ITEM 書込 
形 171 

ステップラダー

形 301 

上下限警報 
形 111 

上限 下限 

SP 
基本 PID 
形 011 

Ao4 端子 
形 587 

Ai4 端子 
形 586 
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ブロック番地 ITEM番号 データ 説明 
901 002 586 Ai4端子ブロック 
 021  Y1（アナログ入力 1） 
902 002 587 Ao4端子ブロック 
 021 001087 X1（アナログ出力 1）発信元指定 
 031  X1（アナログ出力 1） 
001 002 011 基本 PIDブロック 
 006 901021 PV発信元指定 
 029  カレント SP 
 054  P（比例帯） 
 055  I（積分時間） 
 056  D（微分時間） 
 087  MV 
100 002 111 上下限警報ブロック 
 007 001029 X1入力値発信元指定 
 012  U1上限警報 
 013  U2下限警報 
701 002 301 ステップラダーブロック 
  2100 STEP00宣言 
  01100013 LOAD番地 100の ITEM013 下限警報のとき 
  11101039 OUT番地 101の定数用 ITEMを書き込み（一括送信指令） 
  02100012 LOAD NOT番地 100の ITEM 012（上限警報）でないとき 
  04100013 AND NOT番地 100の ITEM 013（下限警報）でないとき 
  11102039 OUT番地 102の定数用 ITEMを書き込み（一括送信指令） 
  01100012 LOAD番地 100の ITEM 012 上限警報のとき 
  11103039 OUT 番地 103の定数用 ITEMを書き込み（一括送信指令） 
101 002 171 定数用 ITEM書込ブロック 
 021  P（比例帯）1の値を設定 
 022  I（積分時間）1の値を設定 
 023  D（微分時間）1の値を設定 
 011 001054 ITEM021の宛先指定 
 012 001055 ITEM022の宛先指定 
 013 001056 ITEM023の宛先指定 
 039  一括送信指令 
102 002 171 定数用 ITEM書込ブロック 
 021  P（比例帯）2の値を設定 
 022  I（積分時間）2の値を設定 
 023  D（微分時間）2の値を設定 
 011 001054 ITEM021の宛先指定 
 012 001055 ITEM022の宛先指定 
 013 001056 ITEM023の宛先指定 
 039  一括送信指令 
103 002 171 定数用 ITEM書込ブロック 
 021  P（比例帯）3の値を設定 
 022  I（積分時間）3の値を設定 
 023  D（微分時間）3の値を設定 
 011 001054 ITEM021の宛先指定 
 012 001055 ITEM022の宛先指定 
 013 001056 ITEM023の宛先指定 
 039  一括送信指令 
 

（ ） DU  

（ ） DU  

（ ） DU  

下限警報 ONで定数選択 1 

  

下限警報 
定数選択 1 

上限警報 OFF、下限警報 OFFで、定数選択

 

上限警報 定数選択 2 

上限警報 ONで定数選択 3 

  

上限警報 定数選択 3 

下限警報 
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5－1－5 プログラムコントロール（台形制御）をする場合 
時間とともにSP（設定）値を台形型に変化させるプログラムコントロールをする場合、
以下のようにします。 
 
使用計器ブロック： 基本 PIDブロック（ブロック形式 011）、台形プログラムブロ

ック（ブロック形式 155）、ステップラダーブロック（ブロッ
ク形式 301） 

 
台形プログラム（最大 7ステップ、1ステップ＝傾斜＋保定値）をあらかじめ台形プロ
グラムブロックに登録しておきます。ステップラダーブロックからの動作指令、ステ
ップラダーブロックへの最終段到達信号と組み合わせて使用します。 

 

PID PV MV 

台形プログラム 

 RSP 

時間 

SP 

 

 

Ai4 端子 
形 586 

PV 
基本 PID 
形 011 

アナログ入力 

MV 
アナログ出力 

台形プログラム

形 155 

ステップラダー 
形 301 

RSP 

動作指示 

最終段到達 

Ao4 端子 
形 587 
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5－1－6 時間比例制御をする場合 
出力としては接点（ON/OFF）出力だが、ONと OFFの時間比を比例的に変える時間比
例制御を行う場合、以下のようにします。 
 
 
使用計器ブロック： 基本 PIDブロック（ブロック形式 011）、アナログ／パルス変

換ブロック（ブロック形式 192） 
 
PIDブロックのMVをアナログ／パルス変換ブロックに与えます。アナログ／パルス
変換ブロックは、ON時間と OFF時間をMVに応じて比例的に変えた、ON／OFFパル
ス信号を出力します。 

 PID PV 

MV 

SSR 

アナログ／パルス幅変換

時間比例出力

 

 Ai4 端子 

形 586 

PV 
 

基本 PID 

形 011 

アナログ入力 

MV 
アナログ／パ

ルス幅変換 

形 192 

Do 16 端子

形 514 
接点出力 

時間比例
接点接続

形 201 
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5－1－7 流量のモニタおよび積算をする場合 
使用計器ブロック： Pi4端子ブロック（ブロック形式 562） 

積算（瞬時値入力用）ブロック（ブロック形式 150）
 
パルス入力ユニット形 CS1W-PPS01からの瞬時値をもとに 8桁の積算値を積算する場
合、 Pi4端子ブロックの瞬時値出力値を積算（瞬時値入力用）ブロックに接続します。 
 
例：パルス入力瞬時値のゼロ（0%）～スパン（100%）に対して、0～6000のスケーリ
ングを行い、かつ積算を 1時間あたり最大 1200.00とする場合（1時間 100%の 6000
が継続した場合、積算値を 1200.00とみなす場合）。積算結果は、積算（瞬時値入
力用）ブロックの ITEM012/013に格納されます。 

 積算（瞬時値入力）

形 150 
瞬時値 

パルス入力 
Pi4 端子 
形 562 

 
 
ブロック番地 ITEM番号 データ 説明 

901 002 562 Pi4端子ブロック 
 010 3 瞬時値出力レンジ 3：0～6000 
 021 0～115.00% Y1（瞬時値出力値 1） 注 1 
100 002 150 積算（瞬時値入力） 
 007 901021 X1 発信元指定 
 008  入力値 
 009 1200.00 QR積算率（1時間、入力 100%が継続した場合の積算値）
 010 2 TU時間単位（2：時間） 
 012 0000～9999 積算値下位 4桁 
 013 0000～9999 積算値上位 4桁 
注 1： パルス入力ユニット形 CS1W-PPS01の割付リレーn+1～n+4CHに反映される瞬時値とは

異なり、 Pi4端子ブロックの演算周期ごとの瞬時値となります。 
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5－2 応用的な制御タイプ例 
 
特殊な制御対象を制御する場合の応用的な制御タイプ例を以下に示します。 
ループコントローラの計器ブロックの組み合わせは、（ブロック番地による個数制限
を除いて）自由のため、これらを応用して、お客様のニーズに応じた制御システムを
構築してください。 
特殊な制御対象に対応する制御タイプ例と、制御目的との関係は、以下のとおりです。 
 

制御目的 制御タイプ例 ページ
外乱の抑制（ループ 2に入る外乱） カスケード制御 5-2 
ループ 2から 1までのむだ時間への対応   
外乱の抑制（ループ 1に入る外乱） フィードフォワード制御 5-2 
外乱の抑制（ループ 1およびループ 2に入る外乱）カスケード制御+フィードフォワード制御 5-2/2 
プロセス間の相互干渉への対応 非干渉制御（フィードフォワード制御の 1

種） 
5-2 

むだ時間への対応 サンプル PI制御 5-2 
 スミスむだ時間補償制御 5-2 
むだ時間の変化への対応 可変サンプル周期制御 5-2 
注：なお、ここで言う特殊な制御対象とは、むだ時間が長い、動特性または静特性が変化する、
動特性が通常の「むだ時間+一次遅れ」ではない、動特性または静特性の非線形性が大きい、
多変数系でかつ相互干渉が強いなどを指します。ただし、これらは、本ループコントローラ
では制御しきれない制御対象である可能性がある（制御対象の特性を観測する機能が必要な
どによる）ことを考慮して、設計してください。 

5－2－1 カスケード制御 
以下の場合、1次ループの PID1のMVを、2次ループの PID2の RSPとして入力し、
コントローラを直列に接続します。これをカスケード制御と呼びます。 
1) 2つの制御可能なプロセスがあり、制御目的のプロセスは片方（1次ループの PV）
で、かつ 

2) 一方（2次ループ）を制御することによって他方（1次ループ）を制御できる場合、
かつ 

3) 一方のプロセス（2次ループ）に外乱が入る場合、または一方（2次ループ）の操作
端の変更の影響が他方（1次ループ）の PVに現れるまでにむだ時間がある場合 

 
1次ループの PID1は、PID2の設定値を制御することにより、間接的に 2次ループの操
作端を制御します。 
これにより、2次ループの PID2は 2次ループに入る外乱を吸収し、2次ループに入る
外乱の影響が 1次ループに入るのを抑制します。（2次ループに入る外乱を抑制する効
果は、2次ループのプロセスの応答が 1次ループのプロセスの応答より速ければ速いほ
ど効果があります。） 
注：ただし、このカスケード制御は、1次ループに入る外乱に対しては、効果がありません。そ

の場合、フィードフォワード制御を組み合わせる必要があります。 
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使用計器ブロック：高度 PID（ブロック形式 012）を 2個 
例： 

 高度 PID 
形 012 

PV1 

高度 PID 
形 012 

MV1 

PV2 

RSP 

MV2 

 
高度 PIDのMV出力を、高度 PIDの RSPに入力します。 
 

参 考 
 

カスケード制御においては、2次ループの PID2がローカルのとき、それへの設定変更
（LSP2変更）操作に対して、1次ループの PID1のMV1を追従（LSP2に一致）させ
ることが必要です。 
ループコントローラでは、カスケード制御における、このバンプレスを目的とした 1
次側と 2次側の MVトラッキング機能を、基本 PIDブロック（形式 011）および高度
PIDブロック（形式 012）の、ITEM032（1次／2次ループ間のバンプレス処理）にて
あらかじめ用意しています。2次側の基本または高度 PIDブロックの ITEM032に、1
（バンプレス処理あり）を設定するだけで、2次側がローカルのとき、1次側のMV1
に対して、自身の LSPを上書きします。 

PID1
2 次プロ

セス特性

+

ー

PV1

制御量

PID2+

ー

1 次プロ

セス特性

目標値

SP2
MV1

PV2

MV2

2 次ループ

1 次ループ

外乱

目標値

SP1
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PID2 
PV1

MV 1 

PID1 

MV 2

PV2

RSP2

 
 アナログ 
入力 

アナログ 
入力 

アナログ

出力

022 
PV2

006
PV2

高度 PID 
＜形式 012＞ 
番地 002 

021

032 

087 
MV2 006

高度 PID
＜形式 012＞
番地 001

087

PV
MV1

SP2

PV1
021 

021

バンプレス処理 
*1 

＊1：バンプレス処理を１（あり）にすることにより、自身が
ローカルのとき、自身の LSP2の値を、1次側のMV1に
上書きします。 

 
ブロック番地 ITEM番号 データ 説明 

901 002 586 Ai4端子ブロック 
 021  Y1（アナログ入力 1） 
 022  Y2（アナログ入力 2） 
902 002 587 Ao4端子ブロック 
 021 002087 X1（アナログ出力 1）発信元指定 
 031  X1（アナログ出力 1） 
001 002 012 高度 PIDブロック 
 006 901021 PV発信元指定 
 087  MV 
002 002 012 高度 PIDブロック 
 006 901022 PV発信元指定 
 021 001087 RSP発信元指定 
 032 1 1次/2次ループ間のバンプレス処理*1 
 087  MV 

*1：本機能により、2次ループがローカルのとき、２次ループの LSP2の値を１次ループのMV1
に強制的に上書きします。 
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参 考 
 

上記のように、2次ループがローカルのときに、１次ループの MV1を２次ループの
LSP2にトラッキングさせることは、基本 PIDブロック（形式 011）および高度 PID
ブロック（形式 012）の ITEM032（1次／2次ループ間のバンプレス処理）の機能を
使用して可能です。 
ただし、2次ループがマニュアルモードのときに、１次ループの MV1を２次ループの
PV2に切り替えることが必要な場合は、以下のようにします。 
2次ループがM（マニュアル）モードのときに、1次ループの MVトラッキングスイ
ッチを ONにさせ、２次ループの PV2をもってきて、１次ループの MV1をこの PV2
に切り替えます（一致させます）。以下のその例を示します。 

アナログ

出力

 アナログ 
入力 

アナログ 
入力 

022 
PV2 

006
PV2

高度 PID 
＜形式 012＞ 
番地 002

021

086 
A/M 

087 
MV2 

＜形式 301＞
番地 701

ステップラダー 

006

高度 PID
＜形式 012＞
番地 001

083

PV2 

087

PV

085
MVトラッキング SW

MVトラッキング 

MV1

SP2

A/M 
MVトラッキング

PV1
021 

021 

 
 
 
ステップラダーブロック内ラダー 
 002-086 001-085 

２次 A/M ＭＶトラッキング SW 

・PID2が A（オート）のとき、MVトラッキン
グ SWが OFF。M（マニュアル）のとき、MV
トラッキング SWが ON。  
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5－2－2 フィードフォワード（先行予測）制御 
外乱（負荷変動など）の影響がプロセス結果にあらわれる前に、先回りして外乱を検
知して、その影響を打ち消すようにMVに修正を加えます。フィードバック制御と組
み合わせて使用します。 
使用計器ブロック：進み遅れ演算（ブロック形式：147） 
例： 

 進み遅れ演算 
形 147 外乱 

高度 PID 
形 012 

MV PV 

MV 補償（ITEM074）

 
進み遅れ演算の出力を、高度 PIDのMV出力に加算します。 
注：カスケード制御は、2次ループに入る外乱の影響を抑制することができますが、1次ループ

に入る外乱の影響を抑制することができません。これに対して、このフィードフォワード制
御は、カスケード制御における 1次ループに入る外乱の影響を抑制することができます。 

PID 制御 

フィードフォワード制御 

プロセス 
特性 

目標値 
SP + 

ー 

PV 

+ 

+ 

外乱 

外乱特性 

制御量 ー 

+ 

 
 

参 考 
 

一般的なフィードフォワード制御のモデルは、外乱特性をプロセス特性で割ったもの

です。 
外乱特性の伝達関数が 1次遅れで近似すると、K2／（ 1 + T2･s）、プロセス特性の
伝達関数が 1次遅れで近似すると、K1／（ 1 + T1･s）の場合、フィードフォワード
制御の伝達関数は、 K2／K1×（ 1 + T1･s）／（ 1 + T2･s）となります。 
T1：プロセスの時定数、T2：外乱の時定数 
K1：プロセスのゲイン、K2：外乱のゲイン 
このモデルのステップ応答は、以下のとおりです。 
 

フィードフォ

ワード制御 

T1＞T2 
T1＝T2 

T1＜T2 

・ 
Ｋ2 T1

Ｋ1 T21 

 
 
上記のように、T1（プロセスの時定数）が T2（外乱の時定数）より長い（T1＞ T2）
場合、フィードフォワード制御出力信号に進みをもたせます（進み補償）。逆に、短
い場合（T1＜T2）、遅れをもたせます（遅れ補償）。 
フィードフォワード制御において、外乱の影響を最小限に抑えるには、この T1（プロ
セスの時定数）と T2（外乱の時定数）の値を適切に設定する必要があります。 
進み遅れ演算ブロック（形 147）では、T1（プロセス時定数＝進み時定数）、T2（外
乱時定数＝遅れ時定数）、K（外乱ゲイン/プロセスゲイン）を設定します。 
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PID2 

PV 

MV補償（加算）

PID1 

MV 2

PV 

進み遅
れ演算 

蒸気

燃料 
 

アナログ出力

 アナログ入力 
021 

007

進み遅れ演算 
＜形式 147＞
番地 100 

013

高度 PID 
＜形式 012＞ 
番地 001 

087 
MV 

PV

MV補償

022 
外乱

074

006
021

 
 
ブロック番地 ITEM番号 データ 説明 

901 002 586 Ai4端子ブロック 
 021  Y1（アナログ入力 1） 
 022  Y2（アナログ入力 2） 
902 002 587 Ao4端子ブロック 
 021 001087 X1（アナログ出力 1）発信元指定 
 031  X1（アナログ出力 1） 
001 002 012 高度 PIDブロック 
 006 901021 PV発信元指定 
 074 100013 MV補償（加算） 
 087  MV 
100 002 147 進み遅れ演算ブロック 
 007 901022 X1発信元指定 
 009  K（ゲイン）0～10.000 
 010  T1（進み時定数）0～999.9s 
 011  T2（遅れ時定数）0～999.9s 
 013  Y1出力値 
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参 考 
 

非干渉制御 
プロセス間の相互干渉を抑制する非干渉制御も、このフィードフォワード制御と同様

です。相互干渉による影響を外乱とみなして、ともにフィードフォワード制御を行い

ます。 
使用計器ブロック：高度 PID（ブロック形式：012）、進み遅れ演算（ブロック形式：
147） 
注：進み遅れ演算後の値を、他方の MVから減算する処理は、高度 PIDの MV補償機

能によって可能です。 
 
例： 
 

進み遅れ演算 
形 147 

高度 PID 
形 012 

MV PV 

高度 PID 
形 012 

MV PV 

進み遅れ演算 
形 147 

MV 補償 
：減算 

MV 補償 
：減算 

MV 補償用出力 

MV 補償用出力 

 
 
参考：非干渉要素は、一般的に遅れ要素となります。 
 

目標値 
SP 

PID 制御 プロセス 
特性 

+ 

－

PV 

+ 制御量 
目標値 
SP 

非干渉要素 

PID 制御 プロセス 
特性 

+ 

－ 
PV 

+ 

－ 制御量 

非干渉要素 

－ 
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5－2－3 サンプル PI制御 
むだ時間の長いプロセスや、間欠測定の分析計などを操作端とする場合、操作量を変
更してからその効果が十分現れてから、次の操作量を決定します。 
T0時間毎に、T1時間だけの PI制御を行い、あとは出力一定に保ちます。 
wait and see法とも呼びます。 

 MV 

T1 
T0

T1

T0

時間  
使用計器ブロック：間欠タイマ（ブロック形式 206）、接点接続（ブロック形式 201）
（必要に応じステップラダー（ブロック形式：301）） 

 高度 PID 
形 012 

MV PV 

接点接続 
形 201 

MV ホールド 

間欠タイマ 
形 206 動作開始 

ON/OFF 動作 

 
間欠タイマからの接点信号を、高度 PIDのMVホールド入力に接続します。 
 

参 考 
 

ある条件によってむだ時間が変化するプロセスでは、その条件によってホールド時間

を可変にします（可変サンプル周期の PI制御）。その場合、間欠タイマの ON時間（T1）
を他のブロックによって設定します。 
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PID

MV

PV

反応プロセス

 

アナログ

入力

012

間欠タイマ
＜形式 206＞

番地 100

013

MV
006

高度 PID
＜形式 012＞

番地 001

087

タイマ起動

PV
021 021

アナログ

出力

082
MV ホールド SW

007

接点接続

＜形式 201＞
番地 101

008

 
 
ブロック番地 ITEM番号 データ 説明 

901 002 586 Ai4端子ブロック 
 021  Y1（アナログ入力 1） 
902 002 587 Ao4端子ブロック 
 021 001087 X1（アナログ出力 1）発信元指定 
 031  X1（アナログ出力 1） 
001 002 012 高度 PIDブロック 
 006 901021 PV発信元指定 
 082  MVホールドスイッチ 
 087  MV 
100 002 206 間欠タイマブロック 
 013  接点出力 
101 002 201 接点接続ブロック 
 007 100013 発信元指定（間欠タイマの ITEM013を入力） 
 008 001082 宛先指定（高度 PIDの ITEM082に出力） 
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5－2－4 スミスむだ時間補償制御 
むだ時間の大きなプロセスで、しかもむだ時間があまり変化しない場合、コントロー
ラ側でプロセスと同等のむだ時間要素を相殺することで、制御対象をむだ時間のない
プロセスとして扱って、制御します。ただし、負荷変動などの外乱に対しては対応で
きません。 
 
使用計器ブロック：むだ時間補償（ブロック形式：149） 
例： 

 

むだ時間補償 
形 149 

高度 PID 
形 012 

MV PV 

PV 補償入力 
（加算型） 

 
高度 PIDからのMV出力にむだ時間補償演算をして、高度 PIDの PV補償入力に接続
します。PV補償方式を加算に設定します。 
注：スミスむだ時間補償制御を行う場合、プロセス対象のむだ時間、時定数、ゲインを事前に調
べておく必要があります。 

 

参 考 
 

スミスむだ時間補償制御は、以下のように、MVに対してむだ時間補償演算をして、
PID制御の PVに対して加算補償をします。 

－ 
PID 制御 

むだ時間補償

プロセス 
特性 

目標値
SP 

+ 

PV 

+ 

+ 

外乱 

制御量 

+ 
+ 

 
 
むだ時間 Lが制御性を悪くするため、むだ時間要素をコントローラ内で補償してあげ
ることにより、むだ時間要素（e-Ls）のないプロセス K／（1+Ts）に対する制御となり
ます。 

 

PID 制御 

 

 
目標値 
SP 

+ 
－ 

PV 

+

+

外乱 

制御量 

+ 

+ 
1+Ts

K（1－e-Ls）

1+Ts

Ke-Ls
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むだ時間補償ブロック（形 149）は、K(1-e-Ls)/(1+Ts)のため、MVを入力し、高度 PID
（形 012）の ITEM047（PV補償）に出力します。PV補償は加算型とします。むだ時
間補償（形 149）では、K（プロセスゲイン）、T（プロセス時定数）、L（むだ時間）
＝H（サンプリング周期）×N（サンプル数）を設定します。MVを手動にして、ステ
ップ状の変化をプロセスに与え、PVの変化から、これらの定数を求めます。 

1

K K×0.632

L（むだ時間）T（時定数）

 
例 

PID

MV

PV

空気

ロータリドライヤ

水分計

 
 

 

アナログ 
出力 

アナログ 
入力 021 

 

007

むだ時間補償 
＜形式 149＞ 
番地 101 

014 

006

高度 PID
＜形式 012＞
番地 001 

087
MV

PV補償 SW

PV
021 

046

047

045PV補償方式：加算型

PV補償入力
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ブロック番地 ITEM番号 データ 説明 

901 002 586 Ai4端子ブロック 
 021  Y1（アナログ入力 1） 
902 002 587 Ao4端子ブロック 
 021 001087 X1（アナログ出力 1）発信元指定 
 031  X1（アナログ出力 1） 
001 002 012 高度 PIDブロック 
 006 901021 PV発信元指定 
 045 1 PV補償方式（加算型） 
 046  PV補償 SW 
 047 100014 PV補償入力発信元指定 
 087  MV 
100 002 149 むだ時間補償ブロック 
 007 001087 X1発信元指定 
 009  K（ゲイン）0～10.000 
 010  T（遅れ時定数）0～999.9s 
 011  H（サンプリング周期）0～9999s 
 012  N（サンプル数）0～20 
 014  Y1出力値 
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第 6章 
FINSコマンドの使い方 
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6－1 FINSコマンドの使い方 
 
ループコントローラ宛 FINSコマンドは、以下のいずれかの方法によって、ループコン
トローラに対して発行することができます。 

1） CPUユニットからの CMND（コマンド送信）命令による 
2） 上位リンク、またはネットワーク上の上位パソコンによる 

1）CPUユニットからの CMND（コマンド送信）命令による 
ループコントローラを装着している CPUユニットまたはネットワーク上の他の PLC
（CPUユニット）のプログラム上で CMND（コマンド送信）命令を実行することで、
FINSコマンドをループコントローラ宛に発行することができます。 
 

CMND 
S 
D 
C 

CPUユニット ループコントローラ 

FINSコマンド 

コマンドデータ 

レスポンスデータ 

レスポンス 

 
この場合、ユーザは、FINSコマンドのフレームフォーマットを考慮する必要はありま
せん。 
基本的に以下の手順で実行します。 
1. データメモリ等の I/Oメモリエリアに、FINSコマンドのコマンドフォーマットのデ
ータを格納しておきます（S～:コマンドデータ）。 

2. 同じくデータメモリ等の I/Oメモリエリアに、送信データのバイト数や送信先の各
種アドレスなどを格納しておきます（C～C+5：コントロールデータ）。 

 

参 考 
 

自身に装着しているループコントローラ宛ての場合、送信先ネットワークアドレスは、

00Hex：自ネットワーク、送信先ノードアドレスは、00Hex：自ノードとします。 

 
3. CMND（コマンド送信）命令のオペランドに、S（コマンド格納先頭 CH番号）D（レ
スポンス格納先頭 CH番号）、C（コントロールデータ下位 CH番号）を指定し、
実行します。 

4. ループコントローラから FINSレスポンスが返ってきたら、レスポンス格納先アド
レス以降に、レスポンスフォーマットにしたがったデータが格納されます。 
使用する各通信ポートＮｏ.に対応したネットワーク通信実行可フラグの立ち上り
で、レスポンスを読み出します。 

5. 詳細は、通信コマンドリファレンスマニュアル（No.SBCA-304）または CSシリー
ズ CPUユニットコマンドリファレンス（No.SBCA-351）の CMND（コマンド送信）
命令の説明の項を参照してください。 
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例）自身に装着している（自ノードの）ループコントロールボードのブロック番地 001
（例：基本 PIDの場合）の ITEM007（PV）を読み出すとき 

 

CMND 

D02000 

D03000 

D04000 

S：コマンド格納先頭 CH 番号

D：レスポンス格納先頭 CH 番号 

C：コントロールデータ下位 CH 番号 

コマンドデータ  
S D02000 ０２４０ コマンドコード：0240（複数 ITEM読み出し） 
S+1 D02001 ０００１ ブロック番地：0001 
S+2 D02002 ０００１ ITEM数：1 
S+3 D02003 ０００７ 読み出し開始アドレス（例：基本 PIDの PV） 

コントロールデータ  
C D04000 ０００８ コマンドデータバイト数：上記 8バイト（0008Hex） 
C+1 D04001 ０００Ｂ レスポンスデータバイト数：11バイト（000BHex） 
C+2 D04002 ００００ 00Hex固定、送信先ネットワークアドレス（00Hex:自ネットワーク） 
C+3 D04003 ００Ｅ１ 送信先ノードアドレス（00Hex*1）、送信先号機アドレス（E1Hex*2） 
C+4 D04004 ００００ レスポンス要/不要（0Hex：要）、通信ポート No.（0Hex)、0Hex固定、再送回数（0Hex）
C+5 D04005 ００００ レスポンス監視時間（0000：2s初期値） 
＊ 1：自ノード宛てのため、00Hexとします。 
＊ 2：ループコントロールボードの号機アドレスは、E1Hexです。 

レスポンスデータ  
D D03000 ０２４０ コマンドコード：0240（複数 ITEM読み出し） 
D+1 D03001 格納 終了コード 
D+2 D03002 ０００１ 正常読出 ITEM数：1 
D+3 D03003 ０００７ 読出開始アドレス：007 
D+4 D03004 ０２□□ データ長：2バイト 
D+5 D03005 □□ 読出データ：□□□□ 

A20200 

ネットワーク通信命令

実行可フラグ 
（通信ポート No.0 時）

実行条件 

 

2）上位リンクまたはネットワーク上の上位パソコン等による 
上位パソコン等から、上位リンクのヘッダやターミネータで包んで FINSコマンドフレ
ームをループコントローラに対して送信します。 
 

FINSコマンド 

レスポンス 

CPUユニット ループコントローラ 

 
この場合、ユーザは、FINSコマンドのフレームフォーマットを考慮することが必要で
す。 
詳細は、通信コマンドリファレンスマニュアル（No.SBCA-304）を参照してください。 
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6－2 ループコントローラ宛 FINSコマ
ンド一覧 

 
コマンド（Hex） 名称 内容 

0240 計器ブロック内複数 ITEM
読み出し 

１つの計器ブロックの指定連続
ITEM（複数）の読み出し 

0241 計器ブロック内複数 ITEM
書込み 

１つの計器ブロックの指定連続
ITEM（複数）の書込み 

0242 複数計器ブロック内 ITEM
読み出し 

複数の計器ブロックの指定 ITEM
の読み出し 

0243 複数計器ブロック内 ITEM
書込み 

複数の計器ブロックの指定 ITEM
の書込み 

注：指定可能な ITEMは、
ステップラダーブロッ
ク（形式 301）のシーケ
ンスコマンド（ITEM011
以降）を除く、全ブロ
ックの全 ITEMです。

0501 ループコントロールボード
の情報読み出し 

ループコントローラの形式、バージョン情報の読み出し 

0801 エコーバックテスト ループコントローラとの間のエコーバックテスト 
2102 異常履歴読み出し ループコントローラ内の異常履歴の読み出し 
2103 異常履歴クリア ループコントローラ内の異常履歴のクリア 
2203 1ファイル書込み ループコントローラ内の計器ブロックデータの入替え 

 

お願い 
 

ループコントローラ宛 FINSコマンドでは、以下のデータをすべて 16進数で指定しま
すので、ご注意ください。 
計器ブロック番地、ITEM番号（アドレス）、ITEM数、バイト数、書込データなど 
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6－3 各 FINSコマンドの説明 
 

以下に、ループコントローラ宛て各 FINSコマンドを説明します。 
 

コマンドコード 

計器ブロック内複数 ITEM読み出し 02 40 
■ 機能 

１つの計器ブロック内の複数の ITEMの読み出しを行います。 
 

■ コマンドフォーマット 
コマンドコード データ 

フォーマット 02Hex 40Hex 

パラメータ種別
(ブロック番地)

ITEM数 
読出開始 

アドレス 
※の繰り返し 

データ長 
（バイト） 

1 1 2 2 2 

※ 
 

－ 

 

1）パラメータ種別 
計器ブロック番地 0～999を 16進数 0～03E7Hexで指定します。 

2）ITEM数 
指定した計器ブロック内から読み出す ITEM数を指定します。 

3）読出開始アドレス 
パラメータ種別で指定したブロック内の、ITEM番号 0～999を 16進数 0～03E7Hexで
指定します。 
指定可能な ITEMは、ステップラダーブロック（形式 301）のシーケンスコマンド
（ITEM011以降）を除く、全ブロックの全 ITEMです。 
注：3）は ITEM数分だけ指定します。 
 

■ レスポンスフォーマット 
コマンドコード レスポンスコードデータ 

フォーマット 02Hex 40Hex MRES SRES

正常読出
ITEM数

読出開始
アドレス

データ長 

（バイト） 
読出データ

※の 

繰り返し

データ長 
（バイト） 

1 1 1 1 2 2 1 ― － 

      ※ 
 

 

 
注：1つ以上の ITEMが正常に読み出せたときは、正常終了とし、正常に読み出せた ITEM数と
正常に読み出せた ITEM数(1～ITEM数)分のデータをレスポンスで返します。 
読み出したデータ長は、バイト単位で示されます。 

 

参 考 
 

各 ITEMのデータ長については、計器ブロックリファレンスマニュアルの第 2章「計
器ブロックの説明」の■ITEM一覧の右端列の「データ長（バイト）」を参照してく
ださい。 
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■ レスポンスコード 
レスポンスコード レスポンスコードの意味 

0000Hex 正常終了 
1001Hex コマンド長オーバー 

・コマンド長が 2002バイトを超えている 
1002Hex コマンド長不足 

・コマンド長が 6バイトに満たない 
1003Hex 要素数／データ数不一致 

・ITEM数と読み出し開始アドレス数が一致しない 
1101Hex 種別なし 

・パラメータ種別で使用不可のブロック番地を指定した 
・パラメータ種別で指定したブロック番地が計器ブロック未登録 
・バッテリ切れにより、RAM内容が消失した後、初期化（オールクリア）操作
が行われていないため、システム共通ブロック以外の計器ブロックにアクセ
スできない 

1103Hex アドレス範囲外指定エラー 
・開始アドレスで指定された ITEMが１つも存在しない 

110BHex 応答(レスポンス)が最大応答長を超える 
・読み出しデータ部の長さが、968バイトを超えている 

110CHex その他の項目のパラメータエラー 
・ITEM数が 0 
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コマンドコード

計器ブロック内複数 ITEM書込み 02 41 
■ 機能 

１つの計器ブロック内の複数の ITEMの書込みを行います。 

■ コマンドフォーマット 
コマンドコードデータ 

フォーマット 02Hex 41Hex

パラメータ種別
(ブロック番地) 

ITEM数
書込開始
アドレス

データ長
（バイト） 

書込データ
※の 

繰り返し

データ長 
（バイト） 

1 1 2 2 2 1 － － 

     
※  

 

1）パラメータ種別 
計器ブロック番地 0～999を 16進数 0～03E7Hexで指定します。 

2）ITEM数 
指定した計器ブロック内の書込む ITEM数を指定します。 

3）書込開始アドレス 
パラメータ種別で指定したブロック内の ITEM番号 0～999を 16進数 0～03E7Hexで指
定します。 
指定可能な ITEMは、ステップラダーブロック（形式 301）のシーケンスコマンド
（ITEM011以降）を除く、全ブロックの全 ITEMです。 

4）データ長 
書き込むバイト数を指定します。 
書き込み対象の ITEMにしたがいデータ長を設定します。 
 

参 考 
 

各 ITEMのデータ長については、計器ブロックリファレンスマニュアルの第 2章「計
器ブロックの説明」の■ITEM一覧の右端列の「データ長（バイト）」を参照してく
ださい。 
 

5）書込データ 
指定した計器ブロックの ITEMに書き込むデータ 
注：3)～5)は ITEM数分だけ指定します。 

■ レスポンスフォーマット 
コマンドコード レスポンスコード データ 

フォーマット 02Hex 41Hex MRES SRES 

データ長 
（バイト） 

1 1 1 1 

書込対象 ITEMがすべて書込可能で、かつ書込がすべて成功した場合のみ正常終了と
します。 
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■ レスポンスコード 
レスポンスコード レスポンスコードの意味 

0000Hex 正常終了 
1001Hex コマンド長オーバー 

・コマンド長が 2002バイトを超えている 
1002Hex コマンド長不足 

・コマンド長が 6バイトに満たない 
1003Hex 要素数／データ数不一致 

・ITEM数とデータ数が一致しない 
1101Hex 種別なし 

・パラメータ種別で使用不可のブロック番地を指定した 
・パラメータ種別で指定したブロック番地が計器ブロック未登録 
・バッテリ切れにより、RAM内容が消失した後、初期化（オールクリア）操作
が行われていないため、システム共通ブロック以外の計器ブロックにアクセ
スできない 

1103Hex アドレス範囲外指定エラー 
・開始アドレスの中に存在しない ITEMがある 
・システム共通ブロックの形式設定に書き込もうとした 

110CHex その他の項目のパラメータエラー 
・ITEM数が 0 
・指定されたデータ長が、書き込み開始アドレスで指定した各 ITEMの実デー
タ長と一致しない 
・ブロック番地とブロック形式の組み合わせが禁止されている 
・書き込みデータが各 ITEMごとのデータ範囲外 

2605Hex サービス実行中 
ループコントローラ内部の計器ブロックデータ入替えを実行した後、LCBのリ
スタートあるいは PLC本体の電源 OFF→ONを実行せず、LCBを運転開始した
（システム共通ブロック ITEM014運転指令に 1また 2を書き込もうとした）
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コマンドコード 

複数計器ブロック内 ITEM読み出し 02 42 
■ 機能 

複数の計器ブロックの指定 ITEMの読み出しを行います。 

■ コマンドフォーマット 
コマンドコードデータ 

フォーマット 02Hex 42Hex
ITEM数 

パラメータ種別
(ブロック番地)

読出開始 

アドレス 
※の繰り返し 

データ長 
（バイト） 

1 1 2 2 2 － 

    
※  

 

 

1）ITEM数 
読み出す ITEM数を指定します。 

2）パラメータ種別 
計器ブロック番地 0～999を 16進数 0～03E7Hexで指定します。 

3）読出開始アドレス 
パラメータ種別で指定したブロック内の ITEM番号 0～999を 16進数 0～03E7Hexで指
定します。 
指定可能な ITEMは、ステップラダーブロック（形式 301）のシーケンスコマンド
（ITEM011以降）を除く、全ブロックの全 ITEMです。 
注：2）、3）は ITEM数分だけ指定します。 
 

■ レスポンスフォーマット 

コマンドコード
レスポンス 

コード 
データ 
フォーマット 

02Hex 42Hex MRES SRES

正常読出
ITEM数

パラメー
タ種別

読出開始
アドレス 

データ長
（バイト） 

読出
データ

※の 

繰り返し

データ長 
（バイト） 

1 1 1 1 2 2 2 1 － － 

      
※  

 
 

注：1つ以上の ITEMが正常に読み出せたときは、正常終了とし、正常に読み出せた ITEM数と
正常に読み出せた ITEM数(1～ITEM数)分のデータをレスポンスで返します。 
読み出したデータ長は、バイト単位で示されます。 

 

参 考 
 

各 ITEMのデータ長については、計器ブロックリファレンスマニュアルの第 2章「計
器ブロックの説明」の■ITEM一覧の右端列の「データ長（バイト）」を参照してく
ださい。 
 
 



6－3 各 FINSコマンドの説明 
 

6-10 

6 
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
コ
マ
ン
ド
の
使
い
方 

■ レスポンスコード 
レスポンスコード レスポンスコードの意味 

0000Hex 正常終了 
1001Hex コマンド長オーバー 

・コマンド長が 2002バイトを超えている 
1002Hex コマンド長不足 

・コマンド長が 4バイトに満たない 
1003Hex 要素数／データ数不一致 

・ITEM数と読み出し開始アドレス数が一致しない 
1101Hex 種別なし 

・パラメータ種別で使用不可のブロック番地を指定した 
・パラメータ種別で指定したブロック番地が計器ブロック未登録 
・バッテリ切れにより、RAM内容が消失した後、初期化（オールクリア）操作
が行われていないため、システム共通ブロック以外の計器ブロックにアクセ
スできない 

1103Hex アドレス範囲外指定エラー 
・開始アドレスで指定された ITEMが１つも存在しない 

110BHex 応答(レスポンス)が最大応答長を超える 
・読み出しデータ部の長さが、968バイトを超えている 

110CHex その他の項目のパラメータエラー 
・ITEM数が 0 
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コマンドコード 

複数計器ブロック内 ITEM書込み 02 43 
■ 機能 

複数の計器ブロックの指定 ITEMの書込みを行います。 

■ コマンドフォーマット 
コマンドコードデータ 

フォーマット 02Hex 43Hex
ITEM数

パラメータ種別
(ブロック番地) 

書込開始
アドレス

データ長
（バイト） 

書込データ 
※の繰り返

し 

データ長 
（バイト） 

1 1 2 2 2 1 － － 

    ※  
 

 

1）ITEM数 
書込む ITEM数を指定します。 

2）パラメータ種別 
計器ブロック番地 0～999を 16進数 0～03E7Hexで指定します。 

3）書込開始アドレス 
パラメータ種別で指定したブロック内の ITEM番号 0～999を 16進数 0～03E7Hexで指
定します。 
指定可能な ITEMは、ステップラダーブロック（形式 301）のシーケンスコマンド
（ITEM011以降）を除く、全ブロックの全 ITEMです。 

4）データ長 
書き込むバイト数を指定します。 
操作対象の ITEMにしたがいデータ長を設定します。 
 

参 考 
 

各 ITEMのデータ長については、計器ブロックリファレンスマニュアルの第 2章「計
器ブロックの説明」の■ITEM一覧の右端列の「データ長（バイト）」を参照してく
ださい。 
 

5）書込データ 
指定した計器ブロックの ITEMに書き込むデータ 
注：2)～5)は ITEM数分だけ指定します。 
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■ レスポンスフォーマット 
コマンドコード レスポンスコード データ 

フォーマット 02Hex 43Hex MRES SRES 

データ長 
（バイト） 

1 1 1 1 

書込対象 ITEMがすべて書込可能で、かつ書込がすべて成功した場合のみ正常終了と
します。 

■ レスポンスコード 
レスポンスコード レスポンスコードの意味 

0000Hex 正常終了 
1001Hex コマンド長オーバー 

・コマンド長が 2002バイトを超えている 
1002Hex コマンド長不足 

・コマンド長が 4バイトに満たない 
1003Hex 要素数／データ数不一致 

・ITEM数とデータ数が一致しない 
1101Hex 種別なし 

・パラメータ種別で使用不可のブロック番地を指定した 
・パラメータ種別で指定したブロック番地が計器ブロック未登録 
・バッテリ切れにより、RAM内容が消失した後、初期化（オールクリア）操作
が行われていないため、システム共通ブロック以外の計器ブロックにアクセ
スできない 

1103Hex アドレス範囲外指定エラー 
・開始アドレスの中に存在しない ITEMがある 
・システム共通ブロックの形式設定に書き込もうとした 

110CHex その他の項目のパラメータエラー 
・ITEM数が 0 
・指定されたデータ長が、書き込み開始アドレスで指定した各 ITEMの実デー
タ長と一致しない 
・ブロック番地とブロック形式の組み合わせが禁止されている 
・書き込みデータが各 ITEMごとのデータ範囲外 

2605Hex サービス実行中 
ループコントローラ内部の計器ブロックデータ入替えを実行した後、LCBのリ
スタートあるいは PLC本体の電源 OFF→ONを実行せず、LCBを運転開始した
（システム共通ブロック ITEM014運転指令に 1また 2を書き込もうとした）
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コマンドコード

ループコントロールボードの情報読み出し 05 01 
■ 機能 

ループコントローラの形式、バージョン情報の読み出しを行います。 

■ コマンドフォーマット 
コマンドコード データ 

フォーマット 05Hex 01Hex 

データ長 
（バイト） 

1 1 

 

■ レスポンスフォーマット 
コマンドコード レスポンスコードデータ 

フォーマット 05Hex 01Hex MRES SRES
形式 バージョン 

データ長 
（バイト） 

1 1 1 1 20 20 

1）形式 
ASCIIコード 20文字以内の前詰めで、形式を返します。20文字に満たない場合はスペ
ース（20Hex）で埋められます。 
ループコントロールボードでは、形 CS1W-LCB01、または形 CS1W-LCB05です。 

2）バージョン 
ASCII数字コード 20文字以内の前詰めで、システムプログラムのバージョンを返しま
す。20文字に満たない場合はスペース（20Hex）で埋められます。 
”V1.00V1.00“のように、2つのバージョンがあります。前者はMPU内蔵 ROM、後者
はフラッシュメモリに格納するシステムプログラムのバージョンを示します。 
 

■ レスポンスコード 
レスポンスコード レスポンスコードの意味 

0000Hex 正常終了 
1001Hex コマンド長オーバー 

・コマンド長が 2バイトを超えている 
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コマンドコード 

エコーバックテスト 08 01 
■ 機能 

ループコントローラとの間でエコーバックテストを行います。ループコントローラと
の FINS通信機能が正常に動作しているか否かをチェックするときに、使用します。 

■ コマンドフォーマット 
コマンドコード データ 

フォーマット 08Hex 01Hex 
テストデータ 

データ長 
（バイト） 

1 1 1～1998バイト 

1）テストデータ 
任意のテストデータとします。 
 

■ レスポンスフォーマット 
コマンドコード レスポンスコードデータ 

フォーマット 08Hex 01Hex MRES SRES
テストデータ 

データ長 
（バイト） 

1 1 1 1 コマンドのテストデータと同じ 

 

1）テストデータ 
コマンドで与えたテストデータと同じ内容とします。 

■ レスポンスコード 
レスポンスコード レスポンスコードの意味 

0000Hex 正常終了 
1001Hex コマンド長が最大コマンド長を超えている 

・コマンド長が 2000バイトを超えている 
1002Hex コマンド長不足 

・コマンド長が 3バイトに満たない 
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コマンドコード

異常履歴読み出し 21 02 
■ 機能 

ループコントローラ内の異常履歴の読み出しを行います。 
異常履歴データは、以下の内容を 1レコードとして、ループコントローラ内の RAM（バ
ッテリにより保持）に格納されます。異常コードについては、7－1項「異常とその処
置」を参照してください。 

異常コード 
詳細情報 

 
1レコード： 

発生した年・月・時・分・秒 

 

■ コマンドフォーマット 
コマンドコードデータ 

フォーマット 21Hex 02Hex

読出開始 

レコード NO.

読出 

レコード数 

データ長 
（バイト） 

1 1 2 2 

1）読出開始レコードＮｏ． 
読み出しを開始するレコード No.を 16進数で指定します。 
レコード No.の先頭（最も古いレコード）は 0000Hexです。 

2）読出レコード数 
読み出すレコードの数を 16進数で指定します。 
数値の範囲は 0000Hex～です。 
 

■ レスポンスフォーマット 
コマンドコード レスポンスコードデータ 

フォーマット 21Hex 02Hex MRES SRES 
格納レコード
最大数 

格納 
レコード数 

読出 
レコード数

データ 
（バイト） 

1 1 1 1 2 2 2 

 
データ 
フォーマット 

異常コード 詳細情報 分 秒 日 時 年 月 

データ長 
（バイト） 

2 2 1 1 1 1 1 1 

 
１レコード分

 
 

1）格納レコード最大数 
異常履歴を格納できる最大数を 16進数で返します。 

2）格納レコード数 
コマンド実行の時点で格納されている異常履歴レコードの数を 16進数で返します。 

3）読出レコード数 
実際に読み出したレコード数を 16進数で返します。 
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4）異常コード 
異常内容をコードで示します。異常コードについては、7－1項「異常とその処置」を
参照してください。 

5）詳細情報 
異常内容の詳細情報を示します。詳細情報については、7－1項「異常とその処置」を
参照してください。 

6）分、秒、日、時、年、月 
値はすべて BCDで表されます。また、時計データは、CPUユニットの時計データを読
み出します。 

項目 範囲 
分 0～59 
秒 0～59 
日 1～31 
時 0～23 
年 0～99（西暦の下 2桁） 
月 1～12 

 

■ レスポンスコード 
レスポンスコード レスポンスコードの意味 

0000Hex 正常終了 
1001Hex コマンド長オーバー 

・コマンド長が 6バイトを超えている 
1002Hex コマンド長不足 

・コマンド長が 6バイトに満たない 
1103Hex アドレス範囲外指定エラー 

・読出開始レコード No.が現在格納しているレコード数 
以上で指定されている（0000Hexを除く） 

110CHex その他の項目のパラメータでエラー 
・読出レコード数が 0 

注：読出レコード数分の異常履歴データがない場合は、現在格納しているレコードを読み出し、
レスポンスコードを 0000Hex（正常終了）とします。 
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コマンドコード

1ファイル書込み 22 03 
■ 機能 

簡易バックアップ機能で作成したバックアップファイル（BACKUPE1.PRM）を、ルー
プコントローラに書込みます。 
※BACKUPE1.PRMファイル 
簡易バックアップ機能により、メモリカード上に出力される LCBの計器ブロックデータファ
イルです。 
1ファイル書込みコマンドを用いて、BACKUPE1.PRMファイルを書込むことで、LCB内の計
器ブロックデータの入替えが可能です。 

 

■ コマンドフォーマット 
コマンドコード

データ 
フォーマット 0x22 0x03

ディスク No.

0x0000 

（固定）

パラメータ 

0x0001 

（1フレーム目）
または 

0x0002 

（2フレーム目以降）

ファイル名 

BACKUPE1.PRM 

（大文字/小文字
区別なし。ファイ
ル名は固定） 

書込開始位置 ＝→

1 1 2 2 12 4  データ長 
（バイト）        

 
 ←＝＝＝ 
 

書込データ長
ファイルデータ 

（書込データ） 

ディレクトリ長 

 2 － 2 

 

1）ディスク No. 
ディスク No.  

0x0000 LCB（固定） 

 

2）パラメータ 
パラメータ パラメータの意味 詳細 

0x0001 新規ファイル作成 
(上書きも可) 

・ 1フレーム目 
・ 新規にファイルを作成する｡  
・ 指定したディレクトリに同一のファイル名が存在
する場合は､そのファイルを削除した後にファイル
を作成する｡ 

0x0002 既存のファイルへの追加 ・ 2フレーム目以降 
・ 既存ファイルに追加する｡  
・ 複数フレームで書き込まなければいけないファイ
ルの場合､2フレーム目以降このパラメータを指定
しなければならない｡ 

 

3）書込みを行うファイル名 
「BACKUPE1.PRM(大文字/小文字区別なし)」固定 

8B 1B 3B 
ファイル名” BACKUPE1” 
(4241434B55504531Hex) 

‘.’ 
(2E Hex) 

拡張子” PRM” 
(50524D Hex) 
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4）書込開始位置 
書込開始位置  
0x0000 0000 固定 

 

5）書込データ長 
・バイト単位で､書込むデータ長を指定する｡  
・ファイルサイズは、使用する計器ブロックの種類や数によって異なります。 
・最終データを書込むとき、最上位ビット(D15)を ONとする。 
・書込データ長 

1パケット目とそれ以降で指定可能なデータ長が異なります。 
－1パケット目：90バイト(注 1)≦書込データ長≦900バイト(注 2) 
－2パケット目：0バイト≦書込データ長≦900バイト(注 2) 
注 1：1パケット目はヘッダ情報(90バイト)を含むため、90バイト以上を指定してください。 
注 2：最大書込データ長は経由するネットワークによって異なります。 

Ethernet、Toolbusでは 900バイト、SYSWAYでは 516バイトが上限になります。 
 

6）ファイルデータ（書込データ） 
簡易バックアップ機能で作成したバックアップファイル（BACKUPE1.PRM）のデータ
を、書込みデータ長で分割して、ループコントローラに書込みます。 
 

7）ディレクトリ長 
・ループコントローラ宛に発行する際は使用しません（0を指定してください）。 
 

■ レスポンスフォーマット 
コマンドコード レスポンスコードデータ 

フォーマット 22Hex 03Hex MRES SRES 

データ長 
（バイト） 

1 1 1 1 

 

■ レスポンスコード 
コード レスポンスコードの意味 

0x0000 正常終了 
0x1001 書込データが 978バイトを超える場合 
0x1002 コマンド長不足 

コマンド長が 26バイトに満たない場合 
0x1004 コマンドフォーマットエラー 

コマンドフォーマットが異なる、あるいは書込データ長と書込データサイズが異なる場合
0x1101 種別なし 

ディスク No.が範囲外の場合（0x0000（LCB）以外の場合） 
0x1103 アドレスオーバー 

新規作成と追加の場合に書込み開始位置が 0x0000でない場合 
0x110C その他の項目のパラメータエラー 

・ディレクトリ長が 0でない場合 
・パラメータの指定が不正の場合 
・ユニット形式がバックアップデータとリカバリ先で異なる場合 
・FINS1フレームで終わる場合（パラメータ:0x0001、かつ、書き込みデータ長 D15=ONの
場合） 

・書込み長不正：FINSコマンド内項目書き込みデータ長が下記の範囲内にない場合 
- 1パケット目：90バイト(注 3)≦書き込み長≦900バイト(注 4) 
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コード レスポンスコードの意味 
- 2パケット目：0バイト≦書き込み長≦900バイト(注 4) 

・計器ブロック入替え中に、最終バックアップデータが指示された FINSコマンドを受信し
た場合（このとき、計器ブロック入替え機能は強制終了する。） 

・バージョンが LCB搭載ファームウェアに適合しない場合 
0x2106 指定されたファイル装置にファイルが存在しない 

・1パケット目の FINSが正常終了せず、2パケット目以降を受信した場合 
0x250F メモリ異常発生中 

・サム値チェックで異常の場合 
・FROMにバックアップ中に失敗した場合 

0x2606 発行コマンドエラー 

ファイル名が“BACKUPE1.PRM”でない場合 
注 3：1パケット目はヘッダ情報(90バイト)を含むため、90バイト以上を指定してください。 
注 4：書込データ長の最大値は、経由するネットワークによって異なります。 

Ethernet、Toolbusでは 900バイト、SYSWAYでは 516バイトが上限になります。 
注 5：1パケット目～最終パケットを正常に受信完了するまで、本 FINSコマンド以外のレス

ポンスコードは 0x0001になります。 
注 6：最終パケットを正常に受信した後、ループコントローラをリスタートしたり、電源再

投入せずに HOTスタートや COLDスタートを実行することはできません。指令した場
合、FINSレスポンスコードは 0x2605になります。 
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7－1 異常とその処置 
7－1－1 前面 LEDの状態による異常の判断 

RDY 

COMM 
EXEC 

 
 
表示 名称 色 状態 内容 

消灯 以下のいずれかのために、ループコントローラが動作停止してい
る状態  
・「INNERボード停止異常」（A40112が ON）発生 
・初期処理未終了 
・運転停止異常  
・フラッシュメモリバックアップデータが不正であるとき 
・ループコントローラ初期処理中 
・ループコントローラハード故障 
・電源ユニットからの給電なし状態 
・ループコントローラWDTエラー 

点滅 ・CPUユニットにてWDTエラー発生 

RDY 準備完了 緑 

点灯 ループコントローラ準備完了 
消灯 システム停止中 

以下のいずれか 
・ループコントローラ初期処理中 
・ループコントローラハード故障 
・電源ユニットからの給電なし状態 
・ループコントローラWDTエラー 
・ループコントローラ運転停止中 
・フラッシュメモリ書き換え中 

点滅 
(0.5秒間
隔) 

プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）の場合、フラッシ
ュメモリ消去中 

点滅 
(0.2秒間
隔) 

計器ブロックデータのフラッシュメモリへのバックアップ中 

EXEC 運転中 緑 

点灯 ループコントローラ運転中 
消灯 送受信待機 COMM 

（注） 
通信ポー
ト送受信
中 

黄 
点滅 送受信中 

注：ループ CPUユニット（形 CJ1G-CPU□□P）はなし。 
 



7－1 異常とその処置 
7－1－1 前面 LEDの状態による異常の判断 

7-3 

7 
異
常
と
そ
の
処
置 

 

参 考 
 

ループコントローラの異常発生時には、以下の INNERボード異常詳細情報（A424CH）
に異常の詳細が記録されます。 

チャネル ビット 名称 説明 設定内容 
A424CH INNERボード異常詳細情報 INNERボード共通または INNERボード機種ご

と固有の異常詳細情報です。以下のビットがあ
ります。 

 

 00 INNERボードWDT異常
（運転停止異常） 

ループコントロールボードが故障していると
き、1（ON）となります。 

1：INNERボードWDT異常 
0：正常 

 01 INNERバス異常 
（運転停止異常） 

INNERボードバス異常が発生しているとき、1
（ON）となります。 

1：INNERバス異常 
0：正常 

 02 サイクリック監視異常 
（運転停止異常） 

プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）
のループコントローラ部のサイクリック監視異
常を検出します。 
CPUユニット監視異常の(サイクリック監視時
間内に、サイクリックエリアのアクセス権がル
ープコントロールボードへ返ってこない)とき、
1（ON）となります。 

1：サイクリック監視異常 
0：正常 

 03 フラッシュメモリ内デ
ータ異常または二重化
時全計器ブロックデー
タベース（RAM）異常
（運転停止異常） 

以下の場合、1（ON）となります。 
再度、ツールソフトから、計器ブロック全体（大
項目単位）をダウンロードしてください、また
はフラッシュメモリへのバックアップ操作をし
てください。 
・COLDスタート時のデータチェックにて、フ
ラッシュメモリ内データが異常のとき 
・CS1D CPUユニットに装着してデュプレック
スモードで運転中に、すべての計器ブロック
のデータベース（RAM）異常が発生したとき 

1：フラッシュメモリ内データ異
常、または二重化時全計器ブ
ロックデータベース（RAM）
異常 

0：フラッシュメモリ内データ正
常、かつ二重化時全計器ブロ
ックデータベース（RAM）正
常 

 04 装着不可 CPUユニット
（運転継続異常） 

ループコントロールボードが、CS1-H CPUユニ
ット以外の CPUユニットに装着されている場
合、1（ON）となります。 
注：CS1 CPUユニット（形式末尾に Hなし）に
は装着できません。 

1：装着不可 CPUユニット（CS1 
CPUユニットなど）へ装着中

  EMファイルメモリ化中ま
たは EMが存在しないとき 

0：正常 
 05 サイクリック監視異常

（運転停止異常） 
CSシリーズループコントロールボード（形CS1W- 
LCB01/05）、ループCPUユニット（形CJ1G-CPU□
□P）のサイクリック監視異常を検出します。 
CPUユニット監視異常の(サイクリック監視時
間内に、サイクリックエリアのアクセス権がル
ープコントロールボードへ返ってこない)とき、
1（ON）となります。 

1：サイクリック監視異常 
0：正常 

 06 CPU高機能ユニットシ
ステム設定エリア 

（ループコントロールユニットのみ）  

 07 ルーチングテーブル異常 （ループコントロールユニットのみ）  
 08 ループコントロールボ

ード高負荷運転中 
（運転継続異常） 

MPU負荷率が連続して 6秒間、80%以上のとき、
1（ON）となります。 
このとき、演算周期を長くできる計器ブロック
の演算周期を長く設定してください。それでも 1
（ON）となる場合は。ループコントロールユニ
ットを増設して負荷分散をしてください。 

1：ループコントロールボード高
負荷運転中 

0：正常 

 09 演算周期不適合 
（運転継続異常） 
（プロセス CPUユニッ
ト（形 CS1D-CPU□□P）
のみ） 

CS1D CPUユニットに装着してデュプレックス
モードで運転中に、サイクルタイムが長すぎる
ため、ループコントローラの演算周期の精度が
悪くなったとき（CPUユニットのサイクルタイ
ムが最小演算周期の 30%を超えたとき）、1（ON）
となります。 

1：演算周期不適合 
0：正常 

 10 一重化運転中、一部の計
器ブロックデータベー
ス(RAM)異常 
（運転継続異常） 

CS1D CPUユニットに装着してシンプレックス
モードで運転中に、または CS1-H CPUユニット
に装着して運転中に、一部の計器ブロックのデ
ータベース（RAM）異常となったとき、または
簡易バックアップによるメモリカードからのリ
カバリ操作実行時に異常のとき 1（ON）となり
ます。 

1：一重化運転中計器ブロックデ
ータベース異常、またはリカ
バリ操作実行時に異常 

0：正常 

 11 バックアップデータ（フ
ラッシュメモリ）異常

フラッシュメモリ内に格納したパラメータデー
タが壊れた場合、1（ON）となります。 

1：フラッシュメモリデータ異常
0：正常 

 12 指定EMバンク使用不可 指定した No.バンクの EMエリアが使用不可能
なエリアである場合、1（ON）となります。 

1：使用不可 
0：使用可能 

 13~14 未使用   
 15 同期ずれ自動復旧 

（運転継続異常） 
予期せぬ原因により、万一左右の同期がずれた
場合、二重化イニシャル処理を自動的に実行し
同期のズレを復旧します。このときに 1（ON）
となります。 

1：同期ずれ自動復旧により、二
重化イニシャル処理が実行さ
れた 

0：正常 
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7－1－2 初期処理での（電源投入、または INNERボードリスタート時
の）異常 

ループコントロ
ールボードの前
面 LED 

CPUユニットの
前面 LED 

RDY EXEC 

ERR/ALM 
（点滅：運転継続
異常、点灯：運転
停止異常） 

項目 要因 状態 

異常コード 
（異常履歴
データとし
て格納） 処置 

消灯 
 

消灯 不定 給電不良 正常な内部電源がループコント
ローラに供給されていません。

運転を停止します。 なし 電源電圧を確認し正常な電源
を供給してください。または
PLCの合計消費電流を確認す
る。 

    ループコントローラが正常に
CPUユニットに固定されていま
せん。 

  ループコントロールボードを
しっかり固定してください。
固定した後の電源再投入後で
も、異常が発生する場合は、ル
ープコントロールボードを交
換してください。 

    ループコントローラが故障して
います。 

  電源を再投入してください。そ
れでも異常が発生する場合は、
・ループコントロールボードの
場合 
ループコントロールボード
を交換してください。 
・ループコントローラ内蔵

CPUユニットの場合 
内蔵ループコントローラを
含めた CPUユニット本体を
交換してください。 

消灯 
 

消灯 
 

点灯 初期認識 
異常 
（INNERボー
ド停止異常） 
 

CPUユニットに正しく認識され
ませんでした。 

運転を停止します。 なし ・ループコントロールボードの
場合 
ループコントロールボード
をしっかり固定してくださ
い。 
固定した後の電源再投入後
でも、異常が発生する場合
は、ループコントロールボー
ドを交換してください。 
・ループコントローラ内蔵

CPUユニットの場合 
内蔵ループコントローラを
含めた CPUユニット本体を
交換してください。 

消灯 消灯 
 

点灯 INNERボード
異常 
 

自己診断テストで、メモリなど
のハードウェアに異常を検出し
た。 

運転を停止します。 なし 電源を再投入してください。電
源再投入後でも、異常が発生す
る場合は、 
・ループコントロールボードの
場合 
ループコントロールボード
を交換してください。 
・ループコントローラ内蔵

CPUユニットの場合 
内蔵ループコントローラを
含めた CPUユニット本体を
交換してください。 

消灯 消灯 点滅 
(装着不可 CPUユ
ニットフラグ
A42404=ON) 

装着不可 CPU
ユニット 

・ループコントロールボード 
形 CS1W-LCB01/05が、下記
形式以外の CPUユニットに
装着されています。 
形 CS1G-CPU□□H 
形 CS1H-CPU□□H 
・プロセス CPUユニット（形

CS1D-CPU□□P）のループ
コントローラ部が、形
CS1D-CPU□□ H 以外の
CPU ユニットに装着されて
います。 

運転を停止します。 なし ・CPUユニットを対象機種に
変更してください。 

    ・EMバンクすべてをファイル
化しているとき 

  ・EMバンクをファイル化しな
いように設定してください。
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ループコントロ
ールボードの前
面 LED 

CPUユニットの
前面 LED 

RDY EXEC 

ERR/ALM 
（点滅：運転継続
異常、点灯：運転
停止異常） 

項目 要因 状態 

異常コード 
（異常履歴
データとし
て格納） 処置 

消灯 消灯 点灯 
(INNERバス異常
フラグ
A42401=ON) 

INNERバス異
常 

INNERボードバス異常が発生し
ました。 

運転を停止します。 なし ・ループコントロールボードの
場合 
ループコントロールボード
をしっかり固定してくださ
い。 
固定した後の電源再投入後
でも、異常が発生する場合
は、ループコントロールボー
ドを交換してください。 
・ループコントローラ内蔵

CPUユニットの場合 
内蔵ループコントローラを
含めた CPUユニット本体を
交換してください。 

消灯 消灯 点灯 
（フラッシュメ
モリ内データ異
常または二重化
時計器ブロック
データベース
（RAM）異常フ
ラグ
A42403=ON） 

パラメータバ
ックアップデ
ータ(フラッ
シュメモリ)
異常 

COLDスタート時に以下のいず
れかを検出しました。 
1)ノイズなどによるデータ破壊
2)バックアップ中の電源 OFF 
注：計器ブロックデータベース
（RAM）が正常であれば、電源
再投入時バックアップが再実行
されます。 

運転を停止します。 0331 
詳細コード： 
ブロック番
地 
ただし、 
FFFFのとき
は、全データ
ベースが異
常 

ツールソフト Ver.3.0以降から
「一括ダウンロード」または
「オールクリア」を行ってくだ
さい。 
RAM内のデータが正しい状態
となると、A42403=OFFとなり
ます。 

点滅 消灯 点滅 
（A42410＝ON）

パラメータ 簡易バックアップのリカバリ操
作*1を実行したときに、以下の
いずれかであった。 
・メモリカードが未装着 
・メモリカード内に保存されて
いるプロジェクトが、ループ
コントローラの形式と異なる

・メモリカード内のバックアッ
プされている計器ブロックデ
ータが壊れている。 

・メモリカード内に、パスワー
ドが設定されたループコント
ローラからバックアップされ
た、空（から）のバックアッ
プファイルが存在している。

・メモリカードにバックアップ
した LCBのユニットバージョ
ン＞リカバリ先の LCBユニッ
トバージョンの場合。 

*1：CPUユニット前面ディップ
スイッチ SW7＝ONで PLC本
体の電源を OFF→ONによる。

運転を停止します。 なし （簡易バックアップ操作によ
り）計器ブロックデータをバッ
クアップしたメモリカードを
装着し直して、CPUユニット
前面ディップスイッチ SW7＝
ONとしたまま、PLC本体の電
源を再投入してください。 
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7－1－3 通常動作中の異常 
ループコントロ
ールボードの前
面 LED 

CPUユニットの
前面 LED 

RDY EXEC 

ERR/ALM 
（点滅：運転継続
異常、点灯：運転
停止異常） 

項目 要因 状態 
異常コード 
（異常履歴デー
タとして格納） 

処置 

点灯 点灯 消灯 
 

ループコント
ロールボード
正常 

運転中 － なし － 

運転停止中に、以下のいずれかが発生
しています。 

   

 通常の運転停止 － なし － 

点灯 消灯 
 

消灯 
 

ループコント
ロールボード
正常 

 CPUユニットの待機中  なし CPUユニットのユーザー
ズマニュアルを参照し
て、待機中を解除してく
ださい。 

点灯 点灯 点滅 
(一重化運転中、一
部の計器ブロッ
クデータベース
(RAM)異常
A42410=ON) 

一重化運転中、
一部の計器ブ
ロックデータ
ベース(SRAM)
異常 

運転中の自己診断により、 
二重化運転の SPLモードで運転時、
または、非二重化運転時の、一部の計
器ブロックデータベース（RAM）異
常を検出しました。 

一部のデータベー
スのみ異常の場合
は、該当の計器ブ
ロックのみ運転を
停止します（運転
継続異常）。 

0331 
詳細コード： 
ブロック番地 
ただし、 FFFF
のときは、全デ
ータベースが異
常 

ツールソフトVer.3.0以降
から「一括ダウンロード」
または「オールクリア」
を行ってください。 
RAM内のデータが正し
い状態となると、
A42410=OFFとなります。

  点滅 
(演算周期不適合
発生A42409=ON） 

ループコント
ロールボード
高負荷運転中
（二重化運転
時のみの異常） 

（形 CS1D-CPU□□Pのみ） 
CPUユニットのサイクルが長いため
（CPUユニットのサイクルタイムが
ループコントローラ最小演算周期の
30%を 3サイクル連続超えたとき）、
ループコントローラの演算周期に誤
差が出ています。 

演算周期の誤差が
大きい状態で継続
運転しています
（運転継続異常）。

なし ループコントローラの最
小演算周期を長く（CPU
ユニットのサイクルタイ
ム×5倍以上に）設定して
ください。 

  点滅 
(ループコントロ
ールボード高負
荷運転中
A42408=ON） 

ループコント
ロールボード
高負荷運転中 

LCB負荷率が連続 6秒間 80%以上と
なっています。 

設定演算周期を守
れない状態で継続
運転しています
（運転継続異常）。

なし 各計器ブロックの演算周
期を調整し、LCB負荷率
を 80%未満にしてくださ
い。 
またはループコントロー
ルユニットを増設して、
分散処理をしてくださ
い。 

消灯 消灯 点灯 
(INNERボード
WDT異常
A42400=ON) 

INNERボード
WDTエラー発
生 

INNERボードが故障しています。 運転を停止します
（運転停止異常）。

なし 電源を再投入してくださ
い。電源再投入後でも、
異常が発生する場合は、
ループコントロールボー
ドを交換してください。

  点灯 
(INNERバス異常
A42401=ON) 

INNERバス異
常 

INNERボードバス異常発生 運転を停止します
（運転停止異常）。

0014 ループコントロールボー
ドをしっかり固定してく
ださい。 
もし、固定した後の電源
再投入後でも、異常が発
生する場合は、ループコ
ントロールボードを交換
してください。 

  点灯 
（フラッシュメ
モリ内データ異
常フラグ
A42403=ON） 

パラメータバ
ックアップデ
ータ(フラッシ
ュメモリ)異常 

形 CS1W-LCB01/05の場合 COLD ス
タート時、形 CS1D-CPU□□Pの場合
HOTスタートまたは COLDスタート
時に以下のいずれかを検出しました。
1) ノイズなどによるデータ破壊(注)
2) バックアップ中の電源 OFF(注) 
3) 二重化イニシャル中の電源 OFF 
（形 CS1D-CPU□□Pのみ） 

注：計器ブロックデータベース
（RAM）が正常であれば、電源
再投入時バックアップが再実行
されます。 

運転を停止します
（運転停止異常）。

0331 
詳細コード： 
ブロック番地 
ただし、 FFFF
のときは、全デ
ータベースが異
常 

ツールソフトVer.3.0から
「一括ダウンロード」ま
たは「オールクリア」を
行ってください。 
RAM内のデータが正し
い状態となると、
A42403=OFFとなります。

  上記以外 CPUユニット
の運転停止異
常 

CPUユニットの運転停止異常時 運転を停止します
（運転停止異常）。

なし CPUユニットのユーザー
ズマニュアルを参照し
て、運転停止異常を解除
してください。 

点滅 消灯 点灯 CPUユニット
WDT異常 

CPUユニットWDT異常発生 運転を停止します
（運転停止異常）。

0001 CPUユニットのユーザー
ズマニュアルを参照して
ください。 
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7－1－4 異常履歴データ 
異常コードを含む異常履歴データは、以下の内容を 1レコードとして、ループコント
ローラ内のフラッシュメモリに格納されます。 
最大 256レコード、常時最新のデータが格納されます。 

異常コード 
詳細情報 

1レコード： 

発生した年・月・時・分・秒 

異常履歴データは、FINSコマンドの異常履歴読出し（コマンドコード 2102Hex）を使
用して読み出すことができます。 
フラッシュメモリに格納されている異常コードと同じ異常が発生した場合は、異常履
歴に残りません。 
 

7－1－5 実行エラーコード一覧 
・以下の一覧で示す、実行エラーコードが、各計器ブロックの ITEM003に格納されま
す。 

・エラーコード 0（正常）以外の計器ブロックが存在する場合、その内の最小のブロッ
ク番地が、システム共通ブロック（形式 000）の ITEM093に格納されます。 

・ツールソフトの[システム運転確認]画面で、次の内容を確認できます（[実行]－[運転]
－[運転確認]を選択）。 
－実行エラー発生の最小ブロック番地（システム共通ブロックの ITEM093） 
－[詳細表示]画面にて、計器ブロック番地ごとの発生中実行エラーコード（１つの計器
ブロックで複数の実行エラー発生時は、最小コード No.） 

 
コード 内容 説明 エラー発生時の動作 処置 
0 正常 － － － 
1 発信元／

宛先指定
未定義 

発信元指定または宛先指定の
ブロック番地に計器ブロック
が登録されていないか、または
ITEM番号が存在しない。 

該当計器ブロックの運
転を停止する。または
該当の機能が正常に動
作しない。 

  折れ線プログラム 3（形式 158）
にて、設定値 1～設定値 5に宛
先指定されたブロック番地、ま
たは ITEM番号が存在しない、
あるいは誤って宛先指定で
ITEM002（形式）を指定された。

動作指令（ITEM013）
を OFFする。プログラ
ム出力値（ITEM008）
は、リセット時プログ
ラム出力モード
（ITEM023）に従いま
す。 

発信元指定または宛先指
定のブロック番地および
ITEM番号を確認くださ
い。 

2 初期値異
常 

台形プログラム、折れ線プログ
ラム、折れ線プログラム 2、お
よび折れ線プログラム 3で、動
作指令 S1が ONになったとき、
参照入力が立ち上がり傾斜範
囲外にある。 

プログラムを開始せ
ず、ITEM015（X1入力
異常）が ONする。 

参照入力の接続およびプ
ログラム設定内容を確認
ください。 

  折れ線プログラム 2（形式 157）
で、「参照入力検索方法」を「前
半/後半指定方向で検索」と設定
しているとき、上り勾配または
下り勾配の一方向しかない。
(ITEM191=0：一致ポイントなし
で実行エラー選択時） 

プログラムを開始しな
い。 

折れ線プログラム 2（形式
157）の設定内容を確認し
てください。 

  折れ線プログラム 2（形式 157）
で、「参照入力検索方法」を「指
定検索区間で検索」と設定して

プログラムを開始しな
い。 

折れ線プログラム 2（形式
157）の設定内容を確認し
てください。 
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コード 内容 説明 エラー発生時の動作 処置 
いるとき、指定した区間が存在
しない。 
(ITEM191=0：一致ポイントなし
で実行エラー選択時） 

3 変数値エ
ラー 

算術演算ブロック（形式 126）
にて、条件式または演算式の中
で使用されている定数 A1～
A8、中間バッファ B1～B4が、
未定義のまま。 

算術演算ブロックの運
転を停止する。 

定数 A1～A8、中間バッフ
ァ B1～B4の内容を設定
してください。 

10 演算過程 
「0」除算 

演算過程で分母が「0」の除算
が実行されようとした。 

除算・CPU間 Di/Ai端
子・拡張 CPU間 Di/Ai
端子・フィールド端子
の場合は、最大値を出
力する。折れ線リニア
ライザ・温度圧力補正
の場合は、直前のデー
タを保持する。 

CPU間 Di/Ai 端子・拡張
CPU間 Di/Ai端子・フィー
ルド端子の場合はスケー
リング値を、折れ線リニア
ライザの場合は入力座標
側設定値を確認してくだ
さい。温度圧力補正の場合
は、ゲイン・バイアス値を
確認してください。 
 

  算術演算ブロック（形式 126）
で使用している演算子「／」で、
ゼロ除算をした。 

算術演算ブロックの運
転を停止する。 

条件式または演算式にて、
割り算の結果が 0になる
ところを確認して、修正し
てください。 

11 演算過程 
制限値外
演算 
 

演算結果の出力値が、2バイト
のデータ長を超えた。 
注：2バイトのデータ長を超え
なければ、出力範囲(±320.00
など)を超えてもエラーにはな
りません。 

出力は出力範囲の最大
値または最小値とな
る。(例：出力範囲が±
320.00のときは、
+320.00または 
-320.00になります) 

問題がある場合は、関連
ITEMの設定内容の見直
しなどを行ってください。

  算術演算ブロック（形式 126）
で使用している演算子の引数
または演算結果が制限値外で
あった。 

算術演算ブロックの運
転を停止する。 

演算子の引数範囲および
演算結果を確認して、条件
式または演算式を修正し
てください。 

12 定義域外
引数 

算術演算ブロック（形式 126）
で使用している演算子の引数
が、定義域外であった。 

算術演算ブロックの運
転を停止する。 

演算子の引数範囲を確認
して、条件式または演算式
を修正してください。 

15 ATエラー 基本 PIDブロック（形式 011）
または高度 PIDブロック（形式
012）にて、リミットサイクル
を発生させることができない、
またはリミットサイクルを発
生させても、適切な PID定数を
算出できない。 

該当計器ブロックの運
転を停止する。 

AT関連の以下のパラメー
タの設定内容を確認して
ください。 
 リミットサイクルMV
振幅（ITEM036）、リミッ
トサイクルヒステリシス
（ITEM037）、AT算出ゲ
イン（ITEM038）、暫定
AT実行判定偏差
（ITEM039）、ATタイプ
（ITEM040） 
また、PID制御部の処理周
期（ITEM051）は、2秒以
内に設定してください。
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コード 内容 説明 エラー発生時の動作 処置 
  折れ線プログラム 3（形式 158）

にて、接続先のPIDブロックで、
ATエラーが発生したとき。 

バンクに PIDパラメー
タは反映されない。 

再度 ATを実行するか、折
れ線プログラム 3（形式
158）の実行エラー表示/
解除（ITEM003）に 0を書
き込むことで、実行エラー
は解除できます。 
 

19 操作不適
当 

3回路 3入力切換（形式 163）、
3回路 3出力切換（形式 164）
において、接点選択入力 S1～S3
の内、2つ以上を同時に 1（ON）
にした。 

エラー発生の直前の出
力値を保持します。 

S1～S3が 2つ以上同時に
1（ON）とならないように、
ステップラダーブロック
などの処理を変更してく
ださい。 

  算術演算ブロック（形式 126）
にて、条件式または演算式に文
法エラーがある。 
または Then演算式または Else
演算式が未定義。 
または出力スケーリング上限、
下限が未定義。 

算術演算ブロックの運
転を停止する。 

条件式または演算式の内
容、または出力スケーリン
グ設定を確認して、修正し
てください。 

  ファジィ推論ブロック（形式
016）にて、メンバーシップ関
数やルールに文法エラーがあ
り、実行できないとき。 
①値が符号 1文字、数字 5文字
以内でないとき（＋符号を付け
たときなど）。 
②値と値の間が「:（半角コロ
ン）」でしきられていないとき。
③設定した値が不足している
とき。 
④メンバーシップ関数の屈曲
点の値が 3つ以上同じとき。
⑤メンバーシップ関数の屈曲
点の値が右上がりでないとき
⑥ルールに指定されたラベル
（NL、NS、ZR、PS、PL）に対
応する、メンバーシップ関数が
設定されていないとき 

ファジィ推論ブロック
の運転を停止 

メンバーシップ関数、ルー
ルを確認してください。
 
ITEM0006（操作エラー詳
細）に発生要因の ITEM 
No.が表示されます。 

  折れ線プログラム 2（形式 157）
で同期運転を行っているとき、
「子」に設定した折れ線プログ
ラム 2の「同期運転時基準ブロ
ック」を運転中に 0（親指定）
にした。 

「子」の出力値はホー
ルドする。 

「子」に指定していた折れ
線プログラム 2を同期さ
せない場合は、運転中に変
更した左記の内容をフラ
ッシュメモリにダウンロ
ードし直してください。
「子」のままで使用する場
合は、「同期運転時基準ブ
ロック」に、「親」とする
折れ線プログラム 2のブ
ロック番地を指定し直し
てください。 

20 伝送端子
データ交
換エラー 

フィールド端子で、CPUユニッ
トとのデータ交換が正しく実
行されていません。 

該当計器ブロックのデ
ータが更新されない。 

CPUユニットに異常が発
生している場合は、その異
常の対処方法にしたがっ
てください。CPUユニッ
トが正常の場合は、電源を
再投入してください。 
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コード 内容 説明 エラー発生時の動作 処置 
21 I/Oメモリ

アドレス
範囲外指
定 

CPU端子・拡張 CPU端子・ノ
ード端子・フィールド端子で、
I/Oメモリアドレスの範囲外を
指定している。 

該当計器ブロックの運
転を停止する。 

CPU端子・拡張 CPU端子
では先頭アドレスを、フィ
ールド端子では CIOチャ
ネル番号の設定を確認く
ださい。 
ノード端子の場合は、シス
テム共通ブロック
ITEM043で指定する「ノ
ード端子用メモリの先頭
番地」の設定を確認くださ
い。 
 

29 外部接続
機器受信
異常 

ES100X調節計接続ブロック
（形式 045）にて、ES100X調
節計からの受信データの通信
フレームエラーが、発生した
（FCSチェックエラーまたは
フレームエラーが 3回連続で発
生した）。 

発生している ES100X
との通信をやめ、他の
ES100Xとの通信処理
へ移行する。 

・伝送経路をチェックして
ください。 
・通信条件（データ長 7
ビット、偶数パリティ、2
ストップビットであるか）
をチェックしてください。

30 レスポン
スタイム
アウト 

ES100X調節計接続ブロック
（形式 045）にて、調節計への
データ送信後、レスポンスが返
ってこない（5秒後内にレスポ
ンスが返ってこないことが 3回
発生した）。 

発生している ES100X
との通信をやめ、他の
ES100Xとの通信処理
へ移行する。 

・伝送経路をチェックして
ください。 
・通信条件（データ長 7
ビット、偶数パリティ、2
ストップビットであるか）
をチェックしてください。
・他の ES100X側の必要条
件（パラメータ設定モー
ド、ユニット No.など）を
チェックしてくだい。 

31 調節計ユ
ニットNo.
重複 

ES100X調節計接続ブロック
（形式 045）にて、ユニット No.
（ITEM006）が、他の ES100X
調節計接続ブロックと重複し
ている。 
設定したユニット No.が実際の
ES100Xの設定ユニット No.に
ないときは、レスポンスタイム
アウト（コード 30）となります。

ES100Xとの通信を停
止する。 

ユニット No.（ITEM006）
が重複しないように設定
してください。 

40 親ブロッ
ク実行エ
ラー 

折れ線プログラム 2（形式 157）
で同期運転を行うときに、「親」
に設定したブロックが実行エ
ラーのとき。 

「子」側のプログラム
が停止する。 

「親」ブロックの実行エラ
ーを取り除いてください。

70 計器ブロ
ック不当
組合せ 

基本PIDまたは高度PIDにおい
て、1次／2次ループ間のバン
プレスが指定されていた場合
で、1次ループ側の計器ブロッ
クが基本PIDまたは高度PIDで
ない。 

該当計器ブロックの運
転を停止する。 

１次ループ側の計器ブロ
ック形式を確認ください。

  折れ線プログラム 2（形式 157）
の同期運転設定時に、「親」に
設定したブロック番地が折れ
線プログラム 2（形式 157）で
はないとき 

「子」の出力値が初期
値のまま動作しない 

親に「折れ線プログラム
2」のブロック番地を指定
してください。 

  折れ線プログラム 2（形式 157）
にて、運転中に、「親」に指定
している折れ線プログラム 2が
削除された。 

「子」の出力値がホー
ルドする。 

「親」を指定し直してくだ
さい。 
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コード 内容 説明 エラー発生時の動作 処置 
  折れ線プログラム 2（形式 157）

にて、「同期運転時基準ブロッ
ク」が、自ブロックのブロック
番地である。 

初期値のまま動作しな
い。 

「同期運転時基準ブロッ
ク」に正しいブロック番地
を指定し直してください。

  スプリット変換（形式 169）に
て、PIDブロックのMV出力値
の発信元指定が、基本 PID（形
式 011）または高度 PID（形式
012）ではない。 

初期値のまま動作しな
い。 

PIDブロックのMV出力
値の発信元指定に、基本
PID（形式 011）または高
度 PID（形式 012）を指定
してください。 

  折れ線プログラム 3（形式 158）
にて、バンク切換対象 PIDブロ
ック番地（ITEM041）で設定さ
れたブロック番地の計器ブロ
ックが基本 PID、高度 PID、000
（指定なし）以外のとき。 

プログラムを開始しな
い。 
プログラム出力は初期
値のまま動作しない。 

バンク切換対象 PIDブロ
ック番地（ITEM041）の設
定内容を確認ください。

  基本 PID（形式 011）または高
度 PID（形式 012）にて、内部
プログラム予測修正
（ITEM110）をするとしている
ときに、リモート SP発信元指
定が折れ線プログラム 2または
折れ線プログラム 3のプログラ
ム出力値（ITEM008）でない。

内部プログラム予測修
正をせずに、PID演算
を実行する。 

基本 PID（形式 011）また
は高度 PID（形式 012）の
内部プログラム予測修正
（ITEM110）をしないにす
るか、リモート SP発信元
指定（ITEM021）を、折れ
線プログラム 2または折
れ線プログラム 3のプロ
グラム出力値（ITEM008）
に設定して下さい。 

a) 2つの ITEM間に制約条件が
ある場合 
（例：稼働時間積算において、
単位パルス出力がある場合で、
単位パルス出力＞＝演算周期
の場合。） 
b) ITEM書込みブロックで範囲
外のデータを書き込もうとし
た。 

該当計器ブロックを実
行しない。 
データを書き込めな
い。 

ITEMの設定内容を確認
ください。 

折れ線プログラム 2（形式 157）
にて、「子」に設定した折れ線
プログラム 2の演算周期が「親」
に設定した折れ線プログラム 2
と異なるとき。 

「子」に設定した折れ
線プログラム 2は初期
値のまま動作しない。 

「子」に設定した折れ線プ
ログラム 2の演算周期を、
「親」に設定した折れ線プ
ログラム 2に合わせてく
ださい。 

折れ線プログラム 3（形式 158）
にて、ステップごとに設定され
ているバンク No.が使用最大バ
ンク数より大きいとき。 

プログラム出力は初期
値のまま動作しない。 

バンク No.を使用最大バ
ンク数の範囲内に変更し
てください。 

折れ線プログラム 3（形式 158）
にて、設定値 1～設置値 5で指
定した ITEMに書き込む際、範
囲外の値を書き込みしたとき。

動作指令を（ITEM013）
OFFする。 
（ITEM008）は、リセ
ット時出力モード
（ITEM023）に従いま
す。 

設定値 1～設置値 5で指定
した ITEMに書き込む値
を確認してください。 

スプリット変換（形式 169）に
て、加熱側操作量上限値＞加熱
側操作量下限値でない場合 
冷却側操作量上限値＞冷却側
操作量下限値でない場合。 

該当ブロックを実行し
ない。 

加熱側操作量上限値＞加
熱側操作量下限値 
冷却側操作量上限値＞冷
却側操作量下限値 
の設定にしてください。

71 パラメー
タ不適当 

スプリット変換（形式 169）に
て、加熱側の入力最小値が
100%以上または、冷却側の入力

該当ブロックを実行し
ない。 

入力範囲タイプ・デッドバ
ンド・中心値オフセットの
値を正しい値に設定し直
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コード 内容 説明 エラー発生時の動作 処置 
  最大値が-100%以下のとき。 してください。 

折れ線プログラム 3（形式 158）
にて、使用最大ステップ数
（ITEM038）とステップデータ
ブロックのブロック番地の関
係で不整合があるとき。 

プログラム出力は、初
期値のまま動作しな
い。 

使用最大ステップ数
(ITEM038)とデータブロ
ックのブロック番地の設
定を正しく変更し、再度、
動作指令を ONしてくだ
さい。 

折れ線プログラム 3（形式 158）
にて、使用最大バンク数
(ITEM043)とバンクデータブロ
ックのブロック番地の関係で
不整合があるとき。 

プログラム出力は初期
値のまま動作しない。 

使用最大バンク数
(ITEM043)とバンクデー
タブロックのブロック番
地を正しく変更し、再度、
動作指令を ONしてくだ
さい。 

72 パラメー
タ関係不
整合 

折れ線プログラム 3（形式 158）
にて、AT結果反映バンク No.
（ITEM 027）が使用最大バンク
数（ITEM043）より大きいとき
（AT結果を反映するバンクが
ないとき）。 

AT指令(ITEM026)は
OFFになり、接続先の
PIDブロックには、AT
指令を出さない。 

AT結果反映バンク No.
（ITEM 027）が使用最大
バンク数（ITEM043）以内
になるように変更し、再
度、AT指令を ONするか、
折れ線プログラム 3（形式
158）の実行エラー表示/
解除（ITEM003）に 0を書
き込むことでクリアでき
ます。 

73 パラメー
タアドレ
ス異常 

折れ線プログラム 3（形式 158）
にて、プログラムパターンデー
タ転送（LCB→CPU）時、CPU
ユニットのメモリエリア上に、
指定された先頭アドレスから、
使用最大ステップ数、使用最大
バンク数分のメモリエリアが
確保できていない（最終アドレ
スが 32767を超える）とき。

プログラムパターンデ
ータを転送（LCB→
CPU）しない。 

プログラムパターンデー
タ転送指令（LCB→CPU）
(ITEM030）をOFFにして、
正しい先頭アドレスを設
定し、再度プログラムパタ
ーンデータ転送指令（LCB
→CPU）を ONしてくださ
い。 

折れ線プログラム 3（形式 158）
にて、プログラムパターンデー
タ転送（CPU→LCB）時、CPU
ユニット上のプログラムパタ
ーンデータ上の使用最大ステ
ップ数、使用最大バンク数と折
れ線プログラム 3<158>の使用
最大ステップ数（ITEM038）、
使用最大バンク数（ITEM043）
が一致していないとき。 

プログラムパターンデ
ータ転送（CPU→LCB）
を中断する。 
ITEM024（プログラム
パターンデータ転送エ
ラー発生アドレス）に
異常となったパラメー
タのオフセットアドレ
スが表示される。（実
行エラー中のみ表示さ
れる。） 

プログラムパターンデー
タ転送指令（CPU→LCB）
（ITEM031）を OFFにし
て、プログラムパターンデ
ータの使用最大ステップ
数、使用最大バンク数を
CPUユニット上のプログ
ラムパターンデータと折
線プログラム 3間で一致
させて、再度プログラムパ
ターンデータ転送指令
（CPU→LCB）を ONして
ください。 

折れ線プログラム 3（形式 158）
にて、CPUユニット上の対象デ
ータ（プログラムパターンデー
タ）のいずれかが範囲外の値を
設定しているとき。 

プログラムパターンデ
ータ転送（CPU→LCB）
を中断する。 
ITEM024（プログラム
パターンデータ転送エ
ラー発生アドレス）に
異常となったパラメー
タのオフセットアドレ
スが表示される。（実
行エラー中のみ表示さ
れる。） 

プログラムパターンデー
タ転送指令（CPU→LCB）
（ITEM031）を OFFにし
て、全ての値を範囲内の正
しい値に変更し、再度プロ
グラムパターンデータ転
送指令（CPU→LCB）を
ONしてください。 

74 転送元パ
ラメータ
異常 

折れ線プログラム 3（形式 158）動作指令を（ITEM013）再度動作指令を ONする
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コード 内容 説明 エラー発生時の動作 処置 
  にて、ITEMダウンロードによ

るプログラムパターンデータ
変更時に、現在実行中のステッ
プより前のステップの時間幅
を 0.0に変更したとき。 

OFFする。プログラム
出力値は、リセット時
プログラム出力値で設
定した値となる。 

と、時間幅 0.0のステップ
を最終ステップとして動
作を開始しますので、動作
指令 ONする以前に、ステ
ップ時間幅を再設定して
ください。 

75 ダウンロ
ード転送
中断検知
異常 

折れ線プログラム 3（形式 158）
にて、プログラムパターンデー
タ転送(CPU→LCB)実行中に、
電断、または LCB運転停止し
たとき。 

転送は中断される。そ
の際、プログラムパタ
ーンデータ転送指令
（CPU→LCB）
（ITEM031）ONは保持
される。 

再度、ダウンロードを実行
する（プログラムパターン
データ転送指令（CPU→
LCB）（ITEM031）を OFF
→ONにする）か、折れ線
プログラム 3（形式 158）
の実行エラー表示/解除
（ITEM003）に 0を書き込
むことでクリアできます。
 

76 アップロ
ード転送
中断検知
異常 

折れ線プログラム 3（形式 158）
にて、プログラムパターンデー
タ転送（LCB→CPU）実行中に、
電断、または、LCB運転停止し
たとき。 

転送は中断される。そ
の際、プログラムパタ
ーンデータ転送指令
（LCB→CPU）
（ITEM030）ONは保持
される。 

再度、アップロードを実行
する（プログラムパターン
データ転送指令（LCB→
CPU）（ITEM030）を OFF
→ONにする ）か、折れ
線プログラム 3（形式 158）
の実行エラー表示/解除
（ITEM003）に 0を書き込
むことでクリアできます。
 

77 パラメー
タ不適当 

折れ線プログラム 3（形式 158）
にて、時間幅設定のトータル時
間が最大値を超えている。 
※トータル時間の最大値は
429496729.5秒≒13.61年 

動作指令 ON中なら動
作指令は OFFされる。 

トータル時間の最大値に
収まる時間幅で再設定し
て下さい。 

80 ステップ
ラダーコ
マンド異
常 

ステップラダー内に該当しな
いコマンドがあった時、および
入力コマンドが無いのに AND
コマンドがあるなど、コマンド
の使い方に間違いがある。 
 

該当のコマンド以降が
実行されない。 

ステップラダーブロック
内のプログラムを確認く
ださい。 

 シーケン
ステーブ
ルコマン
ド異常 

条件部に登録されている条件
信号種別が不正である。 
ルール設定が Y/N/空白以外で
ある。 
操作部に登録されている操作
信号種別が不正である。 
 

該当のシーケンステー
ブルが実行されない。 

シーケンステーブルのプ
ログラムを修正してくだ
さい。 

81 ステップ
ラダー接
続端子未
定義 

ステップラダー内の各コマン
ドで指定しているブロック番
地に、計器ブロックが登録され
ていないか、または ITEM番号
が存在しない。 
 

該当のコマンド以降が
実行されない。 

ブロック番地および
ITEM番号を確認くださ
い。 

 シーケン
ステーブ
ル接続端
子未定義 

シーケンステーブル内で入力
元または出力先として指定し
ている計器ブロックが登録さ
れていないか、または ITEM番
号が存在しない。 
条件信号に登録されている信
号の出力先が不正な場合。 

該当のシーケンステー
ブルが実行されない。 

シーケンステーブルのプ
ログラムを修正してくだ
さい。 
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コード 内容 説明 エラー発生時の動作 処置 
シーケンステーブルに登録さ
れているタイマ/カウンタ番号
が不正な場合。 
シーケンステーブルに登録さ
れている拡張ブロック番地が
不正な場合。 

  TBL命令で指定しているブロ
ックが「参照テーブル」の設定
でない場合。 
 

TBL命令を使用してい
るシーケンステーブル
が実行されません。 

参照先のシーケンステー
ブルを「参照テーブル」の
設定にし直してください。

 シーケン
ステーブ
ル
STEP/STO
Pコマン
ド指定ブ
ロックエ
ラー 

シーケンステーブルの STEPコ
マンドまたは STOPコマンドで
自身のブロックを指定してい
る場合。 

該当のシーケンステー
ブルが実行されない。 

シーケンステーブルのプ
ログラムを修正してくだ
さい。 

  シーケンステーブルの STEPコ
マンドで「参照テーブル」に設
定したブロックを指定してい
る場合。 

STEPコマンドを実行
したシーケンステーブ
ルが運転を停止 

STEPコマンドで指定する
ブロックを「上位テーブ
ル」の設定に修正してくだ
さい。 

89 ステップ
ラダー微
分命令過
使用 

同時に実行される微分命令の
数が 256個を超えた。 

256個を超えた微分命
令が実行されない。 

同時に実行される微分命
令の数を削減してくださ
い。 

99 データベ
ース異常 

折れ線プログラム 3（形式 158）
実行時に、ステップデータブロ
ック(形式 601)、バンクデータ
ブロック(形式 602)、および折
れ線プログラム 3自体にデータ
ベース異常が発生している場
合。 

折れ線プログラム 3の
運転を停止 

ツールソフトによって「オ
ールクリア」、「一括ダウ
ンロード」、または「リカ
バリ」を実行するか折れ線
プログラム 3を再設定し
てください。 
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7－2 保守 
7－2－1 ループコントロールボードの交換 

ループコントロールボードの交換は、以下の手順で実行してください。 
 

■ ループコントロールボード内の計器ブロックデータと同じ計器ファイル（拡

張子.ist）を保管している場合 

● SCADAソフトまたは PTなどによって設定した（交換対象のループコントロール

ボード内の）パラメータを使用したい場合 
1. PLC本体の電源を OFFにします。 
2. ケーブルを CPUユニットに接続します。 
3. PLC本体の電源を ONにします。 
4. 交換対象のループコントロールボード内のデータと同じ（保管しておいた）計器フ
ァイル（拡張子.ist）を、ツールソフトでハードディスクなどから読み出します。 

5. ループコントロールボード内の計器ファイルと同一かどうかを確認するため、ツー
ルソフトを使用して、読み出した計器ファイルとループコントロールボード間の照
合（ツール初期設定データのみを照合対象とする）を実行します。 

6. ループコントロールボードから計器ブロックデータをアップロードします。 
SCADAソフトまたは PTなどで設定したパラメータが読み出されます。 

7. PLC本体の電源を OFFにします。 
8. ループコントロールボードを交換します。 
9. PLC本体の電源を ONにします。 
10. ツールソフトを使用して、パラメータを読み出した計器ファイルを、ループコント
ロールボードに転送（ダウンロード）します。 

11. パラメータをバックアップします。 
12.パラメータを読み出した計器ファイルを、ハードディスクなどに保存しておきます。 
13. 再度ユニットが異常でないかを確認します。 

 

● SCADAソフトまたは PTなどによって設定した（交換対象のループコントロール

ボード内の）パラメータを使用しない場合 
1. PLC本体の電源を OFFにします。 
2. ループコントロールボードを交換します。 
3. ケーブルを CPUユニットに接続します。 
4. PLC本体の電源を ONにします。 
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5. ツールソフトを使用して、ハードディスクなどに保管しておいた計器ファイル（拡
張子.ist）を、ループコントロールボードに転送（ダウンロード）します。 

6. パラメータをバックアップします。 
7. 必要に応じ、転送操作が正常に実行されたかどうかを確認するため、ツールソフト
を使用して、計器ファイルと照合（すべてを照合対象とする）をします。 

8. 再度ユニットが異常でないかを確認します。 
9. SCADAソフトまたは PTなどを使用して、パラメータを設定します。 

 

■ ループコントロールボード内の計器ブロックデータと同じ計器ファイル（拡

張子.ist）を保管していない場合 
 

お願い 
 

ループコントロールボード内の計器ブロックデータを読み出すには、ループコントロ

ールボード内の計器ブロックデータと同じ計器ファイル（拡張子.ist）が必要です。も
し、同じ計器ファイル（拡張子.ist）を保管していない場合に、単にループコントロー
ルボード内の計器ブロックデータを読み出したとき、そのデータには以下の制限があ

ります。これ以外（ITEMデータなど）の制限はありません。 
・読み出した計器ブロック間の結線は、自動的に最短の形で結線されます。したがっ
て、元の計器ファイルで作成していた結線が迂回して結線されていた場合は、読み
出した結線は、元の計器ファイルの結線とは異なる結線となることがあります（た
だし、実行上の結線情報としては、同一です）。 

・付箋データは、読み出されません。 
・ラダー図内の出力コメントは、読み出されません。 
・ユーザリンクテーブルと計器ブロック間の結線は復元されません。ユーザリンクテ
ーブルにタグ名を設定し直すと、自動的に結線されます。 

 
上記の制限がありますが、交換対象のループコントロールボード内の計器ブロックデ
ータをアップロードし、新規のループコントロールボードに転送（ダウンロード）す
る場合は、以下の手順で交換してください。 
1. PLC本体の電源を OFFにします。 
2. ケーブルを CPUユニットに接続します。 
3. PLC本体の電源を ONにします。 
4. ループコントロールボードから計器ブロックデータをアップロードします。 
5. PLC本体の電源を OFFにします。 
6. ループコントロールボードを交換します。 
7. PLC本体の電源を ONにします。 
8. ツールソフトを使用して、アップロードした計器ファイル（拡張子.ist）をもとに、
必要に応じて、計器ブロック間の結線操作を実行します。 

9. 計器ファイルを、ループコントロールボードに転送（ダウンロード）します。 
10. パラメータをバックアップします。 
11. 必要に応じ、転送操作が正常に実行されたかどうかを確認するため、ツールソフト
を使用して、計器ファイルと照合（すべてを照合対象とする）をします。 

12. 計器ブロックの結線操作などをした計器ファイルを、ハードディスクなどに保存し
ておきます。 

13. 再度ユニットが異常でないかを確認します。 
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7－2－2 プロセス CPUユニットの交換方法 
プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU□□P）使用時、DPLユニットの CPU使用設定
スイッチを NO USE側にすることで、PLC本体への通電中にプロセス CPUユニットを
交換することが可能です。 
 

お願い 

 

プロセス CPUユニットの場合、ループコントロールボード部または
CPUユニット部の故障時も、必ずプロセス CPUユニット全体を交換し
てください。 

 

● 手順 1 
DPLユニット上の交換したいプロセス CPUユニット側の CPU使用設定スイッチを
「NO USE」側に設定します。 
「NO USE」に切り替えるとプロセス CPUユニットへの供給電源が OFFとなります。
このとき、プロセス CPUユニットの全 LEDが消灯することを確認してください。 
 

お願い 

 

プロセス CPUユニットを交換する前に、必ず DPLユニットの CPU使
用設定スイッチを、NO USE（非通電）に切り替えてください。 
USE（通電）のままプロセス CPUユニットを抜くと、CPU二重化ベー
スユニットや DPLユニットが故障する恐れがあります。 

例）右側のプロセス CPUユニットが故障して、左側のプロセス CPUユニットに切り
替わってシンプレックスモードで運転している状態の場合 

 

DPLユニットの RIGHT CPU使用設定スイッチ 

DPLユニット 

右側プロセスCPUユニットの全LEDの
消灯を確認 

プロセス CPUユニ
ットが故障 

プロセスCPUユ
ニットが運転中 

USE

NO USE

RIGHT CPU

NO USE 側に  

 
 

● 手順 2 
右側のプロセス CPUユニットを新しいものに交換します。 
 

● 手順 3 
DPLユニットの RIGHT CPU使用設定スイッチを、USE側に設定します。 
 

参 考 

 

PLCシステム設定で SPL→DPL自動復帰の設定が行われていない（デ
フォルトの）場合、単に CPU使用設定スイッチを「USE」に設定する
だけでは、計器ブロックデータの自動転送は実行されません（シンプレ

ックスモードのままの運転となり、稼動中のプロセス CPUユニットに
異常が発生した場合、運転が継続されません）。 
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● 手順 4 

・ PLCシステム設定で SPL→DPL自動復帰の設定が行われていない場合： 
①DPL SWが「DPL」側に設定されていることを確認してください。 
②CPU使用設定スイッチを「USE」にしてから、イニシャルスイッチを押してくださ
い。 

お願い

 

電源投入後、EXEC LED点滅中（フラッシュメモリ消去中、または計器
ブロックデータのフラッシュメモリへのバックアップ中）は、イニシャ

ルスイッチは無効です。RDY LEDが点灯してから、再度イニシャルスイ
ッチを押してください。 
なお、フラッシュメモリ消去に要する時間は、電源投入後約 10秒です。

 
③イニシャルスイッチが押されると、DPLユニットの「DPL STATUS」、「CPU STATUS」
が緑色点滅し、運転中であったプロセス CPUユニットから、交換したプロセス CPU
ユニットへ、計器ブロックデータの転送が行われます。 
最大 2分 30秒後、DPLユニットの「DPL STATUS」、「CPU STATUS」の緑色点滅
から点灯に変わると、計器ブロックデータの転送が完了し、デュプレックスモード
での運転が再開されます（運転中であったプロセス CPUユニットがアクティブ、交
換したプロセス CPUユニット側がスタンバイ）。 

 

・ PLCシステム設定の SPL→DPL自動復帰設定が「自動復帰する」に設定され、かつ
DPLユニットのモード設定スイッチが DPL側に設定されている場合： 

CPU使用設定スイッチを「USE」に設定するだけで、運転中のプロセス CPUユニット
から、交換したプロセス CPUユニットへの計器ブロックデータの自動転送が行われ、
最大 2分 30秒後、デュプレックスモードに復帰します（運転中であったプロセス CPU
ユニットがアクティブ、交換したプロセス CPUユニット側がスタンバイ）。 
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7－2－3 ループ CPUユニットの交換 
ループ CPUユニットの交換は、以下の手順で実行してください。 
 

■ 手順 1）プログラムのバックアップ 

● CPUユニットとの接続 
ケーブルを CPUユニットに接続します。 

● CPUユニットのプログラム／PLCシステム設定／I/Oテーブルのバックアップ 
1. CX-Programmerを起動します。 
2. 新規プロジェクトを作成するか、既存のプロジェクトを開きます。 
3. オンライン接続します。 
4. [PLC]-[転送]-[転送[PLC→パソコン]]を選択します。 
5. 「転送オプション」で、内容のすべてをチェックします。 
6. 「OK」をクリックします。 
7. プロジェクトを保存します。 

● ループコントローラの計器ブロックのバックアップ 
1. CX-Process Toolを起動します。 
2. 新規プロジェクトを作成するか、既存のプロジェクトを開きます。 
3. 新規プロジェクトの場合、ノードの設定を行います。 
4. ループコントローラから計器ブロックデータを新規アップロードします。 
5. [オプション]ボタンをクリックします。ダイアログにて、「コンパクトフラッシュ
メモリからタグデータを復元」チェックボックスをチェックし、[OK]ボタンをクリ
ックします。 

6. [開始]ボタンをクリックします。 
7. プロジェクトを保存します。 
 

参 考 
 

事前にプロジェクトのコメント、付箋、タグ、結線データのメモリカードへのバックア

ップを行っておくと、コメント、付箋、タグ、結線データをバックアップ可能です。

 

■ 手順 2）ユニットの交換 
1. PLC本体の電源を OFFにします。 
2. ループ CPUユニットをを交換します。 
3. メモリカードを装着します。 
4. PLC本体の電源を ONにします。 
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■ 手順 3）プログラムの転送 

● CPUユニットのプログラム／PLCシステム設定／I/Oテーブルの転送 
1. CX-Programmerを起動します。 
2. 手順 1で保存したプロジェクトを開きます。 
3. オンライン接続します。 
4. [PLC]－[転送]－[転送[パソコン→PLC]]を選択します。 
5. 「転送オプション」で、内容のすべてをチェックします。 
6. 「OK」をクリックします。 

● ループコントローラの計器ブロックの転送 
1. CX-Process Toolを起動します。 
2. 手順 1で保存したプロジェクトを開きます。 
3. 大項目を選択して、[実行]－[ダウンロード]－[選択項目]を実行します。  
4. [オプション]ボタンをクリックし「コンパクトフラッシュメモリへのタグデータ転
送」チェックボックスをチェックし、[OK]ボタンをクリックします。 

3. [開始]ボタンをクリックします。 
 
 

7－2－4 フラッシュメモリの使い方 
COLDスタート時にフラッシュメモリにバックアップされているデータで運転開始さ
れます。 
 

お願い 
 

RAMからフラッシュメモリへのバックアップ途中に、PLC本体の電源を OFFにしな
いでください。 
バックアップ途中に、電源断や通信異常が発生すると、正常にフラッシュメモリへの

バックアップ処理ができなくなります。万一、データベース異常となった場合は、ツ

ールソフトから再度、計器ブロックデータをループコントローラの RAMへダウンロ
ードしてください。その後、ツールソフトから、フラッシュメモリへのバックアップ

操作をしてください。 
なお、再度電源を投入したときに、RAM内のデータベースが正常で、バックアップ途
中であったことを認識した場合は、バックアップを最初からやり直します。 
 
 



      

 

付録 
計器ブロックの補足説明 
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付－1 ステップラダーブロックの使い方 
 

ステップラダーブロック（形式 301）は、以下の場合に使用します。 
 
・AND、OR、NOTなどの論理演算をループコントローラ側で行いたい場合 
・接点の OFF→ONまたは ON→OFF入力を、1演算周期だけ ONの、ワンショット接
点出力に変換したい場合 
・常時 ONなどのシステム接点をループコントローラ側で使用したい場合 
・工程歩進制御などをループコントローラ側で行いたい場合 
注：単にブロック間の接点信号を接続する場合は、接点接続ブロック（形式 201）を使用し
ます。 

 ステップラダー（形式 301） 
 

  ・論理演算 
  ・システム接点使用 
  ・工程歩進制御のいずれか

接点出力 接点入力 

 
具体的には、たとえば以下のような用途で使用します。 
・リモート／ローカルの切替指示の条件設定 
・オート／マニュアルの切替指示の条件設定 
・トラッキング SWの条件設定 
・MVホールドの条件設定 
・PID切替の条件設定 
・各種指令スイッチ（トラッキング SW、ITEM書込ブロックへの動作指令など）の条
件設定 
・装置の工程歩進制御など 
 
例） 

 ステップラダー（形式 301） 
 

高度 PID 
（ブロック番地 

 

高度 PID 
（ブロック番地

001） 
 

ブロック番地 002 の PID が AUTO で、かつリモー
トのとき、ブロック番地 001の PIDの MVトラキン
グを ON 

R/L 

A/M 
MVト
ラッキ
ング 002-086 001-085 

Ａ／Ｍ MVトラッキング

002-026 

Ｒ／Ｌ

 
 

参 考 
 

・ステップラダーブロックのシーケンスコマンドの実行周期は、CPUユニット側のコ
マンドの実行周期（サイクルタイム）にくらべ低速です（0.1～2秒周期：ステップ
ラダー自体の演算周期にしたがう）。したがって、計器ブロックとの組み合せで使
用する機能です。高速の処理が必要な場合は、CPUユニット側のコマンドを使用し
てください。 

・ステップラダーブロックは、外部接点を直接入出力しません。フィールド端子の Di
または Do端子を介して入出力します。 
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ステップラダーからの OUT命令を Do端子に接続する場合、CPU 
ユニットのユーザプログラム上の OUT命令とアドレスが重複しな 
いようにしてください。万一、同一アドレスに対して、書き込み処 
理をした場合、外部に接続した負荷が思わぬ動作をし、けがをする 
恐れがあります。 
 
・1つの ITEMに、1つのシーケンスコマンド（LOAD、OUTなど）を記述し、同時に
オペランドとして指定入出力先のブロック番地・ITEM番号を記述します。 
・シーケンスコマンドには、論理シーケンス（１つのステップ使用時）にてのみ使用
可能な基本コマンドと、ステップシーケンス（複数ステップ使用時）にて使用可能
なステップシーケンス専用命令があります。 

・シーケンスコマンドで指定可能な ITEMは、ITEM分類が「接点入力」または「接点
出力」の ITEMです。詳細は、「計器ブロックリファレンスマニュアル」の各計器
ブロックの説明の ITEM一覧の中の「読み書き方法」の項目を参照してください。 
コマンド種類 設定可能な ITEM種類 「読み書き方法」の項目で「ステップラダーによ

る」 
接点出力 R（読出が可能） LOADなどの入力

系コマンド 接点入力 R/W（読出／書込が可能） 
OUTなどの出力系
コマンド 

接点入力  
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付－1－1 基本コマンド一覧 
○：使用可能 
×：使用不可 

 コマンド 
ラダー図 
表記 

オペランド 内容 
入力条件の
要否 論理シー

ケンス内 
ステップシ
ーケンス内

入力
系 

LOAD   

  

読み出し元ブロ
ック番地・ITEM
番号 

回路ブロックの論理スタートをして、接点の
内容を読み出し、次段へ接続します。 

不要 ○ ○ 

 LOAD NOT   

  

読み出し元ブロ
ック番地・ITEM
番号 

回路ブロックの論理スタートをして、接点の
内容を反転して読み出し、次段へ接続しま
す。 

不要 ○ ○ 

 AND   

  

読み出し元ブロ
ック番地・ITEM
番号 

接点の内容を読み出し、前の入力条件との
AND（論理積）をとります。 

必要 ○ ○ 

 AND NOT   

  

読み出し元ブロ
ック番地・ITEM
番号 

接点の内容を反転して読み出し、前の入力条
件との AND（論理積）をとります。 

必要 ○ ○ 

 OR   

  

読み出し元ブロ
ック番地・ITEM
番号 

接点の内容を読み出し、それと、前の入力条
件との OR（論理和）をとります。 

必要 ○ ○ 

 OR NOT   

  

読み出し元ブロ
ック番地・ITEM
番号 

接点の内容を反転して読み出し、それと、前
の入力条件との OR（論理和）をとります。

必要 ○ ○ 

 AND LOAD 
 回路ブロック 回路ブロック  

000000 
（固定） 

回路ブロック間の AND（論理積）をとりま
す。 

必要（2個以
上） 

○ ○ 

 OR LOAD  回路ブロック 

回路ブロック  

000000 
（固定） 

回路ブロック間の OR（論理和）をとります。必要（2個以
上） 

○ ○ 

出力
系 

OUT  

  

書き込み先ブロ
ック番地・ITEM
番号 

条件 0（OFF）時、出力 0（OFF） 
条件 1（ON）時、出力 1（ON） 

必要 ○ ○ 

 OUT NOT  

  

書き込み先ブロ
ック番地・ITEM
番号 

条件 0（OFF）時、出力 1（ON） 
条件 1（ON）時、出力 0（OFF） 

必要 ○ ○ 

 SET 
 
（ ） S 

 

書き込み先ブロ
ック番地・ITEM
番号 

条件 1（ON）時、出力 1（ON） 
条件 0（OFF）時は、何もしない。 
いったん SETで ONにした場合、再び OFF
にするには、RESETを実行することが必要。

必要 ○ ○ 

 RESET 
 
（ ） R 

 

書き込み先ブロ
ック番地・ITEM
番号 

条件 1（ON）時、出力 0（OFF） 
条件 0（OFF）時は、何もしない。 
いったん RESETで OFFにした場合、再び
ONにするには、SETを実行することが必要。

必要 ○ ○ 

 立上がり微分 
（DU） 

 （ ） DU 
 

書き込み先ブロ
ック番地・ITEM
番号 

条件 0（OFF）→1（ON）時のみ、1演算周期
の間だけ出力 1（ON） 

必要 ○ ○ 

 立下がり微分 
（DD） 

 （ ） DD 
 

書き込み先ブロ
ック番地・ITEM
番号 

条件 1（ON）→0（OFF）時のみ、1演算周期
の間だけ出力 1（ON） 

必要 ○ ○ 

 TIM 
 （ ） TIM 

 

TIM番号 
0～10 

条件 1（ON）時、計時する。 
設定時間が経つとタイムアップフラグが ON
となる。 

必要 ○ ○ 
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 コマンド 

ラダー図 
表記 

オペランド 内容 
入力条件の
要否 

○：使用可能 
×：使用不可 

－ ライン描画   縦線または横線を接続します。 － ○ ○ 
－ ライン消去   縦線または横線を消去します。 － ○ ○ 
－ END ED  ステップラダーブロックの終り 

注：END命令は、ツールソフトでステップラ
ダーブロック作成時に、自動的に付加されま
す。 STEP00のみの場合は、STEP00の最後
に付加されます。STEP nで終わる場合は、
STEP nの最後に付加されます。 

不要 ○ ○ 

－ NO 
OPERATION 

NP  何もしない(NOP処理) 不要 ○ ○ 

 

参 考 
 

立上がり微分（DU）または立ち下がり微分（DD）命令で発生する 1演算周期分の ON
信号は、次の演算周期のステップラダーブロックの先頭で自動的に OFFとなります
（ステップラダー内のその微分命令で OFFとなるのではありません）。 
 

お願い 
 

立上がり微分（DU）または立ち下がり微分（DD）命令で、発生した ON信号を、他
の計器ブロックで使用する場合は、ステップラダーブロックの演算周期と同じまたは

それ以上の演算周期にしてください。ステップラダーブロックの演算周期より短い演

算周期の計器ブロックで使用すると、正常に信号を読み取らないことがあります。 
・OUTコマンドで ONにした接点 ITEMは、次の STEPに移行しても、ONのままと
なります。したがって、ステップシーケンスで工程歩進制御をするときは、次の
STEPで RESETコマンドを使用して、ONにした接点 ITEMを OFFにするように
してください。 
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付－1－2 ステップシーケンス専用コマンド一覧 
○：使用可能 
×：使用不可 

コマンド ラダー図表記 オペランド 内容 
入力条件
の要否 論理シー

ケンス内 

ステップ
シーケン
ス内 

STEP宣言 

STEP 
 ステップ番号 

 

ステップ番号 ステップ番号を宣言します。入力条件をもちませ
ん（母線直接接続です）。 
ステップ番号は、00～99の任意の番号を、昇順で
使用します。 
1）論理シーケンス：ステップ番号は、00固定。
常時動作します 。なお、ステップ番号 00の宣
言は省略可。 

2）ステップシーケンス：ステップ番号が 01～99
のとき、いずれか１つのステップのみが、動作
します。起動時は、ステップ番号 01が動作し
ます。 

不要 ○ ○ 

BLOCK SET 
 （BS） 

 
ブロック番地・
ステップ番号 

入力条件が ONで、指定ブロック番地(701～900)
のステップラダーブロックの、指定ステップ番号
を起動します。 
指定ブロックの S1は自動的に 1（ON)となります。
すでに動作中のステップラダーブロックは、現在
実行中のステップを中断して、指定ステップへ移
行します。 

必要 × ○ 

BLOCK RSET 
 （BR） 

 

ブロック番地 入力条件が ONで、指定ブロック番地(701～900)
のステップラダーブロックを停止します。 
指定ブロックの動作指令 S1は自動的に 0(OFF)と
なります。 

必要 × ○ 

JUMP 
 JUMP 

 

ブロック番地・
ステップ番号 

入力条件が ONで、指定ブロック番地（701～900）
のステップラダーブロックの指定ステップ番号
(01～99)へ移行します。 
・自身のステップ番号への移行は、ブロック番地
を 000に指定します。 

・他のステップラダーブロックへ移行時には、自
動的に元のブロックの動作指令 S1は 0(OFF)に
なり、移行先のブロックの動作指令 S1は 1(ON)
となります。 

必要 × ○ 

STEP TIMER 
STEP TIMER 

タイマ設定値 ステップ移行用のタイマ(設定値：0～9999秒)で
す。入力条件をもちません（STEPコマンドと同
じ行に記述します）。 
その STEPに移行すると、動作を開始します。 
タイムアップで、次ステップﾟへ移行します。 
注：入力条件コマンドとは‘早い者勝ち（優先）’
となります。 

不要 × ○ 

ALARM TIMER 
ALM TIMER 

タイマ設定値 ステップ監視用タイマ(設定値:0～9999秒) です。
入力条件をもちません（STEPコマンドと同じ行
に記述します）。 
そのステップに移行すると、動作を開始します。
タイムアップで、STEP TIMER完了（ステップ渋
滞表示）が 1(ON)となります。そのとき、ステッ
プはそこで保持します。 

不要 × ○ 
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■ 内部スイッチブロックについて 
・ブロック番地・ITEM番号に出力せず、ステップラダー内部でリレー受けしたい場合
は、ブロック番地として、内部スイッチブロック（形式 209）を指定します。 
例） 

ITEM コマンド オペランド 
011 LOAD 001013（ブロック番地 ITEM番号） 
012 OUT 100011（内部スイッチのブロック番地 ITEM番号） 
013 LOAD 100011（内部スイッチのロック番地 ITEM番号） 
014 OUT 001012（ブロック番地 ITEM番号） 

 
 

001-013が ONで、100-011（内部スイ
ッチ）が ON 

100-011（内部スイッチ）が ONで、
001-012が ON 

001-013 100-011

100-011 001-012 

  

  

内部スイッチで 
リレー受け 

 
 
・常時 ON、または常時 OFFの接点や、クロックパルス接点を入力したい場合は、ブ
ロック番地としてシステム共通ブロック 000のシーケンス制御用状態出力（ITEM020
～028）を指定します。 
例） 

コマンド オペランド 
LOAD 000021（常時 ON） 
OUT 001086（ブロック番地 ITEM番号）
LOAD 000023（1秒クロック） 
OUT 001012（ブロック番地 ITEM番号）

 
常時ON接点 000-021で 001-086が常
時 ON（オート） 

1秒クロック 000-023で、100-08が
1秒毎にオンオフ 

000-021 001-086

000-023 100-08 

Ａ/M指示 

1秒クロック  

常時 ON 

  
 

■ ステップラダーブロックの動作条件 
ステップラダーブロックの動作条件は、ITEM006の起動モード指定によります。以下
の 2つのいずれかを指定できます。 
・常に動作 
・S1が ON 

注：他のステップラダーブロックからの起動も可能（BLOCK SETによる） 
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● 1つのステップを使用する場合（論理シーケンスとしての使用） 
デフォルトでは、すべてが、STEP00となります。STEP00は、動作条件が成立してい
る場合に、常時動作するステップです。ステップラダーブロックの動作指令 S1
（ITEM008）が ONになると、動作します。 

 

 
 
 

STEP00 

1 つのステップ（通常）

ITEM コマンド オペランド

011 （LOAD）  
012 （AND）  
013 （OUT）  
014 （LOAD NOT）  

   
   
   
   
   
   

最大 410   

 
 

● 複数のステップを使用する場合（ステップシーケンスとしての使用） 
ステップラダーブロックを、STEP01～99までの 99個のステップに区切ることもでき
ます。 STEP00が、動作条件が成立している場合に常時動作するのに対して、STEP01
～99は、動作条件が成立している場合にいずれか 1つのステップが動作します。 
・STEP01～99までを、ステップシーケンスと呼びます。ステップシーケンスの中では、
指定ステップへのジャンプなどのステップシーケンス専用コマンド（付-1-2 ステッ
プシーケンス専用コマンド一覧参照）を使用できます。 
・STEP01～99の中での、ステップの遷移は、以下のいずれかによります。 
1) STEPの最終のシーケンスコマンドの入力条件が ONのときに、次の STEPへ移行*1 
2) JUMPコマンドによる、指定 STEPへのジャンプ 
3) STEP TIMERコマンドによる、ある時間経過後、次（+1）の STEPへ移行 
これによって、条件成立時のステップ間の遷移によって、工程歩進制御などをするこ
とが可能です。 
＊1：STEP間の遷移は、以下のように、最終のシーケンスコマンドの入力条件が ONのときに

次の STEPに遷移することが基本です。 
例： 

 STEP 01 

STEP 02 

この入力条件が ONの場合 
STEP02に移行します。 
 
したがって、ここに、STEP遷移用の命令
が仮想的にあるのと同様です。 

STEP遷移用命令

次の STEPへ 
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・ステップに区切るときは、STEP宣言コマンドを使用します。（デフォルトでは、1
つのステップラダーブロックは、常時動作ステップの STEP00のみです） 

・ステップラダーブロックの動作指令 S1（ITEM008）が ONになると、STEP00（常時
動作ステップ）と STEP01（ステップシーケンスの先頭ステップ）が動作します。
STEP01の中で、条件成立時に、他のステップ（他のステップラダーブロックの指定
STEPも可能）へ遷移させます。 
STEP00（常時動作ステップ）を記述しないで、STEP01以降のみを記述することも
可能です。 
・ステップラダーブロック全体のステップ停止 S2（ITEM009）への接点入力が ONに
なると、現在動作中の STEPのまま、一次停止します。このとき、出力も、この状
態で保持されます。S2（ITEM009）への接点入力が OFFに戻ると、その停止した STEP
から動作を再開します。 

 
複数のステップ 
 

STEP00 

 
STEP01 

 
STEP02 

 
STEP03 

 
STEP04 

ITEM コマンド オペランド 
011 （LOAD）  
012 （AND）  
013 （OUT）  

ITEM コマンド オペランド  
014 （SP） 01 以降を STEP01 に宣言 
015 （LOAD）   
016 （AND）   
017 （SET） A 最終の入力条件成立（SET 実

行）で、次の STEP02 に遷移 

ITEM コマンド オペランド  
018 （SP） 02 以降を STEP02 に宣言 
019 （LOAD）   
020 （AND）   
021 （SET） B 最終の入力条件成立（SET 実

行）で、次の STEP03 に遷移 

 は、動作指令 S1 が ON で、動作 
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● 工程歩進の組みかた 
工程ごとにある処理を実行する場合、以下のようにステップシーケンスを組みます。 
1) STEP nの最後に、移行条件を入力とした SETコマンドを実行し、内部スイッチをセ
ットします。同時に次 STEP n+1へ移行します。 

2) 次の STEP n+1の先頭で、その内部スイッチを入力条件として、ある処理を実行しま
す。ある処理を終了後、内部スイッチをリセットします。 

 

STEP n+1

処理 

内部スイッチ 
A 

R 

内部スイッチ
A 

内部スイッチ 
A 

移行条件 
a 

S

移行 

STEP n 

 
例）工程毎に、PID値を切り替え、同時にポンプ発停する例を、以下に示します。 

 工程 1 
（STEP01） 

P1 
I1 
D1 

ポンプ ON 

工程 2 
（STEP02） 

P2 
I2 
D2 

ポンプ ON継続 

工程 3 
（STEP03） 

P3 
I3 
D3 

ポンプ OFF 

条件 a 

条件 b 
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基本 PID 
形 011 

定数用 ITEM 書込

形 171 
番地 102 

定数用 ITEM 書込

形 171 
番地 103 

定数用 ITEM 書込

形 171 
番地 104 

ステップラダー 
形 301 P 

I 

D 

●P1、I1、D1の設定

●P2、I2、D2の設定

●P3、I3、D3の設定ポンプ発停 

 
・ ステップラダー例 

R

R

内部スイッチ 
A 

ステップの移行条件 aが ONで、次の STEP03へ移行。内部
スイッチ Bをセットにします。（Bは STEP02に移行しても
ONのまま）。 

移行条件 
b 

STEP03 STEP03を宣言。 

STEP03に移行時、内部スイッチ Bが ONのため、ブロック
番地 104の ITEM書込みブロックから，P3，I3，D3を一括
送信します。 

内部スイッチ 
B 

 
ポンプを OFFにします。 

 
内部スイッチ Bをリセットします。。 

 

S

S

STEP01 

運転開始時に、ブロック番地 102の ITEM書込みブロックか
ら，P1，I1，D1を一括送信します。 

運転開始 
000-019 

STEP01を宣言。 

 
ブロック番地 001の基本 PIDをオートにします。 

 
ポンプ接点を ONにします。 

ステップの移行条件 aが ONで、次の STEP02へ移行。内部
スイッチ Aをセットにします。（Aは STEP01に移行しても
ONのまま）。 

移行条件 
a 

STEP02 STEP02を宣言。 

STEP02に移行時、内部スイッチ Aが ONのため、ブロック
番地 103の ITEM書込みブロックから，P2，I2．D2を一括
送信します。 

内部スイッチ 
A 

 
内部スイッチ Aをリセットします。 

 
運転開始フラグをリセットします。 

S

S

R

S

S

R

ITEM書込み
102-039 

基本 PID 
001-086 

内部スイッチ
100-012 

運転開始 
000-019 

ITEM書込み
103-039 

内部スイッチ 
Ｂ 

ITEM書込み
104-039 

内部スイッチ
100-012 

内部スイッチ
A 

 
B 

 
お願い 

 

OUTコマンドで ONにした接点 ITEMは、次の STEPに移行しても、ONのままとな
ります。したがって、工程歩進をするとき、OUTコマンドを使用するときは、ご注意
ください。STEP移行で OFFにしたい場合は、次の STEPで、RESETコマンドを使
用してリセットするようにしてください。 
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付－2 シーケンステーブル 
付－2－1 シーケンステーブルとは 

シーケンステーブルとは、ある条件成立時にある操作を実行する 1つの動作（これを
「ルール」と呼ぶ）を、複数記述した、表（テーブル）形式の指示書です。 
シーケンステーブルは、形式 302の計器ブロックです。最大 200個使用できます（ブ
ロック番地 701～900に割り付けることができます）。 
注 1： シーケンステーブルは、LCB05/05Dでのみ使用可能です。 
注 2： すべてのシーケンステーブルの条件/操作数を 32から 64に拡張した場合は、拡張用テー

ブルがブロック番地 900から昇順で割り付けられるため、最大 100個まで使用可能です。
すべてのシーケンステーブルのルール数を 32から 64に拡張した場合も同様です。なお、
すべてのシーケンステーブルの条件/操作数およびルール数をともに 32から 64に拡張し
た場合は、最大 50個まで使用可能です。 

注 3： 上位テーブル、参照テーブル合わせて 200個までの登録が可能です。（LCB01/03/05 Ver.3.0
以降） 

■ シーケンステーブルの起動 
シーケンステーブルは、以下のいずれかの条件で起動させることができます。 
・毎周期実行（常に動作） 
・S1により起動（動作スイッチ S1の ONで起動、OFFで停止） 
・初回のみ起動（ループコントローラの運転開始時のみ 1回起動） 
・起動なし 
 
上記起動条件は、シーケンステーブルが表示された状態で、「操作」メニューから［シ
ーケンステーブル実行方式］を選択して指定します。 
シーケンステーブル
の ITEM 

データ 内容 

006 シーケンステーブル実
行方式 

0：毎周期実行 
1：S1により起動 
2：初回のみ起動 
3：起動なし 

 

■ ルールについて 
・1つのルールは、複数の接点信号の ON/OFFの AND論理（状態）を「条件」として、
その「条件」成立時または「条件」不成立→成立時に、複数の接点信号の ON/OFF
などを「操作」（出力）します。  

 動作例 

操作 

条件 

シーケンステーブル内
のルール記述 ルール 

操作 

条件 

出力接点 C を ON、かつ出力
接点 Dを OFFにします。 

入力接点 Aが ON、かつ Bが
OFFのときに、 

信号 ルール 

入力接点 A Y 
入力接点 B N 

出力接点 C Y 
出力接点 D N 

  
注：「条件」成立時または「条件」不成立→成立時に、「操作」（出力）を実行せず、（後述す
る）ステップ移行のみを実行することもできます。 
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・「操作」（出力）をせずに、ステップ移行のみをすることもできます。 

 動作例 

操作 

条件 

シーケンステーブル内
のルール記述 ルール 

操作なし 

条件 

操作なし 
（ステップ 02へ移行） 

入力接点 Aが ON、かつ Bが
OFFのときに、 

信号 ルール

入力接点 A Y 
入力接点 B N 

出力接点 C  
出力接点 D  

THEN 02 
ELSE  

操作は無記入とします。 ステップ 02へ移行。 

 
・無条件で、「操作」（出力）することはできません。 
条件欄に YN値の記入がない場合は、操作欄に YN値の記入があっても、操作は実
行されません。 

 

操作 

条件 

シーケンステーブル内
のルール記述 

信号 ルール

入力接点 A  
入力接点 B  

出力接点 C Y
出力接点 D N 

THEN  
ELSE  

操作欄に YN値があっても、 
操作出力の動作しません。 

条件欄が無記入のとき 

 
・各ルールの実行方式（シーケンステーブル単位） 
各ルールの「条件」が不成立から成立に変化したときに 1度だけ「操作」（出力）
が実行されます。 
・ルールの個数 
ルールは、標準時（非拡張時）には 01～32の最大 32個まで、ルールの拡張時には
01～64の最大 64個まで使用できます。 
また、条件信号および操作信号は、標準時（非拡張時）には各々最大 32まで、条件
操作数の拡張時には各々最大 64個まで使用できます。 
ルールの拡張指定、および条件操作数の拡張指定は、シーケンステーブルの編集画
面で指定します。 
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・ルールの実行順序 
複数のルール（条件－操作）を記述した場合、ルール間の実行は、同時実行の OR
論理となります。 

 動作例 

ルール間はOR 

または 

シーケンステーブル内
のルール記述 

ルール 1 

操作 

条件 

出力接点 Dを ON、かつ出力
接点 Eを OFFにします。 

入力接点 Aが ON、かつ Bが
OFFのときに、 

信号 ルール 1 ルール 2 

入力接点 A Y N 
入力接点 B N  

入力接点 C  Y 

出力接点 D Y N 
出力接点 E N Y 

 

動作例 ルール 2 

操作 

条件 

出力接点 Dを OFF、かつ出力
接点 Eを ONにします。 

入力接点 A が OFF、かつ C
が ONのときに、 

 
注：もし、同一ステップ内で、複数のルールの条件が同時に成立し、同一の出力接点に対して異
なる結果（ONと OFF）となった場合は、ルール番号が大きい方による操作が優先（後勝ち）
となります。 

注：操作信号に対する実行順は、シーケンステーブルの上から下の順です。 
したがって、例えば、A/M切替操作によってマニュアル（M）モードにした後、マニュア
ル出力値を設定するような場合は、操作信号としては、「A/M切替スイッチ」の下に、「ITEM
書込信号（マニュアル出力設定）」を記述してください。 
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■ ステップについて 

● 概要 
さらに、あるルール群を実行した後、他のルール群を実行するような工程歩進をする
ことも可能です。または、条件に応じて（品種ごとなど）、実行ルール群を切り替え
ることも可能です。 
このような、同時には実行せず、排他的に遷移するルール群に関しては、1つまたは複
数のルールをあるまとまり（「ステップ」と呼ぶ）として、そのステップ間の実行状
態の遷移関係を指定します。 

 

例）工程歩進 

同時には実行しない

ルール群 B 

ルール群 B ルール群 A 

ルール群 A 

切替 

例）切替制御 

ルール群 B 

ルール群 A ルール群 C 

ルール群 D 

歩進 

 
 
あるステップ内のあるルールの条件成立時（THEN）または条件不成立時（ELSE）に、
次のステップへ移行（遷移）することを指定することができます。 

 

ステップ 02ステップ 01 

条件成立でステップ 02へ移行 

ステップ 03

条件成立でステップ 03へ移行

 

 

ステップ 01 内のあるルール（例
01）の条件が成立すると、ステッ
プ 02へ遷移 

ステップ 02例） ステップ 01 

 
03 ルール 

ステップ

接点 
02 

A ON 

B  

C ON 

P  

Q ON 

次ステ

ップ 

THEN  

 
00 01 02 ルール 

ステップ 

接点 
01 01 01 

A ON   

B  ON  

C  ON  

P    

Q    

次ステ

ップ 

THEN  02  

 

例えば、タンクのレベルが一定レ
ベルに達したら、 

例えば、A/Mを切替え、PID制御へ 

 
次のステップへ移行するまでは、そのステップで待機しています。なお、待機してい
る間に、そのステップ内の実行済みのルールの条件が変化した場合、操作（出力）を
変化させます。 
注 1：THEN（条件成立時）のステップ遷移の実行は、そのルール内の操作をすべて実行した後

に実行されます。 
注 2：次のステップへ移行すると、次のステップの各ルールの条件はすべていったん不成立状態

に初期化されます。したがって、ステップ移行前にすでに条件が成立している場合でも、
条件は不成立から成立に変化したこととなります。 
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・複数のステップ移行（分岐）を指定可能 
あるステップ内の複数のルールごとに、異なる移行先ステップを指定することもで
きます。これにより、品種に応じた、制御（例：SP、PIDなどのパラメータ）の切
替などが可能です。 

 分岐 ステップ 02

ステップ 01 ステップ 03

ステップ 04
 

 

ステップ 01 内のルール 01 の条件が成
立すると、ステップ 03へ遷移 
ルール 01の条件が成立すると、ステッ
プ 02へ遷移 

ステップ 02例） ステップ 01 

 
03 ルール 

ステップ 

接点 
02 

A Y 

B  

C Y 

D 10 Y 

E 30 Y 

次ステ

ップ 
THEN  

 

 
01 02 ルール 

ステップ 

接点 
01 01 

A Y  

B  Y 

C  Y 

D   

E   

次ステ

ップ 
THEN 

03 02 

 

ステップ 03

 
04 05 ルール 

ステップ 

接点 03  

A Y Y 

B   

C  N 

D 10  Y 

E 30  Y 

次ステ

ップ 
THEN   

 

例えば、品種に応じて、切替先ステップ
を変更 

SP＝50、P＝10 

SP＝100、P＝30 

品種 B 

品種 A 

 
 ただし、同一のステップ内で、複数のステップ移行を指定している場合で、ともに
ステップ移行の条件が成立した場合は、もっとも若いルール番号に指定されている
次ステップの番号へ移行します。その場合、成立したルールよりも後のルールは、
実行されません。 
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・ステップ番号 
1) 常時実行のステップ（ステップ 00） 
ステップ 00は常時実行されます。 
ツールソフトで設定するとき、デフォルトでは、ルールはすべてステップ 00と
なっています。ステップ 00は必ず設定します。 

  

 
常時実行 いずれか 1つが実行 

ステップ 00 ステップ 01～64 

ステップ 01例） ステップ 00 

 
03 ルール 

ステップ 

接点 

02 

A Y 

B  

C Y 

P  

Q Y 

次ステ

ップ 

THEN  

 

 
01 02 ルール 

ステップ 

接点 

00  

A Y  

B  Y 

C  Y 

P   

Q   

 

ステップ 02

 
04 05 ルール 

ステップ 

接点 

01  

A Y Y 

B   

C  N 

P N  

Q  Y 

次ステ

ップ 

THEN  02 

 

 
2) ステップは、ステップ 00を含めて、最大 64個（ステップ番号 01～64）まで使用
できます。使用ステップ番号は不連続でかまいません。ただし、必ず昇順で使用
することが必要です。 

・シーケンステーブル起動時のステップ番号 
シーケンス起動時に、ステップ 00と、ステップ 01～64の最も若い番号のステップ
が実行されます。ステップ01～64は、常にいずれか１つのステップが実行されます。
ステップ 01～64は 2つ以上のステップが同時に実行されることはありません。 
・ステップ実行タイミング 
次のステップへ移行して実際にステップが実行されるタイミングは、次の演算周期
のときとなります。 
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● シーケンステーブルの基本構造 
以下のように、標準：最大 32ルール（最大 32条件、最大 32操作）を 1テーブルとし
て、上位テーブル、参照テーブル合わせて、最大 200テーブル（LCB05/05D）が可能
です。 
なお、テーブルを最大 64ルール、最大 64条件/64操作に拡張することもできます。そ
の場合、使用できるテーブル数は少なくなります。ルールまたは条件/操作欄の一方を
拡張すると 2テーブル使用し、両方を拡張すると 4テーブル使用します。 

・ 標準 

 

テーブル番号

LCB05/05D：最大 200テーブル 

 
ルール 1 2 … N 

Symbol 
ステップ 00  … 最大 64 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

THEN  Mへ   
NEXT STEP 

ELSE     

 

条
件
ル
ー
ル
２ 

条
件
ル
ー
ル
１ 

条
件
信
号 

最大 32操作 

最大 32ルール、最大 32ステップ

最大 32条件 

テーブル番号 

操
作
ル
ー
ル
２ 

操
作
信
号 

操
作
ル
ー
ル
１ 

条
件
ル
ー
ル
３
２

操
作
ル
ー
ル
３
２

テーブル番号 

 
・ 条件/操作のみを拡張時 

 

テーブル番号

LCB05/05D：最大 100テーブル 

 
ルール 1 2 … 32 

Symbol 
ステップ 00  … 最大 32 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

TEHN  Mへ   
NEXT STEP 

ELSE     

条
件
ル
ー
ル
２ 

条
件
ル
ー
ル
１ 

条
件
信
号 

最大 64操作 

最大 32ルール、最大 32ステップ

最大 64条件 

テーブル番号 

操
作
ル
ー
ル
２ 

操
作
信
号 

操
作
ル
ー
ル
１ 

条
件
ル
ー
ル
３
２

操
作
ル
ー
ル
３
２

テーブル番号 

 
注：ツールソフトからは、［操作］メニューから［テーブル拡張］－［条件操作数（縦）］を選
択して設定します。 
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・ ルールのみを拡張時 

 

テーブル番号

 
ルール 1 2 … 64 

Symbol 
ステップ 00  … 最大 64 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

TEHN  Mへ   
NEXT STEP

ELSE     

 

条
件
ル
ー
ル
２ 

条
件
ル
ー
ル
１ 

条
件
信
号 

最大 32操作 

最大 64ルール、最大 64ステップ 

最大 32条件 

テーブル番号 

操
作
ル
ー
ル
２ 

操
作
信
号 

操
作
ル
ー
ル
１ 

条
件
ル
ー
ル
６
４

操
作
ル
ー
ル
６
４

テーブル番号

LCB05/05D：最大 100テーブル 

 
注：ツールソフトからは、［操作］メニューから［テーブル拡張］－［ルール数（横）］を選択
して設定します。 

・ 条件/操作およびルールともに拡張時 

 

テーブル番号

 
ルール 1 2 … 64 

Symbol 
ステップ 00  … 最大 64 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

THEN  Mへ   
NEXT STEP 

ELSE     

条
件
ル
ー
ル
２ 

条
件
ル
ー
ル
１ 

条
件
信
号 

最大 64操作 

最大 64ルール、最大 64ステップ

最大 64条件 

テーブル番号 

操
作
ル
ー
ル
２ 

操
作
信
号 

操
作
ル
ー
ル
１ 

条
件
ル
ー
ル
６
４

操
作
ル
ー
ル
６
４

テーブル番号

LCB05/05D：最大 50テーブル 

 
注：ツールソフトからは、［操作］メニューから［テーブル拡張］－［条件操作数（縦）］を選
択および［ルール数（横）］を選択して設定します。 
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テーブル参照機能 （LCB01/03/05 Ver.3.0以降） 

● 概要 
テーブル参照機能とは、メインとなるシーケンステーブル（「上位テーブル」と呼び
ます）から、参照先シーケンステーブル（「参照テーブル」と呼びます）の条件ルー
ルの評価結果を参照する機能です。 
この機能により、共通的な処理を参照テーブル側にまとめることが可能です。 
条件部に、入力信号として TBL命令（参照先ブロック番地を指定）を記述し、ルール
に Y（そのまま入力）または N（反転して入力）を記述します。 
 

 
ルール 1 2 … 

Symbol 
ステップ 00  … 

    

          TBL（n） Y Y  

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

条
件
信
号 

操作 

条件 

テーブル番号 

操
作
信
号 

 
ルール 1 2 … 

Symbol 
ステップ 00  … 

    

            

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

条
件
信
号 

操作 

条件 

テーブル番号 n 

操
作
信
号 

●上位テーブル 

●参照テーブル 

こ
の
評
価
結
果 

こ
の
評
価
結
果 

参照 参照 

そのまま入力
そのまま入力

 
● 解説 
上位テーブル側の TBL命令は、指定した参照テーブルの、同一ルール列の条件評価結
果を、自身の条件信号として入力します。 
TBL命令の条件ルールに、「Y」と記述しているときは、参照先の条件評価結果をそ
のまま入力します。「N」と記述しているときは反転して入力します。 
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 上位ﾃｰﾌﾞﾙ 実行方式 Rule No. 01 02 03
毎周期

No. Signal Comment Step No. 00
001 TBL( 702 ) ｼｰｹﾝｽ ﾃｰﾌﾞﾙ参照 Y Y Y
002
003

参照ﾃｰﾌﾞﾙ 実行方式 Rule No. 01 02 03
（702番地）

No. Signal Comment Step No. 00
001 IN( 001.013 ) 上上限 警報出力値 Y
002 IN( 001.013 ) 上限 警報出力値 Y
003 IN( 001.014 ) 下限 警報出力値 Y

↓ ↓ ↓

内部的に保存しているルール評価結果⇒ Y N Y

Sequence Table

Sequence Table

同じルール列
の評価結果を
参照

②

この Y は、参照先テーブルの同一
No.の条件ルールの評価結果をそ
のまま入力する意味。 
N は、参照先テーブルの同一 No.
の条件ルールの評価結果を反転し
て入力する意味です。 
 
しがって、この例では、 
ルール 1 は、評価結果 Y をそのま

ま入力するため、参照結果は ON
（成立） 
ルール 2 は、N をそのまま入力す
るため、参照結果は OFF（不成立）

参照先テーブルの条件ルールの
評価結果 

①テーブル参照 

成
立 

不
成
立 

成
立 

 
● TBL命令の動作の詳細 
・上位テーブルで TBL命令を使用した場合、TBL命令に対応する条件成立接点
（ITEM025～ITEM028）は常に 0となります 
・参照テーブルの条件成立ルール（ITEM021～ITEM024）には、従来通り、内部で保
持している評価結果が表示されます。 
・参照テーブルの実行ステップ（ITEM101～ITEM164）は常に 0となります。 
・参照テーブルの条件ルールを、ルール列すべて空白に設定すると、参照テーブルの
評価結果は、常に不成立となります。そのため、TBL命令に対する評価結果は、下
表のとおりとなります。 
上位テーブルの TBL命
令の条件ルール記述 
（Y/N/空白） 

TBL命令の参照結果 

Y OFF（不成立） 
N ON（成立） 

 
注 1：上位テーブルと参照テーブルは、それぞれ演算周期で、独立して動作しています。

演算順序や演算周期についてのチェックを行いません。 
注 2：ループコントローラの運転開始時から、参照テーブルが実行するまでの上位テー

ブルで参照される値は、「不成立」となります。 
注 3：参照テーブルのみを実行停止（初回実行、S1実行、常時実行など）にすること

ができます。参照テーブルは、実行停止したときの条件成立状態を保持します。
上位テーブルは、その状態を参照して動作します。 

注 4：上位テーブルのみルール数（横）が拡張されている場合、TBL命令の条件ルー
ル設定の拡張部分は、空白として扱われます。 

注 5：参照テーブルでは、ステップ No.を設定しても、ステップ移行はしません。 
注 6：上位テーブルから参照テーブルの条件の成立情報を参照する機能のため、操作信

号、操作ルール Y/Nや移行先ステップ（THEN, ELSE）を記述しても実行しま
せん。 

注 7：上位テーブルと参照テーブルとの演算周期が異なる場合、参照テーブルが実行さ
れるまでは正しく評価できないため、運転開始時には一度すべてを不成立にし
ます。 
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● 上位テーブル・参照テーブルの数制限 
シーケンステーブルは、上位テーブル・参照テーブル合わせて最大 200テーブルが使
用可能です。 
参照テーブルに設定したシーケンステーブルは、上位テーブル同様、最大 64条件/64
操作、最大 64ルールに拡張することができます。ルールまたは条件/操作欄のどちら
か一方を拡張すると 2テーブル使用し、両方を拡張すると 4テーブル使用します。 

● 実行エラー 
・TBL命令のブロック番地が参照テーブルでない場合または存在しない場合、実行エ
ラーコード：81となります。 
・STEP命令でさぶ参照テーブルを指定した場合、STEP命令を行ったテーブルを実行
エラーコード：81となります。 
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付－2－2 シーケンステーブルの実際 
■ 概要 

・計器ブロック 形式 302のシーケンステーブルを登録して、設定します。 
・テーブルの上半部に、条件を記述します。下半部に、操作を記述します。 
・条件部にて、入力信号または関係式の比較結果が ON条件のとき、Yと記述、OFF
条件のとき、Nと記述します。入力信号または関係式の比較結果が無条件のとき、
空白とします。 
・同様に、操作部にて、出力信号を ONにするとき、Yと記述、OFFとするとき、N
と記述します。出力信号を操作しないとき、空白とします。 
注：非保持形出力またはパルス形出力のときは、Y とのみ記述します（Nは記述不可）。 

・操作部にて、ITEM書込をするとき、信号欄に ITEM書込の指示（書込先 ITEMおよ
び書込データ）を入力し、書込むとき、Yと記述します（Nは記述不可）。 
・さらに、操作部にて、他のシーケンステーブル番号（ブロック番地）を指定して、
起動させることも可能です（自身は実行のまま他を起動）。 

・ステップ番号は、必ず昇順で記入します（不連続でもかまいません）。なお、1つの
ステップに復数のルールがある場合、ステップの先頭のルールにステップ番号を記
入し、後は省略できます。 
・移行先ステップ番号を各ルールの最下段に記述します。 

THEN：条件が成立したとき、記入されたステップ番号へ移行します。 
ELSE：条件が不成立のとき、記入されたステップ番号へ移行します。 
・ツールソフトを使用して、シーケンステーブルの動作確認（実行中ステップ番号、
条件成立/不成立などのモニタ）も可能です。 

・LCB05 Ver.1.5以降の場合、シーケンステーブルの動作確認において、ループコント
ローラ運転中かつシーケンステーブル動作中に、シーケンステーブルのオンライン
エディットが可能です（ツールソフト Ver.3.2以降でのみ可能）。 

・LCB05 Ver.1.5以降の場合、シーケンステーブルの動作確認において、エレメント（タ
イマ、カウンタ）の現在値を表示します。また、ループコントローラ運転中かつシ
ーケンステーブル動作中に、エレメント（タイマ、カウンタ）の設定値の変更も可
能です。（ツールソフト Ver.3.2以降でのみ可能） 

・LCB05 Ver.3.0以降の場合、テーブル参照機能を使用することができます。（ツール
ソフト Ver. 5.0以降でのみ可能） 
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ツールソフトでのシーケンステーブルの編集画面は、以下のとおりです。 

 

ルール部

ルール番号 

信号 

条件部 

操作部 

ステップ 
移行指示 

ステップ番号 

信号のコメント 

実行方式 
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● 条件部 
「条件」とすることができる信号には、以下の接点信号があります。 
信号 ツール画面表

記 
種類 ツールソフトでの設定画

面 
指定方法 例） 

入力 IN（発信元指
定） 

計器ブロック
の、接点入力
ITEM、または
接点出力 
ITEM 

［入力］タブの発信元指
定： 
ブロック・ITEM 

ブロック番地を選択
し、詳細情報から 
ITEM 番号を選択 

ブロック番地 001の
ITEM番号 086の場
合：001.086 

  CSVタグおよ
びタグ ITEM 
（調節ブロッ
ク+演算ブロッ
クの接点入力
ITEM、または
接点出力 
ITEM） 

［入力］タブの発信元指
定： 
Tag No. 

ブロック番地 CSV
タグを選択し、詳細
情報からタグ ITEM
を選択 

CSVタグ：Master01
の A/M切換スイッチ
の場合：Master01.A_M

  ユーザリンク
テーブルタグ
名（CPUユニッ
トの I/Oメモ
リ） 

［入力］タブの発信元指
定： 
ユーザリンクテーブル 

メモリ種別を選択
し、詳細情報からユ
ーザリンクテーブル
タグ名を選択 

ユーザリンクテーブ
ルタグ：SW01の場
合：LNK007：SW01 

 タイマ／カウ
ンタの、タイム
アップ／カウ
ントアップ状
態、またはプリ
アラーム発生
中などのステ
ータス接点 

［入力］タブの発信元指
定： 
エレメント 

タイマ／カウンタの
番号を指定して、詳
細情報からステータ
ス接点を選択 

  

TLB（ブロッ
ク番地） 

参照テーブル ［入力］タブの発信元指
定：ブロック ITEM 

ブロック番地を選択
する 

 

関係
式 

（パラメータ
1 ＜などの比
較記号 パラ
メータ 2) 
（パラメータ
1  ＜などの
比較記号 #
値) 

関係式で比較
した結果 

［関係］タブのコマンド
種別で比較式種類を指定 
注：パラメータ 1とパラ
メータ 2には、上記「入
力」と同様な信号を指定
可能（ブロック ITEM、 
Tag No、ユーザリンクテ
ーブル、エレメントのい
ずれか）、および値（定
数）を指定可能 

比較式種類（<、≦、
≠、=、>、≧）と、
パラメータ 1、パラ
メータ 2 
注：エレメントは、
番号を指定して、PV
現在値または残り時
間／カウント値を選
択 

例）ユーザリンクテー
ブルタグ typeの値＝
100のとき、 
（LNK005：type＝
#100） 
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● 操作部 
「操作」（出力）することができる信号には、以下の接点信号があります。 
信号 ツール画面表記 種類 ツールソフトでの

設定画面 
指定方法 例） 

計器ブロックの、接点出
力 ITEM 

［出力］タブの宛先
指定：ブロック・
ITEM 

ブロック番地を選択し、
詳細情報から ITEM 番
号を選択 

ブロック番地 001
の ITEM番号 086
の場合：001086 

CSVタグおよびタグ
ITEM 
（調節ブロック+演算ブ
ロックの接点出力 
ITEM） 

［出力］タブの宛先
指定：Tag No. 

ブロック番地 CSVタグ
を選択し、詳細情報から
タグ ITEMを選択 

CSVタグ：
Master01の A/M
切換スイッチの
場合：
Master01.A_M 

ユーザリンクテーブルタ
グ名（CPUユニットの I/O
メモリ） 

［出力］タブの宛先
指定：ユーザリンク
テーブル 

メモリ種別を選択し、詳
細情報からユーザリンク
テーブルタグ名を選択 

ユーザリンクテ
ーブルタグ：
Valve01の場合：
LNK007：Valve01

出力 
*1 

OUT_ H (宛先指
定) ：保持形接点
出力動作 
OUT_ L(宛先指
定) ：非保持形接
点出力動作 
OUT_Ｐ(宛先指
定) ：パルス形接
点出力動作 
OUT_F(宛先指
定) ：フラッシン
グ形接点出力動
作 タイマ／カウンタの、リ

セットスタートまたはカ
ウントスタート/ストッ
プ、休止指令 

［出力］タブのコマ
ンド種別：エレメン
ト操作（宛先指定）

タイマ／カウンタの番号
を指定して、詳細情報か
ら操作接点を選択 

 

テーブ
ル指令 

STEP(シーケン
ステーブルのブ
ロック番地, ス
テップ番号)  

他のシーケンステーブル
の指定ステップの設定 

［テーブル指令］タ
ブのコマンド種別：
STEP（ブロック番
地、ステップ番号）

ブロック番地とステップ
番号 

ブロック番地 702
のステップ番号
03の場合：70203

 RUN(シーケン
ステーブルのブ
ロック番地 ) 

他のシーケンステーブル
の起動 

［テーブル指令］タ
ブのコマンド種別：
RUN（ブロック番
地） 

ブロック番地 ブロック番地 702
の場合:702 

 STOP(シーケン
ステーブルのブ
ロック番地 ) 

他のシーケンステーブル
の停止 

［テーブル指令］タ
ブのコマンド種別：
STOP（ブロック番
地） 

ブロック番地 ブロック番地 702
の場合:702 

ITEM
書込み 

SET( #値、宛先指
定 ) 

計器ブロックの ITEM書
込パラメータへの定数書
き込み 

［ITEM書込み］タ
ブの宛先指定：ブロ
ック ITEM 

ブロック番地を選択し、
詳細情報から ITEM 番
号を選択し、書き込みデ
ータ入力（-32000～
+32000） 

 

  CSVタグおよびタグ
ITEMへの定数書き込み
（調節ブロック+演算ブ
ロックの接点出力 
ITEM） 

［ITEM書込み］タ
ブの宛先指定：Tag 
No. 

ブロック番地 CSVタグ
を選択し、詳細情報から
タグ ITEMを選択、書き
込みデータ入力（-32000
～+32000） 

 

  ユーザリンクテーブル
（CPUユニットの I/Oメ
モリ）への定数書き込み

［ITEM書込み］タ
ブの宛先指定：ユー
ザリンクテーブル 

メモリ種別を選択し、詳
細情報からユーザリンク
テーブルタグ名を選択
し、書き込みデータ入力
（-32000～+32000：ユー
ザリンクテーブルでのス
ケーリング値を入力） 
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*1：出力の形態には、以下の種類を選択できます。 
シーケンステーブルの「実行方式」（ITEM006） 信号 出力の

形態 
ツールソフト
での設定画面 毎周期実行（0）または S1により起動（1）

のテーブルの場合 
初回のみ
起動（2）
の場合 

ルール内の
Y/N指定 

実行条件 

出力 保持形
出力 

［出力］タブの
コマンド種
別：OUT_H（宛
先指定） 

Y指定時：条件不成立→成立に変化したと
きに、オン。条件不成立になっても、オン
のまま。 
（オフにしたい場合は、他のルールでオフ
にする操作が必要。） 
N指定時：条件不成立→成立に変化したと
きに、オフ。条件不成立になっても、オフ
のまま。 
（オンにしたい場合は、他のルールでオン
にする操作が必要。） 

同左 Y（オン）ま
たはN（オフ）

条件不成立
→成立への
変化時 

 非保持
形出力 

［出力］タブの
コマンド種
別：OUT_L（宛
先指定） 

Y指定時：条件成立中は常時オン、条件不
成立中は常時オフ。 
N指定は不可。 

使用不
可。 

Y（オンのま
ま）のみ 

条件成立中

 パルス
形出力 

［出力］タブの
コマンド種
別：OUT_P（宛
先指定） 

Y指定時：条件不成立→成立に変化したと
きに、1度だけオン、次の演算周期でオフ。
（再度出力するときは、いったん条件不成
立となり、条件不成立→成立となることが
必要。） 
N指定は不可。 

使用不
可。 

Y（パルス出
力）のみ 

条件不成立
→成立への
変化時 

 フラッ
シング
形出力 

［出力］タブの
コマンド種
別：OUT_F（宛
先指定） 

Y指定時：条件成立中は、オン→オフを繰
り返します（フラッシング）。条件不成立
となっても、フラッシングを継続します。
N指定時：条件成立中は、フラッシングの
出力をオンに保持します。条件不成立とな
っても、オンのまま。 
注：オンに保持された出力をオフにするに
は、OUT_HでN指定します（ただし、OUT_F
の条件が、Y指定、N指定ともに不成立に
なっていないと、オフできません）。 

使用不
可。 

Y（フラッシ
ング）または
N（フラッシ
ング停止し
てオンのま
ま） 

条件成立中
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付－2－3 条件部 
■ 入力 

接点を入力します。 
以下のいずれかの表記です。 
IN（発信元指定） 
TLB（ブロック番地） 
注：発信元指定には、以下のいずれかのパラメータを指定可能です。 
・計器ブロック番地.ITEM番号 
・CSVタグ名.タグ ITEM 
・ユーザリンクテーブルタグ名 
・エレメント表示モードで設定済みのエレメント番号と、以下のステータス接点 
タイマの場合： HI：タイムアップ状態 

LO：プリアラーム発生中 
NR：計時中 
IO：停止状態 
PS：休止状態 

カウンタの場合： HI：カウントアップ状態 
LO：プリアラーム発生中 
NR：カウント中 
IO：停止状態 

● ツールソフトの［入力］タブ設定 
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■ 関係式 
指定されたパラメータ間またはパラメータと値間の大小比較を行います。 
以下のいずれかの表記です。 
（パラメータ 1 ＜などの比較記号 パラメータ 2) 
（パラメータ 1  ＜などの比較記号 #値) 
（#値 ＜などの比較記号 パラメータ 2) 
比較記号は、以下のいずれか。 
パラメータ 1 ＜ パラメータ 2 
パラメータ 1 ≦ パラメータ 2 
パラメータ 1 ＝ パラメータ 2 
パラメータ 1 ≠ パラメータ 2 
パラメータ 1 ＞ パラメータ 2 
パラメータ 1 ≧ パラメータ 2 
＃値：－32000 ～32000 
 
注：パラメータには、以下のいずれかを指定可能です。 
・計器ブロック番地.ITEM番号 
・CSVタグ名.タグ ITEM 
・ユーザリンクテーブルタグ名 
・エレメント表示モードで設定済みのエレメント番号と、以下タイマのとき、 PV：現在時
間:0～32000） 
DV：残り時間（0～32000) 
カウンタのとき、 PV ：現在値（0～32000） 
DV：残りカウント値（0～32000） 

 

● ツールソフトの［関係式］タブ設定 
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付－2－4 操作部 
■ 出力 

接点出力をします。 
以下のいずれかの表記です。 
表記 動作出力 内容 ルール内の

Y/N指定 
実行条件 

OUT_H 
(宛先指定)  

保持形接点
出力動作 

Y指定時：条件不成立→成立に変化した
ときに、オン。条件不成立になっても、
オンのまま。 
（オフにしたい場合は、他のルールでオ
フにする操作が必要。） 
N指定時：条件不成立→成立に変化した
ときに、オフ。条件不成立になっても、
オフのまま。 
（オンにしたい場合は、他のルールでオ
ンにする操作が必要。） 

Y（オン）ま
たは N（オフ） 

条件不成立→
成立への変化
時 

OUT_L 
(宛先指定)  

非保持形接
点出力動作 

Y指定時：条件成立中は常時オン、条件
不成立中は常時オフ。 
N指定は不可。 

Y（オンのま
ま）のみ 

条件成立中 

OUT_P 
(宛先指定) 

パルス形接
点出力動作 

Y指定時：条件不成立→成立に変化した
ときに、1度だけオン、次の演算周期で
オフ。 
（再度出力するときは、いったん条件不
成立となり、条件不成立→成立となるこ
とが必要。） 
N指定は不可。 

Y（パルス出
力）のみ 

条件不成立→
成立への変化
時 

OUT_F 
(宛先指定)  

フラッシン
グ形接点出
力動作 

Y指定時：条件成立中は、オン→オフを
繰り返します（フラッシング）。条件不
成立となっても、フラッシングを継続し
ます。 
N指定時：条件成立中は、フラッシング
の出力をオンに保持します。条件不成立
となっても、オンのまま。 
注：オンに保持された出力をオフにする
には、OUT_Hで N指定します（た
だし、OUT_Fの条件が、Y指定、N
指定ともに不成立になっていない
と、オフできません）。 

Y（フラッシ
ング）または
N（フラッシ
ング停止して
オンのまま） 

条件成立中 

注：宛先指定には、以下のいずれかのパラメータを指定可能 
・計器ブロック番地.ITEM番号 
・CSVタグ名.タグ ITEM 
・ユーザリンクテーブルタグ名 
・エレメント操作にて、以下を指定可能 
エレメント表示モードで設定済みのエレメント番号と、以下 
TIM または CNT ：YN欄において、Y：リセットスタート、N：タイマリセット 
TIM_PS：YN欄において Y：一時停止、N：一時停止解除 
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● ツールソフトの［出力］タブ設定 
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■ テーブル指令 

● シーケンステーブルのステップ設定 
指定した他の（自身以外の）シーケンステーブルの、実行を開始するステップ番号を
設定します。 
STEP（シーケンステーブルのブロック
番地ステップ番号） 

：指定ブロック番地のシーケンステーブルの
指定ステップ番号を設定。 

 注：自身のブロック番地のステップ番地を指定
して、STEPを実行すると、実行エラー（コ
ード：81）となります。 

 注：参照テーブルを指定して STEPを実行する
と、STEP命令を行ったブロックが実行エラ
ー（コード：81）となります。 

 

● シーケンステーブルの停止、再開 
指定した他の（自身以外の）シーケンステーブルの動作を停止/再開させます。 
注：ITEM008：S1スイッチへの 0，1書きこみと同等機能です。 
RUN（シーケンステーブルのブロック番
地） 

：指定ブロック番地のシーケンステーブルの
動作を開始させます。「シーケンステーブ
ルの分岐・実行」とは異なり、自身のテー
ブルは、実行を継続します。 

STOP（シーケンステーブルのブロック
番地） 

：指定ブロック番地のシーケンステーブルの
動作を停止させます。 

 注：自身のブロック番地を指定して、STOPを実
行すると、実行エラー（コード：81）とな
ります。 
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● ツールソフトの［テーブル指令］タブ設定 
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■ ITEM書込み 
指定した宛先に、指定値（小数点を除いた値）を書き込みます。 
以下の表記です。 
SET( #値、宛先指定 ) 
注：宛先指定には、以下のいずれかのパラメータを指定可能 
・計器ブロック番地.ITEM番号 
・CSVタグ名.タグ ITEM 
・ユーザリンクテーブルタグ名 

注：#値は、-32000 ～32000。 
入力する値は、小数点を除いた値を入力します。 
例）小数点以下 2桁の指定 ITEMに 30.00を書き込むときは、3000と入力する点にご注意く

ださい。 
 

● ツールソフトの［ITEM書込み］タブ設定： 
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付－2－5 エレメント 
エレメント（タイマ／カウンタ）は、エレメント表示モードで登録の後、以下の操作
／読出しが可能です。 
・操作部（出力）にて、操作指令 
・条件部（入力）にて、ステータス接点の読み出し 
・条件部（関係式）にて、現在値などのデータを読み出し 

■ タイマ 
リセットスタートが ONでタイマ動作をし、経過時間がプリセットアラーム値に達す
ると、LO（プリアラーム発生中）が ON、設定値に達すると、HI（タイムアップ状態）
が ONとなります。 
・エレメントとしてタイマを登録（エレメント表示モードで登録可能） 
エレメント番号：0～999（カウンタと共用番号） 
設定値：0～32000 
プリアラーム値：0～32000 
時間単位 1～4（1：0.01秒、2：0.1秒、3：秒、4：分） 

・指令接点（「出力」にて指定可能） 
RS：リセットスタート 
（YN欄において、Y：タイマ開始、N：タイマ停止) 

PS：一時停止（YN欄において Y：一時停止）、N：一時停止解除） 
・ステータス接点（「入力」にて指定可能） 

HI：タイムアップ状態 
LO：プリアラーム発生中 
NR：計時中 
IO：停止状態 
PS：休止（一時停止）状態 

・ステータスデータ（「関係式」にて指定可能） 
PV：現在時間（0～32000） 
DV：残り時間（0～32000) 
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■ カウンタ 
ST（カウントスタート/ストップ）が ONでカウントを開始し、カウント値がプリセッ
トアラーム値に達すると、LO（プリアラーム発生中）が ON、設定値に達すると、HI
（カウントアップ状態）が ONとなります。 
・エレメントとしてカウンタを登録（エレメント表示モードで登録可能） 
エレメント番号：0～999: （タイマと共用番号） 
設定値：0～32000 
プリアラーム値：0～32000 

・指令接点（「出力」にて指定可能） 
ST：カウントスタート/ストップ（YN欄において、Y：カウント、N：カウントリ

セット) 
・ステータス接点（「入力」にて指定可能） 

HI：カウントアップ状態 
LO：プリアラーム発生中 
NR：カウント中 
IO：停止状態  

・ステータスデータ（「関係式」にて指定可能） 
PV ：現在値（0～32000） 
DV：残りカウント値（0～32000） 

注：カウンタの動作は、タイマとは異なり、設定値到達（HI）になっても、計数を継続します。 
 

■ エレメント表示モードでのエレメント登録例 

 
以下のダイアログボックスで、タイマ/カウンタを登録します。 
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作成者  プロジェクト名  

システム名  計器ブロック番地  
シーケンステーブル設計シート 

コメント  

 
実行方式 Rule No. 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32Sequence Table 

             

 No. Signal Comment Setp No.            

001              
002              
003              
004              
005              
006              
007              
008              
009              
010              
011              
012              
013              
014              
015              
016              
017              
018              
019              
020              
021              
022              
023              
024              
025              
026              
027              
028              
029              
030              
031              

条
件
部 

032              

001              
002              
003              
004              
005              
006              
007              
008              
009              
010              
011              
012              
013              
014              
015              
016              
017              
018              
019              
020              
021              
022              
023              
024              
025              
026              
027              
028              
029              
030              
031              

操
作
部 

032              

THEN            NEXT STEP 
ELSE            
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